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●音声を聞いて、発音記号と、それが表す実際の音を身につけましょう。
●項目ごとにすべての単語がひとまとまりになって、米音・英音の順に録音されています。これによって、発音の共通性と多少ある非共通性とがはっきりと確認

できるようになっています。
●発音記号は、本書で使用したもので、日本の多くの英語辞典で使われているものです 鱗7参照)。 英和辞典などを使用するときに役に立つようになっています。

1 卜 1可′〔αlЭ]ほか :米音・英音で響きの違いに規則性が見られる場合は、II]内の左側が米音を、右側が英音を表す。
2[″l:米音の場合は、常にlrlが発音されることを、英音の場合は、次に母音が続く場合にのみ、[r]が発音されることを示す。

母音 (Voweis)

唇 を しつか りと左

右 に引 き、舌を緊

張 させて「イー」と

seat,

seed

bit,bid

唇も舌も緊張させ

ずに、軽く口を開

けて「イ」と言う。

set, said

あ ごを下げ国の開

きを広めに しては

つき りと「工」と言

つ。

ａ

一

ａｔ

一

口 を広 め に開 け、

唇 を思いきつて左

右 に引いて「ア」と

言つ。

[G:1は 唇を左右に

引かずに、同 よ

り回の開きを大き

くする。| 91ass′half

|
father,
palm

口を大きく開け、

のどの奥を下げて

「アー」と言う。

| ∝一 ０

一

[α」とに1は同じ音

色。「Эlは 回 のと

き唇を丸めて「オ」

と言う。

all, paw|
米音は同を長めに

発音。英音は米音

より口をやや狭め

て発音.

η

ｆｔ

ｌｏ‐
一
０
一

い:|は回より長い。

米音の lЭ :1に は「ア

ー」の音色が混ざ

る。

foot, pull

唇を丸めて、舌は

緊張させずに軽く

口を開け、「ウ」と

き出 し、 舌 を緊

唇を丸めて前に突

させて「ウー」と言

buck′

bug

口を中 くらい に開

き、明確 に「 ア」と

言つ。

courage′

hurry

に1は 口を 過

ぎないようにして

「アー」と言う。

again,
sofa

口を開け過ぎない

ようにして、力な

く「ア」と言う。

make,
made

「工」か ら弱めの

「ィ」に「エィ」と移

る。「ェ」「ィ」では

ない。

site, side

口を大きく開けた

「ア」か ら弱めの

「ィ」に「アィ」と移

る。

lout,
loud

口を大きく開けた

「ア」か ら弱めの

「ウ」に「アウ」と移

る。

volce,

nc):se

口を開き唇を丸め

た|~ア 」の よ うな
「オ」から弱めの
「イ,に移る。

oat, ode

唇を丸めた「オ」か

ら弱めの「ゥ」に移

る。英音はloulに

近い。

cove昨

vvater

弱い力のない「ア」。

米音は舌をカール

させて〔rlを発音す

る。

hurt,
hea rd

口を開け過ぎずに

軽く「アー」と言う。

米音は[rlを 発音す

る.

fierce,
beer

「イ」から弱めの

「ア」に移る。米音

は[rlを発音する。

ca re′

wear る。米音はlriを発

音する。

□

う

「ェ」か

ア」に移

hg{t,
hard

c9xrt,
cord

口を大きめに開き、

唇を丸めて「オー」

と言う。米音は lr]

を発音する.

音する。

唇を丸めた「ゥ」か

ら弱めの「ア」に移

る。米音は[r]を発

p9g,
tgur

pit, peep
「カッ/もの「ッ(パ)」

の音。パ行音の息

を止める音。

ｄ

′

‐ｂ

一

ｂ

一
ｂ

一

「ウェッブ」の「ッ

(ブ )」の音。バ行音

の息を止める音。

tea, test
「アッタ」の「ッ(夕 )」

の音。舌先を上歯

茎にイ寸ける。

「ベッド」の「ッ(ド )」

の音。舌先を上歯

茎に付ける。

dust,dad

cat, kick
「サッカ」の「ッ(力 )」

の音.,力 行音の息

が止められる音。

9。 ld′

gi991e

|‐ビック」の「ッ(グ)」

の音。ガ行音の息

が止められる音。

faith′

safe

上歯の先を下唇の

内側に軽〈触れて

息をもらす。弱く

こすれる音。

voice,
valve

lf」 でのどを震わせ

て息をもらす。

just′

judge

IJIでのどを震わせ

てはじいてもらす。

ヂャ行音の息を止

める音。

ｍ
一su m|

「サンポ」の「ン(ポ)」

の音。両唇を付け

て息を鼻に通す。

Ｆ
■
】

nap′ su n|
「サンタ」の「ン(夕 )」

の音。舌先を歯茎

に付けて息を鼻に

通す。

ring′

sung

「ウンガ」の「ン(ガ)」

の音。191と は違い

息を鼻に通す。

| load,
loyal

舌先を歯茎に押し

付け、のどを震わ

せて、息を舌の横

から出す。

road,
roya I

舌先を歯茎の裏側

に近づけの どを震

わせ る。 舌先 は歯

茎に触れない。

yavvn

ｙ

一|
舌を押し上げて強

く短く「イ」と言い、

すぐに次の母音に

移る。

唇を丸めて短 く

「ウ」と言い、すぐ

に次の母音に移る。

ａ
　
０

Ｗ

一
Ｗ

一

舌先を上歯の に

軽く触れて息をも

らす。弱くこすれ

る音。

thick′

mouth

that,
smooth

sta I k,

face

「チッソ」の「ッ(ソ )」

の音。強めに息を

もらす。

zoo,size

[slでのどを震わせ

て強めに息をもら

す。舌先を歯茎 |

近づける。

「セッシ」の「ッ(ン )」

の音。唇をやや丸

め強めに息をもら

す。

shoot,
ｈ

一

一
ｆｉＳ

．

beige,
rou9e

|「 |でのどを震わせ

て、 |よ じかずにも

らす.ld51と は違

health′

Aヽ′ h0

呼吸のときの吐く

息。唇でも国の中

でも摩擦はない。

cheese,

rich

「イッチ」の「ッ(チ )」

の音。チャ行音の

息を止める音。

1米音 。英音完全収録

E=
■■■
■■■■

E=コ

∩ ～∩ 子音 (Consonants) ∩ ん釉

[p] [0]

17         .

[d6]

2

[bil

10        ‐|

[ё]
101でのどを震わせ

て息をもらす.

1

1

[η]

[:]

[W]

[t]

区

IS]

[司

%
[Z]

日

[k]

13

1田

[g]

14

[["]

[1:]

15

[111]

[V]

16

[tЛ

[iI]

10

[u]

19  ‐‐

「
    ■

10u」

[i] IIし
lI]

food,
pool

γ
Or]

[e] [A]

21 
i

[er]

[〔
X〕] [Э:IA]

22  _

IiOr]

[0]‐

23  1

[pOr]

15

[|()i]

24  '_.

r    ■

lαlr」

口を大きく開け、

のどの奥を下げて

「アー」と言う。米音

は[rlを発音する。

16  _

[」 ]

/
ЭIr]

[aul

[Эi]

Llerl

[ЭII。]



アメリカ英語とイギリス英語の発音の違い
●ここでは、よく耳にする米音と英音との違いをまとめておきました。●違いは共通性に比べればわずかで、しかも絶対的なものではなく、変動も見られるということを知っておく必要があります。

1 注 :3、 5のように、米音と英音とで発音されたりされなかつたりする[r]や り1は、辞書で|ま「省略可能な音」のひとつとしてイタリックで表されていることが多いので、確認するとよい。[例]car[kα :rl tune Wuin] ∩ 2 注 :1のように米音では発音されるが英音では発音されない[h]は、辞書ではイタリックで表されていることが多いので確認するとよい。2と4は、発音の違いを辞書で確認しよう。4では、下線部の単語で米音・英音の響きに違いが見られる。

ヽ

７Ｄ

口　
ＤＬ
５
］

／
れ

∩ ∩
ン
米音 [α ]

英音 [Э ]

hot[hat]

hot[hЭ t]

米音 [h]あリ

英音 [h]なし

Which[hWi明

WhiCh[Wi鯛
hot, box, top, nod, bond, doll, swan, bomb, comic.

lodge, hop, shop, rock, rob, college ё
which, where, what, whether; white, whisper, whistle,
while, whine, whip, wheat

∩ ロロL
′

」/
■■■■

盆 口■L
■

ノ
■■■■

米音眸 ]

英音 [α I]

half[haf]

half[hQIf]

half, bath, ask, class,, example, aunt, dance, can't,
demand, after, laugh, rather, last, pass, branch

その他、

発音が違うもの

either clerk, thorough, missile, hostile, leisure, tomato,
z(zee, zed), ego, progress, schedule, patriot, herb, lever,
privacy, erase, Asia, version

∩ 暉ヽ

く
目

賭繭餌

米音 [r]あ り car[kα lr]

英音 [r]な し car[kα I]
car, park, here, tear, warm, horse, there, care, work,
church, tour, poor, nrother, effort, particular

強勢の違い 米音 vibrate[vaibreit]

英音 Vibrate[vaibr6it]
vibrate, dictate, migrate, attach6, salon, brochure, caf6,

renaissance, aluminum (*() /aluminium (E), margarine

∩
罐
瞳′

∩
贖杢言||1型Ц望牲多音になる:ごR鷲 It‖:′it‖::胤鼎lilly‖:IL『 11:γ~~~陪~果
百 [[」熙戸りまま     bddeL betting/bedding

∩
鼈
文 (発話 )

∩ k
J
米音 日]な し tune[tulnhune,assume′ presume,due,stewi enthusiasm′

英音 □]あ り tune ltjuln]purSue

(1)IWAtl Wう t]′ [α lЭ ]

12)日 (1:|

13)卜 に
|

1411D:|ぅ Hi:l ail

15)米音は 111が有声化し[d]に近くなる。

161[diktclli(11 dikt6itid]′ [sekrotOrilsCkrolril

(7}lα lぅ 1′ inlliり Cti]l maigrOitiOl

18)[ulljul],「 (11ぅ |(2)～ 15)米音はスペリングの rを常に発音。

英音は母音の前の rのみ発音。

(1) What a lot of clocks and watches in that shop.

(2) You can't dance if you get here after dark.
(3) Her father started laughing as the car darted past.

(4) I offered her coffee or tea, but she didn't want either.
(5) Your English is getting better.
(6) He dictated a letter to his secretary.

(7) Many geese rest in Scotland when they're migrating in

the early t 
'"!"r.(8) Our thanks are due to the doctor.

2-4 文 (発話)の和訳

(1' あの店には、何てたくさんの時計があるんだろう。

12)日音くなつてからここに着いたら、ダンスはできないよ。

(3' その車が矢のように走り過ぎたとたん、彼女の父は笑い出した。

(4)イ皮女にコーヒーかお茶はどうですかとすすめたが、どちらもいらないと言つた。

(5)君の英語よくなつてきたね。
(6)彼は秘書に手紙を口述して書き取らせた。
(7)たくさんの雁が、初冬に移動するときスコットランドで休む。
(8)お医者様に感謝しています。
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本書は、英語の音を身につけたいと思っているすべての人たちのために作ら

れました。発音を初歩から学びたい人をはじめ、海外で英語を使う必要のある

人、英語の資格試験を受ける人、大学などで英語を専攻していて音声に関心の

ある人、英語の教員を目指していて音声の指導に自信を持って臨みたい人、す

でに英語を教えている人で実践的な発音指導法を学びたいという人まで、どの

ような立場の人でも目的に応じた使い方ができるように工夫されています。

外国語の音声の習得は、母語の強烈な影響の下で行われるため、どうしても

外国語の音を母語に引きつけて聞き、また母語の音で外国語の音の代用をして

しまいます。「通じない英語」の最大の原因は、実はここにあるのです。たとえ

豊富な単語力があり、文法に詳しく、文字を通してであれば英語を理解できて

も、音声に関しては、耳と口とが日本語の音の枠組みのままではどうしても無

理なのです。

本書は日本語を母語とする人の立場に立って、その母語の影響によって生じ

る音の壁を乗り越え、短期間で確実に英語の音を習得するための方法を体系化

したものです。日本語の母語話者にとって問題となる英語の音声現象をあらゆ

る角度から扱っています。著者自身が英語の発音に挑戦したその実体験、専攻

した音声学、そしてさまざまな年代層の人や、いろいろな国の人たちに英語と

日本語と音声学を教えてきた経験との融合から本書が生まれました。

本書の英文の音声は基本的にすべてダウンロード音声 (MP3)に収録され、
テキストの該当個所に対応するファイル番号を表示してあります。また、英文

には原則としてすべて日本語訳を付けました。テキストと音声を併せて活用し、

母語の壁を乗り越え本物の英語の音を身につけてください。

本書の新たな出版にあたり、アルクの鮒咲果さん、古木徳子さん、伴想社の坂本

良輔さんにひとかたならぬお世話になりました。ここに深 く感謝いたします。

2015年 1月

深澤俊昭

はじめに
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本書の使い方

まったくの初心者

リスニングを重点的にやりたい人

ガ

本書は、総論に当たる「日本語の音の壁を乗り越える」、各論に当たる1～ 9までの各

Part、 特別講座の「マザー・グースで英語のリズムをマスター !」、および巻末の「資

料編」の4部で構成されています。

また、学習に役立つコラムと、折り込み付録①「英語の発音記号」、②「アメリカ英語と

イギリス英語の発音の違い」を収載しています。

各論のPartは、それぞれ内容が独立しています。もちろん、すべての項目をじっくり

練習するのが理想的ですが、「興味のあるところからやってみよう」ということでも構

いません。そういう場合は、まず「日本語の音の壁を乗り越える」は必ず読んでくだ

さい。その後で、以下を目安に目的に応じて練習するといいでしょう。

Part l、 9を練習する

とつだけでも、という人  Part lを繰り返し練習するとにかくどれかひ

Pa威 1、 3、 9を練習する

スピーキングを重点的にやりたい人  Part l、 8、 9を練習する

中 Part l、 2と特別講座を練習する

じつくり勉強し Pa威 1から順に練習する

本書は英語の音声現象に関する事項をほぼ完全に網羅しています。わかりやすく分類

されているので、事典としても活用できます。

■
■
■
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各 Partは LE丁'S LISTEN、 解説、いくつかのSEC丁10Nで構成されています。

LET′S LISTEN                                         :

そのPartで学ぶ音声現象が、実際に会話でどのように起きるかを体験するページで i
す。ダウンロード音声を聞いて、自分の耳で確なめてくださし`。         :

解説

その Partで学ぶ音声現象の概要を説明しています。

各 SEC丁!ONは以下で構成されています。

EXAMPLESお よび解説

各 Pa威 で扱う音声現象をさらに細かく分類し、その具体例を挙げています。音声を

聞いて確認し、必ず自分で言つてみてください。Part l、 6、 7、 9は4ページ、Part

2、 3、 4、 5、 8は2ページで構成されています。

EXER⊂ISESおよび解答・解説

EXAMPLESを 通して学んだことを確認し、定着させるための練習です。音声を聞い

て行い、右ページの解答 。解説で確認してください。EXERCiSESの和訳はρ.250を

参照してください。

単語の発音記号は、原則として『プログレッシブ英和中辞典』(小学館)に沿っていま

すが、内容に応じて適宜本書独自のものを用いています。Partによっては、よりわか

りやすくするためにカタカナの表記も併用しましたが、これは実際の音とは「似て非

なるもの」ですから、参考程度にとどめてください。
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ダウンロー ド音声につい―′ヽ

音声のダウンロード方法

蝠

本書の学習に必要な音声は、すべてお手持ちのスマートフォンやパソコンにダウンロ

ードしてお聞きいただけます。 (音声ファイルはMP3形式ですが、ダウンロード時は
zipフ ァイルに圧縮されています。)

⌒

本文中では、右のようなアイコンで音声ファイルを示しています。11_011

アルクの英語学習アプリ「booco」 を使うと、本書の音声をさまざまな方法で聞くこ

とができます。

①以下の∪RL・ QRコ ードからboocoを インストールする

② boocoを起動し、ホーム画面下の「さがす」をタップして商品コード「7024057」

で本書を検索して、音声ファイルをダウンロードする。

https:,//www. booco. jpl

パソコンに音声をダウンロー ドし、音声プレーヤーで聞くことができます。

※スマー トフォンなどにダウンロードも可能ですが、zipフ ァイルとなるため、端末上で

解凍→再生アプリで再生する必要があります。

①以下のURLにアクセスする。

②商品コード「7024057」 で本書を検索し、音声ファイルをダウンロードする。

アルク「ダウンロードセンター」
https://porta卜 dlc.alc.cOjp/

※boocoおよびダウンロードセンターのサービス内容は、予告なく変更する場合があり

ます。あらかじめご了承ください。
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日本語の音の壁を乗り越える
英語を聞いたり、話したりすることは、とても難しいとあきらめている人

は多いのではないでしょうか。しかし、使える英語を身につけるという

ことは、決して不可能なことではありません。ただしそこには、乗り越

えなければならない「壁」があるのです。

回
絆
訓
Э
呻
０
眸
゛
湘

ｃ
酵
ン
タ文としては正しい英語も声に出すと通じない !!

大変有名なある日本人の先生が、国際学会で英語のスピーチをしました。あらかじめ作

っておいた原稿を読んだのですから、英語の文章としては問題のないものだったはずです。

ところが、その学会に出席していた英語のネイティブスピーカーの学者が、スピーチを聞

いた後で、「何を言っているのか、まったくわからなかった」と言うのです。付け加えてお

くと、その日本人の先生は、言語を専門とする方でした。

これは一見、極端な例のようですが、実はそうではありません。英語の文としては正し

くても、私たちがそれを声に出すとさつばり通じないということは、国際的な会議だけで

はなく、いろいろな場面で頻繁に起きていることなのです。後で詳しく見ますように、原

因はもちろん発音にあります。

「日本人は英語が下手である」と、よく言われます。私たち日本人も、暗黙のうちにそれ

を認めている傾向があるようです。英語を相当勉強した人たちが、「どうもしゃべるのが苦

手だ。それに、相手の言っていることがよくわからない」と言います。書かれた英文を読

み上げても通じないのなら、その場その場で臨機応変に文を作って話をしていかなければ

ならない日常会話は、まったくお手上ι六 ということになってしまいます。

通じる英語の 3つのポイント

なぜこういうことになってしまうのでしょうか。通じる英語を身につけることは、特別

な人たち、たとえば長い問英語圏で生活した人とか、普通の人にはまねのできないような

勉強を何十年も朝から晩まで続けた人などを除いては、無理なことなのでしよう力ヽ 断じ

てそのようなことはありません。通じる英語は、だれでも身につけることができるのです。

ミ:itミミ■、こ

‐`:ミ
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たとえtよ 基本的な英単語、基本的な英文法、そして、これが重要なのですが、日本語

の発音をそのまま英語に移した発音ではなく、英語そのものの発音を身につけれ1よ 日常

のたいがいのことは聞き取れて話ができるようになるものです。単語は多く知っているに

越したことはありませんが、単語を組み合わせて英文を作ることができなけれ!よ 話はで

きません。この単語を組み合わせる知識が基本的英文法です。要するに、中学校の英語が

わかれlよ 後は、発音の問題であるということです。

最初に挙げた国際的な学会での例は、文章はできていたわけですから、それが通じなか

ったのは、明らかに話した方の発音が悪かったのが原因です。問題は、ご本人は自分のス

ピーチが通じていないとは夢にも思っていない、言い換えれtよ 自分の発音が英語の発音

ではないことに気がついていないということにあるのです。自分の犯しているミスに気が

ついていないというのは、英語に関しては、何もこの大先生に限ったことではありません。

私たちは、多かれ少なかれ、皆このミスに気がつかないのです。気がつかずにミスを犯し

ている原因力γ可かがわかれ:よ 通じる英語への道は、すでに半ばを越えたと言えるでしょ

つ。

自分の話す英語がリスニングに影響

ここまでは主としてスピーキングに視点を置いて話をしてきましたが、それではリスニ

ングの問題はどうでしようか。ここで大変大切なことでありながらあまり自覚されていな

い、リスニングとスピーキングの一体性について考えておく必要があるでしょう。

それは、私たちは話をするとき、その話を自分でも聞いているということです。ネイティ

ブスピーカーに通じない英語を話している場合、その通じない英語の音を自分でも聞いて

いるのです。ということは、自分力Y乍り出して耳にしている英語の音力ヽ ネイテイブスピー

カーの音とはまったくかけ離れている場合、ネイティブスピーカーの英語を聞いてもわか

らないということになります。自分力可乍り出して耳にするのと同じタイプの英語なら (た

とえば日本人同士の英語なら)よ くわかるが、本物の英語になると駄目だということにも

なります。

これは、ニワトリが先か卵が先かの話に似ていますが、本物の英語の音を何度も聞き、

まねをしていくことによって正しい発音が身についてくれ:よ 同時にリスニングカも増大

するということです。つまり、リスニングとスピーキングとは切り離して扱うことができ

ず、両者が相互に影響し合って上達していくということなのです。その上達のための確実

ｒ
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なノウハウとでも言うべきものを示し、実践していくのが本書の目的です。

問題は母語にある

一般に、 ドイツ人やオランダ人は英語が上手だと言われています。また、たとえば中国

人やフランス人の英語には、それぞれ独特の響きがあることが多いものです。これはなぜ

なのでしょうか。

これは、母語の影響によって起こることなのです。母語が何であるかによって、その人

の話す英語は違ってきます。これは当たり前のようでいて、実に重大なことを意味してい

ます。

すなわち、外国語を身につけて使いこなすということは、母語の壁を乗り越えることで

ある、ということです。外国語の習得につまずく最大の原因は、母語にあるのです。母語

の壁をどの程度乗り越えたかによって、その人の英語はネイテイブスピーカーのようにも

なるし、なまりのある英語にもなるし、通じない英語にもなるというわけです。外国語の

習得は、だれにとっても難しいことは間違いありません。しかし、難しさの程度や、どう

いう点が難しいのかということは、学習者の母語によって違ってきます。

日本人は日本語の音の体系に組み込まれている

私たちが英語の音に転化させたと思っていても、実際にはその転化が行われておらず、

ネイテイブスピーカーにとっては、ただの雑音の連続となってしまつていることは多いの

です。そして、それに気がついていないという点が、問題であるわけです。

これは、私たちの母語である日本語が邪魔をしているせいです。私たちは、日本語を無

意識に話しています。日本語を成り立たせているさまざまな音やその組み合わせを、無意

識のうちに作り出しています。無意識に何か力浙子われる、というのは、それがしっかりと

身についてしまっているということです。私たちは、だいたい、3歳のころまでに、母語

の音の体系を身につけ、5、 6歳ではぼ大人の水準に達します。母語を集中的に身につけ

る1～ 3歳のころは、大人になった私たちがあまり記憶していない時期です。その時期に

身につけた母語の音の体系は、大変強い影響力を持っているのです。

意味を理解するために必要な音の種類やその組み合わせには、日本語独自のものがあり、

同じように英語にも英語独自の音とその組み合わせがあります。私たちは日本語を身につ

ｍ
排
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０
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けていることによって、その日本語独自の音の体系を通して、英語の音を聞き、英語の音

を作り出してしまうのです。たとえlよ hat[hat]、 hOt[hatl hOt]、 hut[hAt]、 heart

[hQyt]、 hurt[holrt]な どの母音をどれも日本語のア[a]と して聞き、play[plei]を

[pulei]のように[u]を入れて発音してしまう、といったことが起きます。

すなわち、私たちは、日本語の音の先入観とでも言えるものを持って英語を聞き、英語

を話そうとするわけです。言い換えれ:よ 日本語の音の体系という色限鏡を通して英語に

接しているのです。しかも、重要なことは、この先入観を持っているということ、その先

入観に縛られているということに、私たちが気づいていないということなのです。先入観

は、自覚することなくしては取り除けません。しかも自覚しただけでは不十分です。その

先入観があまりに強いために、油断しているとすぐにまた引き戻されてしまいます。

日本語の音の体系から英語の音の体系ヘ

日本語を母語としている私たちは、英語を学ぶときにはひとりの例外もなく、皆この母

語の厚い壁に直面しています。通じる英語を身につけた人は、この壁を乗り越えた人なの

です。それでは、日本語の音の壁を乗り越えるには、どうしたらいいのでしょうか。それ

を可能にする方法は何でしょう力Ъ

日本語と英語では音の体系が違うわけですから、まず行うべきことは、そのふたつの音

の体系を分析し、違いをしっかりつかむことです。違いがわかったら、まず、その違いを

違いとして認めることです (ちょうど、異文化間の異なる慣習、文化などを認めることと

同じです)。 違いを認めるということは、こういう発音では駄目で、こういう発音でなけれ

はいけない、英語の発音と日本語の発音とは、こういう点においてこのように違っている、

ということを知ること、それに気づくことです。すなわち、「己を知り相手を知る」という

ことです。

私たちは、発音に関してあまりにも無知であると言えます。読み書きだけが目的ならば

話は別ですが、通じる英語を話し理解するというのであれlよ「文法」をしっかり学ぶのと

同様、「発音」もしっかり学ばなくてはなりません。英語の音への転化の法則を学び、練習

によってそれを身につけなくてはならないのです。そうしなけれ
`よ

日本語の音で英語を

話し、日本語の音に引き寄せて英語を聞くということにならぎるを得ません。

通じる英語への道は、すなわち日本語の影響によつて気づかずに通り過ぎている多くの

問題点をひとつひとつ克服していくことだと言えます。

oi2 ''
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音の問題はここにある

それでは具体的に、英語のどのような点が、日本語を母語とする私たちにとって問題に

なるのでしょうか。以下に、日本語と英語の音の体系の違いから導き出される主な問題点

を挙げてみます。これらはすべて、私たちひとりひとりにとって同じように難しいと言え

るものです。

1.リズム →□回□□■
英語は強弱の差をつけて話され、英語独自のリズムが生じる。

(夕1)He t6:d me that there was an 6ccident.

・ ● ―    ・‐ -0-‐

(大きい色丸の部分は強く、小さい色丸の部分は弱く発音される。,25を参照)

2.イントネーション →国園麹圏
英語はイントネーション言語と言われ 日本語にはない複雑なイントネーションの使い

方がある。

(例)W“ へ_業 Sノ_ヽs A ttS」塗
(記号はビッチの変化を示す。,69を参照)

3.運結 →|□回田□目|

単語が滑らかにつながっていく現象がある。

(例 )Wi‖ yOu tORよ」lp?tO¨ pi‐tup

4.FHt r@
音が変わってしまう現象がある。

(例)Nice to meet you.[t]+u]→ [』

[milt∫ u]

5.短縮形→□1口目□調|ヨ
is、 has、 will、 notな どがほかの単語について短縮形になった場合、発音が変わる。

(例):knew壼聖:d come.

豪
一搬
口
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you had/would + you'd

6.破裂の消失→鉤蛛腋塚な財隧熔
破裂音があっても、実際には破裂が起こらない場合がある。

(夕」)They a‖ kepl quiet・ [ke(p)(t)kWaiOt]

7.Et# *G@
母音や子音の発音が省略されてしまう現象が起きる。

(例 )cam£ra[k“mrO]← [kんm(0)rЭ ]

neXt Week[nekSWilk]← [nekS(t)Wllk]

8.子音連続→吻骰版Mはほ嘔粽
日本語と違って、母音が入らずに子音だけが続く場合がある。

(例 )The child is cleve■ [k16VЭ″]

9.母音。子音の発音→鰈颯楊洟鰺隆胚蒻
区別しにくい音がある。

(例)hea威 [halt]/hurt[hュ笙t] [G:′]/[0:r]

beeS[bセ ]/beadS ibi些][Z]/[dZ]

fly[flai]/fry[tai][1]/[r]

日本語の音の先入観とでも言うべきものは、無意識のものであるだけに、その根は実に

深いものであるといえます。まず、先入観がある、ということを意識することから始めま

しょう。その先入観を意識した上で確認するように聞き、話すという態度を持ち続けるこ

とが大切なのです。小さいころから英語圏で生活し、その中で英語を身につけてきた人た

ちは別として、私たちのほとんどは、日本で英語を身につけようとしているのです。です

から、本書で提示したような、確実でしかも効率的な方法がどうしても必要となります。

本書は、日本人のスピーキングとリスニングにとってウイークポイントとなる英語の音

声現象を、ほぼ100パーセントに近い形でカバ…しています。本書を活用して、「英語の

音」を身につけ、会話力のアップにつなげてください。
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リズム圏
Ｅ
Ｆ
Ｆ

1 01

ホンモノ英語1事
リズムが決め手

英語は強弱のリズムを持って、ヽます。

それを無視すると、英語にはなりません。



ダイアローグを聞いてみましょう ∩
0
」鳳L

Bob

Timothy:

Bob:

Timothy:

Bob:

Timothy:

Bob:

Timothy:

Bob

Timothy

You say you're an ex-con? And now you're working for
the government?

It's an unbelievable story, isn't it?

But what do you do for them?

Surprisingly enough, I steal for them.

Do you know what you're saying?

That the government condones such behavior? Sure, I do.

What would you say if I told you you were despicable?

Listen. I always wanted to be an engineer. And l've always
thought of myself as a patriot.

And now you're combining the two?

Exactly. Call it a kind of reverse engineering, if you will.
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強弱の差によって生じる英語のリズムは、リスニング・スピーキングの鍵を握る現象です。ここ

では、|―. の単語の大字の部分が強になります。弾むように現れる強の部分に、遅れずに乗っ
ていきましょう。

VVhat do vou do for therΥlフ
0 ,‐  ●   ―

ボ ブ 君は前科者で、しかもいまは国のために働いているって冨うのかい ?

ティモシー: イ言じがたい話だろ?

ボ ブ で、仕事の中身は?

ティモシー : 驚くなかれ、盗みだ。

ボ ブ 本気で言ってるのかつ

ティモシー : 国家がそのような行為を看過するってことをかいつ もちろん本気さ。

ボ ブ 見下げ果てたやつめ、と言ったら何と言う?

ティモシー: いいかい。ぼくはず一っと技術者になりたかったんだ。そしてず一っ

と愛国者だと自認してきた。

ボ ブ それで、いまやそのふたつがうまく結合したとでも?

ティモシー : まさにそのとおり。そうだな、「技術の方向転換」とでも呼んでくれ

たまえ。

¨ヽ
刈
＞
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徳黎 ド‐リズムを作る音め強義r
illロ
ロロЧl,口 ,―|―   (口r

日本人は日本語のリズムに縛られている

日本人は、母語である日本語の音の体系に組み込まれている、ということはすでに

述べました。これは、日本語の音を聞くときと同じように英語を聞き、話してしまう

ということでした。つまり、日本語の音の束縛が存在するということです。リズムも

例外ではありません。例外ではないどころか、このリズムこそが、日本語風の英語と

ネイティブスピーカーの英語とを、まったく違う言語であるかのようにしてしまう最

大の要因なのです。というのは、日本語と英語とはそれぞれ独自の言語リズムを持ち、

しかもそのふたつはまったくと言っていいほど異なっているからです。

幼児は、言語習得の過程で、母音や子音などの個々の音を身につける前に、その言

語独自のリズムを身につけていると言われています。言語リズムは私たちにとって、

それほとヽ長源的なものだと言えるでしょう。ですから私たちのだれもカサJ外なく、日

本語の言語リズムに縛られているのです。つまり、無意識のうちに日本語のリズムで

英語を聞き、話しているということです。これでは、聞き取れるわけがありません―
音の流れに乗っていないのですから。これでは、話しても通じないことになります―
相手 (ネイティブスピーカー)の作り出すリズムとまったく違っているのですから。

私たちは、日本語のリズムの壁を乗り越えて、英語独自のリズムを身につける必要

があります。聞くときでも、話すときでも、この英語のリズムに乗っていかなければ

なりません。

英語には英語独自のリズムがある

以前、ラジオやテレビで、英語を母語とする人たちの話す日本語のまねをよく耳に

しました。これは、どこかが特別に強くなったり、速くなったりする特徴を持ってい

ました。

前述したように、英語という言語の持つリズムは、日本語のそれとはまったく違う

ものです。たとえ|よ「それをください」という文があります。これは普通の日本語で

は、「そ―れ―を一く―だ一さ―い」のように、ひとつひとつの音の単位 (音節)がだ

いたい同じ時間で発音されます。しかも、どこかがほかよりも特に強く発音されると
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いうことはありません。要するに、どの音も均質的に現れてくる、ということです。

これを仮に、英語的に発音したとすると、次のようにでもなるでしょうか。太字のと

ころが強く話されます。

それを~く ださい

外国人の話し方として私たちがまねするときのような日本語です。ここで見られる

特徴は、次の2点です。

(1)ひとつひとつの音が均質的に現れるのではなく、「それを」と「ください」とい

うひとまとまリカヽ それぞれあたかもひとつずつの単位であるかのように現れる。

(2)そとくが、ほかよりも強く、際立って発音されている。

要するに英語のリズムは、日本語の場合のように均質的に現れるのではないという

ことです。

英語のリズムの特徴

英語のリズムの特徴をまとめると、次のようになります。

(1)強弱 (濃,カー 英語では、話すときにはかよりも強
いエネルギーを必要とする個

所がある。そこは、聴覚的には際立って聞こえるところでもある。この強いとこ

ろ (あるいは濃いところと言ってもよい)と、あまり強いエネルギーを必要とし

ない弱いところ (あるいは淡いところ)とがいろいろな組み合わせで現れる。

(2)グルーフ
°
性― 強
いところは、弱いところを引きつけた形でひと塊になる。これ

は弱いところがいくつあっても同じで、強の部分にくっついていくような形にな

る。ちょうど、次の波の図のように、大波力Ⅵ波ヽを引き連れて現れるようなもの

である。

(3)等時性― 弱を従えた強は、盛り上がるようにして現れる。この強は、時間の上

で比較的等しい間隔で現れる強い傾向がある。すなわち、最初の強から次の強ま

でにかかる時間が、次の強からその次の強までにかかる時間とほぼ等しくなる傾

向がある、ということになる。

ｃ
Ｘ
＞
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(4)緩急の差― 英語
では、ひとつの発話が常に、たとえば「強弱・強弱。強弱」と

いうリズムで行われるわけではない。単語の種類やその組み合わせ方によって、

さまざまな強と弱の組み合わせが生じる。強と強との間に、弱がひとつもない場

合もあれ|よ 弱が3つ、4つ、あるいはそれ以上ある場合もある。ということは、

強と強との間の弱が多くなればなるほど、強から強への等時性の傾向によって、

その個所が速く話されることになる。

このようにして、ひとつの発話の中で、そのスピードには緩急の差が生じるこ

とになる。強が続くところや、弱の数が少ないところは、弱の数が多いところに

比べてゆっくり通過することになる。反対に、弱が多くなればなるほど、速く通

過するということである。

(5)弱形― 英語
の単語は、常に単独で発音されるときと同じように発音されるわけ

ではない。文として話される場合、弱の個所では、発音があいまいになる傾向が

強く、単語によっては、単独で発音されるときとはかなり違った発音になるもの

がある。これを弱形と言い、単独で発音された場合の強形と区別する。ところが、

私たちは普通強形の発音だけを覚えているので、実際の発話で、弱形にすべきと

ころでも強形の発音をしてしまうことが多い。しかし、ネイテイブスピーカーの

発話では、特に強調される場合を除いて、変形した発音、すなわち弱形で発音さ

れるのが普通である。

弱形を取る語については、次ページ以降にリストを挙げておいた。

リズムをマスターするために

英語のリズムをマスターするポイントをまとめておきます。

(1)強弱をはっきりと一 強
の個所は、しっかりと際立つようにし、強・弱の差をつ

ける。

(2)スピードをコントロールする一 発話
の中で、速めに通り過ぎるところは速く、

ゆっくり言うべきところは間を取るような気持ちで発音する。すべてを早口で言

おうとしてはならない。英語は全体が日本語より速いわけではない。速いところ

と遅いところがあることを覚えておく。

(3)弱形の発音を押さえる一 自分勝手にあ
いまいにするのではなくて、弱形として

の正確な発音を身につけるようにする。
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弱形を取る語

1.代名詞

1. me [mi:] * [mi]

2. you [jur] -Ljul
3. your Ur"r,jr,1U"r1

4. he rhi,r 
] il,,

5. his [hiz] -[iz]
5. him [him] *1iml

7. she [fir] * Lfil

8. her [h5,r] 
_ i::i,

9. we [wir] *[wi]
10. us [.ts] 

_ i:i,
11. them r6eml 

][:il,

2.前置詞

She w5nted me to go

She d6esn't like you.

It's your own f5ult.

He didn't like it.

How did he d6 it?

l've forgotten his addr6ss.

We 5ll like him.

Whf does she kn6w that?

Her child is in the hospital.

She's l6st her h5ndbag.

Th5t's what we did.

She w5nted us to l6ave.

L6t's d6 it now.

We w5tched them r0nning

l'll s6e them in my office.

l'll s6e you at the 5irport.

They were w5iting for the b0s

l′ m h6me frorn w6rk.

丁he b6y is afr6id 2重 6nimals.

He、Ⅳ6nts to 6at.

VVe′ d lfke to g6.

蝙
鰈
ｍ
・ヽ
＞

1・ at[at]

2. for[fЭ Ir]

3.from[frAm]

4. of[AV]

5. to[tuI]

→
[Ot]

→
[fOr]

→
[frOm]

→
[Э V]

→
[tu]

→
[tЭ ]

1 04
DL

021



3. 助動詞・ be動言可

1. am frem]

2. a re[alr]

3. is[iz]

4. was [w,tz]

5. were [wa:r]
6. be [bi:]

7. been [bi:n]

8. have [hav]

9. has [hrez]

10・ had[had]

11. do [dur]

12. does [d,rz]

13. can [krenl

→ [Om]

→ [m]

→
[Э r]

→
[Z]

→
[S]

→ [WOZ]

→ [WOr]

→
[bi]

→
 [bin]

―・ [hЭV]

→
[Э V]

→
[V]

→ [hOZ]

→
[Э Z]

→
[Z]

→
IS]

―・ [hOd]

→
[Э d]

→
[d]

→
 [du]

→
[dЭ ]

→
[dOZ]

・ [kЭn]

・ [kn]

―・ [kЭd]

→
[mOSt]

→
[mЭS]

→ⅨO)1]

14

15

could [kud]
must [m,tst]

Am lwr6ng?

l'm driving home.

They are coming tom6rrow.

J6hn's c6ming.

It's c6lder than y6sterday.

There was n6 replli.

The qu6stions were difficult.

It w6n't be l6ng.

We've been wdtching the pl5y

Have you finished?

The children have g6ne.

l've forg6tten.

Has he c6me?

Which has been b6st?

The rSin's st6pped.

The cdt's 6aten the fish.

Had they gone?

WhSt had she found?

lf 6nly l'd known.

Do 5ll of you agr6e?

WhSt do they s5y?

Wh6n does it arrfve?

WhSt can I do now?

You can trfst her.

Icould have h6lped her.

I must 6pen the wfndow.

You must tr17 hSrder.

Shall we l6ave at t6n?

DL
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17. should[∫ ud]  ・
『 (o)d]

18.wi‖ [wil] → [1]

19・ WOuld[Wud]→ [WOd]
→
[Эd]

→
[d]

Wh6re should we k6ep it?

He'll be l5te as 0sual.

Would you like some m6re?

Wh5t would h5ppen?

l'd be delighted to.

4.冠詞、接続詞、関係詞ほか

□
出
■
洵̈
＞

1. an [ren]

2. some [s,tm]

3. and [rend]

4. but[bAt]

5.as[∝ z]

6.than[ёan]

フ. there[ё 80r]

8.who[huI]

9・ that[ё

“
t]

* [an]

-[s(e)m]
* [and]
* [an]

- [n]
* [bat]

-lezl
* [6an]
* 16arl
* [u]

- [6at]

I n6ed an 6nvelope.

I n6ed some wine for cooking.

H5m and 6ggs.

He's t5ll and thin.

Br6ad and britter.

LSst but n6t l6ast.

J0st as you like.

This is bigger than th5t.

There m0st be a mist5ke.

There's a m5n who w5nts to s6e you.

I believe that it's tr0e.
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● 1

SECT10N

単語のアクセント

■

∩

1. f6rward
ail

2. p5ttern
Ot

3. polfce
r!

4. pref6rart
5. Sverage

a i,l

6. g6nerous
O..,,

7. contribute
.Ji:

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

imp6nant
‐ ●  _
recornmend

●

introd`ce
・―
‐ ●
c6rnfortable
鍮  ・
丘:tirnately
O・

unf6:1:unate
‐ ● ‐

compa‖ son
― 畿 ,一
sさ ntin16ntal
‐ ,‐ ③

cら lcu:6tion
● ・

exarn:nee
―⑬

concesslonalre
‐ ・
―
・ 機

EXAMPLES
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POiNT
英語の単語は、それぞれ強勢の位置が決まっています。たとえばf6rward[f6:rword]は、

前の f6r― のところに、poFce[p01ls]は後ろの一lfceの ところに強勢が置かれます。間違

ってこの強勢の位置を変えてしまうと、単語の形が崩れて理解されなくなります。●は

強勢が置かれる音節、 は強勢が置かれない音節を示します。

檜
辣
蝙
・菟
＞

回
ヽ

哺

『

Ｌ

０

口
　
Ｄ

　

¨

／

中

回
ヽ

‐９ロ

【
ＤＬ
Ｏ
一

／

１１

1. p61itics
O ‐

2.  fntellё ct

e   ,

3. d6nlocrう t
● ・_‐

4.  b6nefit
Ol 苺壽

political
,r $r. ::r

int5!ligence
:: $:. ,t

dem6cracy,t a ::.

ben6f icentr O,:,

pdliticianra
intell6ctual

a
dEmocr5tic,a
bdneflcial

C

1. c6nduct〔匿)/cond`ct[]D
● ・     ・  ●

2.  insult l髪 ]/inS`it橿i]
● =   ‐ ●
3.6xportロ ノexp6威 國
● ―   .●

4.p6rmit□ /perm■ 回
●    ・ ●
5.6scortロ ノesc6武 國
● ‐   ―●
6. fr6quent匿 0/frequ6nt匡 ]
0 ・     ・ 0

口D一一一
日 1.前方の(へ )
2.模様

3.警察

4.… を好む

5.平均

6.寛容な

7.貢献する

8.重要な

9.推奨する

10.紹介する

11.快適な

12.最終的に

13.不 運な

14.比較

16心情的な

16.計 算

17.受 験者

18.権利保有者

回11政 治  政治的な  政治家
2.知性  知能  知性の
3.民主主義者  民主主義  民主的な
4.利益  慈善心に富んだ  有益な

回11行為/(業務など)を行う
2.侮辱/侮辱する

3.輸出/輸出する

4許可 (書)/許す
5.付き添い/付 き添う

6.た びたびの/(場所)へ しばしば行く
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1

SECT‐10N

回証
英語の単語に見られる強勢現象には、次のような問題点があります。

強勢現象の問題点

(1)強勢は、母音や子音と同様に、単語を構成する要素のひとつであり、単語を
識別するために不可欠なものである。

(2)単語の強勢は、英語の発話における独特のリズムを作り出す基本的な要素となる。

(3)英語に見られる強勢およびリズムは、日本語には見られない現象である。そ
のため習得するのが大変難しく、リスニング・スピーキングの面で大きな障害

となる。

(2)お よび(3)に関しては後で詳しく扱います。ここでは(1)に 関して、英語の単語

における強勢現象の特徴をまとめておきましょう。

(:)強勢の位置が各単語ごとに違つている。 (EXAMPLES l)

a)強勢の位置に関してある種の傾向は見られるが、例外が非常に多いので、単
語全体に共通する規則と言えるものがない。従って、ほかの言語のように、常

に最後の音節に強勢がくるとか、派生語などの場合に、強勢が語根 (rOot)以

外にはこない、というようなことが言えない。

b)E×AMPLES Iの 1～ 4は 2音節語、 5～ 10は 3音節語、1～ 18は 4音節語に
おける強勢の位置の例である。 2音節語には2種類、 3音節語には3種類、4

音節語には4種類の異なる強勢の型があるということになる。

(2)派生語において、強勢の位置の移動が見られる。 (EXAMPLES‖ )

5rigin original originility

c5tegory citeg6rical citegorizStion
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単語のアクセント

(3)品詞によって強勢の位置に違いが生じる。(EXAMPLES:‖ )

fmpOrt□ /imp6rt tt  fncrease□ /inCr`ase国

6vernO,w□ /δver16w tt c6ntent□ /contё nt(国 ・口)

(4)強勢のレベルの問題

a)強勢のレベルをふたつに分けるか、 3つ に分けるか、あるいはそれ以上に分

けるかは、学者によって異なる。

b)第 2強勢 (｀ )は、単語が単独に発音された場合にははっきりと見られるが、

文 (発話)においては特別に強調される場合を除いて、自然に弱まる傾向が

強い。ということは、リズムの面から見ると、単語の第 1強勢がそのまま文

(発話)の うえでも強勢を取つて強いビー トを形成していくとき、第 2強勢は

弱まり、強いビートを取らない (のが普通)ということである。 (以下の例で、

Cは第 2強勢を表す)

赳
副
・濠

intel16ctual

(1)薔 ● 苺 鷺

Over16w
O継 ●

Jdck is an intell6ctual p6rson
e * s * &(t*w | *

The river overfl6wed.
* f *eo O

c)実践的には、第 2強勢は、母音に注意すれば、特に強さを意識する必要はな

いと言える。
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EXERCISES
1
SECT10N

∩

ノ
中
ヽ

difillト

音声を聞いて、各語の強勢を確かめ正 しく発音 しましょう。

1. diplomat  dip10macy  diplomatic

2. hypocrite   hypocrisy   hypocritical

3. mechanism   mechanica!   mechanician

4. telegraph   telegraphy   telegraphic

5. photograph   photOgrapher   phOtOgraphic

6. idea   ideology   ideological

7. cornpetence   competitor   competition

8. person   personify   personality   personification

9. method   methOdical   methodology   methodological

音声を聞いて空欄を埋め、強勢の位置に注意 して発音 しましょう。

1. She practiced hard tO_her technique.

2. Japanese farm_came under pressure from fOreign

competition.

3. He told me that your_at schoo!has improved.

4. Try to_the final wOrd.(ふ たとおりの読み方で読まれている)

5. Their_ettort brought success.

6. 丁he chi!dren wentto bed MЛ thout

7. She_herself vvith listening to the_.

8. His sudden visit caused quite an_.

9. The doctor sald that she′ s_nicely.
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解答・解説

以下に記す発音記号と強勢符号を参考に、ダウンロード音声を活用して正しい発音

を身につけましょう。アルファベットのスペリング (文字)と実際の音との間にはギ

ャップがあります。特に、強勢の位置は文字からはまったくわかりません。これを機

会に、発音記号とともに強勢の位置に特に注意を払うようにしましょう。

1.[diplomお t][dip16umosi][diplom“tik]「デイ」→「ロウ」→「マ」

2.[hipokrit][hip6krosi][hipokritik(0)1] 「ヒ」―→「パ」‐→「クリ」

3.[m6kЭnizm][mokttnik(o)1][mё kOnγ(0)n]「メ」→「力」→「二」

4.[t61ogrお f][to16grofi][tё logrttfik]「 テ」→「レ」→「ラ」

5.[f6utogrお f][fot6grЭ fЭ′][fδutOgrぬfik]「フオウ」
→「夕」→「グラ」

6.[aidl(lo)][aidi61od5i][aidio16d6ik(0)1]「 デイ」→「フ
ア」→「ラ」

7.[k6mpit(o)ns][komp6titor][kampit〔 ∫(o)n]「力」→「
′ヾ」→「テイ」

8.[p61rs(o)n] [po(I)rs6nofai] [pう Irson浜)loti] [polrsanofok6i∫(o)n]
「パ」→「サ」→「ナ」→「ケ」

9・ [m600d][m006dik(0)1][mё00d610d5i][m600d016d6ik(0)1]
「メ」→「サ」→「ダ」→「ラ」

晰
瑕
黎
ｃｘ＞

回  1・

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

perfeCt[pOrf6kt]國 /[p67fikt]厖

prOduCe[pr6dOuISlprうdiuIS]□ /[prOdG)■ IS]國

COnduCt[k6ndAktlk6n― ]匿1/[kOndΛ kt]國

accent[溌 ksent][“ ksOnt](英は[Эks6nt])|]/[溌 ksent][溌 ks(o)nt]IB

cOncened[kOns6ytid]□ /[k6nsO(I)rt](英は[k6nsot])□ [kons6yt]國

protest[pr6utest]ロ ノ[prot6st]1動 (米は[pr6utest]も ある)

COntented[kOnt6ntid]國 /[k6ntent]口  [kOntOnt]□

recOrd[r6kOrd lr6kЭ ld]ロ ノ[rik61rd]國

upSet[ApSet]口 /[ApS6t]國 □

prOgressing[prOgr6siη]國 /[pr6gres](米 )[pr6ugres](英 )□
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SECT‐10N

ヽ

２１

【
ＤＬ
ｌ
・

／

＝

∩

単語がふたつ続いたときの強勢型

birthday pirty
pi5no cbncert

ch6wing girm

fire tsngine

tfpewriter ribbon

c6ffee grinder

r5ilway stition
sl6eping big
br5in dEath

h5mewdrk

5pple pie

pr[me minister

s6a br6eze

city tr5lt

l5ce cirtain

s6cond clSss

the R6d Cr6ss

sprfng b6d

priblic s6rvant

blSck b6x

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

０
．

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

０
．

EXAMPLES
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bFrthday ptttyは 、前の単語に強勢が置かれ、6pple pた は両方の単語に強勢が置かれ

ます。d6rkrδ Om(暗室)と d6rk r6om(暗 い部屋)は、強勢の置かれ方によって意味
が違ってしまいます。このように、単語がふたつ以上続いた場合の強勢型を覚えましょ

つ。

1.a)

b)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

4. a)

b)

5.  a)

b)

6.  a)

b)

田 1.誕生パーティー

2.ピアノコンサート

3チューインガム
4消防 (自 動)車
5タ イプライターのイ
ンクリボン

6コ ーヒー挽き(器 )
7.(鉄道の)駅

8寝袋
9脳死
10宿題

d5rkrdom

d5rk r5om

gr6enhbuse

gr6en h6use

h6tplite
h6t plSte

fr6ehind

fr6e hSnd

c6pperplite

c6pper pl6te

gr5ndmdther

grSnd m5ther

ヽ

４Ｄ

『

‐Ｌ

ｌ

／配
Ｃ
ヽ
い

EE l.アップルバイ
2.首相

3海からの風
4.市庁舎

5.レ ースのカーテン

6.三流 (の )

7.赤+字社

8.ス プリング(を使った)ベ

ッド

9.公務員

10.ブ ラックボックス(フ ラ

イトレコーダー)

回 1.a)暗室

b)暗い部屋

2.a)温室

b)緑色の家

3a)ホ ットプレー ト
b)熱い皿

4.a)手描きの

b)自 由裁量

5.a)銅板

b)銅製の皿

6.a)祖母

b)偉大な母
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SECT10N
2

解 説

強勢現象は英語に独特なものなので、単語がひとつの場合の強勢型はもとより、ふたつ (以

上)続いた場合の強勢型には特に注意が必要です。

強勢とは

強勢 (StreSS)と は、単語のある部分 (音節と言う)を、ほかの部分 (音節)よ
り「際立たせる、目立たせる」ために、その部分に費やされる強いエネルギーで

あると言えます。具体的には、声を大きくする、ピッチを高めたり変化をつけた

りする、あるいは、時間をかけて長めに発音したりする、などが挙げられます。ま

た、母音の種類によっても際立たせ方に違いが出てきます。

英語では、この強勢が、単語に欠くことのできない要素のひとつとなっていて、

2音節以上の単語では、必ずどこかの音節に強勢が置かれます。そのため、強勢
の位置を間違えたり、強勢のつけ方が不十分であったりすると、単語が識別され

なくなったり、違った意味になってしまったりします。すなわち、英語における

強勢現象は根源的なものであって、あってもなくてもよいというものではありま

せん。英語のネイティブスピーカーには、ある音節に強勢を置き、ある音節には

強勢を置かないという慣習が強くしみ込んでいます。そのため、彼らは、この強

勢現象には、実に敏感なのです。

日本語には強勢現象がない

ところが私たちの日本語には、この強勢現象がありません。ですから私たちは、

この強勢現象を感じる力、作り出す力が大変弱いのです。日本語の影響によって、

私たちの内部には、ある音節がほかの音節よりもいっそう際立って強いビー ト

(beat)あるいは律動 (pulse)を 持って現れる現象を感じる力がない、あるいは

あってもきわめて乏 しいということなのです。これは、私たちの日本語が、強弱

をベースとしないで、ひとつひとつの音節が比較的均等に発音される言語である

ことによるものです。

外国人が日本語にもともとない強勢をつけて話しても、変に聞こえる程度であ

って、理解できないとか、意味を取り違えるということはまずありません。日本

事
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単語がふたつ続いたときの強勢型

語にとって強勢はあまり重要ではないからです。しかし逆は真ならずで、英語に

おいては強勢こそが重要なのですから、これを間違ったりいい加減にしたりして

は、それはもう英語ではなくなってしまうのです。

強弱のコントロール

一般的に言って私たちの話す英語は、強勢のあるべき音節が十分際立たない傾

向が強く、どうしても、日本語的に平坦になってしまいがちです。私たちは、ま

ずどこに強勢があるかを学ばなければなりません。そしてそれがわかったら、そ

こに十分な強勢を置くように、意識的に努めなければなりません。つまり、その

音節がほかの音節よりも十分「際立つ」ように、その個所に十分なエネルギーを

使うということです。そして同時に、強勢のない音節には、多くのエネルギーを

使って必要以上に「際立たせてしまう」ことのないように、強と弱とをコントロ

ールすることが大切です。

Ｃ
Ｎ
＞

「
Ｒ

〓
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EXERCISFS
SECT10N
2

■
⌒

(1111:5b

ノ
~ヽ

(1111:6b

音声を聞いて、各語句の強勢の位置を確認し正しく言ってみましょう。

1. kitchen sink        2. orange juice

3. morning paper      4. morning giory

5. night schoo1        6. night watchrnan

7. night shift         8. nighttime

9. surnrner vveather    10. surnrnertime

ll, vvaterfal!          12. table tennis

13. felloMノ citizen       14. star player

15. snowman         16. horne run

17.iackknife       18.cross― examine

音声を聞いて、下線部の強勢型と、 (  )内 のどちらの意味を表 し
ているかを確認しましょう。ただし、本当はひとつの単語としてつづ

られるものも、語間はすべて空けてあります。

1. Can l use the white board?(白 い板//ホ ワイトボード)

2. Ⅳヽhere did you buy the gold fish?(金 製の魚/金魚)

3. Put the newspapersin the paper bag.(紙 袋/書類入れ)

4. 丁hey exchanged cross words.(パ ズル/怒りの言葉)

5. Do you mean a green belt?(緑 地帯/緑色の帯)

6.ヽ〃e need a strong box.(丈 夫な箱/金庫)

7. Vヽe saw a few black birdsin the park。 (黒い鳥/ク ロウタドリ)

8. He′sin that moving van.(走つている車/家具運搬車)

9.l′ d like to meet that dancing girl.(踊 つている娘/踊り子)

034

10. Put it in the glass case,p:ease.(ガ ラスの箱/グラス入れ)
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解答 0解説

b16Ckbδard(黒板 )、 9r6ndfらther(祖 父)、 cr6dit Cら rd(ク レジットカー ド)、
brrd WらtChing(野鳥観察)、 :行 estシ le(ライフスタイル)、 6ir―condhion(エアコン

をつける)、 などのように、ふたつまたはそれ以上の単語が、意味の上からひとつの単

語のようになっているものを複合語と言います。最初の語に強勢が置かれるものが圧

倒的に多いのですが、例外もあり、また、英米その他で違うこともあります。なお、

複合語でないもの (最初の単語が次の単語を修飾するような場合)は、両方の単語に

強勢が置かれます。(膀咽 a r6d c6r)

複合語の種類と意味およびその強勢型については、辞書などでひとつひとつ学ばな

ければなりません。単語の強勢型が決まっているように、複合語の強勢型も決まって

いるためです。s!6eping bら 9(寝袋)は複合語で、最初の単語に強勢があります。こ

れを日本語の影響で、s16eping b6gの ように言うと、「寝ている1曳|:こなってしまい

ます。私たちは、無意識のうちに平坦な発音になる傾向があるので、複合語に関して

は、特に注意が必要です。

団
一」
ヽ
＞

★ ★ ★ ★

1.′
′
台所の流 し(台 )    2.″

｀
 オレンジジュース

3.′
′
朝干1          4.′

｀
 朝顔

5.″
｀
 夜学          6.′

″
 夜警員

7.′
｀
 夜勤、夜間労働者    8.″

｀
 夜、夜間

9.″
′
夏の天候 (気象)    10.′

｀
 夏時間 (の期間)

11.″
｀
 滝          12.′

｀
 卓球

13.″
′
 同国民        14.′

′
花形選手

15.′
｀
 雪だるま       16.″

″ ホームラン(野球 )

17.′
｀
 ジャックナイフ    18.′

″
詰問する、反対尋問する

先に出ているものが正解

1.whte b6ard 白い板/whtebδ ard ホヮイトボード

2.961dnsh 金魚/g61d frsh 金でできた魚(飾り)

3.p6per bら g 書類(紙)入れ/p6per b6g 紙の袋
4.cross words 怒りの言葉/crosswords クロスワー ド(パズル)

5.greenbさ lt 緑地帯/green b61t 緑の帯、緑帯(柔道)

6.str6ngbδ x 金庫/str6ng b6x 丈夫な箱
フ. b16ckblrds クロウタドリ/b16ck bttds 黒い鳥

8.m6ving vらn 家具運搬車/m6ving v6n 動いている車(バン)
9.d6nCing girl 踊り子/d6nCing girl 踊っている少女

10.gi6ss c6se ガラスの箱/g:6ss cら se グラス入れ
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● 3
SECT10N

∩

回 強勢がふたつの場合

∩

単語のアクセントが生む文のリズム

強勢がひとつの場合

1. G辞 e it to him
O =・  ‐

2.  l′ ve h6ard ofit.
●  一

3. I can s6e it..::3

1. P`tit on the d6sk.
● ‐    ●

2. lt fsed to be mine
,i tt i.. :, a

3 !d6n′ t be:feve you
●   ●

強勢が3つの場合

1.  !′ li n15ke it h6ttel if you:fke
O  ● 一 ・  ●

:′ ms`re that he w6ntsto b`y it.
●  ・     ●    ●

3. lw5nted to m6et her agSin
Oii,,arr:'.4

∩
2

EXAMIPLES
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PO!NT
英語では、単語や複合語の強勢が、文 (発話)のリズムを作り出します。強勢のあると
ころが、強いビートとなつて、ボン、ボンと山のように現れてきます。強勢のないとこ

ろは谷のような感じです。山は、強めにはっきりと、谷は弱めに発音します。

回 強勢が4つの場合

1. l c6nft forg6t the thfngs she s6:d.
苺 ●  苺 0 ' ●  ● ●

憮
鋏
雖一・ヽ
＞

ノ中ヽ

dllちoll)

M 強勢が5つの場合

∩
1. isupp6se you w6nt rne to bring it b6ck tonight.
・―- 0 ・  0 '―  ́ ● ・ ●   ●

■ 1.彼にあげて。
2.聞いたことがある。

3_見えるよ。

回口1.よかったらもう少し熱くしようか。

2.き っと彼はそれを買いたがるね。

3.も う一度彼女に会いたかった。

回 1.机の上に置いて。

2.もとは私のものだった。

3.信 じられない。

口11.彼女があれこれ言ったことは忘れら

れない。

V t. +wz ntiE t, < lt Lr\/,r L r 
"
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SECT:ON

回置
英語の強勢現象は、単語や複合語だけのものではなく、単語がいくつか続いた文 (発話)
の場合にも見られます。その場合、普通は、単語の強勢がそのまま発話の際の強勢になりま

す。従って2音節以上の単語では、すでに見たように必ずどこかの音節に強勢が置かれるわ
けですから、その音節がその舞 発話においても強勢を受けることになります。

4B

l音節の単語では普通、本動詞、名詞、形容詞、副詞、疑問詞、数詞などの、い

わゆる内容語 (content wordsi実 質的意味内容が濃い語)と言われるものは強
勢を受けます。これに対して助動詞、前置詞、人称代名詞、接続詞、関係詞など

の、いわゆる機能語 (function words i主 として文法上の関係を示す語)と言わ

れるものは強勢を受けません (これはあくまでも原則であって、前後の関係、強

調、また発話のスピードなどによっても変化します)。 なお、単語がひとつだけの

発話もありますが、その場合は、必ずその単語に強勢が置かれます。

⊂ёrtainly(● 鐵檬)S`re(● )Y6s(●)Y6u.(●)M6?(● )

以下、 1音節の単語で通常強勢を受けるものを、例を挙げてまとめておきまし
よう。下線を引いた単語が各項目の例となっている単語です。

1.名詞
Isp6keto her by ph6ne./1'|19「 ve you a c611

2.本動詞
/`Vh6tdO yOu W6nt'/1ヽヘノr6te a lё tterto her.

3.形容詞
lt was a s6d st6ry./She's a g6od drfver

4. 冨|」言司

I VV6ntthё re VVith my frrend /~「 h6re she g6es

5.疑問詞
VVh6n did he c6rTne'/Vげ h6t did she s6y'
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単語のアクセントが生む文のリズム

6.所有代名詞 (mine′ yOurs′ his′ hers′ theirs′ etc.)

Hrsis On the t6ble /1s thfs b6g y6urs'

7.指示代名詞 (this′ that′ these′ thOSe)

wh`t's th6t?/Tht is my br6ther.

8.数詞、その他の数量を表す語

(each′ たw′ SOme′ bOth′ One′ tWO′ three′ etc)

vve 6te s6me Ofit /she b6ughttw6 b6xes of ch6colates.

9.否定詞 (no′ not)
N.o sm6king./1′ m tte‖ ng n.O bё tter/rm 2豊 c6ming

10.感投詞

壺」重!/亜土 |′m h6n9ry/亜 g6odness!

11.文意から
lt's重 /whフ 塾6uld l?/You d6n't lfke it′ 並 you?

目
一」
ヽ
＞
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SECT10N
3
EXERCISES

∩
音声を聞いて、空欄を埋め、強勢に注意 して言つてみましょう。

1. :′ve      fOr it.

2.They_itfrom me.

3. He′ s at

4. 丁hey were_Ones.

5,       she      ?

6. it's

フ. He′ s

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

lt's

l'm_my_is_.
l_itwasan
You'd _ be as _ as you

l- be-ifthey
He_to_to at

She and

It's _ what I to _ you about.

and _ what the _ in the

It's the of _ that I

all

l'd_to_a_tothe
l_lca n to

We'd 

- 

to _ you to _ in the

040



解答・解説

英語の文 (発話)には、少なくとも1カ所は強勢を受けるところがあります。その

数は、発話を構成する単語の種類によって違います。●のところでおなかからウッと

空気を押し出すような気持ちで言ってみましょう。

☆           ★

1. l′ Ve(p6id)fOr it.
筆 ●  苺 難

3.Hers at(h6me).
1織  ●

5.(VVh6re′s)she(fr6rn)?

2.They(t6ok)itfrOm me
●      ・

4.They were(n6w)ones.
●   ‐

6. :t′s(n6)(96od).
●    ●      ‐ ●  ●

7. He's(f6st)(asi6ep).       8. !t's(q6ite)a‖
●   ●         ‐ ●  ・

9.!′ m(afr6id)my(s6n)iS(f‖ ).
●    ●  ●

lo. !(th6ught)it VVaS an(6xce‖ ent)(ld6a).
●        ● ― ―  ―●

11. YOu′ d(b6st)be aS(q6ick)aS yOu(C6n).
●     ●  ― ―  ●

12. |(sh6uldn′ t)be(Surprised)if they(fOrg6t).
●        ●        ●

13. He(h6s)to(96)to(、v6rk)at(S6ven).
― ● ― ●

‐
●   ●

14. She(s6t)(tf9ht)and(dfdn′ t)(m6ve).
― ●  ●  ・  ●    ●

15. ltis(n6t)VVhat i(VV6nted)tO(6sk)yOu abOut.
‐ ●  ‐ ― ●     ●

(rfght)

●

(c6me)and(S6e)VVhat the(C6t)(did)in the(kitchen).
●   ‐ ●  ―    ●  ●     ●
it's the(kfnd)Of(fflm)that l(sfmply)(c6n′ t)(eni6y).

・   ●  ・ ●    ●   ●   ●
l′ d(!fke)tO(p:6ce)a(C6‖ )tO the(Unfted)(St6tes).
●    ●   ●   ‐ ・● _   ●

l(think)!ca n(cOnvince)(」 6an)to(c6me)(a16ng).
●      ●   ●  ‐ ●  ―●

VVe′ d(6150)(|千 ke)tO(inVfte)yOu tO(t6ke)(p6rt)in the(g6rn e).
●  ●    ●  ― ‐  ●  ●     ●

16.

17.

18.

19.

20.
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周期的に現れる強いビート

1.C6me.

3. C6nne to t6a with J6hn.
●    ●  -  0

4. C6me to t6a with J6hn and M5ry.
Oa:,ga,1g:,

5. C6meto t6a withJ6hn and M6W att6n
●   ●  ― 参  = 餅 一・ ●

1. Th6nk you.
0  ・

2. Th6nk you v6ry rndch
磯  _ ● _●

3. Th6nk you v6ry m`ch for 6verything.
機  ―  ●  ●    ●

4. ThSnk you v6ry mtich for 6vefihing that you did
a & Ou O c O r a * * rf

t?, T

艤

嗅ヽ
句

／

１１

ヽ

哺

『

Ｌ

２
‐

口
　
Ｄ

　

』

／

中

EXAMPLES
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英語の発話では、強勢から強勢までの間が、時間的に等しくなろうとする強い傾向が見

られます。これを強勢の等時性と言います。強いビートが等間隔に現れる傾向です。メ

トロノームを使ったり、手で机をたたいたりして、強勢の間隔パターンに慣れましょう。

1. l'm amrised,t'a
」
Ｌ
リ

回
∩

３

　

　

　

４

2. l'm amfised
'tira

●

by the m5n.,..:o
l'm amfsed by the m6n and his i5kesalr':aa

l'm amfised by the m5n and his f(n
O.,,ifO::,.O

and his v6ry ff nny i6kes.

ny i6kes,.4

5.  I′ m am`sed by the
●   ● ●   ●

nlan
● ●會 ● ●

口 1.来て。
2.お茶に来て。

3.ジ ョンとお茶に来て。

4.ジ ョンとメアリーとお茶に来て。

5.十時にジョンとメアリーとお茶に来て。

E]1.あ りがとう。
2.ど うもありがとう。

3.何から何までどうもありがとうございます。

4私たちのために何から何までやってくだ
さって本当にありがとうございます。

回 1面白い。
2.そ の男性は面白い。

3.そ の男性と彼のジョークは面白い。

4その男性と彼のおかしなジョークは面白い。
5.そ の男性と彼のものすごくおかしなジョー

クは面白い。
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回目
世界の言語は、リズムの面から見て大きくふたつに分けられます。強勢のある (強 く際立

つ)音節と、強勢のない (弱 く際立たない)音節との組み合わせから成り、この強勢のある
音節から次の強勢のある音節に、弾むようにして跳んでいくタイプのリズムを持っている言

語、これを強勢リズムの言語 (StreSS―timed languages)と 言います。英語は、強勢リズム

(stress timing)を 持っている言語のひとつです。

強勢の等時性

強勢は、比較的等間隔に現れようとする強い傾向 (等時性)を持っています。こ

れは、弱いビートを縫うようにして、強いビー トが繰り返し、比較的規則的に現

れようとすることを意味します。そこで、たとえば下のふたつの英語を比べてみ

ると、次のようなことが言えます。

2. Give it to me this m6rning and l'll ffnish it by this 6vening
O..i.;!O.,.i'a

a)1 の英語は音節の数の点では2の英語の半分しかありません (1 は8音節、
2は 16音節)。 しかし、強勢の数の点では、 1 は2の倍になります (1 は8強
勢、 2 は4強勢)。 そこで、普通に話した場合、 1.の英語は、 2 の英語の約 2
倍の時間がかかるのです。

b)1 の英語は、弱音節がひとつもないため、 A′ B,C  とひとつずつが規則
的にボン、ボン、ボン ‐の調子で現れてきます。しかし2のほうは、強勢のあ
る音節は4つ しかなく、残りの12音節はすべて弱音節です。英語の強勢は強い等

時性を持っていますから、弱音節は、数が多くなればなるほど速く言われるよう

になり、いわば圧縮されて、発音が弱くはっきりしなくなります。

|

″Ｈ

●

″Ｇ

●

″Ｆ

●

″Ｅ

●

″Ｄ

●

″Ｃ

●

″Ｂ

●

″Ａ

●
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周期的に現れる強いビート

日本語は音節リズムの言語

これに対して、日本語は音節リズムの言語 (sy‖ able― timed lan9uageS)のひ

とつであって、英語のように強弱をベースにして、ある特定の音節 (強勢のある

音節)が規則的に現れるタイプとは違います。つまり、すべての音節が、強弱の

差を特別につけず、均質的に等間隔で現れるという音節リズム (sy‖ able timing)

を持った言語なのです。ですから、たとえば、 1 ナマタマゴヲカケテタベマシタ

(生卵をかけて食べました)は 14音節、 2タ マゴヲタベタ (卵を食べた)は 7音

節で、 1 1ま 2の ほぼ 2倍の時間をかけて言われることになります。この日本語
のリズムは、私たちがしっかりと身につけてしまっているものですから、よほど

注意しない限り、英語の発音にも持ち込んでしまいます。その結果、すべての音

節に強弱をつけず、しかもひとつひとつの音節を同じ時間をかけて発話してしま

い、平坦な英語を作り出してしまうことになるのです。

E×AMPLES I、 ||、 |‖ は、それぞれ強勢の数が増えていっています。強勢と強

勢との間が比較的等間隔になっていることを、耳と口とで確認しましょう。

日
曜
・ト
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EXERCISES
SECT10N
4

ノ
中
ヽ

d111ち6b
音声を聞いて、空欄を埋め、強勢の数が増えていつているのを確認 し、

自分でも言ってみましょう。

1. a):′ ||_you.

b)l′|!_you the_.

C)|′‖_you the_of my_.

2. a)_、 A′as_.

b)_was_with the_.

C)_was_with the_for_the_.

3.a)

b)

C)

4. a)

b)

C)

d)

5. a)

b)

c)

d)

e)

_lⅣ on′t you_?

_won′ t you_until_?

_vvon′ t you_until______」 vvhen hers_?

She      the

She      the

She      the in the

she 

- 

the 

- 

in the

She's in with him.

She's _ in _ with him.

She's _ in _ with an

She's _ in _ with an

ln with an

046



解答・解説

ボンと盛り上がるようにして際立つところが増えていきます。そのボンの個所をし

っかりと盛り上は しかもほぼ同じ間隔で現れるように練習し、英語のリズム感覚を
身につけましょう。

★           ★           ★

1.a)r‖ (sh6w)yOu.
饉 ●  鐵

b)l′ ||(sh6w)yOu the(ph6to).
響  ●  議  饉  ●驚
c):ll(sh6w)yOu the(ph6to)Of my(f6mily)

★ 個
目
一
・ヽ
＞

Ｈ
】
ｅ′ｏｙ
●

(annvvas

議
０

●

０

●

′①

●

ａ＞

　

り

　

ｃ＞

，
“ 6yed)

●

was (ann6yed) with the (m5n)
oo

Was(ann with the(m6n)fOr(b6ating)the(d69)
_  ‐  ●    ●   ―  ●

(Whフ)WOn′t yOu(W6it)?
●   ・     ●
(whフ)won′t you(w6it)unt‖ (Frfday)?
●   ・  ‐ ●    ●

(wh′ )wonit you(w6it)unt‖ (Frfday),when he′s(b6ckP
●  ・   ‐  ●  ・―  ●      ・  ●
she(cons61ed)the(Chfld).
、・ ・ ●     ●
She(cOnSOled)the(W6eping)(Chfld).
= ― ●  ‐・  ● ・  ●
She(COnSOled)the(VV6eping)(Chf:d)in the(p6rk).

●  。  ● ‐  ●  ・ ―‐ ●
She(COuldn′t)(COnSOle)the(W6eping)(Chf:d)in the(p6rk)
一  ●  ・  .●  ・  ● .●  '一 ´ ●
shers in(16ve)With him.

●  贅  ―
She′5(f6‖ en)in(16ve)With him.
‐ ●    ●     ‐

she′s(f6‖ en)in(16ve)with an 6rtiSt).
― ● ‐ ‐ ●  ―  ●
shers(f611en)in(16ve)Ⅵ′ith an(`rtist)(ag`in).
、 ● ―  ●  ― ‐ ● ‐́ ・ ●
(EIレabeth′ 5)(f6‖ en)in(16ve)vVith an(6rtist)(ag6in).
‐●― ‐  ● ‐  ●    ‐ ● ― 豪●

a & r !r . . Oor

3. a)

b)

C)

4. a)

b)

C)

d)

5. a)

b)

c)

d)

e)
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リ

■
ε

倫
　
回
∩

文中の速いところ・遅いところ

1. T6罰n i6oks tfred
●  0  0

2. T6rn:6oks asif he were tFred
●  0          ●

1.  lthink he w`nts to:6ave
e    o  . o

2.  !thfnk that he w6nts usto:6ave-0       0   _ 0

1. l'll tSke him th5re tom6rrow.,a a o

2. l'llt5ke him to sch6oltom5rrow,
a 0.&

3.  |′ |lt6ke him to the c6ncert torn6rrow.
・ 0    ・ 0   0・

4. l'll t5ke him to the recftal tom6rrow
4...,r,1}:.rr]

EXAMPLES

048
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PO:NT
強勢の等時性は、スピードの変化と表裏一体の関係にあります。強勢と強勢との間の弱

が多くなるほど、そこは弱めかつ速めに発音されます。T6m16oks asif he were tfred.

(0●    0)で は、asif he wereの ところが弱く、速くなります。

′Ａ

●

′Ａ

●

′Ａ

●

′Ａ

●

１

２

３

４

′Ｃ

●

′Ｃ

鰺

′Ｃ

Ｏ

′Ｃ

●

ａ

バ

〉

　

Ｈ

】

ｎ

，
　

ｎ

・

ａ

　

　

ａ

B
畿

B
●

B
●

B
●

胴
目
一
員
ト

nd

D
●

D
●

D
機

D
e

ヽ

ｏ０

『
　

ＩＬ

３
ｆ

ヽ
■

【
ＤＬ
３
』

／
齢

M 1. She was in a b6d t6mper this m6rning.

Ｈ
】

　

Ｈ
Ч

ｎ

　

　

ｎ

ａ

　

　

ａ

●   ●

ａ

　

　

ａ nd

and then a and then a and then a

&.. O O & * O

2.  L6tЪ  invfte thern to the p6:1:y,
磯  機 0     _ ●

3. Bfil′s n6ts`re if he can aff6rd it.
●  ● ● ‐― = 苺 継● ・

□1 1.ト ムは疲れているみたい。   れていく。
2 トムは疲れているように  4.彼 を明日リサイタルに連
見える。           れていく。

肛11彼 はもう行きたいのだと 口[1.A B C D
思う。           2Aと Bと Cと D
2.彼はもうわれわれに行っ   3Aと B(ひ とつ)と C(ひと
てほしいんだと思う。     つ)と D(ひ とつ)

4Aと それから3(ひ とつ)と
回1 1.彼を明日そこへ連れていく。   それからC(ひとつ)と そ
2.彼を明日学校へ連れていく。   れからD(ひとつ)
3彼 を明日コンサー トに連

口1 1.彼女は今朝機嫌が悪かっ

た。

2彼 らをパーティーに招待
しよう。

3.ビ ルはその余裕があるか

どうか確かではない。

4.彼は事故があったと(私に)

言った。
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4. He t6ld me that there was an Sccident.
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罰 D―
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・

―
轟
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―
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解 説

ここでは、発話のスピードという問題に焦点を当て、日本語と英語のリズムの本質的な違

いを理解します。それによって、英語のリズムをしっかりと身につけることができるように

しましょう。

発話の中でスピードの変化が生じる

発話全体のスピードは、個人個人によって差がありますし、話し手の気持ちに

よっても変化します。また、話す相手や場面 (公式な場面、非公式な場面など)に

よっても違ってきます。いわゆる早口な人の話が聞き取りにくいのは、短い時間

内により多くの情報が詰め込まれ、同時に発音があいまいになるからです。これ

は、日本語でも英語でも変わりありません。ネイティブスピーカー同士の間でも、

聞き取れないということが起きるのですから、私たちが極端に速いスピー ドの英

語についていけないことがあっても、これは大した問題ではありません。問題は、

ひとまとまりの発話の中でスピー ドの変化が生じるという現象なのです。

私たちにとって問題になるのは次の 2点です。

単語のレベルで発話を長くしてしまう

(1)た とえば、stress[stres]は 1音節ですが、私たちはこれを、ス・卜・レ・ス

のように4音節で発音しがちです。SprlngS[sprilz]も 1音節ですが、ス・プ・

り・ン・グ・ズのように6音節にしがちです (原因についてはPart 8参照)。 it

はィ …ッ・卜、wifeは ワ・イ・フというように、単語のレベルで発話を長くし

てしまいがちなのです。英語の単語は、発散させるようにゆっくりと発音する

のではなく、むしろ収縮させるように素早く言う必要があります。

文(発話)全体を引き延ばしてしまう

(2)た とえば、T6m16oks as if he were tfred.(E× AMPLES I-2)は 、決し

てT6m16oks 6s r h6 w6re tfred.の ようには発音されません。まして、 卜・

ム・レ ッψ ・ス・ア・ズ・イ フ・ヒ。一 ワ・一 夕
・イ・ア・― ド

のように発音されることはありません。しかし、私たちはこれに近い発音をし

ていることが多いのです。すなわち、単語ばかりでなく、文 (発話)全体をも

引き延ばしてしまっているということです。

|
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文中の速いところ。遅いところ
・
・　
　
コ
・
　
　
一●

団
英語では、as、 iR he、 wereの 4つの単語に、ほかと同じ比重が置かれるので
はありません。T6mか ら16oksに かけては、比較的ゆっくり落ちついたペースで
進みますが、16oksからasif he wereに かけては、多くの単語を速く言おうとす

るのでペースが速まります。そして最後のtfredで またゆっくりしたペースになり

ます。ダウンロード音声で確認するとよくわかります。

最大の課題は緩急の差

すなわち、英語では、ひとつの文 (発話)の中で、ゆっくり進むところと、速
く多くを言わなければならないところが出てくるということです。日本語のよう

に、同じペースで進んでいくわけではありません。この、発話の内部における緩

急の差という現象こそが、私たちにとって最大の課題です。私たちは、一定のペ

ースで進む日本語の特徴によって生まれる壁を乗り越えて、スピードの変化を自

由にコントロールできるようにしたいものです。

¨ヽ
ヽ
＞



EXERCISES
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⌒

d111:2b

m

音声を聞いて、次の各組の発話のスピードの違いに注意して言つてみ

ましょう。

1.a)i WanttO knOW.

b)l Wanted him tO knOW.

C)!Wanted him tO fOrget.

d)l Wanted him tO be a dOCtOr.

e)l wanted him tO be a muSiCian.

f) lVVanted him tO be an engineer.

2. a)See you laten

b)See yOu tOmOrrOW.

C)See yOu in the eVening.

d)See yOu in the aftern00n.

3.a)He hitthe man.

b)He hit him in the StOmaCh.

音声を聞いて、次の各英文内に生 じる強勢とスピー ドの変化に注意 し

て、自分でも言 ってみましょう。

1. l rea‖ y think thatit was a very good idea.

2. :think that it vvas his ovvn idea.

3. Peter apologized for his temper and his impatience.

4. Please extend to her our sincere sympathies.

5. Take care(Э f him for rne′ vvonit you?

6. l′1lsee whatican colme upヽA′ ith.

7. l was rnost gratefulto him for his help and advice.

052
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解答・解説

強勢を受けるふたつの音節の間に、強勢を受けない音節 (下線部)が増えていきます。

当然この部分は、速足で駆けていくような感じがだんだん強くなります。

l w6ntto kn6w.      b)l w6nted him to kn6w.
‐ ● =~●        ●

~●

l w6nted him tO fOrg6t. d)l w6nted him to be a d6ctor
ru(arr:i'OO
lw5nted him to be a musician.oa
I w5nted him to be an engin6er,
鱗 ●

1.a)

C)

e)

f)

2. a)

C)

3. a)

b)

'.'l (D,,,,

s6ey()u16ten
●   ●
s6e yc)u in the 6vening.
●       ●
He hftthe m6n.
●   ●
He hft him in the st6mach

o
b) S6e you tom5rrow.O-a
d) S6e you in the aftern6on
● ●

● ●

Ш  l.～ 7.ま での英文は、それぞれの発話の内部で、どのようにスピードの変化が生じ
ているかを感じ、身につけるためのものです。弱の部分 ( )が多いところで急、少
ないところで緩となります。

1. l r6a‖ y thfnk that it vvas a v6ry g6od id6a.
r f r a 蟻 ●  ● を●
2. l think that it vvas his 6、 ′vn id6a

r!,r,.:rr'..OO
3. P6ter ap6logized for his t6m per and his imp5tience

O ,',. O ● ●

4. Pl6ase ext6nd to her our sinc6re sympathies.
●    ● ●  ●

5. T5ke cSre of him for me, w6n't you?
●  ●

6. l'll s6e what I can come 0p
o 

-o

●

vvith

7. I was m6st gr5teful to him for his h6lp and advice.
&&6,r$a*●  ● ●
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文の中では弱くなる語

口E回饉

ヽ

４１

【
ＤＬ
３
¨

／
れ

銃ヽ
／
い

代名詞

1. l kn6Ⅵノyou lrke it.
_ e ~T~●

2. VVh6re′ s your c6r?
●  ~T~●

3. He s6id he c6rne.
●)~ 10

4. VVh6t′s his n6me?
●  ~ ●

5.  C611 him b6ck!
●
~ 
●

6. Wh6t's she s6ying?
●  T‐

‐
● 、

フ.  :m6t her y6sterday.
●
~●

・ ‐

8. :b6ught them drfnks.
‐ 0 ~T~~ ●

be動詞・助動詞

1. They are t[ed.
苺 ‐要  ●

2. 
‐
rhere was n6 6nslven
奮 ~==● ●

3. Thev were 611 afr6id.
・
~́=~● _●

4. The b6ys have g6ne.
.● ~丁~ 

●

5. Aヽノh6t had she f6und?
●
~=~.,  0

6.You can tr`st him.~ 
● =

7. We must go
●●

054

8. Wh6t vvould you s6y?
●
~‐  0
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弱のところにくる単語は、弱めに、あいまいに発音され、単独で発音されるときと違う

発音になるものがあります。これが弱形 (weak fOrms)で す。たとぇばl kn6w you

Fke it.の youは Du:]からDulや uЭ ]になります。

前置詞

l′ d lfke a c6o of t6a.
● ・ 0=~●

2. He is
● ‐

丁6m.
●

接続詞ほか

1. He′s t611 and thfn.
●
~●

2.l b6uqhtsome st6mps.
. 0´  ~ ●

・

3. This is b6tter than th6t.
0・  ● ― ~T~0

that it's trfie.--r* * a

口:1それ好きだよね。
2.車はどこにあるの

'
3.彼は来たと言った。

4彼の名前は?
5(彼 を)呼び戻して l

6.彼女は何を言っているの
'

7彼女に昨日会った。
8彼 らに飲み物を買ってあ
げた。

回 1彼 らは疲れている。

2.応答がなかった。

3彼 らはみんな怖がっていた。
4男の子たちはもう行っち

ゃった。

5彼女は何を見つけたの
'

6彼 を信じていいよ。
7.行 かなくちゃ。

3.何とおっしゃいますか。

肛:1.お茶が飲みたい。

2.彼はカナダ出身です。

3彼らは学校へ行った。
4.そ れをトムにあげて。

困1 1彼は背が高くてやせ

ている。

2.切手を少し買った。

3こ のほうがあれより

よい。

4.そ れが本当なことは

わかっているよ。
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6
SECT10N

回目
以下の下線部は、 1音節の単語で、通常、文(発話)の中で強勢を受けない語です。このよ
うな「弱形を取る語」については,21を参照。

l.人称代名詞

ld6n′tlfke them/Whё re′s yourc6r'

Tё ll me Whatyou've d6ne/One n6verkn6ws.

2.be動詞、助動詞 (Ought、 need、 dare、 usedを除く)

There was n6 rep呼 /whё re are we g6ing?

wh`t do they s6y?/Ask him ifhe can c6me

3.前置詞

lt′ s On the tible/rm frOm jap5n

There were f6ur of us/They w5ited fortw6 h6urs

4.関係詞

Tht isthe b6ok(ヽ″hiCh/that)|ヽ″6nted
AnyOne whO/that d6esthat must be m6d

5.接続詞

lt wassn6win9 when we arr行 ed.

He r6n and r`n /I WOuld lfke to g6′ buti c`n′ t

6.その他

ThfS is b6tterthan th6t/Bf‖ 's as str6ng as an 6x

W6uld you l千 ke sOme tё a'(数量が特に意識されない場合)
There are SOme lё tterS fOr yOu(… …があるとしヽう場合の there)

一一一一・一一●
一
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文の中では弱くなる語

次に、これらの語が特別に強勢を受ける場合を見てみましょう。

1.意味の上で重要になる場合 (文脈上必要となる)

rs fOry5望 tO decide./lt's yOurturn nOw/ln tty cOuntry

2.意味が強調される場合

T6m′ 、ハ/hat6re you d6ing?/Thrs is th6[Oi:]bookto read

3.ほか (の単語)と対比させる場合

lt′ s6n the table(not 6nderthe table)/1c6nand wr‖ do it

4.発話の最後の助動詞・be動詞

ld6n'tthfnk he cin./VVh6re have you b6en?

5.発話の最後に強勢のない語がきた場合、その前にある単語に強勢がくる。

wh6re were you?/H6w fs she?/H6w亘」e you?/Whi± 10ul亘 |?

6.助動詞がほかに動詞を伴わない場合

4ヽ`st you?/H6ve you?/Drd she'

7.発話の先頭にあって、しかもゆっくりと言われる場合

D6you lfke it?/c6n you c6me?
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SECTION
6
EXERCISES

∩

■

⌒

d139b

基本練習 :音声を聞いて、空欄を埋め、弱いところを強くしないよう

に注意して、自分でも言ってみましょう。

call

2 a!|

3. 

- 

copies office.

4. 

- 

think-pass-exams?
5. Give milk, please.

5. I believe America.

7. What time going _ leave?

8. older think.

9.           do                told

応用練習 :音声を聞いて、空欄を埋め、口と同様に言ってみましょう。

1. The died uncle

2. 

- 

away- arrives

3. l'll _ through secretary.

4.

_ back.

5. Hard work road success

6. Everyone time _
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解答・解説

回I 基本練習 弱くあいまいになった単語の発音を身につけましょう。

1. ・・ |●10・  There′Sa[60rZЭ]「ザアザ」、fOr yOu[fЭ●u]「フアユ」

2. 口,|● |や コ lザs for[itsfor]「イツファ」、Of_us[ovosI「アヴァス」

3.・ 2・ ● |=・ ・'●・  丁here were some[OorwЭ rsom]、 in the[inni]。
in the linё O]は [inni]の ようになる。

4.う 。●押●.・ (1●  Do you[diu,d60]ヽ Shell ui(1)1]、 her[(h)or]

5.● 饉。●薔 them 50me[ё OmSOm]「ザムサム」。最後のp:easeは文の強勢

も受けず、弱形にもならない語。

6.韓 策
● 苺

毎 螢 ●
檬 響  SheiS frOm膵 (1)ZfrOm]「 シ ズ フ ラ ム 」

7.● ●
鰺 饉
●
議 ヽ ●  are We[orwi]、 tO[tO]。 gOing tOは 、 く だ け た 米 語 で

は9onna[96(1)no,9onЭ ]「ゴナ、ガナ」のようになる。

8.蔭 ●警黍苺● He's[hi(I)z]、 tharyou[ёЭlljЭ ]「ザニュ」

9.警 饉● 織 苺 苺●  You must DumOs]「 ユ マ ス 」、 aS yOu are[Э duOr]「 ア

ジュア」

肛ヨ 応用練習
1.摯 ●議● ,1,、,● ■ m6n whO[mぉ n(h)u(I)]「 マンフー」、
was my[wЭzmai]「ワズマイ」。myは [mЭ]に もなる。

2.・ 。●・ “ ●́
餞。。● l′ m afr6iqlll be[aimOfr6idailbi]「アイマフレ

イダイルビ」、when he[(h)Wen(h)i(I)]「 ウエニイ」

3.摯 ● ●゙`・ ●
。う。 p山りou[pit∫ o]「プチュ」、to the[tЭOo]

4.彎 籠。●オ5・・ 0藩●警● :woulq lppr6ciatQ」 t[aiwodoprl∫ ieitit]
「ァィヮダプリーシェイティト(ゥ )」、

if he cOuld c6‖ me[if(h)i(1)kЭ dk6:1lni]「 イフィクドゥコールミ」

5.●●●書晨苺●褒蘇● p6t him on the[pit(h)imannЭ I―ЭnnЭ ]「プテイ

マナ」、to[tЭ ]。 On theは [annЭ 10nnЭ ]「アンナ」のようになる。

6.● 苺 薔 警 ● 肇 継 奮 ● 獲 警 ● 饉 奪  belた Ved it at the「 ビ リ ー ヴ デ ィ タ ト (ゥ )

ザ」、thau sp6ke to you[Ootaisp6uktau]

一ヽ
Ｘ
＞
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Q■ Al「ネイティブの話す英語が聞き取れないのはなぜ7」,
●

英会話の学校に通つているのですが、日本人同士や、ネイティブスピーカーの人たち

との間で英語で話す機会があります。そうしたとき、日本人の話す英語は、比較的速く話さ

れたり、内容の点で高度であったりしても理解できるのですが、ネイティブスピーカーの英

語だと何を言いたいのかはっきりしないことが多いのです。どういった点に問題があり、そ
の解決のためにどのような学習をしていけばいいのでしょうか。

□ この問題に関しては、本書冒頭の「日本語の音の壁を乗り越える」の中ですでに触れて

おきました。すなわち、自分の話す英語力ヽ リスニングに影響を与えるという問題です。私
たちが、お互いの話す日本語を何ら問題なく理解できるのは、お互いが同じもの (日本語)
を、それぞれのうちに持っているからです。同じ文法、同じ音の体系をお互いが身につけて
いるからです。つまり、相手が話す日本語と同じ (よ うな)日本語を話すことができるから、

相手の言うことが聞き取れる (わかる)のです。
たとえ|よ 方言に相当の違いがある場合は、その違いの程度に応じて、相手の言うことが

わからなくなります。英語の場合にも同じことが言えます。日本人同士の英語が理解できる

のは、自分の耳に入ってくる、自分が話している英語と、相手の日本人が話している英語の

両方が、同じ (種類)のものであるためです。この場合、ふたりとも、母語である日本語に
よって強烈に影響を受けている英語を話すのですから、ある意味では英語らしい日本語を話

していると言ってよいのです。

これに対して、ネイティブスピーカーの話す英語がわからないのは、根本的には、自分の

話す英語が、ネイティブスピーカーのそれとは違いすぎているからです。自分の耳に入って

くる自分の話す英語と、同じ耳に入ってくるネイティプスピーカーの話す英語と力ヽ 音声と

して違いすぎていれ|よ 後者は単なる雑音になってしまうということです。

日本人同士では、たとえιよ 5、 6歳の子どもが大人と話をして、お互いに理解し合ってい

ます (も ちろん語彙力の差がありますから、子どもの語彙力を超えない範囲、という条件は

付きます)。 このことから、話の内容がその子どもの持つ語彙力の範囲を超えない限り、子ど

もは大人と同じように話せるようになっていれιよ 大人の言うことを理解することもほぼ完

全にできるということです。ですから、英語に関しても、自分の語彙力の範囲内でなら、ネ

イテイブスピーカーとほぼ1司 じように話せるということを目標にし、それが達成されると、

同時にネイティブスピーカーの英語がわかるようになります。後は発音を含めた総合的な語

彙力を増進させていけばよいのです。

以上、要するに、ネイティブスピーカーが話す英語と同じような英語が話せるようになる

ということが、リスニングカのアップになるということです。まず中学校程度の英語から始
めて、次いで、ネイティブスピーカーが頻繁に使う2000～3000語程度の語彙なら、自由に

操ることができる、ということを目標にするとよいでしょう。

COLU‖‖
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イントネーション

Part 2
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ダイアローグを聞いてみましょう ∩

Nancy:bu馨蜀鶉l what‡ just heard?

Patrick:麒′鏃魃晰?

Nancy:|にはR嘔landに鰈舅睫麒wOn the state mu隋 蒻!

PatriCk:bu′ re曇隧隕穆!Who told you靡け?

Nancy:L玲蜀.Shesaidthey won overtwo MMMM鶉鱚!

Patrick:丁 hey呵躊竃鰈蟷!

Nancy:漑M.They bought a new削 魏隕m andtwo newmm...

Patrick:ldon′ t雉謳赳魏itl

Nancy:1同 u they′re L機屁鯰nett week on a trip around the m睫 隕

Patrick:lt′ s notim録 !

Nancy:lt is′ 憮覺!What′sthe m薇櫃 with you?Why won′ t you
隧餃闊瘍me?

Patrick:ibo:iove you′ 11● liёve you!

■̂2

ョ鳳襲巨
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複雑な英語のイントネーションをマスターします。どこで、どのようなピッチ (声の高低)の変
化が起きるかを押さえ、同じように言ってみることが大切です。ここでは、一

―・ ―の単語の大字

の部分でビッチ変化が生じています。

You｀ know what″ ljust heard?

ナンシー :  ねえ、もう聞いた
'

パトリック: いや、イ可だい?
へ
ヾ

７
Ｎ
Ｉ
ヾ

Ш
ヾ

ナンシー

ナンシー

パ トリック : まさか ! そんなことだれから聞いた?

ナンシー :  カレンよ。何でもふたりには、200万 ドル以上入るらしいわよ。

パ トリック : そんなことあるもんか !

ナンシー :  大ありよ。新しい家を買って、新車を2台入れて

パトリック : ぼくは信じないぞ !

ナンシー :  それに来週には世界一周旅行に出発するらしいわ。

パ トリック : うそだ !

リチャードとクリスティーン (の夫婦)が州の宝くじを当てたんです

って !

本当だってば ! あなたったらどうしたの? どうして私の百うこと
が信じられないの?

パトリック: わかつた、信じるよ、イ言じるったら !
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鶯慇⑮話のポイントを示す音の上下ノ:
い●驚下曹ロト

●

イントネーションの機能

It'S nOt What he Said,but the way he said it.(何を言ったかではなくて、その

言い方なんだよ)というのは、私たちの日常生活でよくあることです。これはもちろ
ん、日本語だけでなく、英語にも言えることです。

言い方の問題は、声色― たとえ:よ 怒気を含んだ調子、猫なで声、威厳のある調

子など― や、話す
スピード (テ ンポ)、 声の大きさなどにかかわっています。それと

同時に、重要な役割を果たしているのがイントネーションです。

イントネーションというのは、声の高低上下の動きのことです。これは話者の心的

態度を表すばかりでなく、発話の意味を変えてしまう働きを持っています。たとえlよ

No.と いう簡単な単語の場合、次のようになります。
｀′
などの記号は、その単語の中

での調子の変化を示します。
｀
No.(声が・下がる一 嫌です)

′No?(声が上がる一 嫌だって')
イントネーション (すなわちピッチー 声

の高イ氏上下一
の動き)はどの言語にも

見られます。その意味で、イントネーションの働きには普遍性があると言われていま

す。しかし同時に、ビッチの利用の仕方には違いがあり、その違いの習得が、私たち

にとって重要になるわけです。

それではまず、イントネーションの働き (機能=function)についてまとめておき

ましょう。

1。 話者の心的態度を表す機能

心的態度というのは、「親しげな」「遠慮がちな」「押し付けるような」「央活な」な
ど、多様に表現される話者の感情や態度を指します。普通イントネーションと言うと、
このような話者の気持ちを表すものと考えられています。

(例)lWhat's the、 time?(気持ちのこもらない聞き方)
:What'S the｀ time?(気持ちのこもった聞き方)
｀
What′ S the｀time?(「何時なんだよ」というような強い聞き方)
:What'S the′ time?(丁寧な聞き方)

(注):Whatrsは 低い出だし、:Whatrsは高い出だし、、timeは低い出だしで始まり、
さらに下がることを示す。

しかし、注意しなければならないのは、この話者の心的態度とイントネーションと

の関係は、絶対的なものではないということです。話者の発話には、ビッチ以外の音
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声要素が入っているからです。また仮に、同じような調子で言ったとしても、顔の表

情や身振りなどの、いわゆるボデイーランゲージ (bOdy language)も 関与してくる

わけですから、こういう気持ちはこういうイントネーションでなくてはならないとい

うようなものではないのです。

どうしてこういうことを述べたかというと、多くの英語の専門家に、心的態度とイ

ントネーションとの関係をあまりに強調しすぎる傾向が見られるからです。心的態度

とイントネーションとの間に絶対的な決まりがあるわけではないのですから「間違っ

たら大変な誤解を受けるかもしれない」と不安になって、ひとつの決まった型に縛ら

れてしまうのはかえってよくありません。誤解を与えることがあるとすれlよ それは

むしろ、心的態度以外のイントネーションの機能に関するものであると言えます。

ですから私たちは、イントネーションによって表される話者の心的態度の微妙な違

いに関しては、あまり神経質になる必要はないと言ってもよいでしょう。むしろ、以

下に記すことをよく理解して、身につけるようにしてください。

2:発話のある部分を際立たせる機1能  _
発話というのは、話者が情報を整理して相手に伝えようとするものです。イントネ

ーションは、その一連の情報の中のどの部分 (どの単語)が、話者にとって最も重点
を置きたい個所 (これをここでは情報の焦点という言葉で表します)なのかを示しま

す (情報の焦点については,73参照)。

(1)a)!WaS Very｀tired.(私 はすごく疲れていた)

b):WaS｀Very tired.(私 はすごく疲れていた)

a)と b)では、それぞれ、tiκdと veryでピッチの変化が生じています。このよう
に、ビッチの変化が生ずるところが情報の焦点を示しています。

(2)a)Herers my｀ book.(こ こに私の本があります)

b)HererS｀ my book.(こ こに私の本があります)

c)｀ Here′ S my b00k.(こ こに私の本があります)

ピッチ変化が
｀
book、
｀
my、
｀
Here′sで生じており、それぞれが情報の焦点となっ

ています。

3。 文法的機能

陳述文、疑間文、命令文、その他文法的な意味の違いが、イントネーションによっ

て表されます。

(1)a):Sn′t She‖ ke her｀ mother?(彼女、お母さんにそっくりね)
これは、形は疑問文でも内容的には陳述文です。

｀
mOtherのところでビッチの下降

があります。

b)ThiS iS′yours.(こ れ、あなたのですか)

形は陳述文でも、′yOurSにおけるビッチの上昇によって疑問文となっています。

圏
ヘ
マ

７
渕
―
ヾ

Ш
マ
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c)You｀must be back by ten.(10時までに家に帰りなさい)

形は陳述文であって命令文ではありませんが、
｀
mustにビッチの下降が置かれ、実

際には命令文となっています。

(2)a)He is comin9 on｀ Sunday=｀ isn′ t he?

b)He iS COming On｀ Sunday″ iSn′ t he?

a)は「彼、 日曜日に来るよね (そうだよね)」 と、来ることをほぼ確信していて、
相手に確認を求めている文です。陳述文的な文です。

b)は、「彼、日曜日に来るよね、そうじゃない ?」 と、来ることがそれほど確かで

はなく、相手に尋ねています。疑問文的な文です。

イントネーションの形態

次は、イントネーションの形 (形式、形態=brm)をまとめておきましょう。

1.音調 一一ピツチ変化の製 ,11    1     ・‐

下降調と上昇調の区別があることはすでに見ましたが、このほかに下降上昇調と上

昇下降調とがあります。さらに研究者によっては、平坦調、急な上昇調、滑らかな上

昇調、高いところからの下降調などを設定する人もいます。

要するに、イントネーションは意味との関係で非常に複雑に変化するので、母音や

子音のようにはっきりとした数を設定できないというのが現実です。実際には以下に

述べる4つを身につけておけlよ 英語で考える力と慣れとの相乗効果によって、自然

と英語らしいイントネーションで話せるようになるものです。

下降調と上昇調は日本語にもありますから、それほど問題はありません。しかし、

下降上昇調 (Vいったん降りてまた昇る)と上昇下降調 (^い ったん昇ってまた降り

る)は、単語のアクセントとの関係で、日本語にはないイントネーションです。しか

も、英語ではかなり頻繁に使われる型ですから (特に
V)、
十分練習しておく必要があ

ります。ではまず、簡単な例から見てみましょう。

(1)a)下降調
｀
Yes.(いいです― 普通の答え)

b)上昇調′Yes.(いいですか'一 尋ねている)
c)下降上昇調

“

es.(え え、いいんですが、〔でも……〕一 躊躇
している)

d)上昇下降調Nes.(もちろんですよ、とんでもない― 特に相手の言った
こと

を否定するときなど)

(2)a)｀Mary.(メ アリーー ちょっ
とここへ来て)

b)′Mary.(メ アリー
ー
あなたなの' どこにいるの?)

c)VMary.(メ アリー
ー
よくお聞きなさい、いいね)

d)^Mary.(メ アリーー 何
てことをしたの !)
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人の名を呼ぶとき (たとえば教室などで)、 平坦調で
‐
Maryと いうことがあります

が、これも必ず平坦調になるわけではありません。

(3)a):didn′ t go because l vvasVbored.

(boredのところが下降上昇調 :退屈だから行ったというわけではない― 行

った理由はほかにある)

b)l didn′ t go because:ヽ 1′as｀bored.

(boredの ところが下降調 :退屈だから行かなかった)

2:ピ ッチ変化‐の場戸情

鳳機能のところで、ビッチ変化が生じるところが情報の焦点であると述べました。発

話の中におけるビッチ変化の位置によって、意味が変わってくる場合があります。

(1)a)WhO iSthat:ady Over′ theЮ ?(普通の質問)

b)′WhO iS thatlady overthere?(も う一度言ってくれませんか― 相手の言

ったことを聞き直すとき)

(2)a)」 ack also wrote(to)Ji‖ tδday.(ジャックは今日もジルに手紙を書いた)

b)」 aCk alSO WrOte(tO)｀ 」i‖ tOday.(ジ ャ ックは今 日ジル に も手紙 を書 い た )

c)」 aCk a!SO｀ WrOte(tO)Ji‖ tOday.(ジ ャ ックは今 日ジル に手紙 も書 い た )

d)JaCk｀ a150 WrOte(tO)」 i‖ tOday.(ジャックも今日ジルに手紙を書いた)

3. イントネーションの構造

へ
ヽ

７
Ｎ
Ｉ
で

Ш
マ

話者は、いろいろと考えながら話をしていきます。その際、前に言ったことや聞い

たこととの関係、相手が知っているかどうかに関する知識や思惑などによって、発話

をいくつかの情報の単位に分割していきます。話者の伝えたいと思うことが、どのよ

うな情報単位で組み立てられていくかが、イントネーションによって表されるのです。

(1)a)He′ S｀ 90ing′ |′ iS he?(彼、行くの、そうなの?)

b)He′ S｀90ingriS he?(彼、行くんだね― 皮肉や批判など
の気持ちが込められ

ている。だれかから彼が行くと聞いたり、偶然にわかったという場合)

(2)a)l know hiS｀ 50n′ |｀ Bi‖ .(彼の息子、ビルを知っている)

b)l know hisson｀ BI‖ .(ビルという名の息子を知っている)

a)は、彼には一人息子がいて、その名をBillと いう場合。b)は、彼にはBlllと い

う名の息子がいる。Billのほかにも息子がいるかもしれないという場合です。

また、会議や、大勢の人の前でのスピーチでは、情報の単位が増えることがあり、

その場合はビッチ変化の起きる場所も多くなります。
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1

SEcT10N

調子の上がり下がりの4つの型

∩
1.a)

b)

2.  a)

b)

3. a)

b)

4. a)

b)

5.  a)

b)

C)

6.  a)

b)

C)

d)

VVhat′s the｀time?(1.下降調)

VVhatЪ the′tinle?(2._L昇 調)

Are you′happy?(2.上昇調 )

Are you｀happy?(1.下降調 )

l know｀ Mary.(1.下降調 )

l know VMary.(3.下 降上昇調 )

Give her a｀ chance.(1.下 降調 )

Give her a■hance.(3.下 降上昇調 )
｀
Oh!(1.下降調)

′Oh:(2.上昇調 )

^Oh!(4.上昇下降調 )

She｀ cou:d do.(1.下 降調 )

She′cou:d do.(2._L昇 調 )

She Vcould do.(3.下降上昇調 )

She ACOuld dO● (4.上昇下降調 )

回 D一
一

一 ― 一 ― 一 一

1.a)何時ですか。〔普通の問い〕

b)何時でしょうか。〔丁寧な質問〕

2.a)満足した?〔普通の問い〕

b)満足したでしょう。〔当然〕

3.a)メ アリーを知っています。〔陳述〕

b)メ アリーは知っていますが……。

4.a)彼女にチャンスを与えなさい。〔普通の命令〕

b)(た とえ駄日でも)彼女にチャンスを与えた

ら
'

5.a)あ あ(なるほど)。

b)え え?(そ うなの?)

c)え えっ?(本当?)

6a)で きますよ。〔陳述〕
b)で きますかねえ。/で きますか。

c)で きますよ、でも…… (や るかなあ)。

d)も ちろんできますよ !

h“ PLES
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ここでは、4つのビッチ変化の型 (音調)を学びます。
1.下降調 (｀ )      2.上 昇調 (″ )
3.下降上昇調 (V)    4.上 昇下降調 (^)
EXAMPLESで は、太字のところでビッチ変化が起きています。

回田
文字は音を写すものであっても、音のすべてを写 しているわけではありません。

音の姿を詳しく分析し、表すためには、文字以外のいろいろな記号が必要とな

ります。英語の辞書に載っている、母音や子音の記号、強勢の記号などもその例

です。

ところが、辞書にも表されていないものがあります。イントネーシヨンがそれ

です。人間の声は高くも低くもなり、いろいろなところで高低の動きを示します。

この声の高低の動きを完全に示す方法はありません。機械を使えば別ですが、と

ても複雑で、すべての発話に用いることができるわけではありません。

しかし、言語を学ぶ範囲では、声の高低のすべてが同じように重要なわけでは

ありません。発話の意味を変えてしまう動きこそが重要なわけですから、それを

示せば事足ります。

まずは4つの音調をマスターする

ここでは、簡単で、しかもイントネーションの最も重要な姿を効果的に示す表

示法を採用しました。  は、普通に話しているときの各人の声の幅 (高めと低
め)を表し、・ 、`や

｀mは、声の動きの方向を示します。

爾“”組顆一
ヘマ
７Ｎ‐ヾ
Шヾ

(1)下降調
(2)上昇調
(3)下降上昇調
(4)上昇下降調

一へ
一一ノ
一一ヽ
一一́
一

｀m 高めから低めに下がる場合。
″m 低めから高めに上がる場合。Vm 
高めからいったん下がって、再び上がる場合。

^m 低めからいったん上がって、再び下がる場合。

英語では、以上の 4つの音調を中心として、さらに細かい分類が可能です。し

かし、とにかくまずこの 4つ を基本としてマスターすることです。

なお、イントネーションは、どんな発話にも必ず現れるものです。特別な場合

に使われる平坦調 (レベルピッチ)●――
…mを除いて、単語がひとつしかない発話

でも、必ずこれらの音調のどれかが現れます。そして、この音調の違いによって、

発話の意味が違ってくるわけです。

また、イントネーションによって表される意味は、非常に複雑です。文法的な

意味と、話者の心的態度のどちらか一方のみを表すという、二極の分類が常に可

能なわけではありません。実際にはむしろ、その両方を持ち、どちらかの要素が

強いというのが普通です。そのため、イントネーションによる意味の違いを、明

確に文字に表すことは大変難しいことです。従って、ここで訳として挙げたもの

は、そのイントネーションの変化によってそういう意味になることが可能である、

という程度に理解してください。絶対にそういう意味になる、ということではあ

りません。発話の意味は、状況の中で決まるからです。
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IXERCISES
1

SECT10N

⌒

1121:4b

音声を聞いて、下線部の発音がどういう音調で言われているかを確認

し、同じように繰り返しましょう。また、それぞれの発話にはどのよ

うな意味が込められているのでしょうか。

1,a)That'sOK.

b)丁 hat′50K.

c)丁hat'sOK.

d)丁hat'sOK.

2. a)lthink that's a dreadfu!play.

b)lthink that'S a dreadful play.

3. a)l!ike it.

b):like it.

4. a)John isn′ t here yet.

b)」 10hn iSn′ t here yet.

5.a)On Monday!

b)On Monday!

c)On Monday!

6. a):t's very fast.

b)lt′S Very faSt.

7. a)He doesn′ tspeak to anybody.

b)He dOeSn′ t Speak tO anybody.

8. a)Look at the time.

b)Look at the time.

9. a)i beg yOur pardOn.

b):beg yOur pardon.
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解答・解説

ここでは、4つの音調をマスターし、同時に、どのような意味の違いが生じるかを

学びます。

1.a)

b)

C)

d)

2. a)

b)

3. a)

b)

4. a)

b)

5. a)

b)

C)

十

一

★

0｀K ftヽいですよ」。感情の入らない普通の陳氏

0.K「いいですよ (心已しないで)」。控えめな表現。あるいは.相手を安

心させるような表現。

0‐K「いいですよ (でも……)」。Thatヽ C)‐K.but… と続くような場合。

0.K「いいですよ (いいって言ったでしょう)」。強い表現。「もういいよ、
いいんだよ」というような場合。
｀
dFadful「ひとい芝居だ」。特に強い感情を込めずに、芝居がひといもの

だったことを述べている。

^d璧里
dful rひ とい芝居だ (ま さか子どもを連れて,に行くわけではない

でしょうね)」。非常に強い表刀認
｀
l「 (ほか0人はどうか知らないけれど)私は好き」というような場合。

¬「私
`ま

好きだけれど (でも……)」。
‐
1!ikeit but… と続くような場合。

｀
here「 ジョンはまだ来ていないんだね」

′hen 「ジョンはまだ来ていないってこと'(あ なた、そう言ったの?)」｀
Monday「へえ、月嘔口|(ああ、そうなの)」

′Monday「月曜日?(あなた、そう言ったの?)」

」些
=Fay「

(え !')月暉口l'(本当[')」 まさか月曜日とは.と いうよう

な場合。
｀
fa■ 「とっても遠い」
・fa“ 「とっても速いことは速いけれど…… (あまり快遭ではない)」
｀
型壁body「だれとも話をしない」
‐
attybody「だれとも話をしなぃというわけではない」

■ime r時間を見なさい」

■堕二「あれ.もうこんな時間だ1(驚いた! しまったI)」

型ヽ」on「すみません」。わびる場合。

”““日】一】【へ・ヽ
７ヽ
‐でШヽ

ａ＞

Ｄ

ａ＞

り

ａ＞

Ｄ

ａ＞

６

７

８

９

b)′pardon「もう一度言っていただけませんか」。聞き返す場合。
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SECT10N

調子の変わり目が話の焦点

ヽ

５Ｄ

【
ＤＬ
Ｏ
・

／
●

1.a)

b)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

C)

d)

4. a)

b)

C)

d)

5.  a)

b)

6.  a)

b)

This is what l'meant.
'This is what I meant.

She didn't feel herielf.

She didn't'feel herself.

All the boys sing'well.
All the boys'sing well.

All the'boys sing well.
'Allthe boys sing well.

The lesson was very'borlng.

The lesson was'very boring.

The lesson'was very boring.

The'lesson was very boring.

ls there a .bigger one?

-ls there a bigger one?

Put it on the'desk.

Put it'on the desk.

画 D一 一 一 ― ― 一
一 一

1.a)そ れです、そのことを私は言いたかったん

です。

b)こ れから言うこと、それが私の言いたかっ

たことなんです。

2a)彼女はいつもの気分にならなかった。
b)彼女は(体に触れてみたが)感 じなかった。

3男の子たちはみんな歌が上手だ。
a)「上手」を強調。

b)「歌が」を強調。

c)「男の子たち」を強調。

d)「みんな」を強調。

4.授業はとても退屈だった。

a)「退屈」を強調。

b)「とても」を強調。

c)「だった」を強調(相手の言葉に反論する場

合など)。

d)「授業」を強調。

5.a)も っと大きいのある?〔普通の問い〕

b)もっと大きいのあるかなあ、ないと思うな(相

手の言葉に反応して)。

6.そ れを机の上に置きなさい。

a)「机」を強調。  b)「上に」を強調。

EXAMPLES
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POINT
ピッチ変化の位置によって、発話の意味が変わります。ピッチ変化は、話者が重要だと

考える単語のところに生じます。すなわち、情報の焦点が、ビッチ変化の位置によって

示されるのです。

団田
単語がひとつの場合は必ずその単語に、ふたつの場合は少なくとも、どちらかひとつの単

語に、そして単語が多くなっても、必ずどれかひとつの単語には音調の変化が現れます。す

なわち、話者は、自分が作っていく発話 (文章)の中で、重要な単語を選び、そこで音調を

変化させることによって、自分の伝えようとする情報にメリハリを与えるわけです。その重

要な個所を、ここでは、情報の焦点という言葉で表しておきます。

|
話者は、自分の持っている情報をさまざまな単語や構文を使って表します。そ

の際、情報のどの部分が相手にとってすでにわかっていることであるか (既知 )、

わかっていないことであるか (未知)を、無意識のうちに考え、イントネーショ

ンによって示すのです。話者が既知と見なして扱う情報を既知情報 (given

informatlon)、 未知として扱う情報を新情報 (new information)と 呼びます。

この新情報の中心部分、すなわち情報の焦点を示す単語の部分で、すでに学んだ

4つの音調のうちのどれかひとつが現れるのです。たとえば次のようになります。

(1)a)l workin a｀ bank.「銀行で働いている」

既知情報 新情報
(ど こで働いているの ?)→ (銀行で)と いう状況での発話。働いている
ことは既知の情報であって、働いているところ、すなわち「銀行」が新

情報として扱われている。

|｀work here.「 ここで働いている」

新情報 既知情報

(こ こで何をしているの)→ (働いている=こ こは自分の職場である)と
いう状況での発話。hereは状況から明らかであって、「働いている」と

いう事実が、新情報として扱われている。

lcame because she｀ told me.「彼女に言われたので来た」

既知情報   新情報
(なぜ来たのフ)→ (その理由は、彼女にそう言われたから)と いう状況

での発話。来たことはすでに了解されているので既知情報として扱われ、

来た理由を新情報として扱っている。
｀
toldが、新情報における情報の焦

点を示している。

b)|｀ came′ because she｀to:d me「彼女に言われたので、だから来た」

新情報    新情報
(いったいどうしたの ' 来

たの、来なかったの ?)→ (それが、来たん

だ。というのは、彼女に言われたんでね)と いう状況での発話。来た事

実と、その理由とが、相手に対して新情報として提示されている。

なお、上の分け方は大まかな分け方であって、新情報の中身を状況に応じてさ

らに細かく分けることが可能です。いずれにせよ、最も大切なのは、音調によっ

て情報の焦点が示されるということです。

一一一一一凹】
ヽヽ・ヽ
７”‐）
Шヾ

b)

12) a)
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SECT10N
2
EXERCiSES

ノ
中
ヽ

1121:6b

音声を聞いて、次の発話は、それぞれどこの部分でビッチ変化が生 じ

ているかを確認 し、同 じように言ってみましょう。また、それぞれの

発話は、どういう意味になるでしょうか。

1.a)l′ m coming.

b)iam coming.

C)!′ m coming.

2. a)i have plans to leave.

b)l have pians to leave,

3. a)丁he play was extrernely du‖ .

b)The play was extreme!y du‖ .

c)丁he play was extremely du‖ .

d)丁 he play was extremely du‖ .

4.a)You must go.

b)YOu must 9o.

C)YOu must go.

5. a)Doesn′ t John live here?

b)Doesn′ t」ohn live here?

c)Doesn′ t」 ohn live here?

d)Doesn′ t」ohn live here?

6. a)AIl cats don′ tilke dogs.

b)AIl cats don′ t like dogs.

7. a)Can you putit on the hot plate?

b)ICan you putit on the hot p!ate?
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解答・解説

発話 (文章)のどの部分 (単語)に音調の変化が現れるかによって発話の意味が違

ってきます。音調と情報の焦点の関係をつかみましょう。

1.a)｀ coming「行きます」。呼ばれて、「いま行きます」というような場合。

b)｀am 「私は、行・き・ま・す !」。「行かないんでしょう」とか、「行っては
いけない」と言われて反発しているような状況での発話。

｀
「
m 「私が行きます」「私も行きます」
｀
leave「出かけるつもりだ」
｀
p:ans「後に残しておく図面 (な ど)がある」
｀
dull「芝居はとても退屈だった」

extlemely「芝居はものすごく退屈だった」
｀
was「芝居は、間違いなく、とても退屈だった」。相手の言ったことに反

論して、芝居がつまらなかったということを強調するような場合。

｀
play「芝居がとても退屈だった」。退屈だったのは芝居です (劇場はきれ

いだったけれど、食事はよかったけれど)、 というような場合。

｀
9o「行かなくちゃ駄目だよ」。普通の陳述。
｀
must「 (ど うしても)行かなくちゃ駄目だよ」。行かなければならないこ

とを強調したり、行きなさい、と命令しているような場合。

｀
You「 (ほかの人ではなくて)あなたが行かなくちゃ駄目だよ」と、ほか

の人と対比させて言うような場合。

′here「ジョンはここに住んでない'」
′‖ve「ジョンはここに住んでない'」
メOhn「ジョンはここに住んでない'」

d) .Doesn't 「ジョンはここに住んでないの' 本当?」 だれかに
「ジョン

はここに住んでいないよ」と言われ、「ここに住んでいると思ったんだけど

違うの ?」 というような場合。
｀
dogs「猫はみんな犬が嫌いだ」
｀
All「すべての猫が、犬を嫌いなわけではない」

′p:ate「 それ、その熱いお皿の上に置いてくれない'」

′hot「それ、そのホットプレートの上に置いてくれなも` ,」

h6tp:6te(熱 いお皿)/h6tpぬ te(ホ ットプレート)

““””】】一ヘマ７ヤ‐マШヽ

d)

4. a)

b)

c)

5. la)

b)

C)

6. a)

b)

フ. a)

b)
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調子の変化は文の意味を変える

ヽ

７
Ｄ

『
　
Ｌ

ｎ
）

口
　
Ｄ

Ｉ
一

′

れ 1.  a)

b)

C)

d)

2.  a)

b)

3,  a)

b)

C)

d)

4. a)

b)

5. a)

b)

6.  a)

b)

I didn't come because she'told me.

I didn't'come because she told me.

I didn't come because she-told me.

I didn't'come because she'told me.

My sister who is in -London is getting'married.
My-sister, who is in -London, is getting'married
'Peter's been here, .hasn't he?
'Peter's been here,'hasn't he?
'Peter's been here, .has he?

'Peter's been here, has he?

He died a rich'man.

He'died, a rich'man.

Would you like .beer or'sake?

Would you like -beer or.sake?

l'll leave t6morrow, after the tconference.

l'll leave tomorrow after the'conference.

□Dい一一
a)彼女に言われたので来なかった。〔理由〕
b)彼女に言われたので、それで来なかった。

〔事実〕

c)彼女に言われたから来たというわけではな
いんだ。(来たのはほかに理由がある)

d)来なかったんだ。彼女に言われたのでね。
2.a)ロ ンドンにいる姉が結婚する。
b)姉が、ロンドンにいるんだが、結婚する。

3.a)ピーター、来てるよね、違う?〔質問〕

b)ピーター、来てるよね。〔確認〕

C)ピーター、来てるの ?(知らなかった)

d)ピーター、来てるのか。 (何てやつだ)

4.a)彼はお金を残 して死んだ。
b)彼は死んだ、あの金持ちが。

5.a)ビ ールとお酒とどちらがいいですか。
b)ビールかお酒でも飲みますか。

6.a)(今 日の)会議を終えて、明日出かけます。
b)明日、会議の後出かけます。
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PO:NT

回巨

ある発話において、どのようなピッチ変化 (音調)がどのような場所に現れるかによっ

て、文字にすればまつたく同一の英文も違った意味になります。ここでは、ビツチ変化

の種類と場所の組み合わせによって生じる意味の違いを総合的に理解し、身につけます。

イントネーションは感情を表すだけでなく、重要な情報処理を行います。

舞台に立って演技をする人たち、ラジオやテレビのナレーター、あるいは、大

勢の人の前で演説をする政治家、こういう人たちは、特に豊かな表現力が必要と

されるため、普通は訓練をして、イントネーションの使い方に熟達します。しか

し、このように感情や気持ちを表すイントネーションは、日常会話のレベルでは

無意識のうちに使っているものです。

このほかに、すでに見たように、イントネーションにはもうひとつの働きがあ

ります。すなわち、話し手はイントネーションによって、自分の心的態度を表す

だけではなく、相手とのコミュニケーションにおいて、非常に重要な情報処理を

行っているのです。外国人として英語を学ぶ私たちにとって、この情報処理の仕

方が何よりも大切であることは、言うまでもないでしよう。適切な情報処理を行

うことができないと、コミュニケーションに大きな障害をもたらすことになるか

らです。イントネーション習得の中心課題は、感情を豊かに表すための訓練では

なく、むしろ、情報の処理とイントネーションとの関係を押さえることにある、と

前に述べたのはこのためです。例文に見られるように、同じ英文が、イントネー

ションによって、肯定と否定のまったく逆の意味にもなってしまうからです。

1.a)来 なかった理由を述べている。
b)来なかったという事実を述べている。
c)こ の文は、lt wasn′t because she told me thatlcame.と いう意味で、私
が来たのは彼女に言われたからではない、と来た理由がほかにあることを述べて

いる。■oldにおける下降上昇調によって、言われたから来たのではない、と否定
の意味が変わってくる。

d)来なかったという事実と、その理由とを述べている。
ロンドンにいる姉以外にも、姉妹がいると考えられる。

b

C

ただひとりの姉と考えられる。

a 「来ていると思うんだけど違うの?」 来ていることが不確かで相手に質問している。

「来ていると思うんだけど、そうだよね」と相手に確認している。

「ああそうなの、来てるの ?」 と相手の言ったことに反応している。

ピーターが来ているということが、何かでわかって、そのことに対して反応 して

いる。「そうか」「しょうがなしヽなあ」など。

a rich manは 、S+V+Cの C(補語)と なっている。
a rich manと Heと は、同格の関係にある。

どちらがいいかを尋ねている。Which...?の問いかけ。
あるいはほかに何か飲みますか。Yes or no?の 問いかけ。

会議が今日あると考えられる。

会議が明日あると考えられる。

】““】“】一へヽ
７ヤ‐ヾ
Шマ

つ
“
　

　

　

一
●

d

4. a)
b)

5, a)
b)

6. a)
b)
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EXERCISES
0

SECT10N
3

∩
音声を聞いて、次のそれぞれの文の、どの部分にどのようなビッチ変

化が生 じているかを確認 しましょう。さらに意味の違いを理解 した上

で、同 じように繰 り返 してみましょう。

1. a)丁 here′s another one in the cupboard.

b)There′ S another one in the cupboard.

C)There′s another one in the cupboard.

d)Therers another one in the cupboard.

2. a):′ li ca!l nny brother the psychiatrist.

b)l′ |I Call rny brotheら the psychiatrist.

3. a)｀rlou did it′ didn′t you?

b)You did it′ didn′t you?

C)｀漁Du did it′ did you?

4. a)She died a happy vvornan.

b)She died′ a happy woman.

5. a)Did you go by car or by train?

b)Did you go by car or by train'

6. a):burned lold magazines and newspapers.

b)l burned(old magazines and nevvspapers.

7. a)She vvashed and‐ brushed her hain

b)She vvashed and brushed her hair.

8.a)lt′s me′ 」ohn.

b):t′sme」 ohn.

9. a)He Can read and、 Ⅳrite′ too.

b)He can read and writeftoo.
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解答・解説

発話 (文章)のどの部分 (単語)にどのような音調の変化が現れるかによって発話

の意味が違ってきます。話者による情報の処理方法を学びましょう。

1.a)｀cupboard「 もうひとつ戸棚に入っている」。cupboardが 新情報。

b)anδther「もうひとつ戸棚に入っている」。cupboardは既知情報。

c)anらther′ ′cupboard「もうひとつ戸棚に入っているよ」。anotherは

新情報。cupboardは 半既知情報あるいは、準既知情報 (semi‐given

information:既 知情報であっても、話者が新情報的に扱った場合)と いう。

d)anδther′
｀
cupboard「 もうひとつあるよ、(どこかと言えば)戸棚にね」。

両方とも新情報。

2.a)psyこ hiatrist「精神科医の兄に電話をします」。ほかに兄 (弟 )がいると

思われる。

b)｀ brother′ psyこ hiatrist「兄に電話をします、精神科医なんです」。ひと

りだけの兄と思われる。

ヘ
マ

７
Ｎ
ｌ
ヾ

Ш
ヽ

3. a)

b)

C)

4. a)

b)

5,a)

b)

6. a)

b)

7. a)

b)

8. a)

b)

9. a)

b)

｀
You′ ′didn′ t「あなたがやったんでしょう、そうじゃないの ?」 質問的。
｀
You′
｀
didn′ t「あなたがやったんでしょう、そうでしょう」。確認を求めている。

｀
You′ ″did「あなたがやったの (本当' 知らなかった)?」 相手の発言
に反応し、同時に確認をしている。
｀woman「彼女は幸福のうちに死んだ」。a happy womanは S+V+
Cの文型のC(補語)に当たる。
｀
died′
｀woman「彼女は死んだ、あの幸せな人が」。Sheと a happy

womanは 同格。

′car′
｀
train「車で行ったの、汽車で行ったの、どっち?」

′car′ ′train「車で行ったの、汽車で行ったの、それとも……」
｀
newspapers「 古い雑誌と古い新聞を燃やした」。両方とも古い。

maga2ines′
｀
newspapers「 古い雑誌と、新聞を燃やした」。新聞は、

古いか新しいか不明。
｀
hair「頭を洗って、髪にブラシをかけた」。washed her hair...
｀
washed′

｀
hair「 (体などを),先い、髪にブラシをかけた」。washed

(herSe:f)...
｀
me「ジョン、ぼくだよ」。JOhnは 呼びかけ。
｀
me｀John「 ぼくだよ、ジョンだよ」。「自分がジョンである」ということ。
｀
too「 (話せるだけでなく)読み書きもできる」
｀
read′
｀
too 「読めるだけでなく、書くこともできる」

079

「
，
『
静
Ｎ



`lL                         
⌒

Q■ A“「知らない分野の英語を聞き取るには7」 :7,
"                     

曲

【0日                               ・:「
M自 分が関心があってよく知つているテーマの話だと、リスニングもそれほど難しいと
思いませんが、知らない話題だと突然聞き取れなくなってしまうことがよくあります。とい

うことは、あらゆるトビックについて知識がないと、リスニングも大丈夫という段階までは

いかないということになりますが……。そこでアドバイスが欲しいのですが、どのような分

野にも通用するリスニングカをつけるにはどうすればいいのでしょうか。

■ この問題は、根本的には、語彙力の問題と言ってよいでしょう。ただし、語彙が豊富で

あっても、ネイティブスピーカーの英語が理解できるとは限りません。それは、語彙力には、

質的・量的な面で、いろいろなレベルがあるからです。

(1)どのくらいの数の単語を知っているか。

(2)知っている単語の内容はどの程度か、辞書に出ているその単語の意味内容とその使い方
を、ネイテイブスピーカーに近いほど、ほとんど全部知っているか。

(3)聞 き取れる単語の数はどのくらいか。単語として一応知ってはいても、文 (発話)の中
で、いろいろな単語と結びついて使われる場合に、その単語が確実に聞き取れるか。

リスニングに関しては、(3)の レベルの語彙力が問題となるのは言うまでもありません。単

語は、母音と子音とがさまざまに結びついてできているので、その個々の音が確実に識別で

きなければならないばかりでなく、強勢の位置、さらには、連結その他の音声現象にも慣れ

ていなければなりません。すなわち、本書で扱った、私たちにとって難しいさまざまな音声

現象を、母語の壁を乗り越えて身につけていなければならないということです。

それでは、相当幅広い分野にわたって、リスニングの面であまり不自由しないというレベ

ルの語彙力とは、どの程度のものでしょう力ゝ 結論を先に述べますと、その数は、約2000の

重要単語を中心として、2000～3000語の範囲にあると言えます。この数は何かと言うと、

英語のネイテイブスピーカーが、日常のいろいろな場面で、書いたり話したりして使う、き

わめて頻度の高い種類の単語数であるということです。

最近ではこれらの単語は、辞書学の進展に伴って、膨大な資料から導き出されてきていま

す。そして、これらの使用頻度の高い単語が、外国人の英語学習者のために作られた英英辞

典の定義に使われています。同時にその使い方が、実際の例文や説明を通じて、詳しくそれ

ぞれの辞書で扱われているのです。以上、要するに、ネイテイブスピーカーは、相当幅広い

話題を、これらの2000語 (から3000語)でカバーしているのですから、私たちの目標は、ま

ずこれらの単語を身につけて、最初に述べた(3)のレベルの語彙力に持っていくことであると

言ってよいでしょう。

COLU‖‖
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単語と単語の切れ
″ ゛

か

わからなくなる

文字で見るのと音で聞くのでは、単語

と単語の切れ目が違うのです。



ダイアローグを聞いてみましょう ∩
0
」轟L

」im 丁he bloss_is_on vacation′ and the sheep_are playingLin the

fields.

Mike: Whatrre you talkinq bbout?

」im:

AЛ ike:

」im:

A′4ike:

」im:

Mike:

」im:

Come_on. Do you think anybody's done any work since he's

been gone?

When3ou pu:,._. it that way . . .

You see? llm3$solutely right.

Maybe you've got me there.

I think l'lltpkq_g break.

Another one?

It's not like :i haven't done_any work today.

IVlike: No, but let's put it this way-your work breaks have been
a lot shorter thanJouf rest breaks.
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単語が滑らかにつながつて、その切れ目がわかりにくくなる現象をマスターします。ここでは
―― の中の単語の間で、つながる現象が起きています。下の例のほか、いろいろなつながり方
があります。

boss ls on―→bo― ssl―son      sheep are― ,shee― pare

ジム:  ボスがイ利限中で、羊は喜び野を駆け回る。

マイク :何の話だいつ

ジム だってほら、ボスがいなくなってから、仕事をしてるやつなんていない

じゃないか。

マイクi そういえ|よ まあそうだね・

醐

諮

ジム :  だろ? ぼくの言うとおりさ。

マイク : ま、反論の余地なしだね。

ジム :  さてと、ひと休みするか。

マイク : またかいつ

ジム :  ぼくだって、今日は全然仕事してないってわけじゃないんだぜ。

マイク: そうさ、だけどこうも言えるよ。休んじゃちょっと仕事をし、イ木んじゃま

たちょっと仕事をしてるってね。
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櫂錘吻 単語がつながる 音の連絡 r
ロ
ー

ロ ト
●

音は流れて動くもの

英文を読んでみると、簡単な単語が並んでいるだけなのに、聞いたときにはわから

なかったということがよくあるものです。また、そういう英文を声を出して読む場合、

どうしてもネイティブスピーカーの発音のように滑らかに読めない、という経験のあ

る方も多いことでしょう。これは、日で見れば切れている単語と単語が、実際話され

るときには、そのようには切れないという場合によく起こることです。

単語がいくつか連続してひとつの発話が行われるとき、ひとつひとつの単語は、決

して独立して発音されるのではありません。ところが私たちは、単語と単語のつなが

り方を知らないために、ひとつひとつの単語が単独で存在するかのように、孤立させ

て発音してしまう傾向がりF常に強いのです。あるいは、次のように言うこともできる

でしょう。川の水が流れているように、発話においても、単語が流れているのです。

ひとつひとつの単語がそれ自体動いて、自由にほかの単語と結びついていると考える

とよいでしょう。目にとっては、単語は文字として静止していますが、耳にとっては

動いているのです。その動きについていくことが必要となります。

たとえlよ Will you top it up?([車 などのガソリンを]満タンにしてちょうだい ;

[グラスなどをいっぱいに]つぎ足してちょうだい)を見てみると、top it upは、文

字の上では確かに切れています。しかし実際の発話では、to― pi―tupのようになります。

日本語的に発音すれlよ「トップゥーイットゥーアップゥ」のようになるでしょうが、

実際は、「トォービイータァプ」のようになり、まったく違って響きます。

音のつながり方、切れ方

このように、実際の発話では、ふたつの単語がつながるために単語の切れ目がわか

りにくくなる、という問題が起きます。その結果、日で見た場合には認識できた単語

の形がわからなくなり、リスニングの大障害となってしまいます。また、話をすると

きも、滑らかな連結ができないために、ネイテイブスピーカーにとっては聞きにくい

日本語的英語になってしまうのです。特に日本語の影響で、子音の後に母音を挿入し
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てしまう傾向もあります。たとえばtOpu itu upuの ように、それぞれの単語の後に[u]

という母音を付けてしまうと、ネイティブスピーカーには、何のことかさっぱりわか

らなくなってしまいます。

単語と単語とが、滑らかにつながっていく場合の規則を身につけましょう。

1.単語の最後の音が、[p][t][k]な どの子音であって、次に続く単語の最初の音が

[i][e][α]などの母音である場合

子音は母音と一緒になって、あたかも次の単語に移行してしまったようになる。

2.母音+母音の場合

単語の終わりの母音と次の単語の最初の母音との間に、[w]や [j]の弱いわたり音

し 103参照)が現れる。

以下、具体的にさらに6つのSECT10Nに分けて詳しく見ていきます。

胴
目
一黎
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0 1
SECT10N

破裂音と母音がつながる

■圏回国
ヽ
Ｌ
■

」「
　
３

【
ＤＬ
Ｏ
¨

／
“

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

Will you top it up?

Let me top_up your drink.

There's a crack h this glass.

Will you read it again?

l'm booked up_until September.

I think l'll takg a bath.

l've put on weight.

I likq all sorts of books.

She had a sad expression.

There was a changg in the program.

It's in the garden. Fetch it for me.

She felt a tap_on her shoulder.

Don't count on me for that.

That's a lot of nonsense.

Let's keep in touch.

We can work it out.

1.満 タンでお願いします。

2.お つぎしましょう。

3.こ のグラスにはひびが入っている。

4.も う一度読んでいただけますか。

5.ぼ くは9月 まで予定がびっしりなんだ。

6.風呂に入ろうかな。

7.体重が増えちゃった。

8.本なら何でも好きです。

9.彼女の表情は悲しげだった。

10.プログラムに変更があった。

11(そ れは)庭にあるから、取ってきてくれ。
12.彼女は肩をたたかれたのに気づいた。

13そ の件では私を当てにしないでくれ。
14何 てくだらない。
15連絡を取り合おう。
16.(き っと)う まくいくよ。
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回田

tOp it upは to_pi―tupのようにつながります。目で見た単語の切れ日と、実際の音の切れ

日とは違います。ここでは「破裂音+母音」と「破擦音+母音」を中心に見ていきます。

英語には、[p][t][k][b][d][9]の 6つの破裂音があります。これらの破裂音は日本語にもあ

りますが、両者の間には次のような違いと問題点が存在 しているので、注意が必要です。 ,

(1)英語では、これらの音は、単語の始めにくる場合、終わりにくる場合の両方

がある。特に、終わりにくるケースが大変多い。

(2}日本語では、これらの音は、単語の始めにくることはあつても終わりにくる

ことはない。ということは、英語で、終わりにくる破裂音が次に続く母音と結

びついた場合、その音は、単語の終わりの音ではなく、始めの音として間こえ

る。すなわち、単語の識別ができなくなってしまうということである。

(3)た とえば英語のputit Onは、音としてはputi毬)n、 すなわちpu― ti―tO nのよう

に響き、あたかも pu・ ti・ 10nと いう3つの単語が連続しているように (あるいは、

putiと tonと いうふたつの単語の連続のように)聞いてしまいがちである。

(4)なお、英語には、破裂と摩擦を伴う、破擦音というタイプの音がある。[tr][dr]

[ti日 [d5][ts][dz]が これに当たる。その中で、語末にくることのある[鯛 [d5][tS]

[dz]が、上に記した連結現象を示す。特に、所有格の
rsや、複数形の―(e)Sと 同

じ発音になる場合に注意が必要である。

CeOrgq Ls[dろう:rdろiz]⇔ George's[d66:rd5iz〕

churcus[伯 rt∫ iz]←→church'S′ ChurCheS[t∫6yt∫iZ]

1.tOLitJp[tapitAp lt6p― ]は「タピタプ」。

2. toRuQyour[t6pApjorltう p― ]は「タパピヨ」o uQyOurについて|まρ.106参照。

3.cracK_in[krttkin]は 「ク(ウ )ラキン」。

4. read」 trgain[rfldito96n]は rea― di― ta…gain「リーディタゲン」。

5.booketuQunt‖ [b`ktApOntil]は「ブクタバンティル」。

6.think」
′‖[0匈kail]は 「スインカイル」、taker[t6ikЭ ]は「テエイカ」。

7.put_on[pitan l―on]は 「プタン」。

8.:ikqa‖ [laikう11]は 「フイコール」、SOrtSpf[Sう :rtSOV]は
「ソ~ツ ァヴ」。

9・ had_a[httdO]は 「ハダ」、Sad_eXpreSiOn[SttdikSpに ∫(0)n]は 「サディクスプ
レシァン」。

lo.changqぃ [t∫6ind5in]は 「チェインヂン」。

11.it′亘n[itsin]は 「イツイン」、Fetchit[f6申 t]は「フェチィト(ウ )」。

12. feltF[f61to]は「フェルタ」、ta20n[tttpan l―Эn]は「タバン」。

n3.count9n[kauntanl―Эn]は 「カウンナン」。[tan]は [nan]に近い。

14.That′ミp[ё tttso]:ま 「ス
・アツァ」、10趣メ[16tЭV 115t― ]は 「ラタヴ」。

15. keepln[kilpin]は 「キーピン」。

16.worに■put[w61rkitaut]は 「ワーキタウト(ゥ )」。

■
目
一醐群
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EHERCISES
1

SECT10N

n 音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言つてみま

しょう。

1. She dropped the____.

2. He a

3. 

- 

pieces, please.

4. _ _! Turn the _!
5. I won't your time.

6. I hope he

7. He work to _
after his illness.

8. I 

- 

few hours every day for reading.

9.| f ine

10. They _ well.

11. We have to detail.

12. Let's get things the right track.

13. Noone_ _ _place.
14. l'm not very classical music.

15. I don't want to be _ the wheel.

16. Did you _ the report?

17. Japanese rarely controversial
issues.

18. The traffic will_ few minutes.

19. He's his _
20. Do try to _ trouble.
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解答・解説

単日の終わりの音が破裂青で次の単面の最初の音が母音であるとき.破裂音と母音
がつながって単語の境目がわかりにくくなります。

一 一

1.cuQ,nd brokel[kApOnbrOukit]「 カバンプロウキト(ゥ )」

2.p:■ on[pttan lっ n][プタン」、FЮnch_a“ ent[frOnt∫ Oks(ont]「フレ

ンチァクサント(ゥ )」

3.Cutitu,ntO[kÅ titApint可「カテイタビント(ゥ )」

4. Put」tpr lp`tit6(:)珂「プティトフ」、119ht Off[lit6(:)f]「ラィトフ」

5.take up muCh OfltOikKpmム t∫ov][テ エイカプマチャヴ」

6.won'teautり p[wOuntlutAp]「 ウオウンテイーティタプ」

7.haCa lotpf[h“ dortov l-10t― ]「ハダラタヴ」、

Otch_uQ,n[1【

“

t∫Ap`nl_うn]「キヤチヤバン」

8.s● aside,[SOtosaido]「 セタサイダ」

9.hOput'‖ wOrヒ0帆 [hOu,tlw6ス lut]「ホウピト(ゥ )ルワーカウト(ゥ )」

lo. hit l Off lhitlt∝ :)1「ヒティトフ」。「すぐに仲良くなった」。

11.map」 tpuun[mるpi“uti可「マピタウティン」

12. back on[b“ kanl― onl「′`カン」

13.seemed putof[stmdautov]「スイームダウタヴ」

14. uQon[Kp(ln l― on]「アリ`ン」

15.juta cog n[d3Astok09in l― k69-]「ジヤスタコイン」。ここでは.COgは

「カーグ」より「コーク」に近くなっている。

16. hand in lh`Ondin]「ハンディン」

17.take,丈 and pn lt6ikest“ ndanlつn]「テエイカスタンダン」

18. let yp[na[letÅ ,‐o]「レタバナ」。「夕」は「ダ」に近い。「(車の流れが)す

ぐによくなるよ」。in aの連結については,94参照。

19.back on[b“kanl― on]「′`カン」.feet again〔 f"t09en〕「フィータグン」。

on(h)is laniz 1 0niz]の 連結にも注意。

20. kee2out oflk“ pautev]「キー′ヽウタヴ」

目
日
一
醐酢
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● 2
SECT10N

摩擦音と母音がつながる

ヽ

５Ｄ

【
ＤＬ
Ｏ
］

／
れ

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

The boss is out.

The brush is in the cup board.

That class is easy.

He is on vacation.

She gave a smile.

I havq a toothache.

I must give_lp smoking.

He has Saturdays off.

I saw a flash of lightning.

Who was elected?

It's as cold as_ice.

The baby's asleep.

Enough is enough.

He's as strong as ever.

He drove_off suddenly.

They eat fish on Fridays.

EXAMPLES

1.ボ ス(上司)は外出中です。

2.ブ ラシは戸棚の中よ。

3.あの授業は楽だ。

4.彼 は休暇を取っている。

5.彼女はにっこりした。

6.歯 が痛い。

7.た ばこをやめなきゃならない。

8.彼 は土曜日が休みだ。

9.稲光が見えた。

10.だ れが当選したの
'

11.そ れは氷のように冷たい。

12.赤 ん坊は眠っている。

13.も うたくさんだ。

14.彼 は、相変わらず強い。

15.彼 は、突然車で走り去った。

16.彼 らは金曜日に魚を食べる。
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bOss is Outは [b6(I)s iz`ut]が bO_ss卜 sOut[b6(:)si z`ut]の ようにつながっていきます。

ここでは、「摩擦音十母音」の連結を見ていきます。

田霊
英語には、摩擦音と呼ばれる次の9つの音があります。[f][v][0][ё ][s][z]田 [5][h]。

このうち[h]は語頭にしか現れません。また、英語では[5]の音が現れる単語がきわめて少な

く、語尾に現れる場合としてはbeige[bei6]、 CamOuflage[kお mOfla:6]、 garage[90r6:6,

9溌 ra:6]、 Юuge[ru:5]な どがあります。

残る7つの摩擦音はそれぞれ語頭にも語尾にも現れることがあります。語尾にあって、次

の単語の母音に続いていく場合は、破裂音の場合と同様に、単語の切れ目がわかりにくくな

るため、注意が必要です。問題点は次のとおりです。

僣
(1)[f][v][0][ё ]は、日本語にはない音であるだけに、音そのものが難しい (リ ス

ニング・スピーキングの両面において)。

12)語尾の摩擦音が次にくる単語の先頭の母音と連結した場合、単語の切れ目が

わかりにくくなる。中でもIs]+is′ 朋十isの場合、
‐′sの付いた所有格の形や複

数形と同じ発音になるため、いっそう難しくなる。

Alex♪ [おliksiz]  ぐ―→Alex's[お liksiz]

Denni,_ls[d6nisiz]← ―→Dennis's[d6nisiz]

ns「LlS[fttZ]    ←→ nsh's[fttz]′ nshes ifttz]

d iS「LiS[dttZ]   ←→ diSheS[dttZ]
prinCe ll[prinSiZ]  ←→prince′ s[prinsiz]′ prinCes[prinSiZ]

たとえば、[ёOb6(:)SiZ]は 、(a)The bOSSiS(b)The bOSS'S(C)The bOSSeS
と3つの可能性があり、発音と文法の面で、困難度が高い。

1. bossjlout [b5(:)siz6ut] lx l,fiz t t O t (o) )"
2. brus[sjn [br,(Jizin] tt l)r'rz< >)"
3. classjleasy lklbsizi:zi lk16:s-l$ lr- zt 7< -A4 )"
4. is on [izon l-cn] t! l4 t >)"
5. gave_a [g6iva] tt lr4 rv).
6. have a [hreva] l* I t\)'v ).
7. giveJrp [giv,tp]Lt l+rvi).
8. Saturdays off [s6terdeizS(t)f]tt l+, ti a+ ) t )"
9. f lash of [f16Jav] ti l7 , 'z + ) )"

10. waselected [wazil6ktid]ti l7z-r vr74 t'(t)-1"
1'1. lt's as [itsaz] tj ll 'v z zl. aUce faz€is]tt lvV 4 7)"
12. baby'sjrsleep [b6ibizaslirp]ti f^'r E!-7 U *A)"
13. Enougtllenough [in.(fizin,(f] tt l'(t7 t zr tz ).
14. He'sas [hi}zez]ti lL+]71. asever laz€var)tt lvE,v)"
15. drove-off [dr6uv5(r)f]tJ I l'.'(, )E), t ) ).
16. fish_r on [fiJon l-cn] tt 17 ,( iv>)"

脳
日
一黎
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●

SECT10N
2
EXERCISIS

∩
音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな運結ができるように言つてみま

しょう。

1. Can i                        beer?

2. You must____.

3. Tleli the___.

4. Cut it_______」 _you can.

5. She__the sea every day.

6. Your nloney lいノill be__.

7. :must___Anlerican literature.

8. The___your bag.

9. l′ ll__hOt__90 to bed.

10. 丁hat_______」 isn′ t it?

11. 丁he____this street.

12. l think__     40.

13.___to me.

14. it____90ing to rain

15. He′s not___       arn.

16. l- littlecleverer.

17. His face was red _
18. _ _ safe.

19, feast.

20. 丁he                       cO10n

21. Only___came to the meeting

22.            true that           ?
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解答・解説

摩機音で終わる単籠

`母
音で始まる単語と結びついて単語の切れ目がわかりにくく

なる現象を押さえましょう。

… …

1.have_a glas■ Of[hov091溌 sOv l_9161sOv]「 ハヴァグラーサヴ」。Can二に

ついてはρ.94参照。

2.arrive_at sixrxactly[Э raivЭtsfksigZ£ ktli]「 アライヴァト(ゥ )ス イクス

ィグザクト(ゥ )り」。muSt arriVeの連結にも注意。

3.truth abOut“ [tri:00bautit]「 卜(ゥ )ルーサバウティト(ゥ )」

4.wittr knifedf[wiё on6ifif]「ウイザナイフィフ」。Cut itの連結にも注意。

5.swimun[swimzin]「スウイムズィン」

6.safe.enough[s6ifinAf]「 セイフイナフ」

7.brushJQon[brA∫ Apanl― on]「ブラシヤパン」

8. box」 tin[b6ksizin l b6ks― ]「ノ`クスィズィン」。inyour[ill'jЭr]「イ
ニャ」

についてはρ.106参照。

9.have a[hЭvO]「ハヴァ」、bath.and[b溌 oOn lb61_]「バーサン」

10. dress i■ old[dr6siz6uld]「 ドゥL′スィジ
｀
ウルドウ」

11.po■ pfficeir!ong[p6usto(1)fisizo16(1)り ]「ポウストフイスイザロング」

12.hetaround[(h)i(1)zЭ

“

旺nd]「 (ヒ )イザラゥンドゥ」。think(h)e′ Sと hが

落ちて、[01nkilz]の ようになっている。

13.Her■ 91wayllmpO‖ te[hi(1)zう1lweiZimp016it]「 ヒイゾールウェイズィム

バラィト(ゥ )」

14. 100ks ps、 受_it′s[mksЭzifits]「 ルクサズィフィツ」

15.asヽ experienced_r」 [ozikspl(I)(0)riOnStOZai]「 アズイクスピリアンスタ

ズアイ」。not asの連結にも注意。

16.wistl wa,コ [Wi∫aiwozo]「ウイシャイワザ」

17.with、 anger[wiO発っ9or]「ウイザンガ」

18.Both.of.us are[b6uOovosor]「 ボウサヴァサ」

19.Enoughips 9ood_919[inAfizozgidЭ zЭ]「イナフィザズグダザ」

20.dress:s beigqい [dr6sizb6i5in]「ドウレスィズベイジン」

21. hatptus[httfЭ vosl h61f― ]「ハーフアヴァス」

22.ls it[izit]「 イズィト(ウ )」、het」 [(h)i(I)Zll]「 (ヒ )イズィル」

胴
日
】罫
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[m][n][1]が母音とつながる

∩
1.

2.

3.

4.

5。

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

Bring;rn iron, please.

l'llcomg in a minute.

Did you win anything?

I won an airline ticket.

The food has run out.

It's warm in here.

That's more than I can arrange.

Sinq3r song., lan.

He'll call on us tomorrow.

Can I open an account?

No cutti naiLot-our conversation.

Can you fil.f in the form, please?

(lt) seems that Bil.! is il.lrgain.

ls the boss still in?

Tellrs al'l about yourself, please.

Can we book in advance?

3
SECT10N

EXAMPLES

1.アイロンを持ってきてください。

2.す ぐ行きます。

3.何か賞品もらった
'

4.飛行機のチケットを(賞品に)も らったよ。

5.食べ物が底をついた。

6.こ こは暖かい。

7.(依頼してきた相手に)私には無理です。

8.歌ってよ、イアン。

9.彼は明日やってくるだろう。

10ズ銀行で)口座を開くことができますか。

11.話の邪魔をしないで。

12.この用紙にご記入いただけますか。

13.ビルはまた病気らしい。

14.ボス(上司)、 まだいる
'

15.ご 自分のことを全部話してください。

16.あ らかじめ予約できますか。
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回田

an appleが a_napple、 an Orangeが a‐norangeのようにつながるのはおなじみでしょ

う。では、Bring an iron.は どう発音されるでしょう。ここでは「鼻音+母音」、[11「 (エ

ル音)十母音」を中心に、単語の滑らかなつながりを見ていきます。

ここでは、鼻音[m][n][1]と 、[1](エ ル音)が単語の終わりにあって、次に続く単語が母

音で始まる場合の連結を練習します。問題点は次のとおりです。単語の切れ目がわかりにく

くなるのはすべてに共通です。
■

英語では、語尾にくる[m][n][り ]によって、単語の意味が変わってしまう。su m

[SAm]、 Sun[SAnl、 Sung[SA]]な ど。 そ の た め 、 語 尾 の [m][n][1]は語 頭 の 場 合

と同様に、明確に区別されなければならない。

日本語では、語頭における[m]と [n]と は明確に区別される。[mol(藻 )、 [nO]

(野 )。 ところが語尾では、[m][n][っ ]ともに区別されない。たとえば、数字の 3は、

[san][sa]][sa](鼻 音化した母音 )、 さらには、[sam]に なることさえある。

たとえば、have the sun in my eyesの sun lnは 、英語では[sAnin]と なる。

これに対し日本語的な発音では、[sa司 (山陰)の ようになってしまい、 しっかり
とした [n]と [i]の連結が行われないことが多い。このため、リスニング

・スピーキ

ングの点では、英語の[sA(n)nin](「さんにん」)のような響きとIsa可 (「さんいん」)

のような響きとの違いとなり、区別が難しくなる。

日本語の「ンガ」は[la]の 場合も []ga]の場合もあり、人により両方ともあり得

る。そのため、たとえば、sln鼈9 song[s句 Эs6(I)]]の場合、日本語的な発音では

[si]9oso(I)09]の ように[9]が入ってしまうことがあり、響きが違ってしまう。

[1]の響きは私たちにとって大変難しく、連結によっていっそう難しくなる。

1. Bring_ar11ron [bri4an6iarn] lt I ) U > fi t < v > ) "
2. comejn a [k.{,mina]tJ t, i /.1.
3. win anything [win6ni0ir]lt* tt 4 *:zr >Q)).
4. won an airline [w,(nan6erlain] lt ll t*v74 >)"
5. run out [r,{.n6ut] tt I ) t, F (, )1.
5. warm in [wSrrmin] H lrt -: >J.
7. than I [6anai] lt l+t)'4 ). can arange [kaner6ind3)lt lhtV < >f ).
8. Sing: [siqa] l* l7 4 Q) f'J. song, lan [s5(r)qi;an] Li l, Q)i -z >).
9. callon us [k5rlonas l-cn-]t* la-7t71"

10. Call [kenai] li ttt,i'1.1. open anacount [6upanak5unt] t* l* rJ)-
ffir> r)"

11. cuting in on our [kl,ti4inonauer]tt l)ti t Q) * Q) t (>)tz )"
12. filUn [Titir,I* 17.( t)>)"
13. Bill is*lll_again [bilizilag6n] t* le 't 7 .t )]i > ).
14. stil!in [stilin] tt 177 4 U >)"
15. Tell u:_al! about [t6las5:lab6uil$ l71t -1t\ry F'(r)1.
16. book in advance [birkinadv6ns | -vo:ns] tt f) +(>)i i: oU z >z)"
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EXERCISES
0.

SECT10N
3

⌒

d318b
音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言 ってみま

しょう。

1. 丁here′sa            the ain

2. ___the secret.

3._______」 _he?

4. ___business trip.

5. ___part of his rnake― up.

6. Why don′t you__your life?

7.                           home.

8. 

- 

see you tomorrow?

9. They are _ _ bag.

10. I saw way home.

12. We've _ money.

13. My Spanish vacation.

14. Her eye _ _ desk.

15. _ the gas tank, please.

16. Something has

17. She's been _
18. She hit him the face.

19. We reserved the hotel

20. I don't think I _two cars.

21. We checked we arrived.

22. She suddenly the room.
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解答・解説

単洒が鼻吉やエル青 111で終わり、次に来る単語が母音で始まる場合.単語の境日
がとてもわかりにくくなります。実際に発吉してしっかりと身につけましょう。

,一 姜

1・ ChilLn[t'lin]「 チリン」。There's,の連結もある。

2.l′Ⅲ」n on[aL“ nanl_on_]「 アイミナン」

3.Michaelisnt we‖さ [Inak(0)lizn■にliz]「マィクリズント(ゥ )ウェリズ」

4.l′ m pnl[imαЮI_On_]「アイマナ」
5. Being outspoken F[bi:iっ autsp6uk(3)niZ]「 ビーインガウト(ゥ )スポウ

クニズ」。pa「t ofの連続もある。

6. ■raighten out istで it(On`ut]「スト(ゥ )レィト(ゥ )ナゥト(ウ )」

フ. l.m afraid San,ntat[almOtads£ miz(ontetl iア イマフレィド(ウ )
サミズンタト(ウ )」

8.CanlComeand[k4naikん nen]「キヤナイカマン」

9. putting ever"hing[na[pat,る vliOi,ne]「プティンゲヴリスィンイナ」

10.him On(Dis[(h)imanizl-On-1「 (ヒ )イマニズ」

11.Cancel altrngagements lk“ ns(o)16■ ng6id31nOnts]「キヤンスルオー

リインゲイヂマンツ(ゥ )」。canelと a‖ の間には少しポーズがあり.連結が生

しない。

12.「un outof[IKn6utev]「 ラナゥタヴ」。out ofにも連結がある。

13.camttn usefulpn[k6imin,■ sf(3)lα n l―On]「ケイミンニユースフラン」

14.fet,n an old[f61Qnon6uldl― on― ][フ ェラナノゥルド(ゥ )」。連結が3つ
も粽 く場合は.単語の切れ目がたいへんわかりにくくなる。

15.F‖υp[mKp]「フイラプ」
16. com pp[k範 瑚  「か ″ 」

17.:roning」 laternoon la10,■●6:1田ftOninl_a:f_]「アイアニンゴーラ
フタヌーン」

18.fu‖ in[f`l(3)n]「 フラン」.inは [(3)n]に なることも多く.弱い「アン」の響

きになる。

19.WelLn adVance卜にlonodv“ns]「ウエラナド(ゥ )ヴァーンス」
20.ca n,“ ord lkЭnЭf6:rd]「カナフオード」。thinK」にも注意。
21. in assoon as[inOzsinez][イ ンナズスーナズ」。checketinにも注意。as
soon asの 最初のasは厳密には次のsoonの影響で[Os](弱い「アス」)になる。

22.ran lnto[rる nintO]「ラニンタ」

醐
謙
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[r]と母音がつながる

Ｒ／１３

田 D―
1彼は遠くまで行った。
2さ あ、ここにあるよ。
3そ れについては確信がない。
4.私たちのうちの4人がいた。

5.そ れ、どこにあるの
'

6.す ぐ晴れるよ。

7タトに大がイ可匹かいる。

8.ドアが開いている。

9彼女はいったいどこにいるんだ
'

10.ジ ェーン、元気を出して、笑ってごらん。

11.彼 は試験勉強中だ。

12.そ れは本当だろうか。

13.私 たちは何時間も歩いた。

14.い ろいろとありがとうございます。

15.ト レバーは水泳が苦手だ。

16.あ なたはいつも親切ね。
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SECT10N
4

EXAMPLES

1. He went far away.

2. Here it is.

3. l'm not surg about it.

4. There were four of us.

5. Wherg is it?

6. lt'll clea!'up soon.

7. Therq are some dogs outside.

8. The door is open.

9. Where on earth is she?

10. Cheer up and smile, Jane.

11. He's studying fo!'an exam.

12. I wonder if it's true.

13. We walked for hours.

14. Thanks fo!' everything.

15. Trevof is poof at swimming.

16. You're always kind.



POINT

回田

far awayは、fa‐ ra‐wayのようになります。母音と母音との間に[r]が入って、ふたつの

単語が滑らかにつながつていきます。単語の終わりにrや reの文字がある場合、そのrが

次にくる単語の最初の母音とつながる例です。

here[hiOr]、 there[ё 80′
]、
pOur[pЭ理、tOWer[“ uЭ′]な どの単語には、スペリングの上で、

reや rの文字が見られます。これは発音記号では、斜字体の r、 すなわち[′ ]で表されています。

この [r]の意味、およびその問題点は、次のとおりです。 ■ _

■
(1)アメリカ英語では、スペリングに re′ rがあると[r]がいつでも発音される。す

なわち、here[hior]、 there[ё80r]、 pOur[pЭ :r]、 tOWer[tゑ uOr]と なる。

(2)イ ギリス英語では、スペリングにreや rがあっても、次に母音が続かない限り

[r]は発音されない。すなわち、here[hio]、 there[ёεЭ]、 pour[pЭ :]、 tower

[tauЭ ]と なる。母音が続いた場合は、たとえばherQ and there[h1010nё 60]、

pouvway[p6:Pw6i]、 the TowelofLondon[OЭ

“

uЭ
IЭ
vlÅ ndon]のようにな

る。すなわち、[r]が挿入され、その[r]が次の母音と連結することを意味する。

(31 r連結というのは、通常、上の(2)の場合に見られる、イギリス英語に特徴的な

[r]十母音の連結を言う。この場合の[r]は、連結の[r](‖ nking[r])と 呼ばれ、

次の単語に移行して語頭の音となったかのように、非常に明確に発音される。た

とえば、pOur awayは、pOu― ra―wayのように、[pЭ :]と [ro]と [wei]と が続い
たような響きになる。

141 アメリカ英語でも、語尾の[r]と 次の単語の母音とが連結するが、響きはイギリ

ス英語のそれとは少し異なる。[r]はその前の母音の一部のようになっており、母

音が軟らかく連続していく、という響きになる。※収録音声はアメリカ英語です。

1. far away [f6:raw6i] tt l7 v -zi -4 )"
2. Herej{s fhiaritiz)tt lVv U U 4 71.
3. sure_aboulit [Jirerab6utit] tJ ti 1v, t\r i -r F (, ).1"

4. foulofuis [firravas] tt l7 t - 11 y 7).
5. Wherejsjt [(h)w6arizit]tt lQ)A rtU X-r F(t)1.
6. clear up [kliar.(p] tt l2 (r) U v1)).
7. There_are [6arar]lt l+t-)"
8. door ilopen [d5rriz6up(a)n]t* I F - r./ it rJ>)"
9. Where_on earth is [(h)w6aron5'.r0izl-cn-]lt lO)) tv>>t-7t 

^)"10. Cheelup_and [tJiar.(pan(d)] 11 t+ v - ts>1"

1'1. foranexam [faranigzrem] l* lttz=)tl.)"
12. wonder iflt's [w,(nderifits] tJ l'7 > I t) 7 I 'v ).
13. for hours Ifarauarzl tt l7 v l ltx).
14. for_everything [far6vri0i4] Lt l) v Vit) 7 < 2 ? ).
15. Trevor is [tr6veriz]. poolat [priarat]tJ t l'. (r) Vriz U^). 17"t, l-.(r)'].
16. You're*always [jar5rlweiz]tJ f ttr -)v) t4 7)"

日
醐
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EXIRCISES
SECT10N
4

ノ
申
ヽ

」13二:Ob
音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言ってみま

しょう。

1.            at:east ten of them.

2. VVe vvalked as            the hotel.

3. The big enough

4. lt's over the table.

5. I can't see them from am

6. I looked for my glasses.

7. She′ d be 、′vithout him

8. l'll love you _ _ ever.

9. lt's still was.

10. Hers a scholar than an educator.

11. l'll speak to him again

12. lt's a life and death.

13. _ the world are they?

14. He believes less in U.F.O.'s.

15. She's half years old.

16. I read it _
17. Aren't books?

18. Couldlaska__you?
19. They received a _-_ bonus.

20. Put the _ the refrigerator, Tom

21. He was innocent _
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解答・解説

[I〕 は.弱い[olに近い書きを持ち. しかも.私たちにとって[11と同猥に議別の議し

い音です。この音が母音と母音とをつなぐ場合の.単語の切れ目をしっかりと押さえ

ましょう。

一 一

1.The"are〔ё嘔司は「ザラ」。ten ofの連結にも注意.

2.ね●s[fCFzlo walked,sの 連結にも注意。

3.causn't卜 6:」 zn(t)].fo〔 yS[f6,s]。 biq enOughの連結にも注意。

4.there.on[60電o■ -3n]は「ゼアラン」。lt's overの連絡にも注意。

5.wher」 I(h)w6o二ai]

6.he"and there Diolond06or]

7. better off[b6● ■つ(:)1
8.foreК

“

nd[fa6YOFnd]。 and_eVerの連結にも注意.

9.where it i(h)w6o」t]

lo.mO喧 Of[moP」 。than a■9duotorの 連結にも注意。

11.neve〔 ever[n6vo16ver]。 hiⅢ,gainの連結にも注意。

12. mattel of[mOtorev]。 ltヽ |.lifeandの連結にも注意。

13.wherun[(h)w60nn]。 worllコreの連結にも注意。

14. more orlmO:F)r].U.FO.(または.UFO)の薇漱形はU.RO.s(UFOs)ま た

はUi03(UFOつのように記す。発音はふたとおりあって.6■ef6uz]ま た
はD●ibuZ]o

15.fouり nd a lf6■ ondolo yeaヽ 91dの連結にも注意。

16. Overrnd OVer,gain[6uvttrnd6uv割 りgenl。「ead it.and,Verの菫

結にも注意。

17.therqany moに lnteresting〔 OoI`nim6:」 nt(o)Hゞiコ ]

18.favOゅ f lf6ivolov]。 COul週 aSk,の 連結にも注意。

19.year― end Dわ rn(d)]。「eceived,の連続もある。

20. beeun here」 n[biollnhioェln]

21.ateL´ ll[“fbp:11“ f―
]。
WaunnOCenむ ierの連結にも注意。

醐
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甍回回国

∩

母音と母音がつながる

Go;nd see it yourself, John.

Would you like whiskey_or brandy?

May I ask you a question?

Yes, go ahead.

Wq all knew that.

Dg I have tg eat it?

It'll take yorl about two hours.

Are yoq all right?

Whq-else saw it?

You ought to try:nd do it.

He and she are married!

The skSis blug and cloudless.

l'll be with yoq1n a minute.

Two_oranges and three apples, please

l'll find out howit works.

Go_on with your work.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

雷 D
1.ジ ョン、自分で行って見ておいで。

2.ウ イスキーかブランデーはいかがですか。

3.質問してもいいですか。

4.え え、どうぞ。

5.私 たちは、皆そのことを知っていた。

6.そ れ、食べないといけないの ?

7.君 がそれをやるのに2時間はかかるだろう。

8.大丈夫
'

9.ほ かにだれがそれを見たの
'

10.そ れはやってみるべきだよ。

11.あ いつと彼女、結婚したんだってさ !

12.空 は青く、雲ひとつない。

13.ほ んのちょっとだから(待 ってて)。

14.オ レンジを2個 と、リンゴを3個 ください。

15.そ れがどう動くのか、調べてみよう。

16.仕事を続けなさい。
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POINT
gO and see itは、gOビレnd see'itの ように、goと andの間に短く弱い[w]音が入りま

す。同様に、seeと itとの間には、短く弱いu]音が入つて、単語がスムーズにつながっ

ていきます。「母音+母音」で、わたり音が入る場合を見ていきましょう。

回田
これまでは、単語の終わりの子音が次の単語の母音とつながって、日で見た単語の切れ目

と、音の切れ日とが違う、いわば切れ目が移動する場合を扱ってきました。

これに対してここで扱うのは、単語の切れ目が移動するというよりは、むしろ、切れ目が

なくなってしまう、とでも言うべき現象です。母音で終わる単語と、母音で始まる単語とが続

いた場合、ふたつの母音の間、すなわちふたつの単語の間に、移行を滑らかにするための音が

わずかながら入ることによって、発音しやすくなります。そしてその結果は、ふたつの単語が

挿入された弱い音によって結びつけられ、融合され、単語の切れ目が消えてしまったようにな

るのです。この際に挿入される弱い音をわたり音と言います。ポイントは次のとおりです

事
(1)最初の単語が[u:]や [u]や [0:]で終わる場合、次の単語の母音との間に、短く

弱い[w]のような音が入る。

HOw are yOu?[hauW6珂 u]は、[hau]と [α :r]とがそれぞれ独立的に発音される

のではなく、弱い[w]によって滑らかにつながっていく。

ISaW it[aiS6当 tl

(2)最初の単語が[i:]や [i]で終わる場合、次の単語の母音との間に、短く弱い5]の

ような音が入る。

Did you see it?[did6osl」 t]

(3)[W]も [j]も、わずかな移行音であるので、way[wei]や 、you uu:]の ように、

はっきりとした[w]や D]にしないこと。

1. GoWpnd seqり it[g6uWonsiljit]

2.whiskey'or[(h)wlskiJЭ r]

3.May'ibskyou a[m6ijailttskjuWo l-61sk― ]

4. 9oWphead[g6uWЭ h6d]

5.Wela‖ [wi(:ソ 611]
6.DoWi[duWai]、 tO eat ituWllt]。 atitの連結にも注意。

フ . you about[juWOb6ut]、 tWOWhOurS ItiIWauOrz]

8.you_a‖ u色乃 11]
9,Whф lSeSattt?[hiIW61S61Wit]
10.YouWought Dttlt]、 twbnd dttt[trttndiIWit]

11. He'pnd She、
lore[hfljЭ

n∫1ljOr]

12. sky'」 s bluQWpnd[skaijizbliIWOn]

13.you in[juWin]。 いa[inЭ ]の連結もある。

14. Tl″oWoranges[tiIW6(1)rind5iz]、  threelapples[0■ 1:jtOplz]

15.howWit[hauWit]。 fintputの連結にも注意。

16. GoW9n[g6uW(ln l― on]

孤
目
一
酪爺
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EHIRCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言つてみま

しょう。

1.He′‖_____」 _____」 _sure.

2. __drinks__the morning.

3. :have no__the decisiOn.

4.:′m as____.

5. I can't with that

6. You must also take the weather

7. l'mtelling

8.

9. What are

10. 

- 

you 

- 

about that.

11. Let's drink a toast _ friends.

12. lt 

- 

had more time!

13. They have a of his work.

14. You have four days to

15. _ _ the world told you that?

16. The in the wrong.

17. Do _!
18. I was with his work.

19. _ it for?

20. 

- 

you smelling the fish?

21. 

- 

earth did you manage to repair it?
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解答・ 解説

母音と母音とが滑らかにつながっていくことによって.単語の切れ目がわかりにく

くなる現象を. しっかり押さえましょう。

一 一

1.dOWit t00」′m[d`IWittiWaim]

2.He'always[hi(I)ち :lweiz]、 COffee'in[k6(1)fijin]

3.sattn[s6ijin]

4.ready'as you are[r6dijЭ5■
WGIr]Ol′ m aSの連結にも注意。

5.gф long[g6uWo16(1)り
]ヽ
youtton uuIWan l― on]

6.intoWaccount[intuWЭ kaunt]。 Weatheuntoに [r]連結がある。

7. youlabout thelaccident uuWobautё ijおkSidOnt]。 te‖ ing_yOuに も、

[telittu]の ような「ンギユ」の響きになる連結がある。

8.She」 and:usua‖ yjogree『 :jondaij`15u01ijЭ gri:]。 and」 にも連結があ

る。

9.yOuWater D6WttftOrl_61f_]。 Wharreの 連結にも注意。

lo.l'expect[aijiksp6kt]、 knowWa‖ [n6uW6:1]。 allコ bOutの連結にも注意。

11.tOWabsent[tuWttbs(0)nt]。 drinヒ9の連結にも注意。

12.onl二 l[6unlrailo li9n!yの連結にも注意。

13.high■ opinion[haijopinjon]。 haVe tt OpiniOn.Of〔 h〕 isの連結にも注

意。

14. pay'μ p[pOijAp]

15, WhoWin[hiIWin]

16.way'l see lit[wajaisfljit]′ he'iS[hiliiz]。 i」 nの連結にも注意。

17. hurry± lup[h61rijAp l hArijAp]

18.very'impressed[v6rijimprOst]

19.Ⅵ′hoWis[hiWiz]。 iutの連結にも注意。

20.Wh二 a re[(h)w61'or]
21.HowWon[hauWanl― on]。 on eatth,repaidtの 連結にも注意。とくに、

on eatthは 、「ォナース」のように響く。

醐
諮

105



∩

回 D

1

子音とD]がつながる

Help yourself I [pt]
Take your time. [k!]
He's a keen yachtsman. [nt]
She was in a school uniform. [Ul
It's still been in use. Ini j]

I can't help you. [pt]
Graham used to be a singer. [m]jl
Make yourself at home. [kt]
They arrived later than usual. [nj j]

What a bis yolkl [s!]
He's stillyoung. [U]
He made a quick U-turn. [kU
I can't stop lovingyou. L0!l
They are allfrom U.S. universities. [mi j]
I took you for your sister. lktl
Can you stand on your head? [njjl

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

1.ご 自由にお取りください。

2.ゆ っくりやっていいよ。

3.彼はヨットにたいへんな情熱を持っている。

4.彼女は学校の制服を着ていた。

5.そ れはいまもまだ使われている。

6.君の手伝いをすることはできない。

7.グ レアムは昔、歌手だった。

8.ど うぞ楽になさってください。

9.彼 らはいつもより遅 く着いた。

10.何て大きな卵の黄身だろう !

11.彼 はまだ若い。

12.彼 は素早くUタ ーンした。

13.君 を愛さずにはいられない。

14.彼 らは皆、アメリカの大学の出身だ。

15あ なたを妹さんと間違えてしまった。
16.逆立ちはできますか。
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Help yOurser.は、[h61p jors61f]か ら[h61■prs61flのようにつながります。ヘル∠ヨ

セルフではなく、ヘルピョセルフの響きになります。これは、いろいろな子音の後にb]

がきたとき、前の子音がu]の音色を帯びて、次のD]とつながっていくためです。

回目
連結現象の最後は、子音で終わる単語に、you bu:]や unit Di:nit]な どのような、D]で始

まる単語が続いた場合です。この場合、[j]の前の子音は、[j]の影響を受けて、きわめて強

く[j]の音色を帯びます。ょ勇p結果、子音の種類
にもよりますが、日本語に同じ種類の子音

がある場合は、日本語の拗音に似た音となって、ふたつの単語がつながっていきます。拗音

というのは、キャ、キュ、キョ、ニヤ、ニュ、ニヨ、などのように文字の上では、小さなャ、

ュ、ョ(ゃ、ゅ、ょ)を使って表される音です。この現象には、次のような問題点があります。

4贈
111 単語が子音で終わる場合、その子音の種類が豊富なため、拗音的な響きを持

った音が実に多様な形で現れる。

12)日 本語にある子音の場合

Thangou[o慶 nk」 ul「キュ」の響きであつて「ク(ウ )ユ (ウ )」 ではない。
three mi‖ iOn_yen[ori:mlljon」 6n]は「二三ン」の響きであつて「ミリヤン(ユ )
エン」ではない。

(3, 日本語にはない子音の場合

HavqyOu?[hぉv」u]「ハブユ」ではなく「ハヱ型 の響きになる。|こyou
llke liも olΔik]「イフユ」ではなく「イzニフイク」のような響きとなる。
141 単語の終わりの子音が、次の単語の半母音 D]に移行して融合したようになり、

単語の切れ目が変わって、わかりにくくなる。

151 この現象は、同化現象に近い現象である。しかし、同化のときのように([s]→ 団′

[t+j]→ [切 )、 まったく違う音に変わるわけではない(同化についてはPart 4参照)。

1. Help yOurSelf[h61p'jOrS01f]0「 ピヤ」O

2. Take your[tOikJjЭ ′]。「キャ」。
3.keen yachtsman[kllnij6tsmon l― j6ts― ]。 「ニヤ」。

4.school」 niform[sk■ 11'j■ InifoI′ nll。「リュ」。

5.in use[inJj61s]?「ニュ」。been、 :nの連結にも注意。

6. help you[h61p'ju]。 「ピュ」。
7.Grahatt used[gr61om'j61st]。 「ミュ」。

8.Make yourse:f[n16iで j(u)Ors61f]。「キャ」。

9・ than_ySua:[ё 011'j`15uЭ l]〇 「ニユ」○

10. big yo!k[b19Jj6uk]。 「ギョ」。
11. still young[stll'jA13]。 「リャ」。
12.quicK_り ‐turn[kw〔r ialt61rn]。 「キュ」。

13. loving you[lAviザ ju]。「ンギュ」。
14.from U.S.[frolだ 」

`16s]。

「ミュ」。
15. took you[tik'ju]。 「キュ」。
16. Can you[kttn'ju]は 「ニュ」、On your[(lnJjЭ r l on'一 ]は「ニャ」。

八
商
謙
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0

SECTION
6
EXERCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、つながる音に注意 して同 じように言つてみ

ましょう。

1. i met hirn in the

2. 卜le has his__style.

3. This is the            in our serninan

4. i′ ll be in touch

5. Let nle top__glass.

6. The house is divided into several

7. :t′s a group of students frOrn__.

8. You should__Of your training.

9. lt′s not right fOrthem tO__for granted.

10. We should live            vvith nature.

11.             tO sOrne rnore rice.

12. He looked very handsOme__.

13. :′ li            sOrne tea.

14. He always has _ in his car.

15. Those expressions are out _ now.

16. ls this the _ looking for?

17. They import auto parts makers.

18. I couldn't _ when he was talking.

19. What was the most moving ever delivered?

20. lt's time you learned to _ feet.

21. I am looking forward to _
22. Bottling feelings leads to trouble.
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解答・解説

子青で終わる単語とし]で始まる単語とが結びついて単語の境目がわかりにくくな

ります。自分でも同じように言ってみると境目がわかるようになります。

一 一

1.pub.yesterday[pAb'j6stOrdi]。 「ビェ」。met(旦im inにも注意。

2.owQ unique[6u″ juin■ k]。「ニュ」。hi■pWnの連結にも注意。

3.booに used[bir jilzd]。「キュ」。Thi」Sr uSetinpurの 連結にも注意。

4.with you[wiO'ju]。 「ズュ」

5.uRD′ our[Aノ jor]。 「ピヤ」。tOQり pの連結にも注意。

6.living unitS[1lvil〕 'j`Init]。 「ギュ」。hOuSQ」 S diVidetintoの 連結にも注

意。

7. canadian_り niversities[kon6idion'juiniv6:rsitiz]。「ンニユ」O ltl_9

grouppfの連結にも注意。

8.makQJse[m6ik'j`Is]。 「メィキュース」。use_o〔yourに も注意。

9・ takeyOu[tOik'ju]。 「キユ」

lo.ⅢJniOn[i」 j`:可Эn]。「ニュ」。‖vQい にも注意。

11, Help yOurSelf[hOlp'jЭ rS01f]。 「ピヤ」

12.IQ uniform[inijinifЭ Irm]。 「ニュ」。handSOmqい にも注意。

13.make you[mOikjju]。「キュ」

14.cookinQ」」tens‖ s[k`kiη'jult6ns(0)lZ]。 「ンギユ」O utensi!un lysの連

結にも注意。

15.Ofヽ use[Эザ jis]。 「ヴュ」。丁hosQ9xpressionl:pre_Outの 連結にも注意。

連結の多い英文の例。

16. bag you′ re[b坐 9'jЭ′]O「ギュ」

17.froQU.S.[frOm」 j`16s]。「ミュ」

18.help yawning[h61p'j61niり ]O「ピョ」

19・  :ine yOu[16in'ju]0「 ニユ」

20. stand_o■ yOuL9Wn lstttndanJjЭr6unl―Эnj― ]。 「ンニヤ」。Stand_° n｀

you〔pwnの連結にも注意。

21.seeing you[siliη J ju]。 「ンギユ」

22.up your[Aメ jo′
]。
「アピャ」

孤
目
】黎
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こうすれば絶対に英語が身につく

単語はかなり聞き取れるようになったけれよ 話の全体の内容が頭に入っていかない、しゃ
べろうとして文章を作ろうとするが、「アー」とか「ええと」などと言うだけで、実際に文が

出てこない、という人は多いようです。このような場合は、何とかして、日本語を仲立ちと
せずに英語を理解する努力をしなければなりません。難しいことですが、頑張れば必ず身に
つきます。

たとえlよ 英文を後ろから前に戻って日本語に訳すのではなく、頭から読み下していくよ

うに心がけてみましょう。日本語と英語とでは、語順がまったく逆と言ってよいほど違って
います。そのために、どうしても後ろから戻って日本語にしないと理解したような気がしな
い人が多いのですが、これではとても会話はできません。戻っている暇などないからです。

それにこれでは、英語をいったん日本語にして、日本語で英語を理解した (と思う)わけで、
英語そのものを理解したわけではないのです。

英語で考える力をつける

私たちは、英語は英語で理解するようにしなければなりません。言い換えれ,よ 英語で考

える力をつけるということです。そのためにはもちろん、ある程度の語彙力と文法力が必要

になります。語彙は、中学校で習う単語をベースとして、2000語 ぐらい自由に使えるストッ

クがあれば理想的です。文法力も、 日常会話の範囲なら、中学校で習った基本文法をしっか
りと押さえておけば大文夫です。

以下、会話カアップのための具体的方法について触れておきましょう。

(1)読んでもわからない英語は、聞いてもわかりません。そこで基本的には、上の重要単語
約2000語を使った英文であれtよ その意味が問題なくわかるということが必要になります。
これを確認しつつ、さらに、これらの単語の使い方に習熟するために、英英辞典を常用する
ことが賢明な方法となります。これによって、英語で考える力が自然と身についてきて、聞
いた瞬間、日本語を介さずに、英語で理解できるようになります。さらに慣れてくると、日

本語を介さずに英語で言うことができるようになってきます。

(2)英語の音を、いつまでも日本語の音に影響されて聞くことのないように、本書に示した
ような方法と練習を通じて、日本語の壁を乗り越えるようにする。

(3)幅広い話題の音声を聞く。聞き取れなかった個所は必ずトランスクリプション (tran―
scription)でチェックし、その後さらに聞き、自分でも何回も発音してみるようにする。

以上の3点を実行し続けれ|よ 相当幅広い分野にわたっての会話力が確実に身についてく

るでしょっ。

ル



Part 4
同化

隣の音に

影響される

音がつながると、1隣の音の影響で、

スペルとは違う音になることがあります。



LET′S LISTEN

ダイアローグを聞いてみましょう
ヽ

２１

【
ＤＬ
ｐ

／
れ

Mary:

David

Mary:

David

Mary:

David

Mary:

Davldl

Mary:

David,darling...

Yes, sweetheart?

I talked to Janice yesterday. Janice Shaw.

Didjou, my dearest dove? How is she?

Fine. She only wants the best for us,jou know.

Why do you say that, dear? What did Janice tell you?

Actually, she asked me something.

What, darling? What did she say?

Quote: "Was your friend David downtown at Tommy's
Saturday night?" End quote. She said she thought she saw
you at Tommy's caf6 . . . drinking French champagne with a
pretty young girl.

David: But, sweetheart, that's not true!

Mary: Then it wasn't you?

112

David: Well, yes, it was. But that woman wasn't young!



ふたつの単語の間で、隣の音に影響されて、単独で発音された場合とは音が変わつてしまう現象
をマスターします。ここでは、太字になっている文字の発音が、影響し合って変化します。

didLノ Ou ldidju]→ [did6u]   iLihe liZ∫ i]→ [i5∫ i]

メアリー :  ねえ、デイビッド

デイビッド: 何だい? スイートハー ト。

メアリー :  昨日ジャニスと話したの。ジャニス・ショウとよ。

デイビッド: そう。ぼくのかわい子ちゃん、彼女はどうしてる?

メアリー

どういう意味? ジャニスが君に何を言ったんだい?

メアリー :  実は、ちょっと聞かれたの。

デイビッド: え? イ可を?

メアリー あのね、「あなたのお友達のデイビッドは、土曜の夜にダウンタウン

のトミーの店にいたかしら?」 って。それから、彼女、 トミーのバー
で、あなたが著いきれいな子と本場もののシャンパン飲んでるのを見

たような気がするって言ってたわ。

デイビッド: でも、スイートハート、それは違うよ !

メアリー :  じゃあ、それあなたじゃなかったのね。

デイビッド: う一ん、いや、ぼくなんだけどね。でも、あの政F性は若くなんかなか

ったよ !

剛
目
一
回へ・元気よ。彼女はただ、私たちのためを思ってくれてるだけなのよね。

デイビッド
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核魃m_発 音が変わる 書の同化
厖 雪暉"~|卜                 

‐

σ

ヽ

‘
　

・

Ｊ

音と文字とのギャップを越える

世界中に、文字のない言語はあっても、音声のない言語はありません。文字は記録

の必要上、後から作られたものです。見えないもの (音)を見えるもの (記号)にし

たのが文字です。音声を文字化するというのは、まさしく音声学の仕事であり、言語

音声およびその体系を分析・解明することによって、各言語にふさわしい文字体系を

作り出してきたわけです。

ところが問題があります。それは、この文字が完全ではないということです。音を

写すものとして文字力Ⅵ乍られたのですが、出来上がった文字は音を完全には写してい

ません。すなわち、音と文字との間にはギャップがあるのです。ということは、話さ

れた音は、書かれた文字のとおりではないということでもあります。話し言葉には、

文字には表されていないさまざまな音声現象があるということです。

私たちの多くは、外国語を学ぶときは、まず目で見ることのできる文字から入って

いくという方法を取るのが普通です。いろいろな事情からこの方法が取られてきてい

るわけであって、一概に、文字から入るのがいけないとは言えません。しかし、日で

見た文字が示すものと、実際の音との間にはギャップがあるのは事実です。

何とかこのギャップを越えなければなりませんが、これは、それほど難しいことで

はありません。というのは、音声現象には規則性が見られるので、この規則を身につ

けてしまえばよいわけです。意識して規則的な音色を耳に覚えさせ、日で繰り返して

みることによって、比較的たやすく、このギャップを乗り越えることができます。

隣の音に影響される現象

ここでは、隣り合った音同士が、お互いに影響し合うことによって、もとの文字の

表す音とは違った音に変化してしまう場合を扱います。このような変化を、同化と言

います。
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1・ [S]→ 田

[Z]→ [5]→ (団 )

□音やD]音の前の[s]や [z〕 力ヽ それぞれ‖や[5]に変化する場合。

It WaS a niCe ShOW.[S]→ 団

IS She?[Z]→ [ろ]→ (団 )

2.[t]+D]→ [tЛ

[d]+D]→ [d5]

[t]音とし]音が隣り合うと[切 音になる。また[d]音とu]音とが一緒になって [d5]

音となる。

Nice to meet you. [mi:tju]
Did you? [did5u]

3.その他
haVe tO[h〔走〕ftO],Of COurSe[Эfk61rS],She'S a g00d C00k.[gikk`k]

have[hav]の [v]が次のto[tЭ]の無声音 [t]の影響によって [f]と なったり、

good[gud]の [d]が次のcook[kuk]の [k]音の影響によって [k]音となったりする。

このうち、この章では1.と 2.を中心に見ていきます。

網
目
一
コき
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ヽ

３
Ｄ

『

ＩＬ

０

口
　
Ｄ
　
Ｌ

／

１
４

後ろの音に影響される

We'll miss you. [s]+ [|l
Does she know that? [z]* [S]*(L[)
I was shocked by his death. [z)-[51
This shop is quite cheap. [s]* Lll

ls she your sister? [z)-[e]*([])
She's yet a child. lzl-lSl
He's wise for his years. [z] * [g]

He's short and fat. [z]*lSl
She hasn't come yet, has she? Lz)*lSl*(Ul)
It was a nice show. [s]* ffl
Where's your book? lz1*[Sl
He loves yachting. lzl-[S]
l'll do as you advise. Izl*l11
Yes, you can go. [s] * ffi
She practicel yoga. [z]-lSl
ls your brother a doctor? [z]-lS1

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

鵬
一
・

一

一 一 … … ―

―

一 ― ― ― 一
― ―

1.君がいないとさびしくなる。

2.彼女はそのことを知っているの
'

3.私 は彼の死に衝撃を受けた。

4この店は実に安い。
5.彼女、君の妹さん

'
6.彼女はまだ子どもだ。

7.彼 は年の割には賢い。

8.彼 は背が低 くて太っている。

9.彼女はまだ来ていないんでしょう
'

10.す てきなショーだったわ。

11.あ なたの本はどこにあるの ?

12.彼 はヨット遊びが大好きだ。

13.君 の忠告どおりにするよ。

14.よ ろしい、行ってもいいぞ。

15.彼女はヨガをやっている。

16.あ なたのお兄さんはお医者さんですか。

EXAMPLES
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POINT
miss youは [mis ju]から[mi∫ju]の ように変化します。「ミスユ」ではなく、「ミシュ」

の響きになります。ここでは、団音や[]音の前で、[s]音が団音に、[z]音が[5]音に変

わる場合を取り上げます。

回電
同化は、隣り合った音がお互いにあるいは片方に影響を与えて、もとの音とは違った音に

なる現象です。この現象は、一種の調音のエネルギーの節約現象であり、そう言ったほうが

自然で、言いやすいということなのです。発話のスピードが速いほうが変化は大きいのです

が、普通の速さでも、私たちには問題となる変化が見られます。ここでは、朋音の前で変化

する[s]と [z]の音について説明しておきます。
                   ■

ワ
(1) it was a nice show.

a)ゆっくりな場合  nice show lnais∫ 6u]
b)普通の場合   nice show in`i∬6u]
c)速い場合    nice show ln釘 6ul
a)は「ナイスショウ」のような響きで、[s]音がはっきり出ている。 b)、 そ
して特に c)は、日本語の「ないしょ」(内緒)のようにIs]が完全に腑に変化
し、文字のイメージとは違ったものになつている。

(2)is she?

a)ゆ っくりな場合  [lz∫i(:)]    b)普 通の場合 [`Ji(1)]
c)速い場合    [鰤i(1)](→ [撃 (:)])
a)は「いず」(伊豆)のように[z]が出ている。 b)1ま「あじしお」[a(d)5(i)
∫lo]を 速めに言ったような響きが出る。 c)は「いし」 (石)のように、完全に
変わってしまう。以下に発音の変化を示します。

1・ miSS yOu[m`Sjul→ [mttu]「ス」→「シユ」
2.Does she[dAz∫i]→ [d人 {ゴil→ [d人∬i]「ダシ」
3. was shocked[woz∫ 6kt]→卜Ю孜116kt]「ズ」→「ジュ」
4.This shop[ё ls∫6p]→・[ёl∬6p]「ス」―。「シァ」
5.is she[lz∫ i]→ [略∫i]→ [1∬i]「イシ」
6.She's yet膵 (1)zj6t]→帥(1)誘 6t]「ズ」→「ジェ」
7.his years[hi劾lorz]→ [hi31orz]「ズ」→「ジィ」
8.Het sho蔵 [hi(1)z∫ 61rt]―→[hi(1)6∫61rt]「ズ」→「ジュ」
9・ haS She[httZ∫ i]→ [h溌 6∫i]→ [h羹∬i]「ハシ」
10. nice showlnas∫ 6u]→ [na対)∫6u]「ス」→「ショ」
11・ VVhere'S yOur[(h)W60rZiOr]→ [(h)W‐60r」 Or]「 ズ」

→ 「ジヤ」

12.loves yachting[1人 vz;6tiη]→ [1人vJ6til]「ズ」→「ジャ」
13.as you[oziu]→ [oJu]「ズ」→「ジュ」
14. Yesf you[j6sinI]‐→[j6ヵ

`:]「

ス」 )「シュ」
15.praCtices yoga[prttktisizj6ugo]→ [prttktisiJ6ugo]「ズ」→「ジュ」
16.is your[izjor]→ [ijor]「ズ」→「ジャ」

胴
目
一
コき
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EXIRCISES
⌒

d41:4b

音声を聞いて空欄を埋め、変化する音に注意 して言つてみましょう。

1. He spent__in VVales.

2. Smoking is not a‖ovved in__.

3. The seat of hisieans__.

4. !s           car?

5. _ are all too big for Peter.

6. The sun _ in the windows.

7. He _ on Saturdays.

8. She's getting married

9. Let me know in _ can't make it.

10. That film in France.

11. He hasn′ t completed the、Ⅳork__.

12. This question__more difficult.

13. He

14. That cloud            like a car.

15. The newspaper with age

16. When a car passes, this

17. The and ran off.

18. words hurt me.

19. Those their leaves in autumn

20. Her____told them the story.

21. lt own fault.

22. mother arrived yet?
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解答 0解説

小さヽ 文ヽ字で表されている「シ」「ジ」は.軽く添えるような気持ちで発音しましょう。

一 一

1・ hiS"uth[hiぷ )● 0]「しジュース」

2.this ShOp[0対 Y6pl」Эp]「ズインシアプ」

3.was shiny[wЭ」
“

nil「ワ′シヤイニィ」

4.this yOur[0り γ]「ズインシヤ」

5.These sho6[61:J● z]「ズィーッシューズ」

6.was shining[woJinnl「ワンシヤイニング」

7. 9oes ShOpping[96uJ`pin l‐∫うp]『 :ゴウンシヤピング」

8.this rar[0』 br]「ズイッシイァ」

9・ OSe yOu[k011lu]「 ケイシュ」

lo.was shOt[wa」

“
][wO』∫6tl。「ヮジシヤト(ゥ ン)」。shot()nの連結にも注

意。
『
“

n]のようになっている。

11.as yet[。コaliアジジェト」

12.is yet〔 u“]「イブジェト(ゥ )」。婢t‐史l11「さらに」

13.looks shabby口ω{μ
"]「
ルクシシヤビィ」

14.ls shaped L」Oipt]「イッシエイブト(ウ )」。C10udiの連続もあって、■の

識月」が菫 しくなっている。

15.has ye‖。wed lho」 Oouq「 ′ヽジエロウド(ゥ )」

16.house shakeS[hal∫●k81「ハウシシエイクス」

17.do95 yelped idO(:)嘔 ,01p」「ド~グシジエルフト(ウ )」

18.His sha「 p DiJ6:印〕「ヒジシャーカ

19.trees shed[tri`た 」「卜(ゥ )リ ージシェド(ゥ )」

20.voice sh00k[v6iJ`k]「ヴオインシユク」・aS She 10Ji][00']「 アンシイ」

21. was your[、 .0コ Or]「ワシジャ」

22. Has yOu「 [hこ」Э」「ハジジャ」

胴
ロ
ロ
コ（・
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哺

【
ＤＬ
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］

／
れ

隣り合う音がひとつになる

HaVe yOu finiShed yet?[t+j]→
[t』

Do il yourself![t+j]→ [明

They married laSl year・ [t+j]→ [明

She haSn′t telephOne」 yet・ [d+j]→ [d6]
l′Ve 10Si yOur ietter・ [t+j]→ ItЛ

PaSS the Sugar′ WOul」 yOu?[d+j]→ [d5]
Nee」 you go?[d+j]→ [d5]

Nol yet.[t+j]→ [切

Di」 You rea‖ y?[d+j]→ [d5]
l aSke」 yOu a queStiOn.[t+j]→ [鯛

HeЪ g01 yOurCamera・ [t+j]→ [明

HOl」 yOurSelf Sti‖ ![d+j]→ [d6]

|′‖Sen」 yOu SOme・ [d+j]→ [d5]

YOurre n01 yOurSelf tOday・ [t+j]→ [tЛ

YOu′Ve iuSt miSSe」 yOur train・ [t+j]→ [tЛ

Can yOu ben」 yOur knee?[d+j]→ [dろ ]

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

1田D―

1.も うお済みですか。

2.自分でやりなさい !

3.彼 らは去年結婚した。

4_彼女はまだ電話をしていない。

5.あ なたの手紙をなくしてしまった。

6.砂糖を取っていただけますか。

7.行かなくてはならないんですか。

8.ま だです。

9.本当 (に )?

10.私 はあなたに質問したんです。

11彼があなたのカメラを持っている。
12.じ っとして !

13少 し送ってあげるよ。
14.今 日はどうかしてるね。

15間に合わなかったね (いま列車が出たところ
だよ)。

16ひ ざを曲げられますか。

SEXAMP L
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POiNT
finished yetは [fin■ j6t]か ら[finJ t∫6t]に変わります。フィニィシュトイェトではな

く、フィニィシ(ュ )チェト(ゥ )の響きになります。ここでは、[t+j]→ [鯛や[d+j]→ [d5]

のように変化する場合を取り上げます。

田田
Niceわ meet you.の meet youを [mflt ju]と する発音は、ゆっくりとした発話の場合に聞

かれます。しかし、普通のスピード、あるいは、速いスピードになると[ml:t∫ u]のようにな

るのが一般的で、「ミー ト(ゥ )ユ」から「ミーチュ」の響きに変わります。同じように、

Did you?は [did ju]「デイド(ウ )ユ」から[did5u]「デイヂュ」の響きへ変わります。この

現象も、調音エネルギー節約現象のひとつとして、[s]→
『
]や [z]→ [5]と 同じように、言い

やすい発音に自然に変化していくのです。これも発話のスピードに影響され、よほど丁寧に

ゆっくりと言う場合以外は、このような変化が多々生じます。

単語がt[tlま たはd[d]で終わり、その次の単語がy[]、 uL]な どで始まる場合、ふたつの単語

が融合したようになって、[t+j]→ [明や[d+j]→ [d6]のように変化します。代名詞のyOu、 yOur

などが、tや dで終わる単語に続く場合によく起きる現象ですが、それ以外の単語でも生じます。

(1)you′ yourな どが続く場合

r‖ letyOu knOw hOw he didit[16t∫ u]は「レチュ」

|(‖ 1)bet you were furiousl〔 b6t∫u]は レヾ チユ」

l received yourletter yesterday [ristvd5or]は「リフtイ ーヴヂャ」

12)your yourな ど以外の単語が続く場合

He sald yes[S6d66S]は 「セヂ ェス」

rsin the frOnt yard[frAnt食 :rd]は 「フランチヤード(ウ )」

7‐ he p()und is the standard unit of British currency.

IsttndЭrd5`:nit]は 「スタンダヂユーニト(ウ )」

1・ finiShed yet[fini∫ t∫6t]は「フイニイシ(ユ )チエト(ウ )」

2.it yourself[itゎ rs61f]は「イチャセルフ」

3.:ast year[1溌 s申or 1161sttЭ]は 「ラースチイア」

4. telephoned yet[t61ofound66t]:ま 「テラフォウンヂエ(卜 )」

5.lost your[16(1)st∫ Эr]は 「ロスチャ」

6.would you[wid5u]は 「ウヂュ」
7.Need you[nlld5u]は 「二―ヂュ」

8.Not yet in6trtln6t∫ 6t]は 「ナチェ(卜 )」

9, Did you[did5u]は 「デイヂュ」
lo.asked you[鹿 skt∫u161skt∫u]は「アースクチュ」。音声は「アースキュ」に近い。

11・ 90t yOur[g6t∫ Or195t∫Э]は 「ガチヤ」

12. Hold yourse!f[h6uld5ors61f]は 「ホウルヂャセルフ」

13.send you[s6nd5u]は 「センデュ」

14.not yourself[ndtわ rs01fl n6tわ―]は「ナチャセルフ」

15.missed your[mist∫ or]は「ミスチャ」

16.bend your[b6ndろ Э′]は「
′ヾンデャ」

団
Ⅲ
】
コ詩
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EXERCISES
ノ…ヽ

d41:6b

音声を聞いて空欄を埋め、変化する音に注意 して同じように言つてみ

ましょう。

1. He lost his father

2. She worked very_______」 _she failed.

3. Look__in the rnirroL Thelrna.

4. Put the flour            in the bowl.

5. 丁hey__ rrlved.

6. lD()n′ t putthe speaker__!

7. _________」 Phil?

8. 丁hat long‐__wasrude to me.

9.             at me like thati

10. lt′ |l           about

ll. He′s stupid′ __l like hirn.

12. We′ l190 tO Spain__.

13. lcan__th()ughts.

14. i           not to smoke,

15. lwonder if he's

16. _ hands above your headl

17. That a good harvest

18. He'll to the expressway.

19. You needn't do it _
20. Don't to such a plot.

21. _ move back a little, please?

22. I can up anytime.
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解答・解説

ふたつの単語の境界で音が融合変化するため、ひとつひとつの単語の形がわかりに

くくなります。[tf]と [d31のふたつの響きだけですが、相当訓練をして、慣れておく
必要があるでしょう。

＊ ＊ ＊ ＊ 

1. last year [I邸s![i.:irI la:s!;fi.=i]「ラースチィア」

2. hard、yet[ha:r岳tl「ハーヂェト（ウ）」
3. at yourself [.:i防.:irself]「アチャセルフ」

4. and yeast [.:in邸：st]「アンヂースト（ウ）」

5. haven't yet [hrevn墜tl「ハヴンチェト（ウ）」
6. behind you [bihain庄u]「ビハインヂュ」

7. Did you [di虫u]「ティチュ」、eatyet [i:リet]「イーチェ ト（ウ）」

8. haired youth [ht.:ir知：0]「ヘァヂュース」

9. Don't yell [d6un慇I]「ドウンチェル」

10. cost you (k5(:)逍u]「コスチュ」、50,000yen [fifti0auz(.:i)n庄粒n]
「フィ フティサウザンヂェン」

11. and yet [n~et]「ンヂェト （ ウ ） 」 。 stu pid~and にも注意。

12. next year [neks![i.:ir]「ネクスチィア」

13. read your (ri：出：ar]「リーヂャ」

14. told you [t6ul虫u]「トウルヂュ」

15. started yet [ st6:rti撃t]「スターティヂェト（ウ）」

16. Hold your [h6ul虫ar]「ホゥルヂャ」。handむiboveにも注意。

17. field yielded [fi:l嬰 ：ldid]「フィ ールヂールディド（ウ）」、lastyear 

陣 s![i.:ir116:sリia]「ラ―スチィア」

18. lead you [li：~uJ「リーヂュ」

19. just yet (d3J...s![et]「ヂャスチェト（ウ）」

20. lend yourself (len古arself]「レンヂャセルフ」

21. Could you [ku虫u]「クヂュ」

22. put you [p叫u]「プチュJ

＇ 回1t
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英英辞典を使つて英語で考える力を養う

英語で考える力を養う上で最良の方法は、外国人の英語学習者を対象として作られた本格

的な英英辞典を使うことです。1年間使い続けれ|よ はっきりと効果が現れてくるでしょう。
こういった英英辞典に共通する特徴は、語旬の意味を説明 (定義)するにあたって、限ら
れた数の単語しカイ吏っていないということです。定義に使われる基本語彙は辞書によって違
いはありますが、およそ2000語から3000語の範囲にあります。これによって、英語を母語

とする人向けの英英辞典にチャレンジした多くの人が経験する、定義の英語に知らない単語

がいくつも出てきて、結局何のことかわからなかった、ということがまずなくなります。さ

らに、語句を単にやさしい英語で定義するだけでなく、多くの例文を使ってそれらが使われ

る実際の場面を示してくれるという点も、私たち外国人の英語学習者にとってはたいへんあ

りがたいことです。イラストなどを使って具体的事物を説明しているものもあります。

以下に、主な辞典を挙げておきます (最新版の情報については各社にお問い合わせくださ
い)。 それぞれ、音声表記、語句の定義、例文の種類、語法 (usage)、 語用論からの知見、

等々に独自の特徴が見られます。実際に手に取ってそれぞれの特徴を確認して選ぶとよいで

しょう。

1.Oχ10rd′4JVanCed learnert D′ ct′Ona〔y
2020年、第10版、CD―ROM付属版あり。基本語彙約3000語。

2.long′ηa,7Dた″Onary οf GOnね′ηρOraり′Fng″ s′〕

2014年、第6版、オンライン環境で使用可能。l基本語彙約2000語。。

3.6o′″ns COBυ′lDハdVanced learnert D′ ct′onary

2023年、第10版、オンライン環境で使用可能。基本語数約2500語。

4.Camわ rFdgeハ Jttn“d leamer● Dた
=わ
nary

2013年、第4版、CD‐ROM付属版あり。基本語彙約2000語。

5.lИ ac′η″′an lng″sh DFcI′Ona4/1orス Jyanced learners

2007年、第2版、CD―ROM付属版あり。基本語彙約2500語。
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Part 5
短縮形
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ダイアローグを聞いてみましょう
0
」□墨=

Ｒ／Ｅ５
‐

John:ialt be darned! Wq'Ve run out of gas!

Sally: And itS dark and it! snowing. No one'll be coming along at
this time of night.

」ohn:Nor"颯鰈m coming to the party′ so漑顆骰be coming this way.

Sa‖y:bm!What if量躙鶉 not coming to the party?what if鰺鰈
90ing a different vvay?

lohn: lf only lld gotten gas at that last station

Sally: VflAlil have to find a phone somewhere, and Momlll have to
come pick us up. Why don't you try starting it again?

John:Yeah′ maybe the蠅鶉洟諫u start this time...還 鶉財m in luck!lt′ s
started.l漑蟷M beneve it.

Sally: l,rnllhtlV.e known. Y6u'ld just let it stall. llll never go for
another drive with you as long as I live.
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意外に面倒な短縮形の発音をマスターします。 _澪・ の単語が「主語+助動詞」などの短縮形で
す。主語が名詞。人名などの場合が難しい発音になります。下の例のほか、いろいろな短縮形が

あります。

I Wi‖ → |′‖[ail]  might haVe→ might'Ve[m`itOV]

ジョン : しまった 1 ガス欠だ !

サリー : それにもう暗いし、雪も降ってるのよ。こんな夜中に通りかかる人なんて

だれもいやしないわ。

ジョン: いや、 トムもパーティーに来るはずだ。どのみちここを通るさ。

サリー : トムですって 1 でもトムがパーティーに欠席したらどうするの? それ
に違う道を行くかもしれないじゃない。 商

舗
゛

ジョン : さっき通ったスタン ドでガソリンを入れておきさえすれば・

サリー : どこかで電話を見つけなきゃ。そしてママに車で拾いに来てもらうしかな

いわね……ねえ、もういっぺんエンジンをかけてみたら
'

ジョン: そうだ、今度はかかるかもしれないぞ……ラッキー ! 動いた。奇跡だ。

サリー : こんなことだろうと思ったわ。ただのエンス トじゃないの。もう金輪際、

あなたとは車で出かけませんからね。
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rロ 短縮形の音
∫

短縮形は発音の落とし穴

短縮形の形

短縮形は、次のふたつに大きく分けられます。

(1)am、 is、 are、 wll(shall)、 has、 have、 had、 wouldな どのbe動詞や助動詞

が、名詞、代名詞、あるいは疑問詞と結びついて、あたかもひとつの単語であるか

のようになる場合。

(2)否定語notが be動詞や助動詞と結びついて、ひとつの単語のようになる場合。

以下、短縮形を発音とスペリングの点からまとめてみます。( )内は短縮されてい

る語です。

1.― 's[s],[z]の 形を取る Os,has,us)

[S]:it'S,that'S,What'S,JaCk's,let's,etc.

[Z]:he'S,She's,who's,where's,when's,how's,John's,here's,there's,etc.

2._'re[0]の 形を取る (are)

you're,we're,they're,etc.

128

3._'11[1]の形を取る (will,sha11)

英語を学ぶ人のほとんどにとって、短縮形はすでにおなじみの知識でしょう。ただ

し、それはあくまでも文字の上の知識であって、発音の面になると、自己流で済ませ

てしまっている人が少なくありません。その結果、ネイティブスピーカーの発音との

ギャップによって、聞き分けもできなくなってしまいます。要するに、知識はあって

も、短縮形がさまざまな単語との組み合わせで現れるときの発音に慣れていないとい

うことです。



I'11,you'11,he'11,she'11,it'11,、 re'11,they'11,Others'11,Colin'11,play'11■ what'11,who'11,

etc.

4.  _'d[d](had,、vould)

I'd,you'd,he'd,she'd,it'd,we'd,they'd,、 vhO'd,etc.

5. -'ve [v] (have)

I've, you've, we've, they've, would've, could've, should've, might've, must've,

etc.

6. -n't [nt] (not)

isn't, aren't, won't, can't, don't, hasn't, haven't, wasn't, weren't, wouldn't,

couldn't, didn't, hadn't, shouldn't, mightn't, mustn't, needn't, etc.

7. d'yOu[diu,d60](do)

次に、このような短縮形の発音に関して、注意すべき点を挙げておきましょう。

1 短縮形をあまりはっきりと独立的に発音しないこと。軽く弱めに発音しないと、

次に続く単語との間に、音の流れの上で途切れが生じたり、さらに悪い場合は母音

の [Э]や [u]が入ってしまいがちである。

2._'11の [1]の音色に注意。[u]ウに似た響きや、[i]イ に似た響きを持つ場合がある。

3._'reは [Or]と弱く短めに発音する。

4.[z]も [s]も両方とも[s]のように聞こえることがある。JOhn'sの 'sは [z]、 Jack's

の'sは [s]であるが、実際には[z]が無声化し、弱い[sIのようになることがある。少

なくとも日本語の「ズ」のようにはならない。

使い慣れない短縮形に注意。たとえ|よ when's、 Others'H、 what'11、 c01in'11、

should've、  Inight've、  11lust've、  could've、  rnightn't、  needn'tな と
゛
。

商
諭
゛

5

129

「
”
「
一
〇



…'sの形の発音
一he'sなど―

ヽ

３Ｄ

【
ＤＬ
〇
一

／

“
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

Who's calling, please? (is)

It's changed a lot. (has)

No, nobody's come yet. (has)

Meg's out, but Ruth's in. (is)

I think Jane's upset about something. (is)

How's it going? (is)

What's the new teacher like? (is)

Either way's fine with me. (is)

Where's he gone? (has)

This one's the fastest. (is)

Let's take Keith's car. (us)

My father's got two brothers. (has)

My mother's very happy. (is)

Which method's the best? (is)

When's she expected back? (is)

Patrick's been here. (has)

※ ( )内 は短縮 されている語

10.こ れが一番速い。

11.キ ースの車で行こう。

12.父 には兄弟がふたりいる。

13.母 はとても幸福だ。

14どの方法が一番いいだろうか。

15.彼女はいつ帰ってくる予定ですか。

16.パ トリックは来ているよ。

固 D
1.(電話の相手に)ど ちら様ですか。

2.ひ どく変わってしまった。

3.い や、まだだれも来ていない。

4.メ グは出かけていますが、ルースはいます。

5.ジ ェーンは何かでいらいらしているんだと思

う(何か問題があるんだと思う)。

6.調子はどう
'

7.新 しい先生はどんな人
'

8.私 はどちらでも構わない。

9.彼はどこへ行ったんだい
'

EXAMPLES
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Who′s ca‖ ing,please?の Who′sは、Who isが短縮されたものです。発音が [hu:iZ]か

ら[hu:z]に変化します。ここでは、―
′sで表される短縮形の発音を学びます。isや hasが

(代)名詞・疑問詞と結びつく場合や、let usが let′sになる場合を見ます。

圏田
短縮形の多くは、実はすでに学んだ「弱形を取る語」 (ρ .56参照)の中の「助動詞」およ
び「be動詞」が、名詞、代名詞、疑問詞などと一緒になるものです。これ以外の場合とし

てはdon't、 isn'tや would′ ve、 should′ veな どがあります。ここで扱うのは、スペリングの

上で―'sと なる短縮形です。弱形との関係から下にポイントをまとめておきましょう。

旱
(1)代名詞など十is(‐'s)の発音
isの強形は [iz]、 弱形は[Z][S]

[z]になる場合 :he's[hiz][hiz][iz]、 she's uilz]uiz]、 BI‖
's[bilz]、 Ann's

[anz]、 who's[hu:z]、 how's[hauz]な ど。

[s]になる場合 i that's[ё ats]、 it′ s[its]、 Dick′ s[diks]、 Edith′ s[ldiOs]、 りu‖ et′ s

ld6■1liots]な ど。

なお、[s][z][d5]で 終わる場合は短縮形が使われず、発音も [iz]と なる。

Angusis降 19osiz]、 Liz is[1lziz]、 George is[d66:rd6iz]な ど。
(2)代名詞など+has(‐'s)の発音
haSの強形は[haz]、 弱形は[Z][S][Э Z][hЭ Z]

[z]に な る 場 合 :he's[hilZ][hiZ][iZ]、 She′s『 :Z]『 Z]、 Paurs[pЭ :lZ]、 WhO'S

[hu:z]な ど。

Is]になる場合 :irS[itS]、 that'S[ё atS]、 りanet'S[d5溌 nitS]、 Ruth′ s[ru:Os]、

Patrick′s[p詭廿iks]、 Philip′ s[fnips]な ど。

'1. Who's lhltzl 17 -7'l -Who is

2. lt's [its] I-,rY.J -lt has

3. nobody's [n6ubddiz I n6ubadiz] | ./ tt r\? + zl - nobody has

4. Meg's [megz] lr rT) *Meg is. Ruth's [ru:os] l)V-(v) 7l *Ruth is

5. Jane's {dSeinz) l7 x< >7j -Jane is

6. How's lhavl ft\r7) -How is

7. What's [(h)wots lwcts] lQ), vl -What is

8. way's lweizl ll r-4 7:J -way is

9. Where's [(h)wearz] lQ)i r,vi) -Where has

10. one's [w,rnz] l1>7) -one is

11. Let'sflets] l-tzv.J *Let us

12. father's lf66erzl l7 v -+f /) *father has

13. mother'slmi,6erz) [?+fx] -mother is

14. method's [m60edz] l-, +]( tr') /l -method is

15. When's [(h)wenz]-When is. [(h)wendz] a*trfi( ls 5"
16. Patrick's [p6triks] Uf F (r) u 2 z) *p61rick has

目
田
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EXERCISES
ノ
~ヽ

45路4b
音声を聞いて空欄を埋め、短縮形の発音に注意 して正 しく言つてみま

しょう。

1. _ha(l her baby― _a girl.

2. My_getting too old to travel.

3. lthink the_recovering frorn her feven

4. Actua‖y his_Adrian.

5. ls it true that      in?

6. The_closed(Э n Sundays.

7. _your book.

8. The_very noisy.

9. _my camera?

10. Sorne_!etthe dog out.

11. The_been nice these days.

12. My_upset.

13. _been in the hospita:.

14.      a man atthe door.

15. Tell me_90ing to do it.

16. My_9ot a house in Nevv Ylork.

17. _that rnan shouting?

18. 丁he_been giving us trouble again.

19. l hear_100king fOr a iOb.

20. That_been s!eeping lon a bench al:day.

21. My_!iving in/ith my parents.

22. AЛ y_aching.
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解答・解説

isと hasの短縮形」sには、次のような問題点があります。

(1)発音が[s]と [z]の 2種類ある。

(2)_Lの 2種類の発音は、名詞にアポストロフィーが付いたものと同じになり、慣れ

ていないと、意味が取れなくなることがある。

Bi‖
′
s←――→Bi‖ is′ Bi‖ has′ Bi‖

′
s(boOk)

(3)―
′
sは、代名詞のほかに、名詞と結びつくことも多いので,主意。また、一

′
sに続く語

との連結関係も重要。

☆ ★ キ ★

1.Rosemary′s[r6uzmё riz]

it'S[itS]

2.uncle's[Aηklz]「アンクルズ」

3.girrs[gЭ Л z]「ガールズ」

4.name's ln6imz]「ネイムズ」

5. he's[(h)i(1)z]「 (ヒ )イ ーズ」

6.shop's『αpsl∫Эps]「ンヤプス」

7.Here′s[hio′z]「 ヒアズ」

8.enginers[6nd6inz]「 エンヂンヅ」

9,Where′ S[(h)WEOrZ]「 (フ )ウ ェァズ」

10.f00rs[fulz]「フールズ」

11・ Weather′ S[W600rZ]「 ウェザズ」

12.stomach′ s[stArnoks]「 スタマクス」

13.She's[∫ iz]「シズ」

14. There′ 5[0(e)Э rZ]「ザアズ」

15,who′ s[hulz]「 フーズ」

16.brother′ s[brA6o′ z]「ブラザズ」

17.Why's[(h)waiz]「 (フ )ワイズ」

18.car's[kGIrz]「 カーズ」

19・ 」aCk'S[d5akS]「 ヂ
｀
ヤクス」

20.man・slmanz]「 マンズ」

21.sisterrs[sistorz]「 スイスタズ」

22.legrs[legz]「 レグズ」

*Rosemary has
*itis
* uncle is

* girl is

*name is

*he is

*shop is

* Here is. Here's your ti
lhiaryar) I t v ) + l. (Ft4t)

-engine is

-Where is

-fool has

*weather has

-stomach is

*She has

-There is

-who is

*brother has

*Why is

-car has

-Jack is

*man has

* sister is

* leg is

目
聞
日
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口
'‖、―'reの形の発音
―:'‖など―

ヽ
Ｌ
■

ヽ
、
　
‐５

【
ＤＬ
Ｏ
一

／
“

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

The play'll begin soon.

D'you think the car'll start?

It'll clear up soon.

I wonder when he'll be back.

Tell me what'll happen!

Nobody'll notice.

They'll find everything satisfactory

Kevin'll be coming, too.

Who'll be leading the group?

There'll be enough for everybody.

The others'll be here shortly.

That'll be Peter.

l'll start when l'm ready.

We're old friends.

I hear you're getting married.

l'm glad they're safe.

圃D     ‐ ――
1.劇 はもうじき始まるだろう。

2.車 は動くと思う
'

3.す ぐに晴れるよ。

4.彼 はいつ戻ってくるのかなあ。

5.ど うなるのか教えて !

6.だ れも気づかないだろう。

7.彼 らは、万事申し分ないとわかるだろう。

8.ケ ビンも来るよ。

9.だれがグループの指揮を執るのですか。

10.め いめいにたっぷりとあるだろう。

11.す ぐにほかの人たちも来るよ。

12.あ れはピーターだろう。

13.用 意ができたら始めます。

14.わ れわれは旧友同士だ。

15.ご 結婚されるそうですね。

16.彼 らが無事でよかった。

EXAMPLES
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回田

The play′ ‖begin soon.の play′ ‖は playと Wi‖ が一緒になったもので、発音も[plei Will

から[pleil]と 大きく変化します。ここでは、助動詞W‖ |(Sha‖ )が代名詞や名詞、疑問

詞などと結びつく場合を中心に、 1′ m、 yOu′ re、 d′yOuなどの発音も学びます。

ここでは、wi‖、sha‖、dOと、are、 amの短縮形を扱います。

(1)代名詞ほか+wi‖ (‐ 'l)

現代英語では、wi‖ またはその短縮形の―
'‖ が主として使われ、sha‖ はSha‖

l.'Sha‖ we… ´以外ではあまり使われなくなっている。
wi‖ の強形は [wil]、 弱形は [1]

rll[ail]/yOu′ |IDu:1]Dul]Dol]/he′ ||[hi:1][hil][il]/sheコ 1辟 :1]『il]/it‖ |[itl]

/well[wi:l][Wil]/they′ ||[ёeil][ё el]/that'||[ё tttl]/what‖ |[(h)w6tll wう tl]

/wholl[hu:11/Kevinll[k6vinl]/othersll[AOorzl]/there'||[ё orl]

(2)代名詞ほか+are(‐ 're)

areの強形は [α :r]、 弱形は [Э′]

yOu′ re buOr]UЭ :″ ]UЭ′]/We′ re[Wi:Э r][WiOr]/they′ re[OeiЭ″][ёeo′ ][ёЭ″]

なお、次のような例は、短縮形を用いないで表すのが普通。

whO are[hu:Or]、 boys are[b6izor]な ど。

(3)!十 am(!'m)

amの強形は膝 m]、弱形は [Эm][m]。 「m[aim]では、amは |のみと結びつく。

(41  do+you(d'you)

doの強形は[du:]、弱形は[du][dЭ ]。 d'yOu ttu]、 [d6Э ]は d'youという短縮形が

使われず、dO yOuと書かれていても、d'youと同じように発音されることが多い。

1.play′‖[plell]「プレィル」
←play wi‖

2.D′ you[diu]「 デュ」←Do you、 carll[kαlrl]「カール」一Car Wi‖

3.:tll[itl]← lt W‖ |。 [」 ]の発音に注意は164参照)。

4.hell[(h)i(1)1]← he Wi‖。When〔h〕 e′‖は「(フ )ウエニイル」

5.whatll[(h)w6tll wう tl]― What Wi‖ o[」]の発音に注意は164参照)。

6. Nobodyll[n6ubadill n6ubЭ dil]「ノゥバディル」←Nobody vvi‖

7.丁 heyll[ё e(i)1]「ゼ(イ )ル」←They wi‖

8.Kevin′ ‖[k6vinl]「ケヴィヌル」
←Kevin wi‖

9.Wh011[hu11]「フール」←Who Wi‖ 。「フ」には摩擦がない。

lo.Therell[ё Orl]「ザル」―There w‖ |

11.Others'‖ [AёЭrzl]「アザズル」
←OtherS Wi‖

12.丁 hatll[0発 tl]←丁hat wi‖。[」]の発音に注意(ρ .164参照)。

13.:ll[aill「アイル」←Iw‖ l、 i′ m〔aim]「アイム」←lam

14.'Wざ re[wi(1)or]「 ウイア」←Ⅵ′e are

15,you′ reu(u)or]← yOu are。 「ユ」と「ヤ」の間のような響き。

16.:′m[aim]← lam、 they're[ё e(i)or]「ゼ(イ )ア」←they are

″
〓
一
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SECT10N
2
EXERCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、短縮形の発音に注意 して全文を言つてみま

しょう。

1.       so beautifu!to 100k at!

2. _think_snOvv′ A′ ary?

3.       be the last bc)ttle.

4. lf you do that again′ _get a srnack.

5. _tell you what.

6. Perhaps_sell the can

7. _be nice′ I think.

8. 丁here are sorne sandvviches!eft′ if_hungry.

9. :don′ t think      !ast.

10. _be a lot of vvine served at the party.

11. lf_kindly sign here,please.

12. lsuppc)se_buy a house.

13.       sure      colme back.

14. 'VVhat on earth_think_dc)ing?

15. _be here at eight.

16.       be the winner?

17.       the show be like?

18. l knc,vv vvhat_doing.

19. _be bringing his wife Ⅵノith him.

20. VVhat      think of the nevvs?

21. _nc)t90ing out′ are vve?
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解答・解説

ここで扱う短縮形―
′‖、―
′
re、 d′ yOu、 rmの中で、最も種類の多いのが―

′‖です。同

時に、リスニング・スピーキングの面で一番難しいのも―
′‖であると言えます。これ

は、エル音 [1]の音色が私たちには難しいということ、さらに、
―′‖が代名詞ばかりで

なく、多くの名詞とも結びつき、さまざまな独特の響きを生み出すからでもあります。

また、it′‖[i」 ]、 that'‖ Юttu]、 What'‖ [(h)w`」 lwう」]などに現れる[り]の連続に

も十分慣れておく必要があります。

★ 鸞 ★ ★

1.丁hey′ re[ё e(1)or]「ゼ(イ )ア」 ←丁hey are
2.D′you[diu]「 デュ」      ←Do you
itll[itl]「 イト(ゥ )ル」    ←it wi‖
3.丁 hisll[01sl]「ズイスル」   ←This wi‖。[sl]に注意。
4.you′‖uul]         ←you wi‖。[ul]は「ウー」のように響く。
5.ill[ail]「アイル」      ←l wi‖
6.wel:[wi(1)1]「 ウイル」   ←We Wi‖
7.丁 hat′‖[0溌 tl]「ザト(ゥ )ル」 ←丁hat wi‖。難しい。
8.you′ re D(u)Эr]       ←yOu areo yOu′ reは、弱い「ヤ」ぐらい

に竃響く。

9.it′‖[itl]「 イト(ゥ )ル」    ← it Wi‖

10.Therell[0(e)Orl]「 ザァル」  ←丁here w‖ |

11.youll uu(I)1]「ユル」     ←yOu Wi‖
12.theyll[Oe(i)1]「ザル」    ←they W‖ |

13.l′m[aim]「アイム」      ←iam
she′‖膵ol]「 シィル」    ←She Wi‖

14.d′you[diu]「 デュ」     ←do you
yOu′ re D(u)Or]「 ヤ」     ←yOu are

15.He′‖[hi(1)1]「 ヒル」     ←He wi‖
16.Wholl[hull]「 フール」   ←Who wi‖。「フ」には摩擦がない。
17.Ⅵhatll[(h)w6tll w6tl]「 (フ )ワ ト(ウ )ル」   ←What wi‖
18.1'm[aim]「アイム」      ←lam
19,Co‖ nll[k61inll k61inl]「 カリヌル」  ←CO‖ nW‖ |

20.d'you[diu]「デュ」      ←do you
21.We′ re[wi(1)Э ′]      ←We are。 弱い「ウイア」の響き。

商
論
熙
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-9d、 口'veの形の発音
―you'dなど―

ノ
中
ヽ

d517b
1.

2.

3.

4.

5.

6.

ア.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

I knew you'd come. (would / had)

l'd rather you went home now. (would)

We thought she'd be good at that. (would)

l'd better hit the road. (had)

He said he'd have to change the plans. (would)

lf I got rich, l'd buy a new house. (would)

Who'd like to play tennis? (would)

lf only l'd met her earlier! (had)

It'd gone when I got back home. (had)

It'd be nice if you could make it. (would)

I wish you'd seen her. (had)

lf you'd fill in this form. (would)

We've met each other before. (have)

l've forgotten her address. (have)

You should've told him. (have)

You rygh,[yg known she'd refuse. (have, would)

回 D
1.君が来ること(来たこと)は知っていたよ。

2.も う家に帰ったほうがいいよ。

3.私たちは、彼女はそれが得意だろう、と思っ

た。

4.も う帰ろう(も う出かけよう)。

5計画を変更しなければ、と彼は言った。
6.金持ちになったら、新しい家を買うんだが。

7.テ ニスしたい人はだれ
'

3.も っと早く彼女に会っていればなあ !

9.家 に帰ると、それはなくなっていた。

10.う まくいけばいいねえ。

11.(あ なたが)彼女に会ったことがあればなあ。

12.この書式にご記入いただけますか。

13私たちは以前会ったことがある。
14.彼女の住所を忘れてしまった。

15.彼 に言うべきだったのに。

16.彼女が断るのはわかっていただろうに。

AR燿―P.LESIEX
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POINT

回田

I knew you'd come.d)you'd ti. you had 65t\tIyou would0)*sffifrrTt" ZZ
T tI. had ? wou I d d)fEffi ft, t d t +,b t=. have @'g.ffift1 _,ve (J ? r \ ( 6 #Lrr * f "

ここでは助動詞のwould、 had、 haveの短縮形を扱います。wouldと hadは、短縮形が同じ

であるので注意が必要です(rd)。 haVeは rveや you'veな どのほかに、couid've、 should′ ve

などのように、ほかの助動詞とも結びついて短縮形を作るので、やはり注意が必要です。

●

(1)代名詞ほか+wouid(rd)
wouldの強形は[wud]、 弱形は[WOd][Э d][d]。 rd[aid]、 yOu′ d Du:d]Dud]

DOd]、  he'd[hi:d][hid][id]、  She′d『 :d]り d]、  it′ d[ftOd]、 We′ d[wi:d][Wid]、

they′ d[ё eid]な ど。

なお、たとえばyOu WOuld、 She WOuldの ように書かれていても、発音で

は弱形が使われ、短縮形の発音やそれに近いものになることが多い。

(2)代名詞ほか+had(rd)
hadの強形は[h“ d]、 弱形は[hod][Э d][d]。 短縮形とその発音は、上の(1)と 同

じ。また、he had、 you hadのように書かれていても、弱形が使われ、短縮形

の発音に近くなることが多い。

(3)代名詞・助動詞ほか十have(」 Ve)

haveの強形は[hav]、 弱形は [hov][Э v][v]。 短縮形は rve[aiV]、 yOu′ve

Du:v]uuv]DOv]、 we′ ve[wi:vHwiv]、 they′ve[ё eiv]な ど。

助 動 言司と 結 び つ く と、 WOuld′ ve[W`dOV]、 ShOuld′ ve yidЭ v]、 could've

[kidЭ v]、 m ust've[mAstЭ v]、 might′ ve[maitov]な どとなる。

1・ yOurd[iu(1)d]「‐ユウド(ウ )」  ←yOu｀VOuld/yOu had

2.:′ d[aid]「アイド(ゥ )」    ←l would
3.she′d『i(1)d]       ←―She wouldo she′d beは 「シイド(ウ )ビィ」。
4. l′d[aid]「アイド(ウ )」    -l had
5.he′ d[hi(1)d]「ヒイド(ゥ )」  ←he WOuld
6. |′d[aid]             ←‐l wouldo l′ d buyは 「アイド(ゥ )バィ」。
7.いぬo′ d[huld]「フード(ウ )」 ―WhO WOuldo摩 擦のない「フ」の響き。

8.:′ d[aid]「 アイド(ゥ )」    ←l had
9・ it′d[itOd]「イトウド(ウ )」  ←lt had
10・ :t′d[itOd]「イトウド(ウ )」  ←:t WOuld
ll・ yOurd Du(1)d]「 ユウド(ウ )」 ←yOu had

12.you′d bu(1)d]「ユウド(ゥ )」 ←you wOuld

13.Ⅵた′ve[wi(1)v]「ウイヴ」  ―We have
14. |′ve[aiv]「アイヴ」     ←‐I have
15.should′ ve ttdov]「シユドゥヴ」←Should have
16.might′ ve[maitov]「マィトゥヴ」←might haVe、 She′ d ttld]← She WOuld

酬
論
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SECT10N
3
IXERCISES

⌒

11151:8b

音声を聞いて空欄を埋め、短縮形に注意 して言いましょう。

1. He Said that      rather E)ick、′vent.

2. lⅥノiShed_had SOmething befOre that.

3. _like a hamburgeL if_like to knovv.

4. lt isn′t an idea!p!ace―_say it was.

5. :、″ondered whether      seen lく ate.

6. lthought_be the first to appreciate rny ideas.

7. _preferto have you on your ovvn.

8. _al、 vays expected_turn lout differently.

9. He、″as surprised tO learn hOw rnuch_drunk.

10. :f_been any alternative translport!

11. _:〕 e a great help.

12. lf only_told me before.

13. lt vvas the sort of thing__enioyed.

14. _better go horne novv.

15. :f_asked me′ l_tO:d yOu the truth.

16. 丁his is the first time      been here.

17. _you got to say about the clirnate?

18. lf_been his first time′ it_been different.

19. !_finished this by:ast night.

20, VVe_g()ne′ but、ve didnit.

21. lt_stopped raining by noぃ′.

22. l      been kil!ed!
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解答・解説

短縮形―
.dは
、音そのものの難|しさ以外に、wouldと hadとの区別が入つてくる点

で注意が必要です。また、rd[ltod]、 that.d[0こte■ の[ねd]の書きを耳に覚えさせ

ておくことも大切です。■eは、|'ve、 you'Veなど以外に、would've[w`dev]、

shOuld've gndOv]、 cOuld've lk`dЭ v].might,e[matev]、 mu毀 've〔mAstev]

などのrЭv]や itev]の書きにとくに注意しましょう。速い発話では、[。]が落ちるこ

ともあります。
★

…

■

1・ he'd[hi(:)q「ヒィド(ゥ )」   ―he wOuld
2. l'd[ald]「アイド(ゥ )」     ―lhad

3. He′ d lhi(:)d〕          ―He would
yOu′d Uu(:)d]           ―yOu｀″Ould

4. nobody′ d lnOubOdid ln6ubodid]   ・ ―nobody w()uld

5.she.dり (:)d]「シイド(ウ )」   ―she had
6. you`d Du(:)d]「 ユウド(ウ )」  ―you would
7. They'd[Oeiq「 ゼィド(ウ )」  ―They wOuld
8.l'd[ald]「アイド(ウ )」     ~l had

it′d litOd]fイ トウド(ウ )」   ―it WOuld

9・ he′d10)i(:)d]       ―he had
he'd drunkは「ヒ(ド )ド (ゥ )フンク」。

10・ there′ d[0(00rd]「ザアド(ウ )」 ‐there had

ll.Thard[0“ tO可「ザトゥド(ゥ )」―That would

12. yOu'd bu(:)d]「 ユド(ゥ )」    ‐you had
13.they′ d have[Oeidov]「ゼ(イ )ダヴ」  ―they wOuld have

14.Ⅵに′d[w()d][ウ イド(ゥ )」  ‐We had
15. you′d bu(:)d]        ‐yOu had

mighrve[InatOv]    ‐might haVe

16. 1've l■ v]「アイヴ」       ‐t have
17.What′ ve[(h)w“Эvl w6tov〕「(フ )フ トウヴ」 ‐What haVe
18. it′d[itod]          ‐it had
COuld'Ve〔 k6dЭV]       ・―Could haVe
19.ShOuld'Ve『 6dOV]「シュドゥヴ」  ―should have
20.could.ve D“ dev]「クドウヴ」‐COuld have

21.must've[mKstev]「マストウヴ」   ~mui have
22.might've[mitov]「 マイトウヴ」  ‐might have

目
田
】商薫
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―n'tの形の発音
―shouldn'tなど―

ヽ
哺

【
ＤＬ
Ｏ
一

／
市

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

涸 D
1.私 は行かない。

2.私は同意できない。

3.彼は去年のクリスマス以来、調子が悪い。

4.彼女、気にしないよね
'

5.いいお天気ねえ。

6.時間があまりない。

7.お引きとめしてはいけませんね。

8.そ れには我慢できない。

9.ジ ョーンに言う必要はない。

10.彼女はあんなことを言うべきじゃなかった。

I won't go.

I don't agree.

He hasn't been well since last Christmas.

She doesn't care, does she?

Nice day, isn't it?

We haven't got much time.

I mustn't keep you.

I can't stand it.

You needn't tell Joan.

She oughtn't to have said that.

I didn't know what to do.

I was certain I hadn't met her before.

I told him he wouldn't be able to do that.

You shouldn't be so optimistic.

He mightn't know you're here

I knew it couldn't be Bill.

11.ど うしていいかわからなかった。

12.確 かに、彼女に会ったことはなかった。

13.彼 には無理だろう、と言ってやった。

14.あ まり楽天的になってもいけないよ。

16彼はあなたがここにいるのを知らないかもし
れない。

16.そ れはビルであるはずがないと私にはわかっ

ていた。

EXA:V:PLES
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!won′ t go.の won't[wOunt]は w‖ l notの短縮形です。発音が大きく変化します。こ

こでは―n'tで表される否定の短縮形を学びます。かなり多くの種類があるので、注意が

必要です。

回田
否定詞notは、多くの助動詞やbe動詞と結びついて、否定の短縮形―n′tを 形成します。発

音で特に注意が必要なのは、wouldn′ t、 couldn′ t、 didn′ t、 hadn'tな ど、―dn′t[dnt]の 形に

なるものです。〔d]は破裂がなく、滑らかに[n]に移っていくのが普通だからです。

また、she′‖n6tと she w6n't、 he was n6tと he w6sn′ tの ように、notが独立で使われる

場合と、短縮形の場合とがあります。どちらの型が多く使われるかは、地域、人物、場面に

よって違いますが、どちらも使えるので両方に慣れておきましょう。

―n′tの形の短縮形をまとめておきましょう。これは、強形のn ot[nctlnot]が 、

助動詞やbe動詞と結びついて弱形の―n't[(o)nt]に 変化したものです。以下の語で、

(o)は発音されないのが普通です。なお、(19～ 0は、主としてイギリス英語の用法。

(1)isn't[lz(o)nt]

(4)Weren′t[WO:rnt]

(7)hadn′ t[httd(o)nt]

(10)didn't[did(0)nt]

(13)WOn′t[WOunt]

(]6)ShOuldn't yid(0)nt]

00needn′ t[ni:d(0)nt]

(20daren′t[d60″ (0)nt]

(2)aren'tlorrntl (e)wasn't[w6z(e)ntlw5z(a)nt]

(s)hasn't [h6z(e)nt] (0)haven't [h6v(a)nt]
(a)don't[dount] (g)doesn'tld-(z(a)ntl

(lt)can't [kant ] ko:ntl (e)couldn't [kid(e)nt]
(q) sha n't [Jant l.[o:nt] (s)wo u I d n't [w(rd(e)nt]
(tr)mustn't [m,4.s(a)nt] (8)oughtn't [5:t(e)nt]
(zo) mayn't [m6i(a)nt] (z) m ightn't [m6it(a)nt]
(za)usedn't *El* usen't Lii:s(a)ntl (*7r)

商
諭
゛

1,won′t[wOunt]「ウオウント(ゥ )」 ←w‖ l nOto Wantと は違う発音。

2.donft[dount]「 ドウント(ゥ )」   ←dO nOt
3.hasn′ t[httznt]「ハズント(ゥ )」  ←haS nOt
4. doesn′ t[dAznt]「ダズント(ゥ )」 ←dOes nOt

5.isn′ t[lznt]「 イズント(ゥ )」   ←iS nOt
6.havenft[httvnt]「ハヴント(ゥ )」 ←have nOt

7.mustn′ t[mAsnt]「マスント(ゥ )」 ←muSt nOt

8.can′t[kantlkalnt]「 キヤーント(ゥ )、 カーント(ゥ )」 ←can not

9.needn′ t[nl:dnt]← need not。 [dnt]の発音に注意 (ρ .158参照)。

10.oughtn′ t[6:tnt]← ought not。 [tnt]の発音に注意は158参照)。

11.didn′ t[dfdnt]  ←did not。 [ant]の発音に注意。
12.hadn′ t[httdnt] ←had nOt。 [dnt]の発音に注意。

13.wouldn′t[widnt]← would not。 [αnt]の発音に注意。

14.shouldn′t『ndnt]← should not。 [dnt]の発音に注意。
15.mightn′ t[matnt]← might not。 [いt]の発音に注意。
16.couldn′ t[k`dnt]← COuld nOt。 [竜lt]の発音に注意。
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EHERCISES
′
中
ヽ

ll15]:Ob

音声を聞いて空欄を埋め、短縮形に注意 して全文を正 しく発音 してみ

ましょう。

1. I′ FΥl afrald!_help yOu.

2. 丁here are plenty of rnen who_bossy.

3. v`lou      tel!ヽ Лichae!.

4. :      do thatifl      have to.

5. 丁here_ nough wlne.

6. :svrear i_giet drunk again.

7. IHe_at all surprised.

8. You__let him 90・

9. 
｀
Ylou      look at rne like that.

10. l_90t enough tirne.

11. He     come tomorrovv.

12. _you come in?

13. He__done it by himse:f.

14. :wish i_bought it.

15. !told you:_care.

16. You      to drink so much.

17. She′s lost weight′ _she'

18. l_think she 90t yourletten

19. l′d rather you_done that.

20. They__arrived yet.

21. Ylou_late for the meeting′ vvere you?
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解答・解説

短縮形―n'tは種類が多く、次のような問題点があります。

(1)最後のt[t]は、破裂が起きないことが多い。とくに、―n′tに続く単語が子音で始

まる場合、t it]は発音されずに落ちてしまうのが普通である (この[t]の脱落につい

てはρ.188参照)。
haSnt been[h“ znbin]、 dOesn'l care[dAznk6or]な ど。
haSn't been、 dOesn′ t careは、それぞれ[httzmbin]、 [dAz]k6or]のように[n]―→

[m][っ]への変化が起きるのが普通 (同化現象)。

(2)nee」 n′ t[nl:d、 nt]、 coul」 n′ t[kndnt]、 di」 n′t[dfd■ t]、 ha」 n't[h溌くnt]、
WOu:旦 n't[W`(Llt]、 ShOuttn′ t『■(しlt]、 mighln′ t[maiり t]、 Oughin′t[61」t]

の[d]と [t]に も破裂がないのが普通である。

★ ★ ★ ★

1.canft[kantlkα lnt]← can noto can[kan,kon]と の違いに注意。

2.arenft[Q:rnt]   ←are not。 [t]の破裂は聞こえない。

3.mustn′ t[mAsnt] ← must not。 [t]の破裂は聞こえない。

4.wou!dn′t[widnt]← would not
didn′ t[dfdnt]   ←did nOt

5.isn′t[`znt]    ← is not。 次に母音が続くときは[t]が残るのが普通。

6.wonit[wount]  ←w‖ l not。 [t]の破裂は聞こえない。

7.wasnit[w`zntl w6znt]← was not。  [t]は次の母音と続くのが普通。

8.shouldn′t have『
`dntOv]「
シュド(ゥ )ン トゥヴ」←ShOuld nOt haVe

9.needn′ t[nfldnt] ←need not。 [t]の破裂は聞こえない。

10.haven′t[httvnt] ←have not。 [t]の破裂は聞こえない。

11.mayn′t[moi(0)nt]「 メィ(ァ )ン ト(ゥ )」 ←may nOt

12.Won′t[wount]  ―VVi‖ not
Ⅵbn′ t you[w6unt∫ u]は 「ウオウンチュ」。

13. couldnit have[k`dntOv]「 クド(ゥ )ン トゥヴ」  ←COuld nOt haVe
14.hadn′ t[httdnt]  ←had not。 [t]の破裂は聞こえない。

15.didn′t[didnt]   ←did not。 [t]の破裂は聞こえない。

16.oughtn′ t[61tnt] ←ought not。 [t]の破裂は聞こえない。

17.hasn′ t[httznt]  ←has not。 短縮形でないときは、has she not。

18. don′t[dount]「 ドウント(ゥ )」 ←dO nOt

19.hadn′ t[h“dnt]  ←had not。 [t]の破裂は聞こえない。
20.mightn′ t have[maitntЭ v]「マイト(ゥ )ン トゥヴ」―might nOt haVe

21.weren′t[wЭ Irnt] ←were not。 [t]の破裂は聞こえない。

籠
削日
ｄ
舗
゛
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１

２

３

４

外国語を身につけるということ

言語の働 き

外国語を身につけるとは、どういうことを言うのでしょうか。英文法を学び、多くの単語を

覚え、英語は読めばわかるのに、なぜ聞き取れないのでしょう。なぜ、英語は知っているのに話

せないのでしょう。これを解く鍵は、下に概略的に示した、言語の働きの中に見いだせます。

言語によるコミュニケーションの成り立ち

伝えたいこと、言い表したいことを系統立てる一
思考

言いたいことを表すために、多くの語の中から、適切なものを選ぶ一
語彙

それを意味の通じる文にする
一
文法

a.それを記号で表す (文字)

b.それを音で表す (音声) ―
伝達

文字と音声

私たちは、言語によって意味の伝達、すなわちコミュニケーションを行っています。ある

場合には文字を通じて (4a)、 ある場合には音声 (4い を通じてコミュニケーションが行
われます。読みにくい文字で書かれていた場合、もとの文がどんなに意味の通る立派な文で

あったとしても、文字によるコミュニケーションは成り立ちません。文字は、その言語の定

めた、特定の形態 (shapes)に従ってこれを再現しない限り、相手に理解されません。ま

た、文字の形態を正しく身につけていない限り、相手が書いたものを理解できません。

音声に関しても同様のことが言えます。音声は、その言語を成り立たせているいろいろな

種類の音と、その組み合わせの型 (patterns)に従って再現されない限り、相手に理解され

ません。また、これを正しく身につけていない限り、相手の話したことがわかりません。私

たちは、文字を覚え、文字が続いてできる単語を覚えなけれlよ 本力漏売めず、文が書けませ

ん。同様に、音と、音が続いてできる単語、さらにはその連続を耳と口とで覚えない限り、

人の話はわからず、自分で話すこともできないわけです。また、音は文字とは違って、時間

の流れの中で切れ目なく続いて現れ、 しかも、瞬間的に消えてしまうものです。文字の場合
のように立ち止まって確認できないだけに、いっそう正確さが要求されることになります。

音 声 学 の役 割

私たちは、文字を習得し、文を書いたり読んだりできるまでには相当の年月を要します。

同じように、音声は音声として時間をかけて、特別に学ばなければなりません。この音声の姿

を詳しく教えてくれるのが、実は「音声学」なのです。私たちは文法を学んだように、確実に

英語の音声を身につけようとするなら、「英語音声学」を学べばよいということになります。

さらに私たちは、本書で述べたように、日本語を母語とする者の立場から、英語の音声を

効率的に学ぶ必要がありますが、それを示すのが「実践英語音声学」あるいは「日英対照音

声学」とでも言うべきものです。本書はその立場に立って書かれました。同時に本書は、言

語の音声に興味を持つ多くの人たちに対する、「音声学」という「音の理論と実践の学」への

招待の書でもあるのです。

|
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Part 6
破裂

■■■■

日

|

■
■
■

■
■
一

■

| 一■■ l

|■
■

■
■

■

|
|

d

■■ ||_■ ■  _|‐ _r.、

61:ol

聞こえなくなる

破裂音

破裂音 (pi b,ti d,‐ k,lg).は 、省エネに

よつて最後まで発音されないことが多

ぐ、発音してしまうと通じなくなるこ

とがあります。



ダイアローグを聞いてみましょう ∩
6

」艶L

Sylvester: Have you seen Jill lately?

AIex: Why bring up the sutjegt of that rotten apple all of a

sudden? You know we broke up.

Sylvester: I beg your ptardon. l just tho,ught that maybe you were
trying to get back together again.

Alex: It was a dar'!:night the night she left, but l'm not a beaten
man. ln fagt, t submit that now's my big chance.

Sylvester: Big chance? Big chance to do what, big man?

Alex: l'm going to the Big Apple. l'm going to get a good job
and a topnotch babe, and settle down.

Sylvester: I didn't know you felt like that

Hey, l'm a big lad. I can handle:bad luck. A burden's been

lifted off my shoulders, and now I can get down to the
imporlan! things.

Alex:

148
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ここでは、文字の上では存在している破裂音が、沈黙してしまう現象をマスターします。

の中の単語の下線の文字が、聞こえなくなります。下の例のほか、いろいろな場合で、破裂が聞

こえなくなりがちです。

lately[16itli]      Subject[sAbd6ikt]

シルベスター : 最近ジルに会ったかい?

アレックス 何だっていまさら急にそんな気分悪いことを持ち出すんだ? ぼく
たちが別れたことは知ってるだろう。

シルベスター : 失敬、失敬。ただ、またよりを戻したがってるんじゃないかと思っ

てね。

アレックス

アレックス

そりゃ彼女が行ってしまったときはもう真っ暗やみだったさ。しか

し、ぼくは打ちのめされてなんかいない。それどころか、いまこそ、

ぼくのビッグチャンスだと百わせてもらいたいね。

ニューヨークに行くんだ。いい職と最高の女の子を見つけて、そこ

で身を固めるのさ。

■
翻
田
目燿

シルベスター: ビッグチャンスだって? イ可のビッグチャンスなんだい、ビッグマ
ン ?

シルベスター : 君がそんなことを考えてるとは知らなかったよ。

アレックス おい、おれはただの男じゃないぜ。不運なんか吹き飛ばしてやる。

肩の重荷がなくなったから、やっと大きなことに取り組めるのさ。
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徳逗麒 卜静かになくなる破裂音 f
弾田目F口" ご               ・

文字はあれども耳には聞こえず

英語の文字と音との間にはギャップがある、ということの具体的な例のひとつが、

ここで取り上げる「破裂のない破裂音」です。

英語には、[p][t][k][b][d][g]の 6つの破裂音があります。pay[pei]、 tea[tiI]、

coW[kau]、 be[biI]、 day[dei]、 guy[gai]な どの単語の例を見るとわかるように、

母音の前では、どの音でも破裂が生じています。しかし、これらの音が常に破裂を伴

って発音されるとは限りません。

たとえヤよ 以下に挙げる単語の下線部は、破裂を伴わないで発音されます。

kept [kepJ], football [fir[!irl], agt [e!!], robbed [rob_d], goodby(e) [gt{b6i]

下線部の音はそれぞれ、飲み込まれるようにして次の音に移っていきます。音その

ものがなくなってしまったわけではありません。音はその場所にあるが、破裂は生じ

ないということです。

破裂音というのは、まず、(1唇、歯茎などにおいて空気の流れが止められる (閉鎖

の段階)、 次いで、(2)しばらくそのまま流れを止めておく (持続の段階)、 そして最後

に、(3)閉鎖を解いて空気を通過させる (解放の段階)、 という3つの段階を経て作ら

れる音なのです。3番目の解放の段階がなく、2番目の段階で終わってしまうのが、

破裂のない破裂音ということになります。

破裂音が姿を消すとき

自己流に、破裂のないところで破裂を作っていると、ネイテイブスピーカーにとっ

ては大変聞きにくくなります。また同時に、そのような発音をしているとリスニング

の障害にもなります。どういう場合に破裂がなくなるかということには、いくつかの
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規則があります。以下に、その規則をまとめておきましょう。

11'破裂音 +破裂音 /破擦音/摩擦音            .

破裂音と破裂音とが続いた場合、最初の破裂音には破裂がありません。これはひと

つの単語の中だけではなく、単語と単語との境でも生じます。破裂音の次に破擦音と

言われる音 [げ,d5,tr,dr]、 あるいは摩擦音 [f,v,o,ё ,s,z,』 がきた場合も同様です。

doctor, blackboard, big tray, that church,

good judge, toid them, important thing

2..破裂音 +鼻音

後に鼻音 [m,n]が続く場合、前の破裂音には破裂がありません。

submit, bad name, button, sudden

3.破 裂音 +lll音

エル音 [1]力漸皮裂音に続く場合、破裂音は[1]まで破裂を延ばすような感じになりま

す。言い換えると、破裂をしてから[1]に移るのではなく、破裂音と[1]とが、ちょう

どひとつになったように発音されます。いったん止められた空気は、日の真ん中では

なく、横を通って出ていきます。

bottle, 1■ liddle, plav clay

ひと区切りの発話の終わりにある破裂音は、しばしば破裂を伴いません。

I did it.

I didn't know that.

胴
目
口
難牌

4。 文末 (発話の終わり)の破裂音
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謳 破裂音が続くとき

一"
O
 

破裂音がふたつ続く場合

1. a竺［お坦l
2. sele竺［silek」]

3. a芭［おpJ]

4. Se巴ember[sepJemb8r] 

5. bri四［braib_d]

6. be~[be見d]

7. dea兜an[d叫p釦n]

8. foo也all[f紅恥l]

9. goo世ye[g叫蝉i]

10. bloo~ .e_ressure [b1Acpref8r] 
11. si!!ight[si嬰it]

12. hol~ !?_ack [h6uld_b糾k]

13. ru~own [rJ...bJl_aun] 

14. ta竺5are[teik-KCar] 

15. sna竺四r[sn糾k加 ：r]

16. poEgroup [pd四1ru:pI p5p-] 
17. bla生!ie[bl甜kJai]

18. ho!.e_late [haしpleitI h6t-] 

19. t ha!~ar [6邸邸：r]

20. I'm a bi! !ired. [bi!Jaiard] 

21. She had her ri !?_切oken.[rib-brouk(;:})n] 

22. He had a qui生!emper.[kwikJemp;:ir] 

23. Have a goo~ !ime! [g紅胆i叫
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破裂音の次に、さらに[p][tl[k][b][d]19]の ような破裂音が続く場合、最初の破裂音は

聞こえません。破裂音が3つ続く場合は、最初のふたつは聞こえず、最後の破裂音だけ

が聞こえます。発話の際には、破裂のなくなるところに注意しましょう。

破裂音が3つ続く場合

1・ perfe⊆ ienSe[p61rfik」 6nS]

2.  baked beans lbOiktbilnz]

3.a⊆ lwo[鹿 kll`:]
4.whippe」 ⊆rea m[(h)w12よ rilm]

5.lo±呈」少 or[16k」 6:r116雄―]

6.Hers 90t a slippe旦旦isc.[sl12」 lsk]

7. 丁hey all kept quiet.[k621卜 M滋五Эt]

則

燿

口 1.行為
2.選ぶ

3.¨ しがちである

4.9月

5 bribe(わ いろを贈る)の過去・過去分詞形

6 beg(請 う)の過去・過去分詞形

7.無表情な(顔の人)

8フ ットボール

9さ よなら

10血圧

11-歩 も動かない
12控える
13.こ すること、汗を拭くこと

14.気 をつける

15.軽食堂

16.ポ ップグループ

17黒 のちょうネクタイ
18.(料理用)ホ ットプレー ト

19.あ の車

20ち ょっと疲れた。
21彼女は肋骨を折ってしまった。
22彼 は短気だった。
23楽 しんできて !

囮 1.完了時制
2ベークトビーンズ
3.第二幕

4.ホ イップクリーム

5鍵のかかったドア
6彼はぎっくり腰になってしまった。
7.彼 らはみんな静かにしていた。
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回囲
英語の発話では、破裂音があるのに、実際には破裂が起こらないという場合が多く見られ

ます。破裂が聞こえないために、1賃れない人は、そこに音があるのかどうかさえわかりませ

ん。ましてや、それがどういう音なのかは、非常にわかりにくいものとなります。日で文字

を追っている限り、この現象にはなかなか気づきません。そのため、自分で発音するときに

も、破裂がないところで破裂させているという場合が大変多いものです (破裂のない破裂音

を破裂させると母音が入りやすいので注意が必要)。 次のような問題点があります。

破裂音の問題点

(1)日本語では子音の後に母音が続くので、英語の「破裂音十母音」は比較的問

き取りやすいと言えます。しかし、次に母音が続かない場合は、破裂音として

認識しにくいという母語の壁が存在しています。

(2)た だし、日本語でも、促音、すなわち詰まる音の場合には、破裂音がふたつ

続くことがあります。その場合、最初の破裂音には破裂がありません。

いつぱい [ippai]、  いつたい [ittai]、  いつかい[ikkai]、
ヘッド[heddol、 エッグ[e99u]、 バッグ [ba99u]な ど。

このことから、最初の破裂音を破裂させないでふたつ続けることがまったくで

きないわけではありません。しかし、日本語の場合は、連続するふたつの破裂音

は同じ音です。これに対して、英語の場合は、同じであることもありますが、違

った破裂音が続く場合が多いという点が問題です。その場合、最初の破裂音が何

であるのかがわかりにくくなります。

at[飢
]、
apt bptl、 act ttkt]の 3語は、注意していないと、どれも日本語の

「アット」のように聞こえてしまいがちです。日本語では[atto]の ように、[t]の連

続になるからです。

●
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破裂音が続くとき

破裂音が 3つ続く場合

さらに、E×∧MPLES IIの ように破裂音が 3つ続く場合、 2番目の破裂音は、速

い発話では発音されずに (舌などがその音の発音の位置に行かないで)落ちてし

まうのが普通です。当然、破裂の音は聞こえません。落ちない場合はその 1音分

だけ余計に時間がかかるということはありますが、やはり破裂は聞こえません。以

上のことから、次のような場合にはその区別が難しくなりますが、普通は、前後

の関係で、意味の上から区別することができます。ですから、音声的な区別に特

に神経質になる必要はありません。

StOp talking[St6pt6:ki131/Stopped talking[st6p(t)t6:ki]]

bake breaCl[b6ikbr6d]/baked bread[b6ik(t)br6d]

100k tired[1`kt`iOrd]/looked tired[1■ k(t)taiord]

hopeto go[h6upto96u]/hoped tO gO[h6up(t)to96ul etc.

また、破裂が聞こえないために、次のような区別も難しくなりますが、実際に

は、上と同様、意味の上から区別されるのが普通です。

Seem tO be[SimtObi]/Seemed to be[Slm(d)tObil

順
目
】難燿
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EHERCiSES
⌒

d635b
音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言っ

てみましょう。

1, She            dravver.

2. She brought me a _
3. The pain was too _ _ bear.

4. That's a _ of you.

5. Can I have a please?

6. Look at _ up there!

7. Please of _
8. I can't my parents.

9. She up the present in _
10. ln , London is the _
11. She in the door.

'12. You should wear _ in winter.

13. We give the matter

14. He walks so fast, I with him.

15. lt's time the government lower taxes

15. The dancer and control.

17. He's been _ succeed the Prime Minister.

18. _
19. They of happiness.

20. The dog _ bowl of

21. The away from the scene of the crime.
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解答・解説

聞き取りができたら、破裂音と破裂音との間に決して母音を入れないように注意し

て、同じように発音してみましょう。破裂のない破裂音を飲み込むようなつもりで言

うとよいでしょう。

★ 賽 ★

1.locked the[ldlg6o 1161せ ёo]は [k]の破裂がなく、同時に[t]も、次の[ё ]と

の関係ではっきりとした[t]ら しい破裂がない。 (ρ」70参照)

2.wettowe:[w6じ auol]。 [t]の破裂がない。

3.great to[gr6iしЭ
]。 [t]の破裂がない。

4.9ood picture[gidpikt∫ Э′]。 [d]の破裂がない。

5.white cup[(h)waiよ Ap]。 [t]の破裂がない。

6.that big ba‖ oon[ёttф igbol■ In]。 [t]と [g]の破裂がない。

7.take great care[t6ikgr6itk6or]、 that boOk[ё ttф ak]。 [k][t][t]の

破裂がない。

8.let down[16tdaun]。 [t]の破裂がない。

9.wrapped["写』、red paper[r6dpOipOr]、 [p][d]に注意。

lo.that case[ё tttk6is]、 next best place[n6ks(t)b6s(t)p16is]。 [t]の破裂

がない。[neks(t)]と [bes(t)]の [t]は落ちるのが普通。

11.9ot caught[gαょうItl gЭ tk61t]。 [t]の破裂がない。

12,thick clothes[01kk16u(ё )z]。 [k]の破裂がない。

13.agreed to[Э gr`Iむ o]、 top priOrity[t6pprai6(I)rotil。 [d][p]の破裂が

ない。

14.ca n′ t keep pace[kttntkilpp6is]。 [t]と [p]の破裂がない。

15.acted to[発 ktico]。 [d]の破裂がない。

16.displayed perfect timing[disp16idp6:rfilutaimiり ]。 [d][k][t]に注意。

17.named to[nOimむЭ
]。 [d]の破裂がない。

18.He′ d been[hidbin]、 robbed twice[rab≦ itwais]。

19.wept tears[w6pttlorz]。 [p]に少し息のもれる音がある。

20.licked the[1lklёЭ
]、
m‖ k quite Clean[mllk、 kwaiよliln]。 [k][t]に注意。

21,crowd backed quickly[kr6udb溌 い lkli]。 [d][k][t]に 注意。

胴
目
】尋運
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[m][n]が破裂音に続くとき

ヽ

６Ｄ

【
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・
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／

“
[【りin]

[qЭン]

[2ュ ]

[hュ ]

[Kュ ]

1.

2.

3.

4.

5.

6.

ア.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

buttOn[bAt(0)n]

cottOn[kat(0)nlk5t_]

CartOn[k61rt(0)n]

Written[rit(0)n]

eaten[llt(0)n]

kitten[kit(0)n]

tighten[tait(0)n]

threaten[OrOt(0)n]

frighten[frait(0)n]

bitten[b〔 t(0)n]

Sudden ISAd(0)n]

hidden[hid(0)n]

W00den[Wid(0)n]

garden[96:rd(0)n]

fOrbidden[fOrbld(0)n]

didn′t[did(0)nt]

burden[b61rd(0)n]

pardOn[p61rd(0)n]

tOpnOtCh[t6pn6げ lt6pn6tЛ

keep nOne[k〔 IpnAn]

SubnOrmal ISAbn61rin(0)1]

rub now[rAbnau]

dark night[d6:rknait]

bank nOte[b浜 )]knδ ut]
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破裂音の次に[m][n]の ような鼻音が続く場合、破裂音は破裂を伴わずに、次の鼻音に続

いていくのが普通です。破裂音は鼻音に飲み込まれるように、ひとつになって通過して

いきます。発話の際は、破裂音のところで舌を離さないように注意します。

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

1.ボ タン

2.綿

3.カートン(ボール箱)

4.wriね (書 く)の過去分詞形

5.eat(食 べる)の過去分詞形

6.子猫

7.締める

8.脅す

9.ぎ ょっとさせる

10.biね (か む)の過去分詞形

11.突然の

12.hide(隠 す)の過去分詞形

shipmate [fipmdit]
topmost [tdpmdust I t5p-]

disturb me [distSrrbmil
submit [sebmit]

hot milk [hdtmilk lhSt-]
nutmeg [n.{,tmeg]

bad man [b6dmtbn]
admit [admit]

milkman [milkm*n | -man]

blackmail [bl6kmeil]
dogma [d5(:)gma]

big nose [bign6uz]

13.木製の

14庭
15禁 じられた
16.did notの 短縮形

17(重 )荷
18許 し、許す
19.一流の

20.何も取っておかない

21普通以下の
22今すぐ(さ っさと)こすって
23.間 夜

24.銀行券、紙幣

25.船員仲間

26.一番上の

27.(私の)邪魔をする

28.提出する

29.ホ ットミルク

30.ナ ツメグ

31.悪人

32.認める

33.牛乳配達人

34.恐喝

35.教義、独断

36.大きい鼻

[理n]

[un]

[un]

[d興 ]

[k興 ]

[gm/n]
目
自

燿

□ D― …
一 一 ― ― ―

― 一 ―
一 一 一 一 一 一 ―

・ ―
'一 ―

―
― ―

―
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回目
buttonは、[bÅ ton]と 発音しても間違いではありません。しかし、英語のネイティブスピ
ーカーの多くは、[bÅり]と発音します。この場合、強勢を受けない音節の弱い母音[Э]が発

音されず、[t]と [n]とが一緒になったように発音されます。[t]の破裂は聞こえず、[n]に飲
み込まれるような感じになります。この音は大変独特な響きを持っているので、音色は音声

を聞いて確実に耳に覚えさせておくことが必要です。発音ができるようになると、もちろん

聞き取りは楽になりますcネ イティブスピーカーのように発音するのは、最初はかなり難し
いと感ずる人が多いでしょうが、下に記した発音の仕方を参考にして、練習するとよいでし

よつ。

発音の仕方

発音に際して大切なことは、[t]と [n]と が同じところで発音されるため、エネル

ギーの節約が起こり、[t]で舌をいったん離して再び [n]に戻る、というプロセスを

経ずに、最初から最後まで舌が [t]の位置に付いたままであるという点です。要領

をまとめると次のようになります。

(1)舌を後ろに引き、舌の先の部分を、 しっかり歯茎に付ける。

(2)舌を付けたまま、「クッ」という感じで鼻に空気を抜く。この「クッ」という

のは、日常生活で、鼻の中に何かが詰まった感じがあるときに、それを取り除

こうとする行為と思えばよい。何気なく習慣的に行っている人もいる。

(3)鼻に空気を通す瞬間に、「ン」と言う。

(4)11)(2)(3)の 結果、軟らかい「ク (ゥ )ン」のような「卜(ゥ )ン」のような (ウ )の

抜けた音が出る。[t]の破裂がないため、最初はとても [tn]と いう感じはしない

が、実はこれが [」 ]なのである。

{5)な お、(2)の「クッ」の感じがうまくできないと、単なる「ン」、すなわち[n]に
なってしまうので注意。また、最後まで舌を離さないこと。これは、のどの奥

にある鼻への通路が、閉じている状態から開くだけのことであって、舌は動か

ないからである。

１
７
●
Ｉ

Ｉ
Ｉ
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[m][n]が破裂音に続くとき

(6)sudden[sAф ]の場合の [dュ]は、前述の[り]の [t]が有声化したもので、発音
の仕方は[り ]とまつたく同じである。ただ、(2)の「クッ」の代わりに「グッ」の

感じで空気を鼻に抜くようにすることである。これで「グ (ゥ )ン」のような「ド

(ゥ )ン」のような音になる。

●IEXAMPLES l～ 10

すべて [t(o)n]で、実際には[り ]となる。落ちる [o]は、辞書では普通oのイタリック体で示

されているので確認するとよい。時には、kitten lk■ n]の ように、oを入れていない場合もあ

る。

脳
目
一起

●EXAMPLESll～ 18

すべて[d(o)n]で 、[qュ ]となるのが普通。

●EXAMPLES19～ 36

ここに挙げた例は、上の1～ 18ま での例とは少し異なる。破裂音と鼻音との間に、決して

母音、すなわち [Э ]を入れてはいけない。[Э]を入れずに、)骨らかに鼻音に移っていくように

する。たとえば、submitisobm鯛 は、[sobomit]に しない。
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IXERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して言つてみまし

よつ。

1. She's_to forget.

2. Don′ t          !

3. He_stood up.

4. She            than that.

5. He lost a      to his coat.

6. His fingers vvere_.

7. She and

8. The sun was by the clouds.

9. They've their marriage publicly.

10. You can come,

11. He's a _ in banking.

12. There's a of that cake left.

162
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13. She put it in the _
14. The reporter had a _ for a news story.

15. They sent him a 

- 

of grain.

16. You have come

17. _ can you expect?

18. You really 

- 

than two.

19. _ you possibly do it by tomorrow?

20. They watched the _ gradually

21. I _have done it if he 

-to.



解答・解説

pardonの発音は[p67dヽn]が普通ですが、[p6:rdon]も 許容範囲内です。しかし、

9oOdnessは [gndnis]で あって、[gudonis]と か、まして、[gudunesIの ようになる

ことはありません。結果的には同じ発音となる[dn]で あっても、一方には[o]が入っ

てもよく、一方には入ってはいけない、ということです。発音の際には十分,主意しま

しょう。もっとも、[tn][dn]そ の他が、一貫して発音できれば問題はないわけです。

以下、(o)の ところでも、破裂音と鼻音との間に[o]を 入れないようにして言ってみま

しょう (もちろん、(o)の記されていないところには決して入れないようにする)。

☆ 十 ★ ☆

1・ Cenain[S6:rt(On]                   [り
]

2. stop me lst6plnilst6仰mi]                    [p」 n]
3. suddenly[sAdonli]                             [4ュ

]

4. pald more[p6idm61r]                       [屯 in]

5.button[bAte)n]                   [u]
6.frostbitten[fr6(1)s(t)biton]            [tn]
7.looked tired[1■k(t)taiord](ρ .152参照)、 beaten[bl:(on]  [tユ ]
8. hidden[hid(fttn]                          [4ユ

]

9.made knOwn[m6iむ16un]                    [む 1]
10.but not now[bЭ む6む

`ulbЭ
り6りau]          [u]

11・ big man[b19mttn]                     [gm]
12.bit more[bitlnうIr]                      [tln]
13.wooden carton[wid(2)nkalrte)n]            [4興 ][し1]

14. 9ood nose[gidュ 6uz]                              [d11]

15.shipment[11仰mont]                    [拠 m]

16.needn′t[nild(2nt]、 last night[1溌 s(t)_nait 1161st_]。 [t]は落ちやすい。

[屯1][り ]

17.What more[(h)w6tm61rl W6tin61]              [tn]

18.shouldnit drink more[∫ ndep(t)driI〕 km61′]      [4ユ][地m]
19・ COuldn′ t[kud(Ont]                       [4ュ

]

20.submarine[sAhinorlin]、 submerging[sЭ hm61rdろ iり]     [勉m]
21.wouldnft[wid(ont]、 hadn′t asked me[httd(ontttsktmi]

[ф][m]

轟

燿
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[1]が破裂音に続くとき

[」 ] 1・ gentle[d66nt(0)1]

3.little[1lt(o)1]

5.metal[mOt(o)1]

ア・Cattle[kttt(0)1]

9・ Subtle[SAt(0)1]

11・ kettle[k6t(0)1]

13.beetle[bilt(o)1]

15.hospital[h6spit(o)11h6s―
]

17.Capitol[kttpit(o)1]

2. title ltait(Э )1]

4.bottle[b6t(Э )11b6t(o)1]

6.se■ :e[s6t(o)1]

8.battle[bttt(o)1]

10・ Stattle[Stdlrt(0)1]

12.tun!e[t61rt(o)1]

14.hostel[h6st(o)11h6s―
]

16.capital[kttpit(o)1]

18.at length[Э tlёη(k)0]

[延]19・ Candle[kttnd(0)1]

21.handle[h鹿lnd(o)1]

23.needless[nfldlis]

25.padlock[p湊 )dlak l-1うk]

27.madly[mttdli]

29.endless[ё ndlis]

31.model[m6d(o)11m6d(o)1]

20.medal[mOd(0)1]

22.idle[“ d(0)1]

24.tidal[taid(o)1]

26.sadly[sぬ dli]

28.deadly[dOdli]

30.deadline[dOdlain]

32.bad luck[bjё dl人k]

[pl]33.couple[kAp(0)1]       34.apple[〔色p(o)1]

35.hopeless[h6uplis]      36.triple[trip(o)1]

37.splay[splei]

38.top level[tap16v(o)11t6p―
]

EXAMPLES
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POINT
破裂音の次に[1]音が続く場合、破裂音は [1]音 と結びついて、独特の響きを持つひと塊の

音になります。破裂音としての音は聞こえません。発話の際には、破裂音のところで舌

を離さず、しっかり付けたまま[1]に移行します。最後まで舌は離れません。

[|!]39.bubble[bÅ b(o)1]

41.rub lightly[rÅ blaitli]

40. blow [blou]

[起]42.tackle[tttk(o)1] 43. clean [klirn]

[91]44.single[sll〕g(o)1]        45.big lad[biglを Od]

鋼

燿

1.優 しい

2.タ イ トル

3.小 さい

4.ボ トル

5.メ タル (金属)

6.置 く、据える

7.畜牛、牛

8.戦争、戦闘

9.微妙な

10び っくりさせる
11.や かん

12カ メ

13甲 虫 (ク ワガタムシなど)
14ホ ステル、宿泊所
15.病院

16.首都

17.(米国の)国会議事堂

18つ いに、ようやく
19ろ うそく
20.メ ダル、勲章

21.ハ ンドル、柄

22.怠惰な

23.必要でない

24.潮 の

25.南京錠 (を かける)

26.悲 しげに

27.狂 ったかのように

28.命 にかかわる

29.終 わりのない

30.締 め切り(時間)

31.模型、モデル

32.不運

33.一対、カップル

34リ ンコ
35.絶望 して

36.3倍 (の )
37.斜角をつける、隅切り

38.最高の水準

39.ソ包

40.吹 く、 強打

41.軽 くこする

42.用具、滑車装置

43.き れいな

44.た ったひとつの

45.大 きい若者、大人

165

「
０
ヽ
ハ
Ｏ



0 3
SECT:ON

回目
gent!eは [d66nlol]と発音しても間違いではありません。しかし、button[bAり ]な どと同

様に、弱い母音[Э]が発音されずに、[d66nり]と なるのが普通です。この場合、[t]の破裂は

聞こえず、[t]と [1]と が一緒になって、何かが押しつぶされて空気がもれるような響きを伴

った音になります。この発音も、私たちにはかなり難しいものです。[t]で舌を離さないで

いることが難しいのです。また、[り ]の場合と同様に、慣れていなも`と聞き取りの障害にな

ります。音声を聞いて確実に、音色を耳に覚えさせることが大切です。発音の要領を、下に

まとめておきましょう。

発音の仕方

(1)[t]と [1]と は同じところで発音されるので、[t]と [1]の間で舌を離さず、最後ま

で同じところに付けておく。

(21 まず、舌を後ろに引き、舌の先の部分をしっかりと歯茎に付ける。

(3)[t]で 舌を離してしまうと、空気が舌の上を通って前に抜けてしまう。[1]は、

空気が舌の前ではなく横を通って作られる音なので、[」]の場合、舌を離さず、

空気を勢いよく舌の横から抜くようにする。このとき、空気は舌の右側と左側

の両方から抜けてもよいし、片側からだけ抜けてもよい。

14)空気が舌の横から抜ける瞬間に、やや遅れ気味に、弱く「ウ」と言う。[1]音
には「ウ」[u]に近い音色があるからである。

(5)以上の結果、日本語にはない、英語独特の押しつぶされてもれるような[」]の

音が出る。

(6)(3)の段階で、空気が舌の横からプシューッというような感じでひと息に抜け

ないと、[tol]に なったり、単なる[1]になったりしてしまう。

17)[」 ]と [」 ]と の違いは、空気が回の中でいったん止められた後、鼻からパッと

抜けるか ([り ])、 舌の横から同じくパッと抜けるか ([』)の違いである。要す

るに、舌を付けたままいかにして空気の流れをコントロールするかが発音のコ

事
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[1]が破裂音に続くとき

ツである。

18)candle[k“nd]な どの [赳 ]は、[」]の [t]が有声化しただけのもので、発音の

要領は上と同じである。[u]の ときは、遅れ気味に「ウ」[u]と言うところを、回]

の場合は、空気が舌の横に抜けるのに先立って「ウ」[u]と言うようにすればよ

い 。

●EXAMPLES l～ 18

18の at length[Э」60(k)0]に は決して[Э〕が入らないが、ほかは[t(o)1]の [o]が落ちるケー

スである。辞書では、たとえばmetalは、[m6t(0)1]([(0)]は斜字体の [∂]で表されることが多

い)と書かれていたり、[m6tl]と 書かれていたりするが、いずれにせよ、[tl]のほうが普通で

ある。

●IEXAMPLES 19～ 32

[d(o)1]の [o]が落ちて[dl]と なる場合 ([例]medal)と 、[Э]が最初からない場合 ([例 ]

madiy)とがある。

●EXAMPLES 33～ 45

回 ][電 ][地 ][91]の 例で、apple ttp(o)1]な どは[o]が許容されるが、許容されないものもあ

る ([例 ]clean[kli:niほ か)。

目

燿
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EXERCISES

′
nヽ

`619b

音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言っ

てみましょう。

1. Have you seen her_?

2. Ylou

3. IHe drank tvvo     c)f wine.

4. You′ re            l

5. _ at me!

6. l'm feeling a _
7. The boy enjoys making

8. lt happened in the of the _.
9. Do you remember the _ of the book?

10. He always wears _ in the summer.

11. The over the wall.

12. lsn't the sky _!
13. The had a _ cap.

14. The loud noise the _.
15. She's attending the skin

16. We can't expect him to

17. She's almost

18. l- anddepressed.

19. He across the

20. The out the

21. The boy pulled the _

●

SECT10N
3
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解答・解説

前のSECT10Nの [tn][む]などと同様に、発音の際 破裂音と[l]音との間に母音

[o]が入ってもよ、弩恰と、いけない場合とに注はしましょう。聞き取りの点では.lo]

の入らない発 に■を慣らしておく必要があります。たとえば、handleは [hanc]
が普通ですが、卜発n“11も許容されます。しかし.endlesは 16ncis]であって.

Ilndolis]にはなりません。以
~R[o]が
滸容される場合は.o)と して示しておきます。

一 一

1. :ately[16iui]。 [16itolilと しないこと。                      [」 ]

2. look lonely[li● 6unli]。 [o]を入れてはいけない。        [地 ]

3.bottles[“ t(31zl bう tolz]              I」 ]

4.dead lu(ky[dOこ Akil。 [olを 入れてはいけない。          [こ ]

5. stop looking lst`ュ

`kin lst6p-1。

[Э]を入れてはいけなtヽ。    [pl]
6. bit muddled[bitmKd(21q                  ltm]Idll

7.litle ll■ 0)ll.models lmdd(り lz l‐6do)lz]       [tl][可 ]
8. middle〔m`do)]]、 battle[b“t(21]             [ユ ][」 ]
9.title[tate》]                         〔tl]
10・ SandalS ISるnd(OIZ]                        [4]
11. cat leapt[“■6pt]。 [lept]の [p]に も破裂

『
ない。         [tl]

12.clear[鱈 ior]。 [司 を入れてはいけない.               Iヽ]
13.bottle lb6t(り lbうt(211.ndalimO(:)11           [tll
14.■ artled lst6:rte)1可 .catle「Ot(」111             [」 ]
15.chnic lttimkl。 〔司を入れてはいけない。              [● 1]
16.iop lying[st6口 aiD l st6●

]。 I可 を入れてはいけない。      [pll
17.completely helpless[l【 Э皿口

"ui h01●

is]       [口 ]胆 ]
18.felt let down[f61」 etdalm]。 I」]も [td]も .lo]が入らない。    [tl]
19.lumped neatly[d3Kmp(1)ni:ui].puddles[pÅ do)lz]   Itll[延]

20.wind blew[win(d)u“ ].〔andles[k“ nd(olz]      [U][剋 ]
21.litle[1■窒21卜 bedclothes up tightly[bOdl(lou(0)zAptaui][」 ]Du]

169

順
憑
銀慰燿



4
SECT10N

Ｒ／１６
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破擦音・摩擦音が破裂音に続くとき

破裂音+破擦音

[明  1・ pi⊆ure[k』

2.de坐生air[域Л
3.catture[p=Л

4.eal±eese[tJ]
5. bigsLOnce[QlЛ

6.ol」 ⊆Lestnut[d』

[d5]ア・ 0皿eCt[国5]
8.  900」 10b[dュ5]

9.veivelpcket[」6]
10・ tratti⊆ lam[k≦15]

[tr]11・

12.

13.

14.

[dr]15.

16.

17.

18.

actress [\.!r]
public transport [kJr]
recent trend [Ur]
blood transfusion [dJr]

hol生 ink[ur]

dri2-dry[par]

han」 生i‖ [ur]

fronl生 ive[ur]

EXAMPLES
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破裂音は、次に[明 や[d5]、 [tr]や [dr]のような破擦音が続く場合にも聞こえなくなりま

す。また、破裂音の後に[o]や [o]、 [f]や [v]、 [s]や [月 のような摩擦音が続く場合にも、

はっきりとした破裂が聞こえなくなる傾向があります。

破裂音十摩擦音

1・  eighth[eitO]

2. hundredth[hAndrodO]

3.send them lsOndё om]

4. sit there[sitё 6or]

5,hardship[halr争 p]

6.  bedspread[bOdsprё d]

7.pet shop[p6mpl―∫うp]

8. outside[autsaid]

9. tOp f100r[tapf161r lt6p_]

lo.  ripe fruit[raipfrilt]

目
目
一目燿

■ 1絵
2.デ ッキチェア

3.捕える

4.チーズを食べる

5ビ ッグチャンス

6.ク リの古木

7.反対する

8.結構なこと

9.ビロー ドのジャケット

10.交 通渋滞

11.女優

12.公 共輸送機関

13.最近の傾向

14.輸血

15.温かい飲み物

16.洗ってそのまましわにならずに乾く

17.ハ ンドドリル(穴開け機)

18.前輪駆動の(車 )

田 1(第 )8番目(の )
2.(第 )100番 目(の )

3.そ れらを送る

4.そ こに座る

5.苦難

6=ベ ッドカバー

7.ベ ットショップ

8外側
9.最上階

10.熟 した果物

171

ヽ

「賣雨Tゝ畦=1グ″



4
SECT10N

回囲
破裂音が消えてしまう場合と、破裂音の音色が変わってしまう場合を見ておきます。

破裂音が消える場合

piCture[p`kt∫or]では、破裂音 [k]と 、破裂と摩擦を同時に持つ破擦音と呼ばれ

る子音 [t』 とが連続しています。この場合、破裂音 [k]には、破裂がまったくない

か、あってもほんのわずかというのが普通です。これは、[k]か ら[切 に移るとき、

[k]の ときの舌が、そっと離れるようにして次の[切 にいくからです。舌が勢いよく

離れて、[k]を強く破裂させてから移るということは決してありません。ほんのわ

ずかに破裂が聞こえることがあるのは、舌が〔k]の ところから離れるとき、少し空

気がもれるようにして[切 に移っていく場合です。いずれにせよ、[k]は姿を隠して

しまつている感じですから、慣れないと、そこに[k]があるということがわかりに

くいものです。ただし、聞こえないと言っても、舌は[k]の位置にあるわけですか

ら、日本語のピッチャー[pit∫t∫aa]と は響きが違います。つまり、日本語の促音「ッ」

で代用してはいけないということです。

破裂音の音色が変わる場合

ripe fruitは 、仮に[raipfrilt]と 書くとわかりやすいのではないかと思われます。

[p]に破裂がまったくないわけではないのですが、母音の前にきた場合の [p]と は完

全に違っていて、強い破裂は起きません。次の摩擦音 [f]に移るときに、抑えられ

るようにして破裂に近い音が出て、これが次の音と合体するような感じになりま

す。

piCtu re[pikl∫ or]の [k]が、あるかないかわからないほど隠れているのに対して、

「ipe fruitの [p]は、[p]独自の音色は変わっても、明らかにそこにあるのがわかり

ます。音色は、次の[f]とひとつになって破擦音のような音Ш]になります。つま
り、[pf]と 移動していくというよりはむしろ、[p]と [f]とが同時に起きる感じにな

ります。ほかの例も同様で、たとえばoutslde[auts`id]で は、普通の [ts]ほ どはっ

きりした音ではありませんが、それに似た、弱めの破擦音に近い音が出ます。要

するに、丁寧に破裂させてから次に移るということをしないで、ふたつの音をひ

とつにするような感じで発音するとよいのです。
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破擦音・摩擦音が破裂音に続くとき

●EXAMPLES: 破裂音+破擦音
英語に現れる破擦音には、1明 ([例 ]church[t∫o7明 )、 ld51([例]judge ldろ Ad6])、 ltr]

([例 ]true[trul)、 [dr]([例 ]drive[draiv])が ある。このほか、[tsl、 ldz]も あるが、こ

れらは語頭には現れない。

1～ 6  破裂音+[明  この場合、破裂音の破裂は聞こえず[現 が強く響く。

7～ 10 破裂音十[d5]同 じく[d5]だけが強く響く。

11～ 14 破裂音+[tr]難 しい[tr]の発音が強く響く。舌を後ろに引く。

15～ 18 破裂音+[dr]同 じく難しい[dr]が強く響く。舌を後ろに引く。

● EXAMPLES ll 破裂音十摩擦音

すべて、破擦音に近い音となる。実際、eighth[ci101の [.0]な どは、破擦音として扱う人も

いるくらいである。itO]は、弱い [ts]の感じ。

罰
ロ
ロ冠
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SECT10N
4
EXERCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言っ

てみましょう。

1. Let's__to the party.

2. The__al!her energy.

3. :                 books.

4. :__waiter and__restaurant.

5. IHer coat was__to the lining.

6. VVhat does he use            fOr?

7. My with excitement.

8. The two hours.

9. decide

10. 丁he me

11. _ weather!

12. The ten o'clock.

13. They've just _ engagement.

14. _ faster than sound.

15. He is a man of _
16. He is not a man I _
17. They are in the

18. Have you _ _ yet?

19. He is in the

20. We must _
21. Let's a start.
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解答・解説

たとえば、publc transport[pム blik transpyt]の場合」k]から[ti]に移るとき、

R]に癖震のような音が出ることはありますが、これはわずかなものです。むしろ政裂

がなく移っていくのが普通です。これに対して、pd shop[p`t∫ap]では、L]の ,まっ

きりした破裂はありませんが、次の音とひとつになった感じで、弱めの[t月 に似た音

が出ます。

… …

1.invl19 them linv譴 `Oom]。 [tO]に注意。

2.ero■ drained[6fortdrOin可。〔u]に注意。

3.don′l need these[d6un(t)ni:｀ 魚z]。 r6]に注意。

4.tippe」 the[`p00可 .left the[10`bol.[t]は .速い発話では落ちること
がある。

5.weithЮ ugh〔wびOru:]。 ['01に注意。

6.thal thing〔0♂0● ]。 rO]に注意.

7.heat throbbed[ha:rtOr6bd lつ16bd].Iり]に注意。

3.rou n」 tri2 took[r6unこHュ
`k]。

[α]に注意。

9.Let chance[le」後nsllet∫dins]。 〔i月に注意.

10. cigare■9 smoke lsi9er6ヽ m6uk].almost choked 16:1■ oust∫6ukt].

Its]Itlに注意。

11.whal dreadfu1lo)w6tdr6df(0)11■・6t_]。 [t到 に注意。

12.clock chimed[k`k!∫

“

mdlk16k―
]。 R』 に注意.

13. annOunCed their[endunS° OOr]。 It]は 落 ちること力'あ る。

14.L19hi travels[laltr6v(3)lz]。 [ur]に注意。

15.50un」 judgment[S“ ndd3Å d3ment]o ld031に注意。

16.wOul」 tru史 〔wu“ IAst]。 [むr]に注意。

17.dee2 freeze[drtiz]。 [']に注意。

lo.fin`hed thaliOb[finirOる td66b l_皓

“
]。 Itd3]に注意。

1,b。軽 trade[b`、 rei可。障I]に注意。

20.io2 violence[st6'vaiolenslst6p―
]。『
v]に注意。

21.tatt craL fOr[tOittr“
bfor]。
R‖ rlに注意。

慶
目
難泄
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文法は本当に必要 ?

「使えない英語」という言葉が、日本の英語教育に対して使われ始めてから、いったいどれ

くらいの時が経ったでしょうか。それに対する反動からか、音声教育の大切さ力湘叫ばれるな

か、教科書にも工夫が凝らされるようになり、また、最近ではオーラルコミュニケーション

などの授業が学校教育に導入されるようになりました。これはこれで決して悪いことではな

いのですが、問題なのは、話せること、聞き取れることの重要性が主張されるあまり、従来

重要性が置かれていた文法教育がおろそかになってきたことです。

以前は、中学で基礎的文法をきちんと学び、高校を卒業するまでには、厚い参考書 1冊分

になるくらいの英文法の教科書を学校の授業で終えたものです。最近の授業では、独立した

科目として「英文法」を学ぶことがきわめて少なくなってきています。英文法は、せいぜい

普通の教科書を読み練習問題を解きながら覚えていくという形態になってきています。

文法における母語の壁

この、「文法を文法としては詳しく学ぶ必要はない」という考えの論拠に実は問題があるの

です。母語の習得と外国語の習得とは同質的に考えることはできません。言語習得能力の時

期も習得の環境もまったく異なっているからです。さらに、本書で音声について述べたのと

同様に、文法においても母語の壁があるのです。いったん習得した母語の文法が外国語の文

法習得にあたって壁となり、母語話者は、母語の文法の強い影響の下で外国語の文法を理解

しようとするのです。だからこそ、日本語の文法にはない定冠詞・不定冠詞、単数・複数、

可算名詞・不可算名詞、現在完了形を含む時制、仮定法、その他多くの文法事項の習得が難

しいのです。文法とは意味を作り出す規則のことで、この規則を十分に習得していなくては、

きちんとした意味 (の文)を作り出すことはもとより、英文を読んでもきちんと意味をつか

むことができないのです。

では、「使えない英語」と「英文法」とはどのような関係にあるのでしょうか。英文法がな

くてはならないものであることは当然として、問題は、英文法がしっかり身についていても、

必ずしも英語カイ吏えるとは限らないということです。これはどういうことかと言うと、言葉

にはふたつの面があって、そのふたつがそろっていないとコミュニケーションが成り立たな
いからなのです。ひとつは、伝えたい「意味」(内容)であり、もうひとつは、これを伝える
ための「手段」(方法)です。「手段」としては、一般に文字や音声 (そして点字など)が使
われますが、文字に「文字ボケ」があり、音に「音ボケ」があれば、せっかくの意味もそれ

こそ意味不明となってしまいます。つまり、いわゆる「使えない英語」というのは、多くの

場合、言葉を伝える手段として、文字よりはるかに複雑な音声の仕組みを十分に習得してい

ないことから生ずる現象と言えます。文法と音声とは一方力河也方より大切であるというもの

ではなく、意味を作る「文法」と、その意味を伝える「音声」という関係にあるのです。ど

ちらかに不備があれ,よ 当然のことながら理解不能ということになります。ということは、

使える英語という観点から言え
`よ

外国語の学習にあたってはこの両者の習得が必要不可欠

であるということなのです。

COLU‖‖

176



Part 7
Ｆ
Ｉ
●
一　
　
●
』

■
朦
朧
Ｆ

卜
」』 饉

鯰電
スピTド のある発話で

落ちる音

丁寧にゆっくり話す場合には発音され

る音が、スピードが増すにつれて自1然

に落ちてなぐなることがあり1ま す。



ダイアローグを聞いてみましょう ∩

Joseph: Want a piece of Chodijlate cake? I baked it myself earlier
tgnight.

Susie: Really? I thought men usually did the eating and women
generally did the cooking.

Joseph: I grew up in a family that easily switched roles. A bit odd,
perhaps, but we had a terrific time. I would,n't trade the
experience.

Susie:  i suppose it′ s healthier.Any、 vay′ l dont rnind if:do.:rea‖ y

mttζth■t… .

Joseph: I knew you wciuldn't refuse. I saved the best piece for you
My brothers didnlt leave much.

Susie: This is the finiihed product? l'm surprisq{. Such a generous
piecel And doesn't it look good! Ido believe you'll make a
good wife.

Joseph: A good old man, you mean? l've had several offers. I don't
sgppose you'd be interested?

璽LL_
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消えてしまう母音と子音をマスターします。 ‐・の単語の中の、下線で表されている文字の音
は、速めの発話では落ちてしまいます。

SttppOSe[s(2)p6uz]   dOn'l mind[d6un(1)maind]

ジョセフ チョコレートケーキいらないつ 夕方早いうちにぼくが自分で焼いたん
だ。

スージー : ほんとに? 普通、男は食べるのが専門、女は作るのが仕事だと思って
たわ。

ジョセフ 男女の役割分担にこだわらない家庭に育ったんでね。ま、いささか常軌

を逸してるかもしれないけど、おかげでぼくたち家族はずいぶん楽しい

思いをした。この経験は何ものにも替え難いよ。

スージー むしろ健全なことだと思うわ。さてと、いただこうかしら。ほんとは (ダ

イエット中で)食べちゃいけないんだけど……。

目
ジョセフ: 断るはずないと思ったよ。君のために一番いいところを取っといたんだ。

兄貴たちはほとんど残してくれなかったからね。

スージー: これがその完成品? 驚きだわ。ずいぶん大きく切ってくれたのね! 見
た目もいいし ! あなたいい奥さんになれるわ。

ジョセフ : つまり、いい夫ってこと? 1結構プロポーズはきてるんだ。君は興味な

いだろうけど、ね。

慾

渕
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核舅ml 、消えてしまう音の脱落 JT
爾習町爾弾

口 J

発話では「省エネ」が行われる

発音とつづり字との間には、いろいろなズレがあります。それらのズレは、多くの

場合、発話のスピードが全体として速ければ速いほど、大きなものになります。

これは、言葉には省エネ (economy of e“ ort)という、調音 (発音)に必要な努

力 (エネルギー)を少なくしようとする傾向があるからです。よほど丁寧に、ゆっく

りと話す場合は別として、普通の発話にはいろいろな省エネ現象が見られます。そし

て発話のスピードが速くなればなるほど、当然その傾向は強まります。早回の人の英

語がわかりにくいのは、ひとつには、この省エネ現象によって、発音があいまいにな

ったり省略されてしまったりして、私たちの考えている発音とはかなり違ったものに

なっていることによります。

また逆に、私たちの英語の発音は、正確に発音しようとするあまり、ネイティブス

ピーカーの実際の発音とは相当に隔たったものになりがちです。ネイテイブスピーヵ

―の行っている省エネに慣れることは、スピーキングの点からもリスニングの点から

も重要です。

ここで言う省エネとは、簡略化 (simplincations)現 象を意味します。英語に見ら

れる主要な省エネ (簡略化)は、(1)弱升久 (2)同化、(3)短縮形、(4)破裂の省略、そして

(5)脱落です。

脱落の起きるとき

ここでは、(5)の脱落についてまとめておきましょう。これは、丁寧でゆっくりな発

話では発音される音が、国語体のくだけた発話ではスピードの増加に伴って落ちてし

まう現象です。
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1. 子音の脱落

[t] [d]の脱落が中心です。

a) I-st, -ft, -Jt, -nd, -ld, -zd, -od, -vd]など＋子音

next week, last bus, left side, mashed potatoes, kind nurse, child's, etc. 

b) [-pt, -kt, -tft, -bd, -gd, -d3d]など＋子音

kep! quiet, lookej fine, reachej there, grabbej the chance, beggej me, 

changej the bus, etc. 

C)否定語の -n't[nt]＋子音

ca叫do,don'! know, doesn'! matter, mustn'! forget, was直there.etc. 

d)弱形の場合の[h]

have, has, had, he, his, him, her, who 

＇

塁

e) [I]の脱落

叫ways,aりright,already, etc 

2.母音の脱落

あいまい母音[3]の脱格が中心です。[3]は、強弱リズムの弱のところに現れる母音

で、弱であるために落とされることが多いのです。辞書には[a]で記されていますが、

ここでは(a)で表します。たとえば、 camel（ラクダ）は、「キャムル」［krem(8)1]の

ようになります。ゅっくりな場合はキャマル［Kおmallともなりますが、キャメル

[kremel]とはなりません。すなわち［（a）]で表される音は、落ちることが多いのです

が、丁寧な場合は発音されるという意味です。

family [f企m(8)li],fact~ry [frekt(8)ri], etc 
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母音 [Э]が落ちてなくなる

E gimo#af; THb6z tfrfr,[a] [i]

A 
1. chocolate frJ5(:)kta)lftl

f z_osl 2. famity Ifzlm(;)til
3. novelist fndv(a)list In5v-]

4. usually Irilgu(a)li]

5. easily [irz(a)li]

6. specialist [sp6J(e)1ist]

7. temperature [t6mp(a)ratJar]

8. liberal [lib(a)ral]

9. general [d36n(a)ra1]

10. natural [nz€tJ(a)ral]

11. mineral [min(a)raI]

12. temporal [t6mp(a)ral]

13. national [nzbJ(a)nel]

14. prevention [priv6nJ(a)n]

15. fashionable [f6J(a)nebl]

16. personal [p5rrs(a)na1]

17. government [g,&(a)rnmant]

18. reasonably [ri:z(a)nabli]
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chocolateは 、[t∫6:k(o)lit,tκ k― lt∫ 6k―]と発音され、(o)は落ちてしまうのが普通です。

チョクリトのような感じになります。強勢のない音節の母音の [o]や [i]が落ちるケース

です。聞き取りの障害になるので注意が必要です。

回
ノ
nヽ

d7134b

速い発話で落ちることが多い [Э][i]

1.t2night[t(2)nait]

2.potato[p(2)tOitou]

3.c9rrect[k(2)rё kt]

4. p21ice[p(2)1lls]

5. bttlieve[b(1)1llv]

6. suppose [s(g)p6uz]

7. get another [get(e)ni6arl

8. after all [etft(a)r5:l l6rf-]

9. rock and roll [rdk(e)nr6ul lrdk-]

10. what do you call it [(h)w,ttd(e)ju, (h)wot- lwct-]
澤

酬

■ 1 チョコレート

2.家族

3.小説家

4普通は
5.容易に

6専門家
7温度
8偏見のない、気前のよい
9.全体的な、一般的な

10.自 然の

11.鉱物

12時間の、一時の
13.国家の、国民の

14.妨害、予防

15.流行の、高級な

16個人的な

17政治、政府

18分別よく、程よく

回1 1.今夜
2ジャガイモ
3.正 しい、正す

4.警察、警察官

5.信 じる

6.… だと思う、推測する

7.も うひとつ取る

8結局
9.ロ ックンロール

10.そ れは何て言うの

′ヽ,

「
Fi5雨Tゝ峰=1%″

|
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解 説

母音が発音されずに落ちてしまうのは、そこに強勢がない場合に限られます。その意味で、
母音の脱落現象は、英語の強勢と表裏一体の関係にあると言えます。

強勢のない音節に現れる母音には、[o][i][u]があります。このうち [i]と [u]は強

勢のある音節にも現れますが、あいまい母音 (ρ 246参照)と言われる [Э ]は決し
て強勢のある音節には現れません。この意味で、[Э ]だけがマイナス強勢 (無強勢)

と直接的な関係にあると言えます。実際、次の例からもわかるように、強勢が移

動すると、強勢があった音節の母音 (強母音という)が弱母音の [Э ]に変わるとい
う現象が起きます。すなわち、強勢の有無によって母音の質が変わるのです。

pOlitiCS[屯 litikS l p■]一→ pOHtiCal[p21ltik(0)1]

Japan[d3ap6n] <----+Japanese[d5*panirz]

Canada [k6nada] <----tCanadian [kan6idien]

Catholic[k“0(0)likl ←→ CathOliCiSm[k00`liSiZ(0)In l k0061-]

以上をまとめると、強勢のない音節では[Э]が圧倒的に多く現れ、しかも普通の

発話でその [Э]が落ちてしまう場合があるということです。

さて次は、この現象に対処するポイントについて触れておきましょう。

11)リ スニング

母音が弱い[o]になったり、落ちたりすると、響きが大きく変わつてしまい、

単語の識別が難しくなります。特に、間違った発音を覚え込んでいる単語の場

合、その影響が大きいと言えます。たとえば、mineral[min(0)rOl]を [minerAl]

のように、temporal[tomp(0)rOl]を [tempЭ rAl]の ように発音していると、実際

はそれぞれミヌルル、テンプルルのように響くため、何という単語かわからな

くなりやすいのです。

■

●

●
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母音 [Э ]が落ちてなくなる

そのため、 [Э]の脱落に関しては、音声を聞いて音色を十分に確認しておく必

要があります。さらに、ふだんから辞書に接し、[Э]が斜字体になっている個所

に注意しておくと、実際の場面でずいぶんと違うものです。辞書で斜字体にな

っている [∂]は、特に速いスピードの発話でなくとも、落ちてしまうことが多い

と考えていてよいでしよう。

(2)ス ピーキング

[olの脱落は、強勢現象をはっきりと理解し、英語のリズムがしっかりと身に

ついてくると、自然に落ちるようになります。その段階に達するまでは、無理

に落とそうとする必要はありません。[Э]を入れて発音しても少しも構いません。

ただし、文字に惑わされて強い眸]や [Э]の発音にならないよう、弱く[Э ]と発音

することは大切です。これは自然で滑らかな英語への、ひとつの関門であると

言えます。また逆に、[Э]が使えるようになると、強勢がはっきりと際立って、

英語らしいリズムが出てくるということにもなります。

なお、E×AMPLES IIの [Э ]の音は、普通のスピードではまず脱落しません。落

ちるのは大変速い発話の場合だけと考えてよいでしょう。

ヨ
洲
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EXERCISES
● 1

SECT10N

n 音声を聞いて空欄を埋め、どの音が落ちているか、あるいは弱い音 [0]

などになっているかを確認してみましょう。

1. lfound that_ofthe eggs were brOken.

2. lt doesn't rnake much      to me.

3. 丁he castle has an

4. VVe on!y drink wine on__.

5. The film、″as rather

6. The__in Apri!lⅣ as 18°C.

7.            the mind.

8. They receive subsidies from the government.

9. She has a _ for _ music.

10. The dove is the _ of peace.

11. They are now living _.
12. He should be more about his public _.
13. One of the _ in the wall is broken.

14. He's his order for the book.

15. Privacy is _ to him.

16. I _ he won't agree.

17. You can call me anytime

18. He is now.

19. Can you__vvith him'

20. Do           tirne!

186

21. When take your _?



解答・解説

[o]の脱落は、強勢のない音節で起きるのですべ これには、ある種の規則性が見ら

れます。主なものをまとめると次のようになります。

強勢のある音節がすぐその前にあり、

(1)すぐその後に[1]がある一
c6re・ ful[k6orf(2)1]

(2)す ぐその後に[r]がある一
sep・ a・ rate□ [s6p(2)rit]

(3)すぐその後に[n]がある一 p6・tience[p6虫Э】ns]

(1)(2)(3)は 、[1][r][n]と いう母音的な音が、[o]の代わりとなり、音節の中心になっ

ています。このほかにも、E×AMPLES Ⅱで見たように、規則性はないが速い発話で

落ちる[Э]があります。下のそれぞれの下線部に注意しましょう。

★ ★ キ ★

1. several [s6v(a)ra1]

2. difference [dif(e)rans]
3. interesting [int(a)risti4], history [hist(a)ri]
4. special tspel(a)ll, occasions [ak6i3(a)nz]

5. ordinary [5rrd(a)ndri | 5rd(a)nri]

5. average fzfv(a)rid5], temperature [t6mp(a)ratJar]

7. Travel [tr6v(a)l], broadens [br5rd(a)nz]

8. generous [fi6n(a)ras]
9. preference [pr6f(a)rans], classical [kltbsik(a!]

10. symbol [simb(e)l]
11. separately [s6p(a)ritli]
12. careful [k5arfQ)!l. utterances [.6.t(a)ransiz]

13. wooden [wird(e)n], panels [p*n(a)lz]
14. canceled [krbns(a)ld]
15. important [imp5rrt(a)nt]
16. suppose [s(a)p6uz]

17. after eight [6ft(a)r6it | 6rf-]

18. not alone [n6t(a)l6un InSt-]
19. get along [g6t(a)15(:)4]

20. it another [it(a)ni.6ar]
21. do you [d(a)ju, d3a]. finals [f5in(a)lz]

報
酬
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つながる子音のひとつが落ちる

[―
S(t)戸 (t),■ t),一n(d),■ (d),― Z(d),― ё (d),一 v(d)]十 子 音

1.jusi nOW[d5ASlnau]

2.so亀 lights ls6(1)■ laits]

3. finished prOduct[finJtpradOktl_prぅ dAkt]

4.len」 me[10n」 miI]

5,ol」 man[6u1lmぬ n]

6.surprise」 them lsЭ∠praizュёЭm]
7.clothe」 themseives[k16uё

lёЭmsOlvz]
8. saved three[sOivdO111]

[―
p(t),― k(t),―まt),―b(d),― g(d),―d5(d)]十子音
1・ kett baCk[k6pibttk]

2.bake」 bread[bё iklbrOd]

3. reache」 BOstOn[rllt∫上b6(I)st(o)n]

4.stabbed the man[stttbdё omttn]

5.  begged forgiveness[b691forgivnisI

6.arranged marriage[orOind5旦 mぬrid5]

否定語 …n't[―n(t)]+子音

1. dOeSn'l knOVV[dAz(Э )ntn6u]

2.mustnt te‖ [mAsnlt61]

3.WOuldnt gO[wid(o)ntg6u]

∩

回
ヽ

８Ｄ

【
ＤＬ
Ｏ
］

／
ι

XAMPLES
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子音が3つ続いた場合、真ん中の[tlや [d]は、発音されずに落ちてしまうのが普通です。

落ちない場合でも、it]や [d]の破裂は聞こえません。lust nowは、ジャスナウのような

感じになります。ほかに [h〕 や[11の脱落も見ておきます。

弱形の場合の [(h)]の脱落

1. cOuld have[kad(h)(0)V]

2.ca‖ Lim[k6:1(Dim]

[1]の脱落

1.apays[610W(e)iZ]

2.although[Э I(1)06u]

諏

嶽

「
”
ユ

Ｎ

ロロ1.ち ょうど今
2.柔らかな光

3.完成品

4私に貸して
5.老人

6.彼 らを驚かせた

7彼らが服を身につけた
8.3人救助した

Eコ 1  を制上した
2焼 いたパン、バンを焼いた
3ボ ス トンに到着 した
4.そ の男を刺した

5.許 しを請うた

6.親が取り決めた結婚

囮 1.知らない

2.話 してはいけない、言っては駄目

3.行 かない、どうしても行かなかった

回 1.… できたかもしれない

2.(彼 に)電話する(し て)

Ml.常に
2.… であるけれども

189
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SECTION
2

回目
子音が発音されずに落ちてしまうケースはいろいろあります。弱形に見られる[h]の脱落

の場合を除いては、英語の強勢現象とは直接関係がありません。この点、母音の[o]の場合

とは条件が異なります。

子音の脱落は、ゆっくり、丁寧に話しているときにはなくならない音が、普通のスピード

から速いスピードになるにつれて落ちてしまうというケースです。要するに、言いやすいよ

うに省略してしまうわけで、雑な話し方という印象を与えることもあります。正式な場面で

は、避けたほうが無難です。

ですから、スピーキングの面では、むしろ普通のスピードで発音し、子音を落とさないほ

うがよいと言えるでしょう。しかし、 リスニングの面になると話は違います。日常会話は、
必ずしも丁寧に発音されるとは限らず、むしろ、かなり雑であることのほうが多いものです。

ネイティブスピーカーの発話に現れる子音の脱落に慣れておくことは意味があります。以下、

子音脱落の規則性を見ておきましょう。

(1)[t][d]の 脱落 (1)

[t][d]の前が継続音で、後が子音の場合、[t][d]が落ちる。単語と単語の境目

だけでなく、ひとつの単語の中で生じることもある。 (E× AMPLES I)

litts[lif(t)S]、  mOStly[m6uS(t)li]、 WriStWatch[riS(t)Wat∫ IWう ―]、

lastly[1そ tS(t)li]、  restless[r6S(t)liS]、  kindness[kain(d)nis]、

handbag[hゐ n(d)bag]、 friendship[frOn(d)∫ ip]など。

継続音とは、息が続く限り出し続けることのできる音のことで、[1][m][n][s]

[z][f]な どの子音と、母音のすべてがこれに当たる。ここでは子音の継続音のみ

を指す。

(2)[t][d]の 脱落 (2)

[t][d]の 前が破裂音または破擦音で、後が子音の場合、[t][d]が 落ちる。

(E×AMPLES II)

StOpped talking[St6p(t)ISt6p(t)t6:kil]、  100ked through[1`k(t)Ori:]、

looked we‖ [1`k(t)w61]な ど。

糀軋
繭
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つながる子音のひとつが落ちる

ひとつの単語の中で起きる例には次のようなものがある。

facts[fak(t)s]、 perfectly[p67fik(t)li]、 exactly[igzttk(t)li]な ど。

(3)[t]の脱落

「否定の短縮形 ‐n′t[nt]十子音」の形で、 3つの子音が続く場合、真ん中の [t]
が落ちる。 (E×AMPLES‖ 1)

isn't ready[iZn(t)r6di]、 Wasn't my fault[WAZn(t)maifう 1lt]、

are n′ t cOming[6:rn(t)kΛ mi]]、 Weren't900d[w6:rn(t)9nd]、

won′ t tell[w6un(t)t61]、  don't knoVV[d6un(t)n6u]、

dOeSn′ t matter[dÅ zn(t)mtttЭ′]、 haVen′ t iniShed[httVn(t)fini∫ t]、

hasn′ t90t[httzn(t)96tl-96t]、  hadn'tcome[h“ dn(t)kAm]。

またその他、shouldn't、 wouldn't、 couldn′ t、 needn′ t、 oughtnt、

mlghtn'tな どに子音が続く場合。

(4)[h]の脱落

強勢が置かれない場合の弱形において[h]が落ちる。 (E× AM PLES IV)

he[hi]→ [(h)10]、 hiS[hiZ]→ [(h)iZ]、 him[him]→ [(h)im]、

her[ho:r]― →[(h)。 (1)r]、 haVe[haV]―→[(h)(0)V]、  haS[heZ]― →[(h)(0)Z,S]、

had[had]→ [(h)(0)d]。

(5)[1]の脱落

[Э :]に続く[1]が落ちる。 (E×AM PLES∨ )

al ready Ic:(l)r6di] f; L',

薄

酬
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SECT10N
2
EXERCISES

m 音声を聞いて空欄を埋め、何の音が落ちているか確認 しましょう。繰

り返すときは、聞こえない破裂音に注意 しましょう。

1. Yic)u really__.

2. She__soup to the guests.

3. She            believe what l said.

4. You'd agree, _?
5. Can you _ some money?

6. They to their limit.

7. lt was a _ evening.

8. She a suitable job for her.

9. He caught the _ home in the evening

10. We'll have and salad.

11. Half the _ below the poverty line

12. You said that.

13. He threw away those

14. The goalkeeper _ goals.

15. l'd rather you _
16. She well on very little money.

17. The boy rig ht.

18. Y()u have hit her.

19. We'll meeting next week.

20. She's the _ person l've ever met.

21. I _ _told her the news.
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解答・解説

子音の脱落は、発話のスピードが速いときに生じます。EXAMPLESで扱ったケー
ス以外に、特にくだけたアメリカ英語で、次のような[t]の脱落が見られます。まねを

する必要はありませんが、知っておくとリスニングに役立ちます (この[t]の脱落は、

イギリス英語ではまず起こりません)。 [t]の脱落 (米語)一 第1音節に強勢があり、
第2音節には強勢がない単語(●・)の中に、[nt]の連続がある場合、[t]が落ちます。

gentleman [dg6n(t)lman] lA txru<>1
mental [m6n(t)l] I I xtvl
twenty [twen(t)il I f t l- a 1

plenty [p16n(t)i] lJv = t )
winter [win(r)er] lO < tz )

★ ★ ★ ★

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

muStnft SmOke[InAsn(t)sm6uk]「 マスンスモゥク」

SerVe」 the[S61rV(d)ёЭ]「サーヴザ」
refuSed to[rifi“ z(d)to]「 リフユーズタ」

WOuldn′t yOu[widn(t)ju]「 ウド(ゥ )ンニュ」。[dn]の発音はρ.158参照。

lend me[16n(d)mi]「 レンミ」

puShed themSelveS[pi∫
(t)ё oms61vz]「 プシュザムセルヴズ」

50i Summer[s6(1)f(t)sAmor]「ソフサマ」

COu!dn'l find[kidn(t)faind]「 クド(ゥ )ンフアインドゥ」

!ast bus[1溌 s(t)bAs 1161s(t)_]「ラースバス」

COld meat[k6ul(d)Ini:t]「 コウルミート(ゥ )」

WOri」 ‖veS[w671(d)1lvz]「ワールリヴズ」
ShOu:dnft haVe『 idn(t)(h)Э v]「シユド(ゥ )ンナヴ」
Old Shoes[6ul(d)に lz]「オウルシューズ」

目
田
諏洲

14.saved six[s6iv(d)s`ks]「 セィヴスイクス」

15.didnt te‖ Ler[dfdn(t)t61(h)Э r]「ディド(ゥ )ンテラ」
16.managed quite[mttnid5(d)kwait]「 マニヂクワイト(ゥ )」

17.doesnft know[dAzn(t)n6u]「ダズンノゥ」、his[(h)iz]「イズ」、left from

[16f(t)froln]「 レフフラム」、his[(h)iz]「イズ」。

18.oughtn′t to[51tn(t)tO]「オート(ゥ )ンタ」。[tn]の発音はρ.158参照。

19.hOI」 the[h6ul(d)Oo]「ホウルザ」
20.most comp‖ cated[m6us(t)k61nplokeitid l_k6m_]「 モゥスカンプラケ
イティド(ゥ )」

21. needn′ t have[nl:dnt(h)Э v]「ニード(ゥ )ンタヴ」
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Part 8
子音連続

Ｆ
Ｆ
ｒ
ｒ

¬ ・``1鰈‐‐‐‐.ざ

¬

「

「

■
Ｆ
Ｆ
Ｉ

」

１
１
１
■⌒

ついつい割 りこむ

母音に注意

英語では、子鷲だけがいくつも続いたり、

語尾が子音で終わることがあります。

余分な母音を入れてはいけません。



ダイアローグを聞いてみましょう ｎ／１８

三二

Jackson:

Dwayne:

Jackson:

Dwayne:

Jackson:

Dwayne:

l'm going crazy. To be blunt, the trouble is she's quit
calling. 5he treats me like dirt.

Grouch! Try no! to be so quick to grumble.

A properly trained lady calls twice a week.

You used to send her flowers. Tong of gifts . . . watches,
jewelry, knickknacks.

I sense you've talked with the frivolous frump.

She's got some pride. She loathes the way things are, too.
And she'd be crushed by your criticism.

Jackson: Girlfriends! lt's frustrating the way they blame a man

when he's only trying to be a prince, a knight in shining
armor.

Dwayne: No need to be so gloomy about it. l've got the perfect
prescription.Why not fly out?

Jackson: That's a splendid idea!
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英語の発話には、子音だけが続く場合や、単語が母音ではなく子音で終わる場合が数多くありま
す。   の中の単語の下線の文字のところでは、ふたつ以上の子音の連続や、語尾にくる子音
の例が見られます。母音を入れないことが大切です。

CraZy[kr6iZi]× [kureiZi]    trOub!e ltrÅ bll ×[turAbulu]

ジャクソン : 気が狂いそうだ。早い話が、彼女が電話をよこさなくなったんだ。ぼ

くのことをいい加減にあしらってるんだ。

ドウェイン : ご機蝋徐斗めだな ! まあ、そうカーッとなってばやくなって。

ジャクソン : ちゃんとしたレディーなら週に2度は電話してくるもんだ。

ドウェイン : 君は彼女にいつも花を贈ってたんだろ。それに山のような贈り物・

時計だの宝石だのこまごましたものとかさ。

ジャクソン : 君はあの軽薄な女と話が通じているようだね。

ドウェイン : 彼女にだってプライドがあるさ。彼女も、こういう状態はたまらない

んだ。なのに君が彼女のことをそんなふうに言ってるのを聞いたら、

嘆き悲じむだろうよ。

ジャクソン : 恋する女たちよ ! 男が、プリンス、はたまた輝くよろいを身につけ

た騎士たらんとあがいているというのに、女たちはそれを非難するん

だからな、たまらないよ !

ドウェイン : そう落ちこむことはないよ。ひとつ完壁な処方箋を書いてあげよう。

彼女のもとへ飛んでいくんだ。

ジャクソン : そいつは名案だ !
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鶯涸赳 母音の入らなもヽ手書め連続 r曰い申

「日本語と英語の音節構造

日本人は、日本語の音の体系に組み込まれていると述べました は11参照)。 私たち

は皆、日本語を日本語たらしめている音の特徴に影響されて外国語の音を聞き、また

作り出しています。すなわち、母語の強力な支配下に置かれているのです。

その中でも、ここで取り上げる英語の子音連続という現象は私たちにとって大変な

強敵となっているもので、難問のひとつです。日本語にはこの子音連続という現象が

ないからです。あるいは、もっと正確に言うならは 日本語と英語とでは、音節の構

造がまったく違うからです。

言語には、必ず母音と子音とがあり、それらが組み合わさって音節を形成します。

日本語と英語では、母音と子音の連続の仕方、すなわち音節の構造がまったく異なっ

ているのです。

音節というのは、音声的にひとまとまりになる単位のことで、たとえば日本語の

「木」[ki]は 1音節、「梅」[u―me]は 2音節、「桜」[sa― ku― ra]は 3音節、「お花見」

lo― ha―na―mi]は 4音節、「ひな祭り」[hi― na― ma― tsu― ri]は 5音節であると言います。

英語では、a[ei]、 aChe[eik]、 take[teik]、 Steak[Steik]、 SteakS ISteikS]は ど

れも1音節です。また、true[truI]、 truth[tru:o]、 truths[trulё z/tru10s]はそれ

ぞれ1音節で、truthful[tr`10fol]は 2音節です。英語では、 1音節の中に[st― ]、

[―
ks]、 [tr― ]、 [―

ёz]、 [-Os]のような子音の連続が見られます。また、ache[eik]や

truth[tru10]な どに見られるように、母音の後に子音だけが続くこともあります。

以下、日本語と英語との音節構造の比較を行い、問題点を指摘しておきます。Vは

母音、Cは子音を表します。また ( )は、ない場合もあるということを示します。

1.日本語の音節構造
―  (C)V

(1)母・音だけのことがある。

(2)子音は、母音の前にはくるが、後にはこない。
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(3)子音はふたつ以上連続するということがない。子音はあってもひとつだけであ

る。

2.英語の音節構造―  (CCC)V(CCCC)

(1)母音だけのことがある。

(2)子音は、母・音の前にも後にもくることがある。

(3)母音の前には、子音が3つ連続することがあり、母音の後では4つ連続するこ

とがある。

3.私たちにとっての問題点

(1)日本語は常に母音で終わるために、子音で終わる英語の単語に母音を付け加え

てしまう強い傾向がある。

but[bAtl→ [bAttO], Cat[kat]→ [kjattO]

(2)日本語では、子音の次は必ず母音であるために、英語で子音が続く場合、各子

音の後に母音を入れてしまう強い力が働く。

try[trai]―→[turai], Clear[kliOr]―
→
[kuliOr],

glimpSed[91impSt]→ [gulimpuS(u)tu]

(3)子音連続に、母音を入れないようにしても、スムーズな発音がなかなか難しい。

子音と子音との間が切れやすい。

months lmAnOS]→ [mAn・ 0° S], depthS[depOS]~→ [dep・ 0・ S]

英語で起きる子音連続の型

以下に、英語の主要な子音連続をわかりやすくまとめておきましょう。頭に入れて

おくと、実際の発音・リスニングの際に役に立ちます。

1.子音がふたつ (CCV)

『
呻
醐
爺

(1)[p,b,t,d,k,9,f,0,Л +[r]

[pr]:pray    [br]:bring

[kr]i Cry      [gr]:green

『
r]i Shrink

[tr] [dr] :6t
[0r] :16.o*.

l.語頭連続

8 03

[fr]

try

iy
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(2) [p,b,k,9,f,s]+[1]

[pl]:play     [bl]:blue

[fl]:且 y       [Sl]:Sly

[kl]:Clear     [91]:glad

(3)Ld,k,9,0,s]+[w]

[tW]:tWin   [dW]:dwell [kW]:quite  [9W]:guava

[OW]:thWart [SW]:swim

(4)[p,b,t,d,k,f,v,s,nl,n,1,h]+[j]

[pi]:pure   [bj]:bureau *[tj]:tune

[kj]:Cue   [fj]:few    [司 ]:VieW

[mj]:meW  *[ni]:new  *[り]:lure

*[di]:due

*[Sj]:Superb

[hj]:hue

(5)[s]+[p,t,k,f,m,n]

[Sp]:Spin  [St]:stay

[Sm]:Small  [Sn]:snow

[sk] : s6; [sf] : 5p5.r"

2. ・子音が 3つ (CCCV)

(1)[Sp]+[r,1,j]

[Spr]:Spring  [Spl]:Split [spi] : spew

(2)[st]+[r,j]

[Str]:Stream *[Stj]:stew

(3)[sk]+[r,w,j(1)]

ISkr]:SCream [SkW]:square

[Ski]:skew  [skl](き わめてまれ):sclerOsis[skli(0)r6usis]

(注)*u]は、米音では弱くなったり落ちてしまったりすることがある。英音では発

音されるのが普通。

8 04
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‖.語末連続

英語の単語は、語尾に子音がひとつしかない場合から、 4つ連続する場合までさま

ざまです。子音の連続は、たとえば、eat[ilt]→ eatS[iltS]、 aCt[“ kt]→ aCtS

[乏
ekts]、  help[help]― →helped[helpt]、  six[siks]― →sixth[siksO]、  Elizabeth

[illzoboO]―
→Elizabeth's[11lzoboOs]、 bag[bag]―→bags[bagz]などのように、3

人称・単数。現在形の[s,z]、 過去形の[t,d]、 序数を示す―th[0]、 属格 (所有格)を

表す[s,z]、 複数形の[s,z]な ど力平寸け加えられることによって、実にさまざまな形を

とります。以下、私たちにとって問題となる、子音がひとつの場合から、数を追って

まとめておきましょう。

1.子音がひとつの場合 (VC)

[p, t, k, b, d, g, tJ ,dg, m, n, rJ, l, f, v, 0, 6, s, z, | 5]

[p] : stop

ldl : uaa

[m] : some

[f] : leaf

[s] : bus

(3)[s,1,13]+[k]

[Sk]:aSk

[t]:Sit

[g]:Sag

ｎ

　

ｖ

ｋｅ

，ａｃ
ｈ

‐ｎｇ

‐ｅｔ
ｈ

‐ｓｈ

ｔａ

ｔｃ

ｓｔ

ｔｅ

ｂｔ

国

団

回

回

□

ｌ
　
Ｖ
　
Ｚ

Ｉ
　
　
ａ
　
　
■

摂
　
ｌｅ
　
ｂｌ

[b]:SOb

[dろ]:judge

[1]:tell

[ё ]: C10the

[5]:beige

2。 子音がふたつの場合 (VCC)

(1)[s,1,m]十 [p]

[Sp]:WaSp   [lp]:help    [mp]:Camp

中
呻
醐
論

(2)[p,k,■ f,0,s,∫,1,n]+[t]

[pt]:apt    [kt]:SeCt

[Ot]:earthed  [St]:ね St

[nt]:Sent

[tJt] : q721.5"4

L[t] : washed

[ft]:10■

[lt]:た lt

8 05

[lk]:Silk [1〕
k]:ink
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(4) [b, g, da, v,6,2,J, 1, [, n,4] + [d]

[bd] : ru66.6 [gd] : sagged

[6d] : 6211r"6 [zd] : seized

[md] : 12p"6 [nd] : 5sn6

(5)[1,n]十 [晩 d5]

[1切 :belCh

(6)[p,t,k,f,0,n]十 [S]

[pS]:mapS   [tS]:CatS

[OS]:Beth'S   [nS]:SenSe

(7) [b, d, g, v, 6, 1, m, n, 4] + [z]

[bz] : se5. [dz] : 1eu6.

[62] : 6211r". [z] : 6s11.

[t]zl : wings

(1)[s]が付く場合

months[mAnOS]

thinkS[01つ kS]

[dろd]:judged [Vd]:SaVed

[3d]:rOuged  [ld]:field

[つd]:banged

[ntJl : 6sn.5 [lfu] : 5u1*. [nd5] : change

[kS]:b00kS   [fS]:laughS

[gz] : bags lvzl
[mz] : 116". [nz]

halves

trains

(8)[1]+[f,v,m]

[lf]:elf [1v] : 1y0"1,r" [1m] : slrn

(9) [n,f,1]十 [0]

[nO]:tenth [fO]:fl■h     [10]:health

3.子音が 3つ続く場合 (VCCC)

inStinCt[lnStiη kt]、 glimpSe[91impS]、 attempt[Э tOmpt]、 prOmpt[pram(p)t

lprOm(p)t]、 text[tekSt]、 mulCt[mAlkt]の ような場合もあるが、大多数は、先に

述べた [s,z]、 [t,d]、 [0]な どの接辞力平寸くことによって、子音の 3連続が生ずる。

depths [depOs] tests [tests] rejects [ridg6kts]
helps [helps]
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(2)[z]力平寸く場合

elVeS[elVZ] kilns fkilnz] holds [houldz] bulbs [b.tlbz]

(3)[t]が付く場合

C01lapSed[k01乏 わpSt] helped[helpt]  linked[liηkt]  rnilked[lnilkt]

(4)[d]が付く場合

ShelVed[lelvd] nlmed[filmd]

(5)[0]が付く場合

twelfth[tWelfO] SiXth[SikSO]

4.・子音が 4つ続く場合 (VCCCC)

数はたいへん少ないです。

texts [teksts]
prompts [prom(p)ts I prcm(p)ts]

twelfths [twelfOs]
glimpsed tSlirnp{l

以上、子音が続く場合、および単語が子音で終わる場合に、母音を付け加えないよ

うにしなくてはなりません。以下のEXAMPLESお よびEXERCISESで十分練習を

積んでください。 『
呻
醐
爺
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1
SECT10N

子音と[r]がつながるとき

■図□回饉
※ [  ]内 は注意すべき子 音連続 の発 音を表す

Try and do it. [tr]
They treated me very well. [tr]
He drives well. [dr]
He drinks a lot. [dr]
She pressed the bell. [pr]

He praised the cooking. [pr]
She brushed her teeth. [br]

He crashed his car. [kr]
Grain is ground into flour. [gr]
She fried the bacon. [fr]
I have a sore throat. [0r]

Her voice was very shrill. [Jrl

He spread butter on the bread. [spr] [br]
He looks rather strained today. [str]
The car was sold for scrap. [skr]
I saw him in the street. [str]

∩
1.

2.

3.

4.

5。

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

1.やってみてごらん。

2.彼らは私を手厚くもてなしてくれた。

3.彼は運転がうまい。

4.彼 は大酒飲みだ。

5.彼女はベルを押した。

6.彼 はその料理をほめた。

7.彼女は歯を磨いた。

3.彼は車をぶつけた。

9.穀物はひかれて粉になる。

10.彼女はベーコンをいためた。

11.私はのどが痛い。

12.彼女の声はとてもかん高かった。

13.彼はパンにバターを塗った。

14彼 は今日は緊張しているようだ。
15.そ の車はスクラップ用に売られた。

16.通りで彼を見かけた。
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POiNT

狐躍

tⅣ [=ai]は決して[torai]や iturai]ではありません。Itlと [r]の間に母音を入れない発音

を身につけましょう。ここでは、[p,t,k,b,d,9,f,0,』 +[rlや、[Sp,St,Sk]+[r]のよう

に、子音連続が[r]で終わる例を見ていきます。

代表例として取り上げたtry[trai]は 、発音も難しく、 しかも日本語にはまったくない響
きを持っているため、リスニング・スピーキングの点で大きな障害になります。

|
[r]が [t]の後にきた場合は、単独で発音されるときとは違った音色になります。そ

ればかりでなく、強い[th]の影響で[r]が無声化し、[tr]全体が独特の音色になります。

日本語の「チュ」([t∫ u])の音に似ていると言えないことはありませんが、根本的な

違いは、英語の[tr]には母音の[u]が入っていないという点です。[trai]は 、決して

[t∫urai]で はないということです。[t]の後に[u]を 入れないように意識しましょう。

発音の仕方

発音のコツは、舌の先を思い切り後ろのほうに引き、歯茎の裏に付けて強く[t]

を破裂させることです。「チュライ」と言おうとすると[u]が入ってしまうので、[t]

の破裂の後に、おもむろに[ai]と 続ける感じでやるとよいでしよう。同様に、たと

えばtrue[tru:]の場合も、「チュルー」「ツルー」の調子で言うと、[t]と [r]と の間

に[u]が入ってしまい、英語ではなくなります。とにかく舌を思い切り後ろに引く

ことです。[tr]お よびその他の例の音色は、音声を聞いて耳に覚えさせることが大

切です。以下、具体的に見ていきましよう。

1.try[trail。 [tr]を ひと塊のように扱うことが大切。

2.treated[triltid]。 [tr]の後の母音([ai][11][u:]な ど)は、[tr]の [r]を あまり意識し

ないようにして続けるとよい。

3.drives[draivz]。 [dr]は [tr]の有声音。日本語の「ヂャ」と同じではない。[tr]の場

合と同じ舌の位置で言う。

4.drinks[driη ks]。 「ヂャ」でも「ヂュ」でも「ドゥリ」でもない。

5,′ 6.pressed[prest]、 praiSed[preiz司 。強い[ph]の破裂の前に、舌はすでに[r]
のところにいっていることが大切。

7.brushed[brA∫ t]。 [br]は [pr]の [p]が有声化したもの。

8.crashed[kra∫ t]。 強い[kh]の破裂の前に、舌はすでに[r]の位置に置かれているこ
と。[k]を発音してから[r]を 言おうとしては駄目。

9.Grain[9rein]、 ground[graund]。 [gr]は [kr]の [k]が有声化したもの。

10.fried[fraid]。 [fur]にならないように。[f]と [fu]の違いを確認すること。

11.throat[o■ Out]。 [o]と 10u]の違いを確認すること。

12.shr‖ I Jril]。 上と同様、[|]と
『
u]の違いを確認すること。

13.spread[spred]、 bread[bred]。 Ispr]と [br]をマスターする。

14.strained[streind]。 [s]に力を入れないこと。

15.scrap[skrap]。 上と同様、[s]に力を入れず、時間をかけないようにする。

16.street[strilt]。 [s]と [su]の違いを確認すること。

瓢
日
】＝
罫
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EXERCISES
1

SECT10N

∩
音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して言つてみましょう。

1.       is      closen

2. The cup_when he_it.

3. These days′ students are_with sch001.

4. lt's

5. Let's       the

6. l′m_to you for_the books.

7. He、Ⅳas     as an

8. itook a      to read(Э n the

9. He visited

10. Did you_along sorne insect_?

11. She            alrnonds over the cake.

12. He gave a_oflaughten

13. Y`(Ou neeCl a      fOr thiS mediCine.

14. She has a!ot of      with her

15. Her_is hurt by his_.

16. IHe entered           in the      clontest.

17. This should be kept__.

18. He's      about his

19. The show            exciternent.

20. 

- 

will be needed for that.

21. Japan is a _
22. lt was his _ to win the Nobel
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解答・解説

この問題は、EXAMPLESの ところで、[tr][dr][pr][br][kr][gr][fr][Or]レ ]の
それぞれの音色が耳にしっかりと残っていれば、それほど難しくはありません。難し

いのは、下線部で母音を入れないように発音することです。[tr][dr]は E×AMPLES
の解説のとおりに、また、[pr][br][kr][gr]は それぞれ、最初から舌を[r]の位置に置

いておくように、そして[fr][Or]肱]は、素早く言うようにするとよいでしょう。子

音連続にはカタカナが通用 しないので、耳に覚えさせる以外ないのです。

1.ChriStmaS[kriSmOS]、 draWing[dr61lη ]          [kr][dr]
2.broke[堕 ouk]、 dropped[生

`ptl生
6pt]       [br][dr]

3. frustrated[frAstreitid]                          [fr][(s)tr]

4. probably[prabЭ blil pr6-]′ true[truI]                 [pr][tr]

5. cross[kro(I)s]、 street[strilt]                       [kr][str]

6. grateful[grOitf(o)1]、  bringing[briniり ]               [gr][br]

7. trained[treind]、  e:ectrician[1lektri∫ (o)n]           [tr][(k)tr]

8. thriller[Orllor]、  train[trein]                          [Or][tr]

9, StratfOrd[StrtttfЭrd]                       [Str]
10. bring[briη

]、
 Spray[Sprei]                        [br][Spr]

11・  Sprink:ed[Sprlη kld]′ grOund[graund]               [Spr][gr]

12.scream[skrilm]                      [Skr]
13. prescription[priskrip∫ (o)n]                     [pr][skr]

14. trouble[trAbl]、  children[t∫1ldr(o)n]                [tr][dr]

15,pride[praid]、 criticism[kritisiz(o)nl]            [pr][kr]

16. three[Ori:]′ prints[prints]、 photography[fOt6grofil― t69-]

[Or][pr][gr]

17. strictly[striktli]′ private[praivit]                     [str][pr]

18. crazy[kr6izi]、 girlfriend[96:rlfrend]                [kr][fr]

19・  Created[kri6itid]′ great[greit]                      [kr][gr]

20. Three[Oril]′ strong[strЭ (1)り ]′ SCrevvs[skru:z]     [Or][str][skr]

21.free[fril],countW[kAntri]                [fr][tr]

22.dream[drilnl]、 prize[praiz]                [dr][pr]

目
中
呻
醐
爺
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SECT10N
2
子音と[1]がつながるとき

Ｒ′●
■

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

ls that clear? [kl]
It's a bit cloudy today. [kl]
Willyou hold my place, please? [pl]
Her face was completely blank. [pl] tbll
She glanced at him. [91]

l'm glad to meet you. [gl]

How long is the flight to London? [fl]
People flocked to the concert. [f1]

She slapped his face. [sl]

She slipped and fell into the river. [sl]
His eyes are blue. [b1]

It was a splendid piece of work. [spl]
It fell, splash, into the river. [spl]
She has a split personality. [spl]
Close the window, please. [kl] [pl]
It's made of glass. [gl]

獲□D一

1.(い ま言ったこと)わかった
'

2.今日は少し曇りがちだ。

3.私の席を取っておいてもらえますか。

4.彼女の顔はまったくの無表情だった。

5.彼女は彼をちらっと見た。

6.お会いできてうれしく思います。

7.ロ ンドンヘは飛行機でどのくらいですか。

8.コ ンサートには大勢の人が集まった。

9.彼女は彼のほおをピシャリとたたいた。

10彼女は滑って川に落ちた。

11.彼 の日は青い。

12.そ れは見事な作品だった。

13.そ れは川に ドボンと落ちた。

14.彼女は二重人格だ。

15.窓 を開めてください。

16.そ れはガラスでできている。

EXAMPLES
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POiNT

剛鷹

」ear[里ior]は [kulior]ではありません。よほど注意しないと、[k]と [1]の間に[u]を入

れてしまい、しかもそれに気がつきません。ここでは、[p,k,b,9,f,s,spl+[1]の連続を

見ていきます。

子音十[1]に は、ふたつのポイン トがあります。ひとつは、子音と[1]と の間に母音を入れ

ないこと。もうひとつは、私たちが苦手な[1]と [r]の 区別にかかわることです。

事
たとえば、play[plei]と pray[prei]の 音の違いの識別は、きわめて難しいもので

す。仮に、lay[lei]と ray[rei]と の場合のように、単独の [1]と [r]と の区別がついた

としても、[pl]と [pr]の ように、ほかの子音と連続して出てくる [1]と [r]と の区別が

つくとは限りません。これは、強い[ph]の 後で [1]も [r]も無声化してしまうことにも

よりますが、しかしそれ以上に、[pl]や [pr]の ようにふたつの音がひとつになってし

まったような音が日本語にはなく、その区別の必要もないというのが原因です。

発音の仕方

[1]と [r]は、自分で正しく発音できるようになると、おのずと区別がつくように

なるものです。[pl]の 発音の仕方のポイントは、[p]を破裂させる前に、舌を[1]の

位置に持っていっておくことです。練習方法としては、まず舌を [1]の位置に置き、

しっかりとくっつけた後、おもむろに[p]と発音します。舌を付けたままの [pl]が
できたら[ei]を 添えるように言います。[p]を破裂させてから舌を [11の ところに持

つていこうとすると、どうしても [pul]の ように[u]が入ってしまいがちです。な

お、難しいのは [pl]と [pr]だけではなく、[bllと [br]、 [kl]と [kr]、 [91]と [9r]な ど

もあります。参考までに、区別が難しい単語を少し挙げておきましょう。

pleasant / present ply / pry plod / prod blade / braid bland /
brand bleed / breed bled / bread blessed / breast blight / bright
blue / br-ew Otunt Z Orunt dJsh / o-ash claw / craw-clue / crew
clutch / crutch climb / crime cloud / crowd flame / frame flee /
free flight / frighl glass / grass glaze / graze glow / grow glue /
grew

1.′ 2.Clear[茎
lior]、
cloudy[klaudi]は ともに、[k]の破裂の前に、舌を[1]の位置に

付けておく。

3.. 4. place[pleis]、  p!ease[plilz]、  cornpletely[ko■ lpllltli]、  blank[blそ Elk]
は[pl]、 [bl]と もに、先に舌を[1]のところに置いておく。

5.J6.91anced[91anstl glα lnst]、 giad[91“ d]は [g]の破裂の前に、舌を[1]の位置
に持っていっておく。

7., 8. flight[flait]、  flocked[f10ktlflЭ kt]は [ful]に ならないように素早く言う。

9.110.S:apped[slapt]、 S‖ pped[slipt]は 難しい。[s]か ら[1]へ素早く舌を移動さ
せて、Isul]と [u]が入らないように。

11.～ 16.blue[hlu:]、 splendid[sp16ndid]、 splash[里旦lal月、sp‖ t[split]、 Close
[k10uZ]、 pleaSe[plilZ]、 91aSS[91aS 1 91GIS]。 [Spl]は、[S]と [p]の間に、時間

をかけないようにする。

Ｊ
日
「『畔
醐
爺
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SECT10N
2
IXERCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して正しく言ってみまし

よつ。

1. She_that she′s the best sM′ imnlerin the_.

2. 丁his razor     ls

3. :need rny_when:use a dictionary.

4. His style of living is very_.

5. The pige()n_its wings and_avvay.

6. She's trying to_dc)vv n.

7. The sausages_in the pan.

8. 'VV‖ ly()u_the kitchen?

9, His wife′ s death was a real_to hirn.

10. She      atthe man.

11, Ylou should stick to your first_.

12. The sports car_past.

13. My mother:ikes thinly_bread.

14. lt's been a_to talk with you.

15. !tis      to ll

16. Herrnanner was a__Of charm and_.

17. !Don′tlook so

18. Will you_in the e:ectric_?

19. His eyes_with angen

20. The roads、 vere very_.

21. Could you_these papers togethe昨 _?

22. lt′s a bit_today,isnit it?
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解答・解説

「子音十エル音 [1]」 の発音のうち、[pl][bl][kl][91]の発音はそれぞれ、[p][b][k]

[9]の発音をする前に、舌を[1]のところに持ってきて、 しっかりと付けておく、とい
うのが発音のポイントでした。これに対して[fl][sII lspl]の場合は、先に舌を[llのと

ころに持っていけないため、l flや [s]の後に[u]を入れないようにして、ひと息に次の

lllや lpllを続けて言う必要があります。特に[spl]は間に母音を入れないよう注意し

ましょう。

… …

1・ ClaimS[kleimZ]・ Ci・SS Ik■SI里Q:S]

2.blade[ble珂 .blue uu:]

3.glasses Ll`Osiz 1 91Cs―
]

4. plain[plein]

5. fiapped lflapt].fleW[flu:]

6.slim[slim]

7.splutered[splAtЭ rd](「バチバチと音を立てた」の意味)

3.clean卜 li:n]

9・ biOW D10u]

10・ 91aFd[918Эrd]

11・ plan[plan]

12‐lashed[1可 t]

13. 51iCed[Si■ St]

14 pleaSure L1630r]

15.close[1〔 lousl.o′ clock[Э kldk lЭ k10k]

1● pleasant uozon■ blend lblend].simplicity lsilnュ isoti]

17.91。Omy[gr:mi]

10・ plu9〔 plヽ 9]・ (|。Ck[L:。 k lL10k]

19・ flamed[fleimq

20.s‖ppe,世ip(0)n]
21.c"p up]、 please u:z]

22.(loudy〔klaudil

瓢
目
】『呻醐爺
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0

SECT10N
3
子音と[w]がつながるとき

口四口匡

∩
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

She gave birth to twins. [tw]
Let's have a quick drink. [kw]
Snow White and the Seven Dwarfs [dw]
l'll have guava juice, please. [gw]
He has thwarted all her plans. [0w]

She switched on the light. [sw]
He's squeezing a lemon. [skw]
He has given up smoking. [sm]

That's a good snapshot. [sn]

Don't dwell on your past. [dw]
She eats twice a day. [tw]
They quarreled with each other. [kw]
He has a square jaw. [skw]
He's a swift runner. [sw]

The fish smells terrible. [sm]

He gave a loud sneeze. [sn]

謳D一一
1.彼女は双子を生んだ。

2.一杯引っかけよう。

3.白雪姫と7人の小人たち

4.グアバ 。ジュースをください。

5.彼は彼女の計画をことごとく挫折させた。

6.彼女は明かりのスイッチを入れた。

7.彼はレモンを絞っているところだ。

8.彼は禁煙している。

9.そ れはいいスナップ写真だね。

10.過 ぎたことをくよくよ考えるなよ。

11.彼女は1日 2食だ。

12.彼 らは仲たがいした。

13.彼のあごは角張っている。

14.彼 は足が速い。

15.そ の魚はひどく嫌な臭いがする。

16.彼 は大きなくしゃみをした。
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POINT
twins[twinz]は [tuwinz]で も[tuinz]でもありません。私たちは、[t]の後に[u]と言

いがちですが、[wi]は [ui]と は違います。また[twi]は独特の響きを持っています。こ

こでは、Lk,d,9,0,s,sk]十 [w]を中心に、[sm][sn]な どの連続も学びます。

岡田
twins[twinz]は 、日本語に近い響きで「ツインズ」[tsuindzu]と 言っても、「トゥインズ」

[tu(w)indZ]と 百つても、原音からはるかに離れたものになってしましヽます。日本語には、

[wi]の 連続がないばかりでなく、[tw]と いう連続もありません。ということは、英語の

[twi]は、日本語にはない一種独特の響きを持っているということです。この発音も、自分

で正 しくできるようになると、聞き取りが楽になります。

⑮
発音の仕方

発音のポイントは、舌の先を引つ込めて、舌先が歯の裏にではなく、歯茎に付

くようにすることです。そして唇を丸めるようにして強く[t]を破裂させ、ひと息

に[twi]と 続けます。この場合、[t]は強い破裂音 [th]であって、[w]が無声化しま

す。これによって、一種独特の響きになるのです。[twi]と [tuwi][tui]の 区別がつ

くように練習するとよいでしよう。[wi]は、[ui]にならないように、[wa]と言うつ

もりで[a]を [i]に して、[wi]の 連続に持っていくようにします。

このほか[tw]ばかりでなく、[dw][kw][9w][Ow][sw]はすべて、それぞれ [d]

[k][g][0][s]の 段階で、すでに唇を丸めるようにしておきます。そして間を置かず

に、ひと息に[dw][kw][gw][Ow][sw]と 破裂させ、次の母音に続けていくように

します。[sn][sm]も、[sun][sum]に ならないようにしますが、日本語の「住んだ」

Isunda]、 「住む」[sumu]の ように発音すると、[u]が入ってしまいます。[s]と [su]

の違いから、[sn]と [sun]の違いを区別するように練習するとよいでしよう。

1.twins[twinz]。 ひと息に言ってしまう。

2. quick lkⅥ 4k]。 [kuikk]「 クイック」にならないように。

3. Dwars[dwolrfs]。 舌を後ろに引いて[d]を 発音する。

4. guava[gwavЭ
]。 [guwaba]「 グワバ」にならないように。

5.thwarted[owartid]。 [suЭ Itido]「 スオーティド」にならないように。

6.switched[swi」 t]。 [sui■■to]「スイッチト」にならないように。

7.squeezing[skwlzil]。 野球の[sukuizu]「 スクイズ」にならないように。

8. smoking isln6ukiη ]。 [sumookiηηu]「スモーキング」とは違う。

9.snapshot hnap∫ atl呈呈κp∫Эt]。 [s■na]「スナ」にならないように。
10. diwell[dwel]。 [duelu]「 ドゥエル」にならないように。

nl,twice[twais]。 [tuwaisu]「 トゥワイス」ではなく、ひと息に。

12. quarreled[k、 6(1)r(o)ld]。 [kuo]「クオ」の感じにならないように。

13. square[skW80r]。 [Sukuea]「 スクエア」にならないように。

14. s、 vit ls、 vift]。 [suif(u)tu]「 スイフトウ」にならないように。

15. sme‖ s[slnelz]。 [sumeluzu]「 スメルズ」にならないように。

16.sneeze[sni:z]。 [sunilzu]「スニーズ」にならないように。

饉
『
呻
醐
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SECT10N
3
EHIRCISES

∩
音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して正しく言つてみまし

よつ。

1. He      the handle.

2. 'VVe asked_to sing a song for us.

3. He gave the naughty boy a_vvith his hand.

4.Hisiacket is made of_.

5. 丁hey vrere all_in the heat.

6.       rackets are srna‖ er than tennis rackets.

7. He_the boy′ s bottom.

8. She′ s noⅥ′_years old.

9. The gir!′ s rather_for her age.

10. They!ook for_____」 rather than_.

11. Her hopes_.

12. Ylou_your arms when you wa!k.

13. The」 apanese eat a lot of_.

14. He managed to_a mea:.

15. She spoke with a nasal_.

16. VVe often      books with each othen

17. 丁he man_dc)vvn to ta!k to the boy.

18. Her eyes_:γ lischievously.

19. He had a_lunch in the!Э ark.

20. lt takes about a      of an hour.

21. She tried to_me about vvhati′ d been dc)ing last night.

214



解答 0解説

日本語で1よ 子音の後に母音が続きます。そのため私たちは、[tW][dWHkW19W]
[ow]Isw][s■ ]Is」 の発音をするとま [w][■ ][n]がそれぞれA厚寺に似た音である

だけに、自分の発音の誤りにいっそう気づきにくいのです。たとえ|よ quit[kwit]

は、 1音節の単語です。ところが、日本語的なま着になると、
「

u(w)itt(o)]の よう

に、何吉節にもなってしまいがちです。[ku(■)ilとなると、そこでもう2音節になっ

てしまいます。ひと息でまとめて、
「

wit]と 1音節で溌音するようi、紹 する必要が

あります。

… …

1・ tWiied[tWiStidI

2. Gwen 19wen]。 19u―(w卜」のように多音節にしないように。

3.thwack EIak]。  1吉節。

4.tweed[twi:d]。 日本語の「ツイード」Itsu― i― iコo]と はまったく魯きが違う。

5. sweating L■ 6til〕。「スエット」Isu(w)ettO]に ならないように。

6.Squash〔 skw“ lskw6Л。1書姉。
7.5maCked[Sma壼

]。
1音節。

3.twelve[twelv]。  1青節。

9.small[smЭ」]は 1音節。「スモール」〔sumoolu]ではない。

lo. qua‖ ty[1〔 WaOtilkW61-1・ quantity[kWα ltOtilkWう n― ]

11.dWindled[dWind可

12.swing lswη ]。「スイング」[su(w)iっu]ではなく.1音節。

13.squid lskwid]。  1音節にして発音。

14.snatch isna』。 1音節にして発音。

15.twang LIPD]。  1吉節にして発音。

16.swapped lsI,ptlsIЭ pt]。 1音節。

1■ Squated ISk」 tid l塾■'6t― ]
18.twinkled[twinkldl

19.snack[snak]。 「スナック」[sunttku]で はなく. 1音節。

20. quarter[kw,rterl

21.quiz[k」 z]は「クイ利 [kuizu]に ならないように。1音節。

『
呻
醐
爺

215

「
”
『
汁
∞



4
ECT10N

語尾の子音
一 連続するとき

⌒

d8ニキ5b

回 D

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

She′SSiX mO■重lS Old・ [nOS]

丁here are some nice open― air batts there.[ё z/Os]

The fraCtiOn f市 e OVer SiX(=)iS Said′
″
five―sittLS・

″
[kSOS]

丁hree― fi■Ll ofthem were bought for gi旦 堕.[fos][fts]

1壺 Gare壼′s new car.[ts][Os]

He VVaS bOrn On the te■th Of」 une・ [nO]

鴇′Ould yOu‖ ke SOme miEl≦ e pieS?[nS]

They are my SO⊇■in― laW・ [nZ]

HiS mOther′ S eyeS Were batted in tearS・
[ё d]

He CO‖apttd With a heart attaCk・ [pSt]

She Sett herreSpestStO yOu.[ndZ][kts]

She pull聖旦him Out Ofthe rOOm.『 t]

He gaこ ed Out the WindOVV・ [Zd]

I Wattted him SWimming・ [t川

丁hey ju蛙」herto be a stranger.[d6d]

l graSttd What he WaS getting at・ [Spt]

1彼女は生後 6カ 月です。
2.あ そこにはいい露天風呂があるよ。

3.分数の

=は
、「6分の 5」 と読む。

4.その 5分の3がギフト用に売れた。

5.そ れはガレスの新しい車だ。

6.彼は6月 10日 に生まれた。

7.ミ ンスパイをいかがですか。

8.彼 らは私の義理の息子たちです。

9.彼の母親の目は涙で濡れていた。

10.彼 は心臓発作で倒れた。

11.彼女が君によろしくとのことだ。

12.彼女は彼を部屋から押し出した。

13.彼 は窓の外をじっと見つめた。

14.私 は彼が泳ぐのを見ていた。

15.彼 らは彼女をよそ者と判断した。

16.彼の言いたいことがわかった。

EXAMPLES
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POINT
mOnthS ImAnOS]は [mAnOuS]で も[mAnOuSu]でもありません。カタカナで表すと、マ

ンススというよりは、マンツの感じです。ツを弱めに、母音の[u]を除いて[mAntS]のよ

うに言います。ここでは、語尾に子音がふたつから4つも続く場合を取り上げます。

回田
ここでは、単語の終わりにくる子音だけの連続を扱っています。単語の終わりというのは、

母音の後ということになり、これまで扱ってきた母音の前にくる子音だけの連続とは状況が

違います。問題点は次のふたつです。

■・・

11)子音と子音との間に母音を入れないこと。これはすべてに共通です。

(2)最後の子音に母音を付け加えないこと。子音の連続の後に母音が続かずに子

音で終わるために、さらに難しくなります。

日本語は、「ん」を除いて、単語が母音で終わるので、この形に慣れてしまって

いる私たちは、最後の子音に母音を付け加えてしまいがちです。語尾の子音連続

は、上の(1)と (2)の点に同時に注意し、腰を据えて練習する必要があります。

1.mOnthS[mAnOS]は 、 リスニング・スピーキングの両面でたいへん難 しい単語。と
くに、最後の複数形―s ls]の発音が問題になる。この [s]が あるのに聞き取れない、ま

た[s]が発音できないというのが普通である。monthsは 、単数形の [mAnO]と は、は

っきりと区別されなくてはならない。複数であることがわかるように、[s]を しっかり

と発音することが大切。 しかも、[mAnOuSu]や [InAnSu]に なってはいけない。具

体的には、[InAntS]の ように、[t]を 弱めに、ただし[s]は [su]に ならないようにはっ

きりと言うこと。[mAno](単数)と [mAnOS](複数)の練習が必要になる。

2.baths[b“ёz]ま たは[baOs]。 [ё z]は [Os]の有声音。[Ousu]に ならないように。

[baOz]は [b■
dz]、
[b“ osIは [bats]の響きに注意して発音するとよい。ダウンロー

ド音声は[baёz]に なっている。

3.sixths[siksOs]の 発音は難しい。最後のIs]に とくに注意。これは、six[siks]を

[sikusu]に Iず、[siks]の後に軽く[ts]を 付けるようにするとよい。[siksts]の 響き。

4. 9ifts[gifts]。 [gifutsu]にならないよう1こ。

5.lt's[its]、 Gareth′ s[gttroOs]

6. tenth[tenO]。 [tenOu][tensu][tens]に ならないように。

7.mince[mins]。 [minisIの ように響く。弱い「ツ」の響き。

8.sons― in― !aw[sAnzinlう I]

9. bathed[beiё d]。 [beiё udu]に ならないように。

lo. cOnapsed[k01鹿 ‐pst]。 [k01[tpusutu]に ならないように。

11・  SendS[SendZ]、  reSpeCtS[riSpOktS]

12. pushed[pu∫ t]。 [pu∫utu]`こ ならないよう:こ。

13. gazed[geizd]。 [geizudu]に ならないように。

14,watched[wat∫ t]。 [wαげ■u]にならないように。

15. judged[d5Ad5d]0[d5Ad5idu]に ならないように。

16.grasped[graspt]。 [gras(u)putu]に なりやすいので注意。
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SECT10N
4
EXERCiSES

ノ
nヽ

d8]キ 6b
音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意 しながら同じように言っ

てみましょう。

1. 'VVe haci dinner at the_last night.

2. She      that old vvorTlan.

3. He stili      in the      Of his rnemories.

4. The shop_curtain material of various_.

5. They_to produce_c)f various kinds.

6. We al:stood up and drank their_.

7. _your mouth out.

8. VVe_up a meeting for__.

9. She_his disappc)intrnent.

10. Hers in his

ll. She      herself in

12. She      her coat.

13. He     at the clock.

14. lthoughti_hirn in the crovvd.

15. He_the man bythe arm.

16. She_in surprise.

17. They haven′ t_an agreement yet.

18. She      the

19. Thejob_a great dea1 0f hen

20. VVe have_a picnic for_Sunday.

21. He_a sigh of relief.
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解答 0解説

単語の終わりにくる子音の連続で、最も聞き取りが難|しいのは、[Os]と [ё z]で しよ

う。このふたつは、同時に発音もたいへん難しいので、徹底して練習する必要があり

ます。ダウンロード音声を最大限に活用してください。

1.Smiths′ [smios]。 [smits]の ような感じで。[Os]は 弱い「ツ」[ts]のような感

じで、[t]を ほとんど破裂させないようにして発音する。

2. loathes[louOz]。 [loudz]の ような感じで。[ё z]は弱い「ヅ」[dz]の ような

感じで、[d]を ほとんど破裂させないようにして発音する。

3. !ives[livz]は [livuzu]に ならないように。depths[depos]は [depts]の感

じで。

4.se‖s[seL]、 widthS[witOs]または[widQ旦 ]。 [tOs][dOs]は、それぞれ[t]

[d]を 完全に破裂させないようにして[wits][widts]の 感じで言う。付属 CD―

ROMの音声は[widOs]で「ウイヅ」の響きになっている。[tOs]は 弱い「ツ」

を、[dOs]は 弱い「ヅ」をややゆっくりめに百つようにする。

5. used uulst]、 cloths[klЭ 10s]または[klolё z]。 「クロツ」の響き。弱い「ツ」

の響き。

6.healths[he10s]は [helts]「 ヘルツ」の感じで。弱い「ツ」の響き。

7.Rinse[rins]は [rints]「 リンツ」の感じで。弱い「ツ」の響き。

8.fixed[fikst]、 ne対 [nelttt]、 mOnth[mAnΩ ]

9・  SenSed[SenSt]

lo.teens[tinz]。 [tilndz]「ティーンヅ」のようになることがある。

11. c10thed[k10uod]、  silk[silk]。 [k10uё udu]ではない。

12. brushed[brA∫t]

13.91anced[glanst1 91olnst]

14.91impsed[glimpst]は 子音の4連続。母音の前の[91]も難しい。

15. seized[silzd]。 Isilzudu]に ならないように。

16.gasped[gasptlgα spt]

17.reached[ri」 t]。 [rilttdu]にならないように。

18.whisked[(h)wiskt]、 eggS[egz]。 [k][t]の破裂はほとんど聞こえない。

19. asks[圧)sksl αlsks]。 [sks]が [sukusu]にならないように。

20. arranged br6indろ d]、  neXt[nekst]。 breindJdu]は駄目。

21. breathed[brilё dl。 [burilё udu]に ならないように。
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∩

語尾の子音
― ひとつだけのとき

1. A kitten is a young cat.

2. Good luck!

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

I could use it

l'll need it.

Don't work so hard.

I like that!

Let's eat out tonight.

Don't put it off.

He gave the child first aid.

ls this seat taken?

Did you get hurt, David?

Take a seat.

How about a drink?

What would you like?

That will do.

Let me think about it.

回トーーーーーーー

1.“ ki■en"は子猫のことです。

2.成功を祈る !

3.そ れは使える。

4.私にはそれが必要なんだ。

5.あ んまり働きすぎるなよ。

6.よ く言うよ !

7.今夜は外食 しよう。

8.(明 かりなどを)消さないで。

9.彼はその子どもに応急手当を施した。

10.こ の席、空いていますか。

11 デイビッド、けがをしたの
'

12.座 りなさい。

13飲み物はいかがですか。
14.何がよろしいですか。

15そ れで+分 (そ れでいいです)。
16考えさせてください。
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団田
単語が子音で終わる場合の問題点は次のふたつです。

(1)ス ピーキングー とにかく、母音
を付け加えないこと。

(2)リ スニングー 子音がとても聞き取
りにくい。特に文 (発話)の最後にくる

子音の間き取りには、次のような問題がある。

a)はっきりした破裂がなかったり、あるいは破裂がまったくないことも多く、
何の音かわかりにくくなる。

b)有声音と無声音との区別がつきにくくなる。これは、文 (発話)の終わり
で、有声音が無声化してしまうためである。

(1)の 問題は、かなり英語に慣れている人でも気づかずに陥る誤りです。舌の確

実なコントロールとともに、耳の感度を高めることが大切です。人の話す英語を

聞いて、「あっ、母音が入った 1」 とわかるようになればしめたものです。

(2)の問題は、たとえばSeat[Silt]と Seed[Sid]の 場合、最後の [t]と [d]の破裂がま

ったくなく、どちらも「スィー」[si:(t)][si:(d)]と しか聞こえない場合が多くありま

す。この場合、音声的には、seat[sil(t)]の [i:]の ほうが、seed lsi(d)]の [i:]よ り短い、

ということで区別がつきます。また、cease[sils]と seiZe lsi:z]の 場合、[z]が無

声化して、[s]と 区別がつきにくくなります。しかしこの場合も上と同様に、cease

の無声音の [s]の前の [i:]が、SeiZeの [z]の前の [i:]よ り短いことで区別がつきます。

たかが子音 1個 と侮ってはいけません。母音を入れてしまって、気がつかない

ことが多いのですから。

1. iS[iZ]、 yOung LAη
]、
Cat[kat]

2.Good[gud]、 luCk[lAk]0[git_lAk]の [d」]に注意。
3. could[kud]、  use[julz]、  it[it]

4.1ll[ail]、 need[nild]、 it[it]

5, Don′ t[doun(t)]、 VヽOrk[、vЭ :rk]、 hard[halrd]
6.like[laik]、 that[ёat]

7. Let′ s[lets]、  eat lilt]、  out[aut]、 tonight[tonait]

8. Don′ t[doun(t)]、 put[pu(t)]、 it lit]、 Off[Э (1)f]

9・  gaVe[geiV]、 Child[t∫ aild]、 firSt[fOIrSt]、  ald[eid]

10・  lS[iZ]、  thiS 10iS]、  Seat[Silt]

11. Did[did]、 get[get]、 hurt[hЭ :rt]、 David[d6ivid]

12. Take lteik]、  seat[silt]

13.about[Э b6u」、drink[drin」
14.what[(h)WA」、WOu:d[wud]、 llke[lalk]
15.That[ё at]、 w‖ |[wil]

16. Let[lel]、 think[Oiη基]ヽ about[ob6u二 ]、 it[i」
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√諄而f＼ iE[iz]は [izu]ではなく、young uAl]は DAη u]でもDA]9u]でもありません。また、
cat

[生豊‖タグ [kω t]はもちろん「katolでは万りません。語尾が子音で終わる単語は、子音がひとつし‐

| かなくても注意が必要です。無意識のうちに母音を付け加えてしまわな
いように。
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EXERCISES
SECT10N
5

⌒

1118118b

音声を聞いて空欄を埋め、子音の後に母音を付け加えないように気を
つけて、言つてみましょう。

1.              a

2._a____」 _day!

3. Aヽ/hy つ

4.       in

5.:

6.l

7.

8.

9. i′ll be_in a_.

10, ____this.

11. ____?

12. 丁he___very_.

13 you

14.

15.            if

16. Hovv

17. Now′ ____.

18.l′‖

19. Do you___?

20.

222
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解答・解説

日本語では 「ん」を除いては単語と単語の間で子音が続くことはないのに対して、
実嘉では子峯事がtヽ くつも続くことがあります。単語が子馨事で終わる腱計合には、母音を

加えないこと、および子音がひとつであっても、次の単語との関係で、単語噛 目の

椰刷力■摩しくなることに注意が2要です。ここでは.子吉が墓続しているところで.

母音が入らないということのほかに.すでに学んだ連結・I副七・短縮形・政裂・脱落

の現象が起きています。( )内のベージで確認しましょう。

一 ―

1.Lettake[let寸 0り .break[breリ

2.What[o)wAL(h)w屯 lwo」 .brightぴ unny[bratsAni]0.172)

3. don'tyou ldountJ可 0.121).sit down[M● lun](p.154)

4.Keep卜i:」 .tou(h ltA』
5.didntatCh[didn(3k後 』 (ρ 190).Whaり Ou Sald[① WAt∫ЭSel]

(ρ .121)

6.dOn.tpetyOur[dOun(og6t∫ o月 (ρ l`Ю .121).:Ю intatall[pOintot61]

0.87)

ス Let me[16mi]0■ 60).イ inish ifini』

8. Thatヽ 1[0こ tg」「ザツイト(ウ )」 (ρ 07)

9・ baCk pali.minute[minl」

10.:'むhink twice[“。Oi水,wai」 0」 72■
").abOut Iめ

au」

11.Whabize[(h)w6.sa二 l wOt]0.172)、 lshis[iう」
12w(rbuit,me[“ :おo“tWi卜 we‖ [wel]
13.lt′●[its]● 131)、 uplo[A● o]
14.Don.」 alに,o[d6un(11t6:k"ul● .190).loud[lau可

15. Let′ifee[lets,■ ].|.ve got that righi[aiv.g6'0こ
tratl‐

gOt―].

9o」hatight(ρ .172)

16.did[dd].it COme litl,Am]、 0曖 [aull.dititCOmqput?′ρ.87,154,
95)

17.let・」hi」he[letslli'OЭ](ρ 131.172).Ю ad[rouュ]
18.give 19り .:せomむ hought[itsom06:」。9iVe it SOme● 01.172)

19.ace● crediむards loksOpょ rOdiょα:″」こ]0.154)
20.What she[(h)WAl∫ il WOt― ](p.172).said,ti H_い oid5 gOOd

[sび sulh6uldz9`」。said ii!lo.1″ )
21.ca n't[kanllkα ni]、 arOrd[Э

“
:/』、it[1」。(an′taffOrl」 t●.87)
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Part 9
母音・子音

よく似た音の

違いを知る

英語には、日本語にない音がたくさん

あります8日 1本語の音では代用できな
いのですも|||||



ダイアローグを聞いてみましょう
⌒

d9162b

Catherine: Wanda, this tastes wonderful!

Wanda: You think so? Thanks. I had a sinking feeling l'd
overcooked it.

Catherine No, it's greatl Your tur,ke,y is the talk of the
neighborhood! When I cook a bird, it always turns out
bad. I couldn't face making a turkey for my in-laws- |

have no faith in myself. lt would come out either raw or
overdone.

Wanda The trick is to cover it with tin foil after it's been in the
oven ten minutes. And it's best to baste it often.

Catherine: l'm getting full-but it's so good. l'm a fool for dressing
And the cranberry sauce is very tasty, too.

Wanda Well, I just took a can from the shelf. Help yoursetf to
some more. lt's OK to fall off your diet on Thanksgiving.

Catherine: You're right. This dressing's wonderful, Wanda. What's
in it?

Wanda Well, on my salary lcannot afford oysters or chestnuts. I

use bread, eggs, celery, onions-oh, and some beer.

Catherine: Beer? I can't bear it! You're a real kook
cook.

0
」菫L
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リスニングやスピーキングの上で障害となる難しい英語の母音と子音をマスターします。ここで
は主に、   の単語の太字の部分に区別の難しい母音・子音が現れています。
bird「 b01′d]/bad[bad]    Salary[S溌 10ri]/Celery[S610ri]

キャサリン : ワンダ、これおいしいわ !

そう思う' あり
がとう。焼きすぎちゃったんじゃないかと心配だっ

たの。

キャサリン そんなことないわ ! あなたの七面鳥料理は近所の評判よ ! 私が鳥
を料理すると、いつも失敗。とても親戚の人たちにはごちそうできな

いわ。自分のやり方に自信が持てないのよ。生焼けか、焼きすぎのど

ちらかなの。

ワンダ 秘訣はオーブンに10分間入れた後、アルミホイルで包んでおくこと

なの。肉汁をまめにかけると完壁ね。

キャサリン : う一ん、おなかいっぱい一 でも、ほんとにお
いしいわ。私、中の詰

め物がまた好きなのよ。それにクランベリーソースもとってもいい味。

ワンダ 棚にあった缶詰なのよ。もっと好きなだけかけてちょうだい。感謝祭

の日ぐらい、ダイエットのことを忘れてもかまわないわよ。

キャサリン : そうよね。この詰め物最高、ワンダ ! 材料は何なの ?

ワンダ あのね、私のお給料じゃ、カキだのクリだのは高すぎるの。だから、

使うのはパン、卵、セロリ、玉ネギ
ー
あ、それからビールもね。

抑
畔

・
『
呻

キャサリン ビール? やめてえ ! あなたってほんとに変わってるわね
も料理はとびきり上手ね。

で
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翻轟颯_区別しにくい書の人ア母音・子音イ
レ

町甲騨l「

ひとつひとつの音にこだわるだけではダメ

英語が聞き取れず、通じないのは、母音、子音などの個々の音、そしてイントネー

ションに問題があるため、と私たちの多くは考えています。ひとつひとつの母音と子

音とを正しく並べて単語を作り、その単語を並べて正しいイントネーションで話せば

よいのだ、と思い込んでいるわけです。しかし、これがあまりにも単純化された考え

であることは、これまで学んできた英語のいろいろな問題点を考え合わせれば明らか

でしょっ。

要するに、私たちが母語の音に東縛されていることによって、英語を音声から学ぶ

上でたくさんの問題点が生じます。そしてそれらはどれも重要なのです。母音と子音

とを習得し、イントネーションに注意すれば、英語がわかり、通じるようになるとい

うものでは決してありません。ここで扱うことは確かに重要ですが、これがすべてで

はないということをしっかり理解しておいてください。このようなことを言うのは、

これまで一般的に英語の音声に関しては、母音と子音に重点が置かれていた、という

事実があるためです。たとえ|よ 英語音声学関係の書物では、全体の2分の1からと

きには3分の2ものスペースを、この母音と子音に割いています。

学術的にも、実践的にも、これは理にかなったことではありません。人体の記述に

あたって、骨のことばかりに重点が置かれ、内臓や、筋肉、そしてそれらすべての統

合としての体の動き一 歩
いたり、走ったり、屈伸したり、回転したりする一

そう

いう全体の動きに対する注意に欠けるということに例えられるかもしれません。

日本人に難しい母音・子音

以上のことを踏まえた上で、実際に問題となりやすい母音 。子音の例を見ていきま

しょう。

次に記すことは、本当にあった話です。

1.ノートを買いに店に行ったが、どうしても買えなかった。

notebookは簡単な単語ですが、いくら言っても通じなかったのです。[n6utbak]

を[n王セbukk■]と言っていたためです。この場合bookの [u]、 ウの音色が英語

と日本語とではかなり違っていることも原因のひとつと考えられます。

2.『ジョーズ』という映画を見て、原作本を買いに行ったが、どうしても通じなかった。

メαωs[d6Э :z]を [d6oudz]と言っていたためです。
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3.レコードを買いたかったのに、酒屋に連れていかれた。

record[r6kЭ rd]と言ったつもりが liquor[1lko′ ]に近い発音になっていたためで

す。

4.「 くたくたに疲れた」という意味で (特にイギリスで)Iたel shattered.と いう表

現があるが、このshattered U£ tord]を shuttered[に tord](よ ろい戸などを

閉める)と言ったため爆笑を買った。

このような例を挙げれば、きりがありません。実際、英語には、私たちにとって識

別の難しい母音や子音がたくさんあります。同時にこれらは、発音も非常に難しいも

のです。

日本語よりも多い英語の母音と子音

日本語には母音が5つしかありませんが、英語では、イギリス英語で20、 アメリカ

英語で14([r]の音色を持つ母音は除く)あ ります。

1。 日本語の母音

[i][e][a][0][u]

2.イギリス英語の母音
[iI][i][e][乏 E][α I][Э][Э I][u][uI][A][Э I][Э ][ei][Ou][ai][au][Э i][iЭ][80]

[uO]

(0ヴレグスごυαπθ″ zια″″ι″
`Dグ

θ′′θπα″フq′ C%″%ιπ′EπgJお乃による。なお記号

は日本の英語辞典の表記に沿って修正してある)

3.アメリカ英語の母音
[iI][i][e][al[α ][0][u][uI][Э ][ei][Ou][ai][au][Э i]

([r]が続く場合を含めるともっと多くなる。θ″ヵ″αS′zごικ′'s'加グθ%α″νθ/
4%ι″z・
`ク
Eπg′お乃による。記号については同じく修正をしてある)

また、日本語の子音が14(「ん」と「っ」[小さな「っ」、すなわち詰まる音の「っ」]

を除く)であるのに対して、英語の子音は24です。

4。 日本語の子音

[p][b][t][d][k][g][m][n][r][S][Z][h]D][W]

5。 英語の子音

[p][b][t][d][k][g][t月 [d6][f][V][0][0][S][Z]団 [5][h][m][n][η ][1][r]

U][W]

単語の意味を変えてしまう似た者同士の対立

仰
中

・
『
呻

母音や子音の数が少ないほう (日本語)から多いほう (英語)を学ぶわけですから
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大変です。ここで言う母音や子音の数とは、単語の意味を変えてしまう音の対立がど

れだけあるかということを意味します。

たとえlよ 日本語で蚊 [ka]の [a]と 入れ換えると意味の変わってしまう母音は木[ki]
の
[i]、 苦 [ku]の [u]、 毛[ke]の [e]、 子[ko]の [o]の 4つ しかありません。これに対

して英語では、hut[hAt]と hot[hat]、 または[hЭ t]に見られる[A]と [α ]、 [Э ]の対

立、あるいは、hurt[holrt]と heart[halrt]に 見られる[ol]と [α I]の対立のように、

入れ換わると意味の変わってしまう音が日本語よりも多くあるということです。また、

子音でも日本語には[z]音も[dz]音もありますが、このふたつの音は日本語では対立

の関係にありません。しかし、英語では、このふたつの音を入れ換えてしまうと、下

に示す例のように単語の意味が変わってしまうので、[z]と [dz]は対立関係にあるの

です。

1.日本語 数 (かず)[kaZu]θ″[kadZu]
2.英1言吾 cars[kα l′z]対 cards[kalrdZ]

以上、要するに、日本語にはない音の対立が英語にある場合、その対立はすべて、

日本人にとって、リスニング・スピーキングの両面で障害となるのです。以下、この

観点から、英語に見られて日本語には見られない音の対立をまとめておきましょう。

1。 子音

何と言っても難しいのは(1)[1]と [r]の対立ですが、その他にも次のような問題点が

あります。 (2)語頭の[p][t][k]と [b][d][g]の対立。(pin[phin]/bin[bin]など)

[ph][th][kh]と表すように、[p][t][k]は強い空気の流出を伴う。(強い空気の流れを

示すときに[ph][th][kh]の ような記号を使う)(3)語尾にきた[p][t][k]と [b][d][g]
の対立。特に破裂がない場合。(rope/robeは 、[p]の前の[ou]のほうが[b]の前の

[ou]よ り短いことで区別がつく)(4)語尾のIm,n,η ]の対立。(sum/sun/sung)(5)

[0]と [s]の違い。(think/sink)(6)[z]と [dz]の違い。(cars/cards)(7)[d5]と

[dr]、 ltЛ と[tr]の微妙な音声の違い。(jug/drug,chain/train)(3)lf]と [0]の違

い。(■nk/think)(9)[0]と [z]の違い。(then/Zen)(lo)[v]と [o]の違い。(van/

than)(11)[f]と [h]の違い。(bod/who'd)(12)lb]と [vlの違い。(base/vase)← 3)

[s]と
『
]の違い。(see/she)(14)[ji]と [i]の違い。(year/ear)(15)[wu:]と [uI]の

違い。(woo/ooh,w00f/00f)

2.母 音
特に難しいのは次のような対立です。

(1)[il]/[i](leave/1ive)(2)[i]/[e](pin/pen)(3)[e]/[“ ](pen/pan)(4)[“ ]/

[A](rag/rug)(5)[o:r]/[A](gir1/gull)(6)[α lr]/[Э I′](card/cOrd)(7)[o:]/
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[ou](hal1/1101e) (8)[iЭ ]/[80r](really/rarely) (9)[(1:′ ]/[Э :″](barn/burn)

001[α lЭ]/[A](ShOt/Shut) 0⇒ [u:]/[u](p001/pull)

(10)の [α]と [A]の対立はきわめて難しいものです。音色の違いももちろんですが、[α ]

のほうが[A]よ り長めである点に注意するとよいでしょう。このほか、アメリカ英語

の
[Э
:]/[Э I′](caught/court)や [α l]/[α:r](father/farther)な どにも注意が必

要です。

3。 その他

このように、いろいろな子音や母音は、それらがほかの音と入れ換わると、単語の

意味が変わってしまうという点で、英語では重要な音なのです。英語では、これらの

ある程度限られた数の音 (示差的要素と言います)のいろいろな組み合わせの可育旨陛
によって単語力γ乍られます。ここでは、対立する単語をそれぞれ挙げておきましたが、

その対立する単語だけが大切であるというのではなく、そういう対立をもたらす音だ

から重要なのです。その意味で、これらの音をひとつずつ確実に身につけることが必

要です。

たとえlよ Who is he?の who[huI]が [ful]あるいは日本語の「フー」[Φu:](両

唇の間で作る摩擦音)と なってはいけません。whoに対立するおoというような単語

がなくても、whoは [huI]でなければいけないということです。woodは [wud]であ

って[ud]ではいけないというのも同じことです。

1.と 2.で挙げた子音と母音の問題点のほかに、気をつけたいことを挙げておきま

す。

(1撫声子音の前の母音は、有声子音の前の母音より短い。たとえばseat/seed。 [sit]

の [il]は [sild]の [il]よ りはるかに短い。peace<peasなど。

同じ現象が、[1][m][n]に も見られる。kilt<killed、 simple<symb01、 sent<

send。

(2)[1]は、子音の前や語末では、ウの響きを持つ。neld、 feel、 milk、 millな ど。

たとえiよ sculpture[skÅ lp」or]は「スカウプチャ」のような響きになる。

(3)[η ]と [ηg]の違い。

hanger[httη or]、 singer[sttЭ′]、 longing[16(I)η iη ]、 singing[sttiり ]には[g]が

ないが、 hunger[hAη gЭ r]、 longer[16(1)η 9or]、 finger[fiOgor]、 single[Siη91]

などには[g]が入る。

(4)あいまい母音 [0]

英語にはスペリングに表されない母音があります。強勢のない音節にある母音 [Э]あ

るいは[i]がそれです。聞き取りや発音の上で大変大切な音です。

pOtatO[pOt6itOu],Camera[kttm(0)rO]

一躍職総撼機”仰叶
・中呻
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⌒

d913b
1・ [il]/1i]

区別しにくい母音のペア

2.[i]ノ [e]

beat / bit bead / bid feel/ fill
seat / sit

lit / let bit / bet sit / set

pit / pet

bed / bad send / sand set / sat

track / truck shatter / shutter

jangle / jungle stamp / stump

ramp / rump flank / flunk

f lash / flush drag / drug

crash / crush

bird / bud hurt / hut curt / cut

curl/ cull

star / stir heart / hurt f ar / Iur

car / cur park / perk lark / lurk

shark / shirk cart / curt par / purr

card / cord barn / born part / port

cut / cot hut / hot luck / lock

fund / fond nut / not putt / pot

rub / rob dull / doll jug / jog

naught / not awed / odd

stalk / stock

pool / pull fool / full cooed / could

saw / sew ought / oat

caught / coat

3.[e]ノ [a]

4.[“]/[A]

5. [arr] / [.r.]

6. [o:r] I le:rl

7. [α lr]/[Э :r]

8. [A]′ [α lЭ ]

9. [c:] / [o lc]

[uI]/[u]

[Э I]/[Ou]

EXAMPLES
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PO:NT
heart[h(lyt]と hurt[hOlrt]、  hut[hAt]と hOt[h(ltl hЭ t]、  hOle[hOul]と :hall[hЭ :1]

など、日本人にとって聞き分けること、区別して発音することが難しい音について、母

音を中心に見ていきます。

12

13.

14.

15.

16.

17.

畿 爾 D^・

苺・・ ‐―・ … …
―

―
―
一

― ―
一
―
一
一 ― 一 ―

一

1.(続けて)打つ/少 し  ビーズ/(競売など
で)値をつける  感じる/満 たす  席/
座る

2.light(火 をつける)の過去形・過去分詞形/
…させてやる  少 し/賭ける  座る/
配置する  穴、くばみ/ベ ット
3ベ ッド/悪 い  送る/砂  配置する/
sit(座 る)の過去形・過去分詞形

4.(人・車などの)通 った跡/ト ラック、貨物
自動車  粉砕する/シ ャッター、雨戸
ジャラジャラ鳴る/ジ ャングル、密林地帯
切手/切 り株  ス回―プ、 (高速道路の)
ランプ/臀部、 (牛の)し り肉  わき腹/
失敗 (す る) 閃光/赤 くなる、 (水が)ど
っと流れる  引きずる/薬  衝突、墜
落/押 しつぶす(こ と)
5.鳥 /芽  傷つける/小屋  ぶっきらば
うな/切 る  巻き毛、巻き毛にする/間
引き、摘む

6.星 /か き混ぜる  心臓 /傷、傷つける
遠く(に )/毛皮  車/野良犬、いやなや
つ  公園/(首などを)ピ ンと立てる、き
ちんとする  ヒバリ/潜む  サメ/責
任回避 (す る) 荷馬車/ぶ っきらばうな
同等、 (ゴルフ)パー/(ネ コが)ゴ ロゴロ喉
を鳴らす(音 )

[iar] / [ear] rear / rare beer / bear

fear / fare

She was walking in high (heels / hills).

I used a (pen / pan).

The (dart / dirt) was thrown.

I need a bigger (ball/ bowl) than this.

He (shut / shot) the door.

7.カ ード/ひ も  納屋/“ar(運ぶ、支える、
生む)の過去分詞形  部分/港
8.切 る/簡易ベッド、ベビーベッド  小屋
/暑い、熱い  運/錠前  基金/…が
大好きである  木の実/…でない  (ゴ
ルフの)パ ット/つ ば、鉢  こする/奪う
のみ込みの悪い、面白くない/人形  水
入れ、水差 し/(腕などで)押す、ジョギン
グする

9.ゼロ/… でない  畏敬の念を示 した/奇
妙な  大またに歩く、茎/在庫品
10.水 たまり/引 く  愚かな(人)/いっぱい
の  coo(ハ トがクークー鳴く)の過去形・
過去分詞形/can(で きる)の過去形
11.see(見 る)の過去形/縫 う  …すべきであ
る/オ ー トムギ catch(つかまえる)の過去
形・過去分詞形/上着
12後部/ま れな  ビール/ク マ  恐怖 (感 )
/運賃
13.彼女は(ハイヒールで/丘 を)歩いていた。
14.私 は(ペ ン/平なべ)を使った。
15.(投げ矢/泥)が投げられた。
16.こ れよりもっと大きな(ボ ール/おわん)が
必要だ。

17.彼はドアを(閉めた/撃った)。

巾
呻

・
『
呻
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回証
英語の母音にはアとオの中間のような音色とか、オの音色に似たウのような音といった、

日本語にはない微妙な音色の母音が多くあります。

母音は虹のようなもの

母音は虹のようなものであると考えるとわかりやすいでしょう。虹は7色 と言
いますが、赤、橙、黄、緑、青、藍、紫の色の範囲は、それぞれ虹のどこからど

の部分であるとはっきり線を引くことはできません。色は混ざり合ってだんだん

変化していつているのです。それにもかかわらず、私たちはこれを虹の 7色 と呼

びます。それは私たちが、変わつていっている色に便宜的に線を引いたというこ

とです。

言語が異なれば、この虹の色の線の引き方も異なってきます。世界には実際に、

虹を2色、4色、 6色に分ける言語があるのです。虹を 2色 に分ける言語を母語

としている人々にとっては、これを 7色に見るということは至難の技であると言

ってよいでしょう。なぜなら、その人たちは、すでに強い習慣となって身につい

ている虹の色の 2分割をいったん越えて、新たに7分割の世界に入らなければな

らないからです。

母音に関しても、同じようなことが言えます。母音という本来混ざり合って変

わっていく音色にいくつの線を引くか、すなわち母音をいくつに分けるかは、言

語によってさまざまに違います。私たちは、二重母音を除いても、その 2倍以上

の数に母音を分けている英語の音色の世界に入っていかなくてはならないのです。

次のように、簡単に英語の母音を説明しておきますが、母音の発音については、

まず実際に音声を聞いて音色の違いを耳に覚えさせ、何回も同じように言ってみ

ることが大切です。
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区別しにくい母音のペア

1.[il]/[i]  長さの違いだけでなく、音色も違う。

2.[i]/[e]   [i]に は [e]の音色も少しある。

3.[e]/[a]  [“ ]は、[e]よ り口を開く。工とアの中間のような音。

4.[∝ ]/[A]  [A]は 日本語のアと英語の [a]と の中間のような音。

5.[Эy]/[A] 長さが違い、米音の場合は[r]の音色が特徴的。

6.[α lr]/[Э I′] [α lr]の ほうが国の開きが大きい。

フ.[αy]/[Э y] [o:r]は 少し唇が丸くなる。

8.[A]ノ [Q][Э ] [α](米音)は [A]よ り長い。 [Э ](英音)はアとオの中間のような音。

9.[Э I]/[α ][Э][Э I]は [α]よ り「オ」の響きが強め。

10.[ul1/[u]  長さと音色の違いがある。

11.[Э I]/[Ou] [Э :]に はアの音色も入っている。

12.[ior]/[eor][eor]の ほうが口の開きが大きい。

13.heels[hi:lz]/hi‖ s[hilz]  とくに音色の違いに注意。

14. pen[pen]/pan[pan]   [p“ ln]のほうが日の開きが大きい。

15. dart ldalrt]/din[dolrt]  dirtは 口をあまり開かない。

16.ba‖ [bЭ ll]/bowl[bOul]  二重母音の[boul]に注意。

17.shut『At]/ShOt[∫atlわt] [Q]が [A]よ り長めである点に注意。

中
呻

・
中
呻
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SECT10N

EEERCISES

∩
音声を聞いて ( )内の各組の単語がどの順序で発音 されているかを
聞 き取 り、同じように言つてみましょう。

1. ThiS iS VVhere:(Slipped/Siept).

2. She's90t a(pen/pain)in her hand.

3. Let′ s all(live/1eave)tlogethen

4. Look!There′ sa(bendノ band).

5. l′ !i get you a bigger(cup/cap).

6. ICan you give rne a(pin/pen),please?

7. lsaw a piece of(cord/card)on the table.

8. The baby isin the(cot/cart).

9.She WOrkS at the(firm/farm)three days a week.

10.He WaS(WOndering/wandering).

11・ The CupbOardヽ ″aS ful1 0f(rugS/ragS).

12. Vヽe saw some lovely(gu!ls/girls)on the beach.

13.(Test/Tlaste)the vvaten

14. The(hole/ha‖ )is hardly large enough.

15. l(rea‖ y/rare!y)believe what he says.

16. :'ve neverseen such a(burn/barn)before.

17. Donft touch the(bug/bag).

18. Look at the(cop/cap).

19. The(rubber/rObber)is in there.

20. l said(caught/cot).

21. Did you see the(duck/dock)'
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解答・解説

単語は、単独で発音されたものを聞く場合と、文 (発話)の中で聞く場合とでは印

象が違います。前後の単語の発音の影響や相互作用によって響きが1違ってくるからで

す。また、実際に発音してみる場合も同様のことが言えます。単語の識別ができるよ

うになったら、文全体を流れに乗って言ってみることが大切です。

1. s‖ pped[slipt]滑 った/slept〔 slept]寝 た。[i]はイと工の中間の音色なので注意。

2. pain[pein]痛 み/pen[pen]ベ ン。[ei]は [e]に [i]を添える。音色が変化する。

3.leave[li:v]出 発する/‖ ve[liv]住 む。[i]と [iI]の音色の違いを識別すること。

4.bend[bend]曲がり、カーブ/band[band](音)楽隊、バンド。[e]に も[“ ]
の音色が混じっているので注意。

5.cap[cap]キ ャップ、帽子/cup[kAp]カ ツプ、茶わん。日本語のキャップ

[kiappu]と は違う。

6. pen[pen]ベ ン/pin[pin]ピ ン。日本語のイと工の違いとは異なる。

7.cord[kЭ :rd]コ ード、ひも/card[kα lrd]カ ード。日本語のオーとアーの違

いとは異なる。とくに[r]の響きがある場合に注意。

8.cart[kalrt]手押し車/cot[kGtl kOt]コ ツト、簡易ベッド。米音の場合の[r]
の響きに注意。

9.firm[folrm]会社/farm[fGIrm]農場。こもった感じの [Э Ir]に注意。

10.wondering[wAnd(o)riり ]不思議に思う/wandering[w6nd(0)ril]IW6
n―]歩き回る。[α]が [A]よ り長め。

11. rags[ragz]ば ろきれ、ぼろ服/rugS[rAgZ]敷物、じゅうたん。注意してい

ないと結構区別が難しい。

12. gu‖ s[gAIZ]カ モメ/gir15[gЭ IrlZ]少女。[1]音が暗い響きを持っているため、

区別が難しくなる。

13.Taste[teist]飲 んでみる/Test[test]テ ストする、調べる。[ei]の [i]に注意。

14.ha‖ [hЭ 11]ホール、大広間/ho!e[houl]穴 。[ou]の [u]が弱く、[1]が続く
ため聞き取りにくい。

15.rea‖ y[rioll]本当に/rare:y[r6orli]め ったに……しない。[lo]と [80r]の 出

だしの音色に注意。

16.burn[bЭ :rn]やけど、日焼け/barn[bα lrn]納屋、家畜小屋。こもった音色

の
[Э
y]に注意。区別が難しい。

17.bag[bag]バ ッグ、袋/bug[bAg]虫 。[“ ]はかなり長い。

18.cop[kaplkЭ p]警官/cap[k“ p]帽子。[“ ]の音色がわかれば比較的楽。

19.robber[r6borlr6b―]泥棒/rubber[rAbor]ゴ ム。[α ]が [A]よ り長め。

20. caught[kЭ :t]捕 らえた/cot[katl kot]ベッド。[Э :]に は「オ」の響きがある。

21. dock[dakldЭk]埠頭、 ドック/duCk[dAk]カ モ。[α ]が [A]よ り長め。

翻

□
「中呻
・
中
呻
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∩

区別しにくい子音のペア

1・ [0]/1S]

2.[f]/[0]

3. [ё]/[z]

4. [v]/[ё
]

5. [v]/[z]

6. [f]/[h]

7. [b]ノ [v]

8.[s]/団

9・ [切 /1tr]

10・  [d5]/[dr]

11` [Z]/[dZ]

12.[m]/[n][η
]

13. [η]/[η g]

think / sink thaw / saw

faith / face

free / three first / thirst

roof / Ruth

then / Zen breathe / breeze

clothe / close

van / than clove / clothe

lively / lithely

gave / gaze

vest / zest

fault / halt

fool / who'll

berry / very

curb / curve

see / she

Swiss / swish

chew / true
junk / drunk

Jew / drew

bees / beads

beam / bean

novel / nozzle

fear / hear

boat / vote

mess / mesh

singer / single

hanger / hunger

chip / trip chap / trap
jinx / drinks

size / sides

sum / sun rim / ring

longing / longer

EXAMPLES
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POINT
私たちにとって区別が難しいのは、l(エル)と r(アール)だけではありません。聞い

てもはっきりと区別がつきにくい音や、知らずに間違つた発音をしている音がたくさん

あります。以下、難しい、そして間違いやすい英語の子音を対の形でまとめて練習しま

す。

14.

15.

[n] / hl ran / rang thin / thing

banned / banged sun / sung

win / wing kin / king ban / bang

fan / fang tan / tang

tll / trl lock / rock lead / read fly I try

light / right lip / rip loyal / royal

cloud / crowd clash / crash

glass / grass jelly / Jerry

clown / crown elect / erect

fiiarl I [iar]{*h' year / ear yeast / east yell/ L

[wu] / [u] woos / ooze ([wu]O6. wood. wool)

16.

17.

1.考 える/沈む 解ける/見た イ言頼/顔
2.自 由/3  第 1の/渇 き  屋根/ルー
ス(女性の名)
3.そ のとき/禅  呼吸する/微風、そよそ
よと吹く  着る/閉 じる
4.ワ ゴン車/… よりも  チョウジの木/着
る  元気な/し なやかに
5.give(与える)の過去形/凝視する  小説
/筒先、ノズル  チョッキ/熱意
6.誤 り/停止  恐怖 (感 )/聞 こえる  愚
かな(人 )/who wi‖ の短縮形

7.(イ チゴなどの)ベ リー/非常に  ボー ト
/投票  縁石/曲線
8.見 る/彼女  乱雑/網の日、メッシュ
スイス/ヒ ュッ、シュッ(と いう音を立てる)
9.か む/本当の  かけら/旅行  やつ/
わな

10.が らくた/酔 った  ジンクス/飲み物
ユダヤ人/draw(引 っ張る)の過去形
ミツバチ/ビ ーズ  大きさ/両側
梁/豆  合計/太陽  縁/輸

13.歌手/た ったひとつの  あこがれ/よ り
長い  ハンガー/飢え
14.run(走 る)の過去形/ring(鳴 る)の過去形
薄い/物   ban(禁止する)の過去形・過去
分詞形/bang(ド ンドンとたたく)の過去形・

過去分詞形  太陽/sing(歌 う)の過去分
詞形  勝つ/翼  親族/王  禁止す
る/ド ン ドンとたた く  扇子 /き ば
(皮 )を なめす、小麦色/強い味、気配
15.錠 /岩  lead(導 く)の過去形・過去分詞
形 /read(読 む)の 過去形・過去分詞形
飛ぶ/揚げる  光/正 しい  唇/裂け日、
裂 く  忠実 な/王 室の  雲 /群 衆
ガチャンとぶつかる(音 )/衝突 (す る)・ 墜
落 (す る)(音 ) ガラス/草  ゼリー/
ジェ リー(男 性の名 ) 道化師 /王 冠
選ぶ/建てる
16.年 /耳  イース ト/東  大声を上げる
/エル
17.woo(せ がむ)の二人称単数現在形/に じみ
(流れ)出 る  木材、羊毛

蝙隕輻魃蒻
中呻
・中呻

11.

12.
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回題
子音は、舌のどの部分が国の中のどこに置かれるかとか、いったん空気を止めて破裂させ

るとか、具体的に感じることができる面が多いので、母音よりは習得が楽です。 しかし、実
際には、聞き取れない、または自分では気づかずに間違った発音をしている、などというケ

ースが多いものです。これは、日本語にはない「音の対立関係」が英語には多くあるためで

す。すなわち、日本語より英語のほうが子音の分け方が複雑なので、厳密に区別しなければ

ならない音が多く存在するということです。

入れ換わると単語の意味が変わる

たとえば、日本語では「先生」と言うのに、[sensei]、 [OenOei]あるいは
『
ettei]

など、厳密には違ういくつかの発音が可能です。中にはなまりと感じられるもの

があっても、意味が変わってしまうことはありません ([n]は厳密には、鼻母音に

なります)。 ということは、日本語では[s][0]朋を厳密に区別しなくても通用する

ということです。ところが英語では、これらの音は、入れ換わると単語の意味が

変わってしまう大切な音ですから、厳密に区別されるわけです。

1・ [0]/[S]

2.[f]/[0]

3. [ё ]ノ [z]

4.[v]/[ё
]

5.[v]/[z]

6.[f]/[h]

フ.[b]ノ [v]

8.[s]/団

[s]は、日本語の場合より、舌を少し後ろに引いて摩擦の音を強くして

作る。

[0]の摩擦は弱く、[s]は摩擦が大変強い。

この区別は意外と難しい。[0]は、どちらかと言えば日本語の [s]を弱

くした音。もちろん[s]と は違う。

それぞれ[0]と [s]が有声化したもの。[z]の摩擦が強い。

[f]と [01の有声音。[01には弱いズの響きがある。

[z]の摩擦が[v]よ りはるかに強い。

[f]に は摩擦があるが、[h]にはまったくないか、あってもごくわずか

である。

[b]には破裂があり、[v]に は摩擦がある。

[Л は、日本語のシ(ョ )の音に似ている。唇を少し丸めるとよい。
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9・ [明 /[tr]

10・ [d3]/[dr]

11・ [Z]/[dZ]

12.[m]/[n][η
]

13.[13]/[η g]

14.[n]/[η
]

15.[1]/[r]

16.[iior]/[iOr]

17.[wu]/[u]

区別しにくい子音のペア

[tr]の発音を身につけると区別がつく。舌を思い切り後ろに引いて、歯

茎の裏のへこんだ部分に舌の先を付ける。

[』 と[tr]の有声音。[dr]を身につける。

区別 が難 しい。[z]は [s]の 有 声 音 で、[dz]は [ts]の 有 声音。

[s]→ [z]、 [ts]→ [dz]の 順に発音 してみるとよい。

語尾の鼻音を区別する。日本語では区別がない。

スペリングの―ngの発音。[g]が付 くかどうかの違い。

12.と 同様。

最も難しい区別のひとつ。[1]は 舌が歯茎に付くが[r]は付かない。[1]

の舌が離れるときの音色をつかむとよい。

日本語のヤDa]か らui]と練習するとよい。

日本語のワ[wa]か ら[wu]と 練習するとよい。wood[wud]、 woo!

[wul]な どを[ud][ul]と しないように。 中
呻

・
『
呻
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EXERCISES
ノ
中
ヽ

11191:61:|

音声を聞いて ( )内の各組の単語がどの順序で発音されているかを

聞き取り、同じように言ってみましょう。

1. He went overthe(paSS/path).

2. 丁hey(thought/fought)about it.

3. lVVe′ve(hired/fired)thern.

4. Repeat the v′ ord(clothing/ciosing).

5. Don′ t use the(drug/jug).

6.:knew it was(wrong/Ron).

7. Did you say(bo!tノ volt)?

8. ″ヽho′ s(she‖ ing/se‖ ing)peas?

9. He didnft(CO‖ eCt/COrreCt)the paperS.

lo. He expects to get a better(prizeノ price).

11. Put allthese thingsin the(bag/baCk).

12. Look at the(train/chain).

13. ln his youth he vvas a great(sinner/singer).

14. VVe expected to get a bigger(badge/batch).

15, Let′ s get rid of all this()ld(glass/grass).

16. lt was a very poor(run/rung).

17. 
‐
They(50ught/thOught)tO deStrOy the 90Vernrnent.

18. 」ustiook at the(ra mノ lamb)in the field.

19. lvげ onder vvhy she(hit/hid)the Cat.

20. Do you knovvtheヽ vord(lesion/1egion)?

21. Don′t disturb them vvhile they are(playing/praying).
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解答・解説

母音の場合と同様、同じ文の中に現れる、似た単語の区別です。

十 ★ ナ

1.path[paOlpa10](普 通に)道、小道/pass[paslpals](と くに)山あいの
狭い道。[s]と [o]の摩擦に注意。Is]の摩擦が強い。

2.thought[oЭ :t]考 えた/fought[fЭ It]戦 った。[0]は舌足らずの[s]の感じ。

3. hired[haiOrd]雇 った/fired[faiЭ rd]ク ビにした。[h]に は摩擦がない。

4.ciothing[k16uё iη]衣類/C10Sing[k16uziη ]終わり。弱い摩擦の [0]、 強
い摩擦の [z]。

5.jug[dろ A9]水差し/drug[drAg]薬。独特の響きを持つ[dr]は 日本語にない音。
6.Ron[ran lrOn]ロ ン(人名)/WrOng[rЭ (I)り ]悪い。区別しにくい語尾の鼻音。

7.bolt[bOult]ボ ル ト(ね じ)/volt[vOult]ボ ル ト(電気)。 [b]は 破裂音、[v]
は弱い響きの摩擦音。

8.she‖ ing u61iη ]……の殻(さや)をむく/se‖ ing[s61iη ]売る。「シェ」と「セ」
に近い、響きの違いがある。[s]は強く。

9.CO‖ eCt[kЭ16kt]集める/correct[kЭ r6kt]直す。[r]は 日本語のラ行音を幼
児が完全に習得する前に使う舌足らずの音にやや似ている。

10.price[prais]売 (買 )価、値段/prize[praiz]賞 品、賞。語尾の [z]は よく無

声化する。[ai]の 長さに注意。[s]の前の[ai]のほうが短い。

11.bag[bag]バッグ/baCk[bak]後 ろ、奥。[g]は 語尾でかなり無声化する。
[“]の長さに注意。[k]の前の[“ ]のほうが短い。

12.chain[t∫ ein]鎖 /train[trein]列車。舌先を後ろに引いて[tr]。
13.singer[sttЭ r]歌手/Sinner[sino″ ]罪人、悪者

14.badge[bad5]記 章、バッジ/batch[ba明 (人・物などの)一群、一東。
[dろ ]も語尾ではかなり無声化する。[“]の長さに注意。[明 の前の [“]のほうが

短い。

15.grass[graslgrals]草 /g!a ss[91as1 91ols]グ ラス。[g]の破裂の前に、舌
は[1]ま たは[r]の ところにいっている。

16.rung[rAη ](は しご・いすの)横桟/ru n[rAn]走 り、運行

17.thought[oOIt]考 えた/sought[sЭIt](… …しようと)し た、努めた。強い
摩擦の [s]と 、弱い摩擦の [0]。

18.ra m[ram]雄羊/1amb[1“m]子羊。舌が離れるときの [1]音に注意。
19.hid[hid]隠 した/hit[hit]た たいた。有声音に挟まれた[d]は無声化 しない。

[hitёo]と [hidOo]の 音色に注意。

20.legion[1■ d5(0)n]レ ギオン(古代ローマの軍団)/1esion[1lIろ (o)n]傷害、病
巣。[5]は 団の、[dろ]は [明 の有声音。

21. praying[pr6i匈 ]お祈りしている/playing[p16i匈 ]遊んでいる。[1]も [r]
も無声化する。

一Ｍ一一Ｈ一中呻
・中畔
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スペリングからは予想しにくい
あいまい母音

∩
1

ar

aln

5. ous

０

一

０
，
一

※[さlは [olま たは[i」の両方可能であることを示す

pOtatO[p2tOitOul   queSti9n[kWOSt∫ On]

f2rget[fOrgOt]

Opp2rtunity[ap2rti■ In6tilう p― ]

Opp2Site[6p2Zit1 6p―
]

firemttn[faiOrmOn]

phOtOgrュphy[fOt6grOfil fOt6-]

pュ威iCul旦 r[p2rtikj012r]

barg」n[b61rg△ n] Cert」n[S61rt(2)n]

ａ

一

2.

4.

3. e, er gentlemttn[d30ntin12n]

Settlemttnt[SOtl1112nt]

90Vttrnm■ nt[gÅV2r(n)m2nt]

intttrd£ pend2nt[int2rdipOnd2nt]

Cinttma[Sin△ mOl

ゴe  aCCur」e[羹町Эr△t] adequゴ e[発dikW△t]

appropri」 e[opr6uprigt]

intriC」 e[intrikΔ t]

vicious[vrlgs] ridiculous[ridikjeles]

obvious [6bvias l5b-] spacious lsp6ijas]

various [v6(r)(a)rias]

furious [fjri(r)(a)rias]

EXAMPLES
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!emonは [16mon〕 (レモン)ではなく[16mon](レ マン)のように発音されます。強勢
の置かれないところに現れ、必ずしも文字のとおりには発音されない、弱い音 [Э]または

[ilを しっかりと押さえます。文字と発音の違いに注意しましょう。

pOwerful[pauЭ rf(0)1]

beautiful[bi`Itif(0)1]

StruCtural[StrÅkt∫(0)r01]

Ca:Culate[k魔 1崎210it]

COI里mn[k610m lkう 1-]

7 intimidate[intimideit]

diSCipline[diSさ plttn]

communicate[komjilngkё it]

epiSOde[6pttS。 1ld]

8. lon queStiOn[kW6Sまりn] natiOn[n6i∫(0)n]

digeSt10n ldaid66Sま 0)n,d8-]

fuS12n I巧

`15(0)n]
deSCrip10n[diSkrip∫ (2)n]

ｕ

一

6.

●
呻

。
中
呻

1.ジ ャガイモ  質問  忘れる  機
会  反対側の
2.消防士  写真撮影  特定の  契
約、見切り品  確信 している
3.紳士  入植  政治、政府  相互
依存の  映画館、映画
4.正 確 な  ち ょ う どの  適切 な
入り組んだ

5.悪意のある  ばかげた  明らかな

広々とした  さまざまな  ひどく
立腹した

6.強 力 な  美 しい  構 造 (上 )の
計算する  円柱
7怖がらせる、脅す  訓練  伝達す
る  エピソード、出来事
8.質 問  国民、国家  消化 (作 用 )
融解、融合  記述 (す ること)
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3
SECT10N

回目
文字は音を表すために作られたものです。しかし、次の例を見てもわかるとおり、文字と

音との間に常に一定の関係があるわけではありません。

以下は同じ文字 (の連続)が違う音を表している例です。

COugh[k。(1)f]/bOugh[bau]

tOugh[tAf]/thrOugh[Oru:]/thOugh[ё Ou]

逆に同一の音を表すのに、違った文字が使われる例も多くあります。

feet[filt]/he[hi:]/key[ki:]/pizza[pi:tsЭ ]/believe[bill:v]/leave[li:v]

/receive[risl:v]/peOple[pi:pl]/quay[ki:]/Caesar[sizЭ ′]

また、land[睦 nd]に 対する island nlond]、 man[man]に 対するwoman
lw`mon]、 men[men]に 対するgentlemen[d66ntimon]な どといった発音の違
いの例も多くあります。

見逃してしまいがちなあいまいな母音

この英語に見られる、文字と音とのギヤップの中で、最も問題になりながら、実

際には見逃してしまいがちな現象が、[o]音です。これは、あいまい母音 (schwa
ywo:]:シ ュワー)と言われる音ですが、これを特別に表す文字が英語にはないの

です。英語の [i]はアルフアベットの|が、[e]は e、 レ]は a、 [Э]は o、 [u]は uがそ

れぞれ相関関係を持って表していますが、[Э ]に は、それを表す文字がありません。

ということは、i、 e、 a、 0、 uの どれか、あるいは、それらの文字の組み合わせ

によって[o]が表されるということです。

た とえ ば、photograph[f6utЭ grafl_9ralf]と photographer[fot6groforl

―t69-]で は、次のようなことが言えます。

`
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(1)[Э]を表す文字 (アルフアベット)は、o、 a、 eと 3つある。



スペリングからは予想しにくいあいまい母音

(2)oは [ou][olЭ][o]、 alま レ ]と [Э ]、 eは [o]を表している。

このことから、次のような大きな問題が生じます。

(1)文字から[o]の位置を知ることができない。

(2)日本語にはこの[o]の音がなく、また仮に似た音が出たとしても規則的に使わ

れることはない。

(3)そのため、[Э ]を使うべきところで、勝手に文字から類推して、眸]や [α lЭ ]そ

の他の、いわゆる強母音 (strong vowels)を使ってしまう。

強勢と表裏一体の関係

[Э lの音は、英語では強勢 (stress)現 象と密接な関係があり、強勢のない音節

にしか現れないという特徴を持っています。たとえば、orginic[Э :rgおnik]は、強

勢の位置が 6rgan[679on]の ように降 ]から[61r]に 移ると、降 ]Iま [o]になってし

まいます。すなわち、[o]と強勢とは、[Э]があれば強勢はなく、強勢があれば [Э ]

はないという関係にあるということです。英語のリズムの中心になるのは強勢現

象ですから、強勢と表裏一体の関係にあるこの [o]は、リズムのもうひとつの中心

要素でもあるのです。その意味でも、 [Э]のマスターは私たちにとつて最大の重要

課題であると言ってもよいでしよう。

一Ｍ闘一出一口呻
・『呻
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SECT10N
3
EXERCISES

音声を聞いて、下の単語の強勢の位置および強勢のない [o]

は [i])の位置を確認 し、同 じように言つてみましょう。

1. te:evision    2. opposite       3. oppose

4. telephone    5. opinion        6. angrily

7. operation    8. geology       9. forgive

10. generation  ll. deve!opment  12. apparatus

13. nove1       14. cornp!irnent   15. faithfu‖ y

16. various     17. forget        18. ignorance

19. freshmen    20. generalization 21. complicity

22. nlasculine   23. desolate      24. literature

25. rnanufacture 26. kingdom     27. different

28.incompatible 29. memoria1    30. monument

31. incredulous 32.ob‖vion      33. peninsu:a

34. pensloner

空欄を埋め、同じように言 つてみましょう。

1. She has a good_in a_bank.

2. She putsome_in the_.

3. He is alvvays at the_lof the class.

4. He、″as very_Ⅵ ノith his money.

5. This_rug vvas a real_.

6. 丁hen a      event

7. He、″rites a_forthe paper.

8. lt is______′ but not_______′ that he wi1l corne

9. He hasa      nose.

10. They were taken_by the_.

(あ るい

∩

∩
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解答・解説

英語では、[Э ][il lu]の 3つの音が、強勢のない音節に現れます。ただし、[i]と [u]
は、強勢のある音節にも現れることがあるので、[o]だ けが強勢と無縁な音であると言

えます。

[Э]と li]は、 た とえ ば be‖eVeが [bЭ iVHbill:V]Jnterpretが [int6yprit]

[nt6:rprot]と 発音されるように、同一の単語でも人や地域によって差があります。[u]

は、Cupfu![kApful]、 弱形のyou uu]や to[tu]、 その他にも現れます。なお、[8]は
[o]ま たは[i]の意味です。lo]は口をあまり開けないで軽くアと言うとよいでしょう。

■  1.television[tモ v3(2)n]2 opposite[6p2zit]ユ opposeゅ 6uz]
4.telephone[t616foun] 5.opinion[opinion] 6.angr‖ y[“つgttli]
7.operation〔 apoに■0)n]8.geol。 9y〔d3i61ed3i]9.fo「 give[fOrgiv]
lo.generatiOn[d3en3r6i∫ (0)n]  11・ deVeloprnent〔 diV610plnOn]

12.apparatus Iさ potttOs,_6i_]米音でもふたとおりの発音があり.ダウンロード

音声には両方入っている。実音では[さpЭ

“

itos]が普通。

13.novellndv●)1]     14 compliment〔 k6mpl△mttt]
15.faithfu‖y[f6iOセ l」      16.various lve(:)(21os]
17.fo「get[fOr96t]        18.19norance[ignorons]

19・ freShmen[frO∫ lnOn]

祉 genemlization[d5onor21豊 Z6m)n]
21.complcity[kЭ mpMsttti]   22.mas(u‖ ne[m“ s●olin]

23.desoiate[d6電 lま]     24.‖ terature[1“ζttr2t∫27]
2,manufadure[man,0鮨 kt∫0■ 2C kingdom[k“ d2m]
27.different[“ 《o)Iont1     28.incompatible[ink2mp“ t20(ol]

29.memorial[m2■ 6:■21]    30.monument[m`n,2mont]
31.incredulous[!nk16d3010S1  32.ob‖ vionヒ bli■2n]
33.peninsula[pAninso21」   34 pensioner[p6n∫ 2n2r]

回 1.pOsition[p2z幹 )n]!ocal[16ukΩ l]
2.bacon[bOik(Э)n] cupboard[kAbЭ rd] 3.bottom [b6torn]

4.‖ beral[1lb(o)rol]5.woo!en[w■lon]bargain[b61r98n]

6.terrible[tOr3b(o)1]occurred[Э k6:rd]フ .column[k`lom]

8,possible[p6sさ b(o)1]probable[pr6bOb(0)1]

9,prOminent[prdmき nont]10.hOStage[h6stid5]terrOriStS it6rorists]

一Ｍ一一一一カ呻
。中呻
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EXERCiSESの 和訳
Part l

SECT:ONl→ 嘔■コロ
田

1.外交官/外交 (的手腕)/外交 (上)の
2.偽善者/偽善/偽善的な
3.機械 (装置)/機械の/機械工
4.電信、電報/電信 (術)/電信の、電報の
5.写真/写真家/写真の
6.考 え/イ デオロギー/イ デオロギーの

7.能力/競争する人 (団体)/競争、競技
8.人 /… を具現する/個性、人格/化身、
擬人化

9.方法/順序だった/方法論/方法論の

回

1.彼女は自分の技術の完成度を高めるため

に一生懸命練習 した。

2日 本の農産物は、外国との競争による圧
迫を受けるようになった。

3.彼 は私に、あなたの学校での態度がよく

なったと言った。

4最後の単語を強調 してください。
5.彼 らの一致団結 した努力が成功をもたら

した。

6.子 どもたちは、文句を言わずにベッドに

入った。

7.彼女はそのレコー ドを聴いて満足 した。

8.彼の突然の訪間はかなりの混乱を招いた。

9.医者は、彼女が順調に快方に向かってい

ると言った。

SECT10N 2→ 1■コロ
田 ※和訳は解答・解説内にあります。

回
1.白い板を使っていいですか。

2.ど こでその金魚を買ったのですか。

3.新聞を書類入れに入れてください。

4.彼 らは怒りの言葉を応酬し合った。

5.あ なたは緑地帯のことを言っているので

すか。

6.私たちには金庫が必要です。

7.私たちはその公園で、クロウタドリを数

羽見ました。

8.彼 はあの家具運搬車に乗っている。

9.私はあの踊り子と知り合いになりたい。

10.そ れをガラスの箱に入れてください。

SECT10N 3→ 1■国ロ
1.私はその支払いを済ませた。

2.彼 らはそれを私から取り上げた。

3.彼は家にいます。

4.そ れらは新 しいものだった。

5.彼女はどこの出身ですか。

6.そ れはよくないですね。

7.彼はよく眠っている。

8.ま ったく問題ありません。

9.そ れが、息子が具合が悪いんです。

10.そ れは素晴らしい考えだと思った。

11.で きるかぎり急ぐべきです。

12.彼 らが忘れても、 (私 は)驚かないね。

13.彼は7時に仕事に行かなければならない。

14.彼女はじっと座って、微動だにしなかった。

15.そ れは私があなたに聞きたかったことで

はありません。

16.猫が台所で何をしたか、見に来てごらん。

17.そ れは、まったく楽しめないタイプの映

画だ。

18.こ の電話を米国につないでください。

19.私 は、ジョーンを一緒に来るよう説得で

きると思います。

20.私たちはまた、あなたをそのゲームに参

加するようお誘いしたいと思います。

SECTION 4→ 口匡ロ
1.a)あ なたに見せましょう。

b)あ なたに写真を見せましょう。

c)あなたに私の家族の写真を見せましょう。

2.a)私は不愉快でした。

b)私はその男性に不愉快でした。

c)私はその男性が犬をたたくのが不愉快

でした。

3.a)待てばいいじゃないですか。

b)金曜日まで待てばいいじゃないですか。

c)彼が戻ってくる金曜日まで待てばいい

じゃないですか。

4.a)彼女は子どもを慰めた。

b)彼女は泣いている子どもを慰めた。

c)彼女は公園で泣いている子どもを慰めた。



d)彼女は公園で泣いている子どもを慰め

ることができなかった。

5.a)彼女は彼に恋している。

b)彼女は彼に恋してしまった。

c)彼女は芸術家に恋してしまった。

d)彼女は、また、芸術家に恋してしまった。

e)エ リザベスは、また、芸術家に恋して

しまった。

SECTiON 5→ 嘔■国四

田

1.a)私 は知りたい。

b)私は彼に知ってもらいたかった。

c)私は彼に忘れてもらいたかった。

d)私は彼に医者になってもらいたかった。

e)私は彼に音楽家になってもらいたかった。

f)私は彼に技術者になってもらいたかった。

2.a)ま た、後で。

b)ま た、明日。

c)ま た、夕方に。

d)ま た、午後に。

3.a)彼はその男を殴った。

b)彼は彼の腹を殴った。

国

1.私は、それがとてもいい考えだったと本

当に思っています。

2.私は、それが彼自身の考えだったと思っ

ています。

3.ピーターはかっとなって我慢できなかっ

たことを謝罪 した。

4.彼女に私たちの心からのお悔やみをお伝

えください。

5.私の代わりに彼の面倒を見ていただけま

せんか。

6.何 を提案できるか考えてみます。

7.私は、彼の助力とア ドバイスに心から感

謝しました。

SECTiON 6→ 1=コロ
国

1.あ なたに電話ですよ。

2.そ れは私たち全員のためのものです。

3.事務所には、コピーが何部かありました。

4.あ なたは、彼女が試験に合格すると思い

ますか。

5.彼 らにミルクをあげてください。

6私は、彼女はアメリカ出身だと確信 して
いる。

7.私 たちは何時に出かける予定ですか。

8.彼 はあなたが考えているより年上です。

9.あ なたは言われたとおりにしなければな

りません。

田

1.死亡 した男性は私の叔父でした。

2.彼 がやって来るときは、残念ながら留守

にしていると思います。

3.秘書におつなぎします。

4.彼 に折り返 しお電話をいただければあり

がたいのですが。

5.ハードワークが彼を成功への道に導いた。

6.私があなたに話したときは、みんなそれ

を信 じていた。

PaFt 2

※和訳は解答・解説内にあります。

Part 3

SEC丁10N l→ 1■国ロ
1.彼女はカップを落として壊してしまった。

2.彼 にはフランス語のなまりがあった。

3.そ れを細かく切ってください。

4.そ れを止めて ! 電灯を消 して !

5.時間をあまりお取りするわけではありま

せん。

6.彼がそれを全部食べてしまわなければい

いなと思います。

7.彼 は病気を患った後、遅れを取り戻すた

めたくさんの仕事をしなければならなか

った。

8.私 は毎日、読書のために 2、 3時間確保

している。

9.私はそれがうまくいくことを期待している。

10彼 らは意気投合した。
11.私 たちはそれを詳細に計画しなければな

らない。

12.物事を正しい方向に軌道修正しましょう。
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EXERCiSESの 和訳

13.だれも場違いであるようには思えなかった。

14.私 はクラシック音楽についてはあまり詳

しくありません。

15.私は組織のただの歯車にはなりたくない。

16.そ の報告書を提出しましたか。

17.日 本人は意見の分かれる問題でめったに

自分の立場を明確にしない。

18.交 通渋滞は数分もすれば緩和されるでし

よつ。

19.彼 はまた元気に立ち直っている。

20.ト ラブルを回避するよう努めてください。

SECT10N 2→ C=コ四
1.ビ ールを一杯いただけますか。

2.あ なたは6時 ちょうどに到着しなければ

なりません。

3.そ の件について本当のことを話してくだ

さい。

4.も しできるなら、それをナイフで切って

ください。

5.彼女は毎日、海で泳ぐ。

6.あ なたのお金は十分安全でしょう。

7.私 はアメリカ文学をやり直さなければな

らない。

8.その箱は、あなたのかばんの中にあります。

9私 は熱いお風呂に入ってから、寝ること
にします。

10.あ の服は古いものですね。

11.郵便局はこの通りの先にあります。

12.彼は40歳 くらいと思います。

13.彼は私に対 していつも失礼だ。

14.雨 になりそうですね。

15.彼は私ほど経験を積んでいない。

16.も う少し自分が賢明であればと思う。

17.彼 の顔は怒りで真っ赤だった。

18.私たちはふたりとも無事です。

19.物事はほどほどに。 (諺 )

20.そ の服の色はベージュです。

21.私たちの半数しかその会議に来なかった。

22.彼 が病気だというのは本当ですか。

SEC丁10N3→ C=コロ
1.空気がひんやりしている。

2.私 はその秘密のことは知っている。

3.マ イケルは具合がよくないんですね。

4.出張でここに来ています。

5歯に衣着せないところは彼の性格です。
6.ど うして生活をきちんとしないんですか。

7.サ ムは家にいないと思う。

8.明 日、あなたに会いに来てもいいですか。

9.彼 らは全部をひとつのかばんに入れよう

としている。

10.私は帰宅途中の彼を見かけました。

11.私たちはすべての約束を取り消さなけれ

ばならない。

12私たちはお金を使い果たしてしまった。
13.私のスペイン語は、休暇 (旅行)中に役に

立った。

14.彼女の視線が古い机に落ちた。

15.満 タンにしてください。

16.何かが起きた。

17.彼女は午後ずっとアイロンかけをしている。

18.彼女は彼の顔をまともにたたいた。

19.私たちはかなり早めにそのホテルに予約

を入れた。

20.私 は車を2台 も持てるほど余裕はないと

思う。

21.私 たちは到着するとすぐにチェックイン

した。

22.彼女は突然、その部屋に走り込んだ。

SECTION 4→ 1■Eロ
1.彼 らは、少なくとも10人 はいます。

2.私たちはそのホテルまで歩きました。

3.そ の車は私たちにとって十分な大きさで

はない。

4そ れは、そこのテーブルの上にあります。
5.私のいるところから彼らは見えません。

6.私は眼鏡をあちこち探し回った。

7.彼女は彼がいないほうがずっと幸せだろ

うに。

8.私はあなたを永遠に愛し続けます。

9.そ れはまだ以前あったところにある。

10.彼は教育者というよりも学者だ。

11.私は三度と彼とは口をきかない。

12.そ れは死活問題だ。

13.い ったい彼 らはどこにいるんだろう
'

14.彼 は多かれ少なかれ UFOの存在を信じ



ている。

15.彼女は4歳半だ。
16.私はそれを何度も何度も読み返した。

17.面 白い本がもっとありませんか。

18.あ なたにお願いがあるのですが。

19.彼 らは年末ボーナスを支給された。

20.ト ム、ビールはこっち、冷蔵庫の中に入

れておいて。

21.彼 は結局、無実だった。

SECT10N 5→ 1■E口|

1.彼 もそうするだろう、と私は確信している。

2.彼 はいつも、朝コーヒーを飲む。

3.私 はその決定に異論はありません。

4.あ なたと同じように準備ができています。

5.そ の件については、あなたに賛成 しかね

ます。

6.天候も考慮にいれなければなりませんよ。

7.そ の事故について、あなたに話している

のです。

8彼女と私は普通、意見が一致する。
9あ なたは何を探しているのですか。
10.そ のことについてあなたは全部知ってい

ると思います(知 っていますね)。

11.欠席している友人のために乾杯しましょう。

12.も っと時間があればなあ !

13.彼 らは彼の仕事を高く評価 している。

14.あ なたはあと4日 で返済しなければなり

ません。

15いったいだれが君にそのことを話したんだ?

16.私 の見方によれば、彼は間違っている。

17.急 いで !

18.私 は彼の仕事にとても感銘を受けた。

19.そ れはだれのためのものですか。

20.ど うしてその魚のにおいをかいでいるの
'

21.い ったいどうやってそれを直すことがで

きたんだい
'

SECTION 6→ 〔■E□|

1.私 は昨日、そのパブで彼に会った。

2.彼 は自分自身のユニークなスタイルを持

っている。

3.こ れが、私たちのセミナーで使われた本

です。

4.あ なたに連絡するようにします。

5.あ なたのグラスにつぎ足させてください。

6.そ の家は、いくつかの居住ユニットに分

かれている。

7.そ れは、カナダの大学から来た学生のグ

ループだ。

8.あ なたの訓練を活用すべきです。

9.彼 らがあなたのことをきちんと評価 しな

いのは正 しいことではない。

10.わ れわれは自然と一体となった生活をす

べきだ。

11.ど うぞもっとごはんを召し上がってくだ

さい。

12.彼 は制服姿だととてもハンサムに見えた。

13.お茶をお入れしましょう。

14.彼 はいつも車の中に調理道具を用意して

いる。

15.こ れらの表現は現在は使われない。

16.こ れが、あなたが探しているかばんですか。

17.彼 らは、米国メーカーから自動車部品を

輸入している。

18.彼 が話しているとき、思わずあくびが出

てしまった。

19.あ なたがいままで話した中で最も感動的

なフレーズはどんなものでしたか。

20.も う独立してもいい時期なのに。

21.お 会いするのを楽しみにしています。

22.感情を無理に抑え込むと、苦しくなるよ。

Part 4

SECTION l→ 1目ロロ
1彼は青年期をウェールズで過ごした。
2.こ の店では喫煙は認められていません。

3.彼のジーンズの尻の部分がてかっていた。

4.こ れはあなたの車ですか。

5.こ れらの靴は全部、ピーターにはあまり

にも大きすぎる。

6.太陽が窓に (反射 して)輝いていた。

7.彼 は土曜日に買い物に出かける。

8.彼女は今年、結婚する。

9.う まくいかないときは、知らせてください。

10.そ の映画はフランスで撮影された。

11.彼 はその仕事をまだ完了していない。

一“”】”““̈
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EXERCISESの和訳

12.こ の問題はさらにずっと難 しい。

13.彼 はみすばらしく見える。

14.あ の雲は車の形をしている。

15.そ の新聞は古くなって黄ばんでいる。

16車が通過するとき、この家は揺れる。
17.犬 たちはキャンキャン鳴いて、逃げ去った。

18.彼 の辛辣な言葉に私は傷つけられた。

19.こ うした木々は秋になると落葉する。

20.そ の物語を彼らに聞かせるとき、彼女の

声は震えた。

21.そ れはあなた自身の誤りだった。

22.あ なたのお母さんはもう到着しましたか。

SECT:ON2→ 嘔■鳳口 |

1.彼 は昨年、父親を亡くした。

2.彼女は必死に働いたが、失敗 した。

3.セルマ、鏡で自分を見てごらん。

4.ボ ウルに小麦粉とイース トを入れてくだ

さい。

5.彼 らはまだ到着していない。

6.ス ピーカーを自分の後ろに置かないで !

7.フ ィル、もう食事をしたの
'

8.あ の長い髪の若者は、私に対して無礼だ

った。

9そんなふうに私に向かってわめかないで !

10.そ れは約 5万円です。
11.彼 は無分別だが、それでも私は彼が好きだ。

12.私 たちは来年、スベインに行く。

13.君 が何を考えているかわかるよ。

14.私はあなたにたばこを吸わないようにと

言いましたよ。

15.彼 はもう始めただろうか。

16.頭 の上に両手を挙げろ !

17.あ の畑は昨年、豊作でした。

18.彼 があなたを高速道路に誘導します。

19.ま だそれをする必要はありません。

20.そ んな策謀に加担しないように。

21.も う少しバックしていただけませんか。

22.いつでもあなたを泊めてあげるよ。

Part 5

SECTION l→ Cコロロ
1.ロ ーズマリーに赤ちゃんが生まれた

一
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女の子だ。

2.私の叔父は年を取りすぎて、旅行ができ

ない。

3.女の子たちは発熱から回復していると思う。

4.実 は、彼の名前はエイドリアンです。

5.彼がいるというのは本当ですか。

6.そ の店は日曜は閉まっています。

7.あ なたの本はここにあります。

8.そ のエンジンはとても騒々しい。

9.私のカメラはどこですか。

10.ど こかのバカが犬を放してしまった。

11.最近はずっと好天だ。

12.お なかの調子が悪い。

13.彼女はずっと入院しています。

14.ドアのところに男性がいます。

15.だ れがそれをするのか教えてください。

16.私の兄はニューヨークに家を持っている。

17.あの男性はどうして叫んでいるのか。

18.こ の車はまた私たちをてこずらせている。

19.ジ ャックが仕事を探していると聞いてい

ます。

20.あの男は一日中、ベンチで眠りこけている。

21.私の妹は両親と一緒に住んでいる。

22.脚 が痛い。

SEC丁10N2→ C=口D
l.す ごく見た目がいいね !

2.メ アリー、雪になると思う?

3こ れが最後のボ トルになります。
4.も う一度それをしたら、たたくよ。

5.あ のね、こういうことなんだよ。

6.お そらく私たちはこの車を売却するでし

よつ。

7.そ れはいいと思う。

8.お なかがすいているなら、まだサンドイ

ッチがいくらか残っているよ。

9.そ れが続 くとは思えない。

10.パーティーではワインがたくさん出され

るでしょう。

11.こ こにサインをお願いできればと思います。

12.私 は彼らが家を買うと思います。

13.彼女はきっと戻ってくるよ。

14.いったい君は何をしていると思っているの?

15.彼 は8時にここに来ます。



16だ れが勝つかな
'

17.そ のショーはどんな感じだろうね
'

18.自 分が何をしているかわかっているよ。

19.コ リンは奥さんを連れてくるでしょう。

20.そ のニュースをどう思いますか。

21.外 出はしないでしょう
'

SECTION 3→ 口 ED
l.彼は、ディックに行ってもらいたいんだ

が、と言った。

2.その前に何かを食べておけたらよかった

のになあと思った。

3.知 っておきたければ、彼はハンバーガー

が好きです。

4.そ れは理想的な場所ではありません―
だれもそうだと言わないでしょう。

5.彼女はケイ トに会えたのでしょうか。

6.あ なたが私のアイデアを評価 してくれる

最初の人だと思いました。

7.彼 らは、あなたにひとりで来てもらいた

いんですよ。

8.私はいつもそれが違った結果になるだろ

うと思っていた。

9.彼は自分がどれくらい飲んだかを知って

驚いた。

10.ほ かの交通機関があればよかったんだが !

11.そ れは大きな助けとなるでしょう。

12.前もって私に話してくれればよかったのに。

13.(も しそこにいたならば)彼 らはそれを楽

しんだだろうなあ。

14.私たち、もうそろそろ家に帰ったほうが

いいね。

15.も し尋ねてくれれば、本当のことを話し

たかもしれない。

16.こ こに来たのは初めてです。

17.こ の気候、どう思いますか。

18.そ れが彼にとって初めてだったなら、ま

た違っていたかもなあ。

19.昨夜までに終わらせておくべきだったのに。

20.わ れわれは行くことはできたが、行かな

かった。

21.雨 はいまはもうやんでるはずだが。

22.死 ぬかと思った !

SECT10N 4→ C■□D
l.残念ですが、助力できそうにありません。

2.成張らない男性もたくさんいます。

3.マ イケルには言つてはいけないよ。

4.し なくていいなら、 しないよ。
5.ワ インが十分にありません。

6.三度と酔っぱらわないことを誓います。

7.彼 は全然驚かなかった。

8.彼 を行かせるべきではなかったね。

9.そ んなふうに私を見ないでほしいね。

10.十分な時間がなかったんだ。

11.彼は明日、来ないかもしれない。

12.さ あ、入って。

13.彼はひとりではそれをできなかったでし

よつ。

14.そ んなもの買わなきゃよかった。

15.知 ったことではないと言ったじゃないか。

16.あ まりたくさん飲んじゃ駄目ですよ。

17.彼女はやせましたね。

18.彼女はあなたの手紙を受け取っていない

と思います。

19.そ んなことをしてもらいたくなかったよ。

2Q彼 らはまだ着いていないかもしれない。
21.会議には遅刻 しませんでしたよね。

Part 6

SEC丁 10N l→ C■ロロ
1.彼女は引き出しに鍵をかけた。

2.彼女は私に濡れたタオルを持ってきてく

れた。

3.痛 みは耐えられないくらいひどかった。

4.そ れは君をとてもよく捉えた写真だ。

5.白 いカップをいただけますか。

6.あ そこに上がっている大きな風船を見て

ごらんよ !

7.そ の本は十分気をつけて扱ってください。

8.両親をがっかりさせることはできません。

9.彼女はプレゼントを赤い紙で包装した。

10.そ の場合には、ロンドンは2番 目の候補

地です。

11.彼女はドアに挟まれた。

12.冬は厚手の服を着るべきだ。
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整XERC:SESの 和訳

13.そ の件を最優先事項とすることに同意し

ます。

14.彼 はとても速く歩くので、私はついてい

けない。

15.減税のために政府が動いてもいいときな

のに。

16.そ のダンサーは、完璧なタイミングと統

制を披露した。

17.彼 は首相の後任に指名されている。

18.彼 は2度、強盗に遭ったことがある。
19.彼 らはうれし涙を流 した。

20.そ の大はミルクの椀を紙めてすっかりき

れいにした。

21.群衆は犯罪の現場から素早く遠ざかった。

SE⊂T:ON2→ Cコロロ|
1.彼女はきっと忘れるでしょう。

2.私 を止めないで !

3.彼 は突然立ち上がった。

4彼女はそれ以上の金額を支払った。
5.彼 はコー トのボタンをなくした。

6.彼の指は凍傷になっていた。

7彼女は疲れ果てているように見えた。
8.太陽は雲に隠れていた。

9彼らは結婚を公にしている。
10.来 ていいですよ、いまでなければ。

11.彼は銀行業界の大物だ。

12.も う少 しそのケーキが残っています。

13.彼女はそれを木の容器の中に入れた。

14.そ の記者は、新聞記事のための鋭い嗅覚

を持っていた。

15.彼 らは彼に穀物の貨物を送った。

16.あ なたは昨夜来る必要はなかったのに。

17.こ れ以上何を期待できるの ?

182杯以上は絶対飲むべきじゃないよ。
19.明 日までに何とかそれをしていただけま

せんか。

20.彼 らは潜水艦が徐々に沈んでいくのを見

守った。

21.彼に頼まれなかったら、それをしなかっ

たろう。

SECT:ON3→ C■コ3
1.最近、彼女に会った

'

2.君はさびしそうに見えるよ。

3.彼はワインを2瓶空けた。
4.君は本当にラッキーだよ !

5.私 を見るのをやめて !

6.私はちょっと混乱 しています。

7.その小さな男の子は模型を作るのが好きだ。

8.そ れは戦いの最中に起こった。

9.その本のタイ トルを覚えていますか。

10.彼 は夏はいつもサンダルを履いている。

11.猫が塀の上を跳び越えた。

12.何 て晴れわたった空だろう !

13.そ の瓶には金属製のふたが付いていた。

14.大 きな物音が牛たちを驚かせた。

15.彼女は皮膚科のクリニックに通院している。

16.私 たちは彼がうそをつくのをやめること

を期待できない。

17.彼女はもうほとんど自分ではどうするこ

ともできない。

18.私 は(期待を)裏切られて、意気消沈 して

いた。

19.彼 はぬかるみをうまく飛び越えた。

20.風がろうそくの火を吹き消した。

21.そ の小さな男の子は寝具をぴったりと引

き寄せた。

SECT:ON 4→ 口國■
1.彼 らをパーティーに招待しましょう。

2.その努力は彼女のすべてのエネルギーを

消耗させた。

3.私はこうした本は必要ない。

4.ウ エーターにチップを渡して、レス トラ

ンを出た。

5.彼女のコートは裏地まで濡れてしまった。

6.彼はそれを何に使うのだろう
'

7.興奮して心臓がどきどきした。

8.往復で2時間かかった。
9.運に任せよう。

10.た ばこの煙で窒息しそうになった。

11.何てひどい天気なんだ !

12.時計が10時 を打った。

13.彼 らはちょうど婚約を発表したところだ。

14.光 は音よりも速く進む。

15.彼 は健全な判断力を持った人です。

16彼は信頼できる人ではない。
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17.そ れらはフリーザーに入っている。

18.あ の仕事をもう終えましたか。

19.彼 は出版業に従事 している。

20.わ れわれは暴力を止めなければならない。

21.ま ず力二をいただきましょう。

Part 7

SECTION l→ 1■国ロ
1.卵が数個割れているのを見つけました。

2.大 して変わりないよ。

3.その城には興味深い歴史がある。

4.私たちは特別なときにしかワインを飲み

ません。

5.その映画はかなりありふれたものでした。

6.4月 の平均気温は18度 だった。
7.旅は視野を広げてくれる。

8.彼らは政府から潤沢な補助金を受けている。

9.彼女はクラシック音楽が好みだ。

10.ハ トは平和の象徴です。

11.彼 らは現在、別居中だ。

12.彼 は公の発言にはもう少し注意をするべ

きだ。

13.壁の木製の羽目板がひとつ壊れている。

14.彼 は本の注文をキャンセルした。

15.プライバシーは彼にとって大切なことだ。

16.彼 は同意 しないと思います。

17.8時以降でしたらいつでも電話してくだ
さい。

18.彼 はいまはひとりではない。

19.彼 と仲良くやっていけますか。

20.い ましなくてもいいじゃない !

21.最終試験をいつ受けるのですか。

SECT10N 2→ 1日E圏|

1.と にかく、たばこを吸っては駄目だよ。

2.彼女はお客様にスープを出した。

3彼女は私が言ったことを頑として信じな
かった。

4.同意しますよね
'

5.い くらかお金を貸してもらえない
'

6.彼 らは自分たちを限界まで追い込んだ。

7.穏やかな夏の夜でした。

8彼女は自分に向いている仕事を見つける

ことができなかった。

9.彼 は夜、家に帰る最終バスに間に合った。

10.私 たちは冷肉とサラダを食べるつもりです。

11.世界の半数の人々が貧困線以下の生活を

送っている。

12.君はそんなことを言うべきじゃなかった。

13.彼はあの古い靴を捨て去った。

14.ゴ ールキーパーは6本のゴールをくい止

めた。

15.彼女には話してほしくないね。

16.彼女はほんのわずかなお金で何とかうま

くやりくりした。

17.そ の男の子は左右の区別がつかない。

18.君は彼女をたたくべきじゃなかった。

19.私たちは来週、会議を開きます。

20.彼女は私がいままで会った中で最も複雑

な人だ。

21.そ の知らせを彼女に話す必要はなかった

のに。

Part 8            ‐||
SEC■ONl→ C=コロ|
1.ク リスマスが近づいてきている。

2.カ ップは彼が落としたときに割れてしま

った。

3.最近、学生たちは学校に不満を抱いている。

4.そ れはおそらく本当だ。

5.通 りを渡りましょう。

6.本 を持ってきてくれて本当にありがとう。

7.彼 は電気技術者として訓練された。

8.電車の中で読むためにスリラー小説を持

っていった。

9.彼はス トラトフォー ドを訪問した。

10.何か虫よけスプレー(殺虫剤)を持ってきた
'

11.彼女はケーキの上に、粉にしたアーモン

ドをふりかけた。

12.彼は高笑いをした。

13.こ の薬には処方箋が必要です。

14.彼女は子どものことで トラブルをたくさ

ん抱えている。

15.彼の批評に、彼女の自負心は傷ついた。

16.彼はその写真コンテス トに3枚の写真を

出品した。
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EXERCiSESの )不口訳

17.こ れは厳しく守秘されるべきだ。

18.彼 はガールフレンドに夢中だ。

19.そ のショーは大きな興奮を呼び起こした。

20.そ れにはしっかりしたねじが3本必要です。

21.日 本は自由主義の国だ。

22ノ ーベル賞を取ることが彼の夢だった。

SECT10N 2→ EEコD
l.彼女は水泳ではクラスでナンバーワンだ

と公言している。

2.こ のかみそりの刃は青い。

3.辞書を使うときには眼鏡がいる。

4.彼の生活スタイルは非常に質素だ。

5.ハ トは羽ばたいて、飛び去った。

6.彼女は減量に挑戦 している。

7.ソ ーセージがなべの中で音を立てた。

8.台所を片づけてもらえませんか。

9.妻の死は彼にとって大打撃だった。

10.彼女はその男をにらみつけた。

11最初の計画でいったほうがいいよ。
12.そ のスポーツカーはあっという間に通り

過ぎた。

13.母 は薄切りのパンが好みです。

14.お話ができて楽しかったです。

15.も うすぐ11時 だ。

16.彼女の態度は、チャーミングで飾り気が

なく、感じのよいものだった。

17.そ んなに憂うつそうにしないで !

18.電気時計のプラグをコンセントに差し込

んでくれない
'

19.彼 の目は怒りで燃え上がった。

20.道路は非常に滑りやすくなっていた。

21.こ の書類を一緒にとじておいていただけ

ますか。

22.今 日は多少曇っているね。

SECT10N 3→ C=コ■
1彼は取っ手をひねった。
2.私 たちはグウェンに歌を歌ってくれるよ

う頼んだ。

3彼は行儀の悪い男の子を手でピシャリと
たたいた。

4.彼のジャケットはツイードでできている。

5.彼 らは熱気の中でみんな汗をかいていた。

6.ス カッシュのラケットはテニスのものよ

り小さい。

7.彼 は男の子のお尻をたたいた。

8彼女はいま、12歳だ。
9.そ の少女は年齢にしてはかなり小柄だ。

10.彼 らは量よりも質のほうを求める。

11.彼女の希望はだんだんしばんでいった。

12.歩 くときには腕を振る。

13.日 本人はイカをたくさん食べる。

14.彼 は何とか大急ぎで食事を取ることがで

きた。

15.彼女は鼻にかかった声で話した。

16.私 たちはよくお互いに本を交換し合った。

17.その男性はしゃがんで、男の子に話しか

けた。

18.彼女の目はいたずらっぼく輝いた。

19.彼 は公園で軽い昼食を取った。

20.そ れには15分 くらいかかる。

21.彼女は、昨夜私が何をしていたか、根掘

り葉掘り聞き出そうとした。

SECT10N 4→ C■コロ
1.私 たちは昨夜、スミスさんの家で夕食を

いただいた。

2.彼女はあの老婦人が大嫌いだ。

3.彼はまだ、深い思い出の中で生きている。

4.そ の店はさまざまな幅のカーテン素材を

売っている。

5.彼 らは、以前はさまざまな種類の布地を

生産していた。

6.わ れわれはみんな立ち上がって、彼らの

健康のために乾杯 した。

7.口 をゆすぎなさい。

8.わ れわれは会議を来月に設定した。

9.彼女は、彼ががっかりしているなと感じた。

10.彼 は10代だ。

11.彼女はシルクの服を着た。

12.彼女はコー トにブラシをかけた。

13.彼 は時計をちらりと見た。

14.彼 を人混みの中に見かけたように思った。

15.彼 はその男の腕を捕まえた。

16.彼女は驚いて息をのんだ。

17.彼 らはまだ、合意に達していない。

18.彼女は卵をかき混ぜた。
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19.そ の仕事は彼女に多くのことを要求する。

20.私たちはピクニックを次の日曜に決めた。

21.彼は安堵 してため息をついた。

SECTION 5→ 1■塑ロ
1.休憩しましょう。

2.何てうららかな、いい天気なんだろう !

3.ど うぞ、お座りください。

4連絡をしてくださいね。
5.私はあなたの言ったことがわからなかった。

6.あ なたの言いたいことがまったく理解で

きない。

7.終 えさせてください(最後まで言わせて

ください)。

8.そ のとおりだ。

9.す ぐに戻ってきます。

10.こ れについてはよく考えてみます。

11.こ れはどれくらいのサイズですか。

12.そ の仕事は私にびったりだ。

13.あ なた次第ですよ。

14.そ んな大声で話さないで。

15.私 がそれを正 しく理解したかどうか確認

しましょう。

16.そ れはどのようにして明らかになったの

ですか。

17.さ あ、出かけましょう。

18.も う少しそれを考えてみます。

19.ク レジットカー ドを使えますか。

20.彼女が言ったことはいまでも正 しい。

21.そ れを買う余裕はありません。

Part 9

SECT10N l→ 1■四ロ
1.そ れは私が (滑った/寝 た)と ころです。
2.彼女は(手にベンを持っていた/手が痛
かった)。

3.みんな一緒に (生活/出発)し ましょう。
4.ほ ら、 (あ そこがカーブだ/あ そこに楽
隊がいる)。

5.大 きめの (カ ップ/帽子)を あげます。
6.(ピ ン/ベ ン)を もらえますか。
7.テ ーブルの上に(1本のコー ド/1枚の
カード)が見えた。

8.赤 ちゃんは(携帯用ベッド/カ ー ト)の中
です。

9.彼女は(そ の会社/そ の農場)で週に3日

イ動いている。

10.彼 は(不思議に思っていた/歩 き回って
いた)。

11.押 し入れは(敷物/ぼろ服)でいっぱいだ
った。

12.私 たちは浜辺にかわいい(カ モメ/少女
たち)がいるのを見た。

13.こ の水を(検査 してください/飲 んでみ
てください)。

14.そ の (穴 /ホ ール)は十分大きくはない。
15.私 は彼の言うことを(本当に信じます/
めったに信じません)。

16.私はそんな(や けど/納屋)を いままで見
たことがない。

17.そ の (虫 /バ ッグ)に触らないように !

18.そ の (警官/帽子)を見て !

19.ゴ ムがそこにある。/泥棒がそこにいる。
20.私は(「捕らえられた」/「ベッド」)と言った。

21.(カモ/埠頭)が見えましたか。

SECT10N 2→ C=ココ
1.彼 は(狭い道/小道)に入っていった。
2.彼 らはそのことで(考 えた/戦 った)。
3.われわれは彼らを(雇 った/ク ビにした)。
4.(「衣類」/「終わり」)という単語を繰り返

してください。

5.(薬 /水差し)を使わないように。
6.そ れが (悪いこと/ロ ンだということ)が
わかった。

7.(ね じ/電気のボル ト)と言ったのですか。
8.だ れが (エ ン ドウの皮をむくの/エ ンド
ウを売るの)?
9.彼 は書類を(集めなかった/訂正 しなか
った)。

10彼 はさらに(い い賞を授与されること/
いい値段がつくこと)を期待 している。

11.こ れをみんな(バッグに入れて/後 ろに
置いて)。

12.(列車/鎖 )を見てごらん。
13.彼 は若いころ(大悪党/偉大な歌手)だった。
14.私 たちは(も っと大きなバッジを/も っ
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霊XERCiSESの和訳

とたくさん)も らえると期待していた。

15.こ の古い(グ ラスを全部処分しましょう

/草を全部取り去りましょう)。
16.そ れはとても(お粗末な運行/貧弱な横

桟)だ った。

17.彼 らは政府を(倒そうとした/倒すこと

を考えた)。

18.野 原にいる(雄羊/子羊)を見て。
19.ど うして彼女はその猫を(た たいたのだ

ろう/隠 したのだろう)'
20.(「傷害」/「 レギオン」)と いう言葉を知っ

ていますか。

21.(遊 んでいるときは/お祈りをしている

ときは)彼らの邪魔をしないで。

SEC丁10N3→ EEコロ
■
1.テ レビ

2.反対側の、正反対の

3.反対する

4.電話

5.意見

6_怒 って

7.作用、操作

8.地質学

9.許 す

10.世代、同時代の人々

11.発達、発展

12.器具、機械

13劇 説ヽ

14.賛 辞

15.忠 実に

16.さ まざまな

17.忘れる

18.無 知

19.(大学・高校の)新入生

20.一般化

21.共謀、共犯

22.男の、男らしい

23.荒廃 した

24文学
25.製造 (する)

26.王国

27.異 なった

28.相 いれない

29.記念物 (館 )

30.記念碑

31.容易に信 じない

32所ζ:去ロ

33.半 島

34.年金 (恩給)受給者

団

1.彼女は地方銀行でよい地位にある。

2.彼女は食器棚にベーコンを入れた。

3.彼はいつもクラスで最低のほうだ。

4.彼は自分のお金をとても気前よく使った。

5.このウールのじゅうたんは本当にお買い

得でした。

6.そ して悲惨な出来事が起こった。

7.彼 はその新聞にコラムを書いている。

8.彼が来る可能性はあるが、確実ではない。

9.彼は鼻が目立って長い。

10.彼 らはテロリス トたちによって人質とし

て捕らえられた。
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マザー・グースで
英語のリズムを
マスター

`纂

)ト

Mother Goose rhyme

ハ
αマザー・グースは、不思議なそして楽しい世界です。子どもたちだけではなく、

大変多くの大人たちがとりこになつている世界でもあります。その魅力はいつた

いどこにあるのでしようか。

ひとつには、詩や歌の内容の面白さです。わが国に、谷川俊太郎ほか多くの人

たちによる訳詞集があることからもうかがえます。また、多くの研究書が出版さ

れていますが、これはマザー。グースの歌の内容や、使われている言葉を研究す

ることによつて、英語圏に関する背景的知識が得られるからでもあります。しか

し、何よりも大きな魅力は、朗読されたり、歌われたりした場合の英語の音とり

ズムそのものにあると言えるでしよう。

そうです。rhyme(韻文 。詩)という言葉から明らかなように、これらは、必

ず声に出して読まれ、歌われるものなのです。英語圏の子どもたちは歌いながら

遊戯をし、大人たちは子どもの心に戻つて歌います。

私たちも、英語圏の人たちと同じように、リズムに乗つて歌つてみてはどうで

しょうか。歌の言葉と一緒に身体が動くようになつてくればもう大丈夫です。英

語のリズムが身についてきたのです。

この特別講座は、だれもが歌つたり、朗読したりすることを通じてマザー・グ

ースの世界を楽しみ、そして英語のリズムを身につけることができるように、詳

しい解説を付けてあります。解説を参考に音声・音楽を聞き、繰り返し歌つてみ

ましょう。マザー・グースを通じて、英語の世界が皆さんの心の中に広がってい

くことでしょう。
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Mother Goose rhyme

マザー・グースは、正式には、Mother Goose rhyme[mAOЭ ′gils raim]と 言わ

れ、英語圏で伝統的に歌われてきた、小さな子どもたちのための歌のことです。メロ

デイーに乗って歌われることも、詩として回ずさまれることもあります。イギリスで

は、ナーサリー・ライムnursery rhyme[n61rs(0)ri raim]と 通常言われていますが、

これに対して、アメリカではMother Goose rhymeと いう呼び名が一般的に使われ

ています。日本では、「伝統童謡」「わらべうた」「子守歌」そして「ナーサリー・ライ

ム」「マザー・グース」などと呼ばれています。

詩歌の数は何百とあり、内容的にも多岐にわたっています。長い間、母が歌い、ま

た子どもたち自身も歌い、さらになぞなぞ、早口言葉、遊戯と一緒に歌えるなど、幼

いころの思い出とともに、英語圏の人々の血となり肉となっているのです。英語圏の

人々の「心のふるさと」であると言われるのもそのためです。

英語を学ぶ私たちが、これらの「わらべうた」を通して、少しでも英語圏の人たち

の「心のふるさと」に触れることができるとすれば、その意義は大変大きなものと言

えるでしょう。「わらべうた」は、子どもの歌であるため、歌の意味が必ずしも論理的

なものではなく、脈絡に欠けるもの、どう考えても意味がよくわからないものなどが

多くあります。しかし意味の詮索はひとまずおいて、私たちもわらべうたそのものを

子どものように歌い楽しんでみるのがよいでしょう。

また、英語の音声習得の面から言っても、マザー・グースは格好のお手本であると

言えます。リスニング・スピーキングのすべてのポイントがここで学べるのです。何

よりもまず、リスニング・スピーキングの根本である、英語のリズムを身につけるこ

とができるというのが最大の利点です。「まずリズムありき」であり、マザー・グース

には、英語のリズムが根源的な形で現れています。マザー・グースのようなわらべう

たは詩の一種であって、言語のリズムは、詩において最も根源的な姿を示すからです。
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さらに、わらべうたは、歌の意味や内容よりもむしろ、音の作り出す世界が重要なの

です。音の韻律―
リズムや音の同音性などによる調子一

が優先するものなので

す。

こうした理由から、マザー・グースは、リズムに焦点を当てて英語を勉強するには

もってこいだということがわかります。では、実際に例を見る前に、もう一度リズム

について復習しておきましょう。

言語にはリズムがあります。言葉力導舌されるとき、そこには何らかのリズム現象が

現れます。世界の言語はそれぞれ、リズムに独自の特徴が見られるとはいえ、本質的

にはふたつのタイプに分けられると報告されています。これは「強勢リズム」(stress―

timed rhythm)と 「音節リズム」(syllable―timed rhythm)のふたつです。

なぜ、このようなリズムが現れるのかは、自然現象に見られる規則性や、人間の呼

吸、心臓の鼓動などに見られる生命現象としての規則性などにその根源があるのかも

しれませんが、もちろん確かなことはわかっていません。

具体的な現象としては、たとえば日本語には日本語独自のリズムがあり、それは五・

七・五の俳句や五・七・五・七・七の短歌、またはそれに類した標語などに、はっき
はく

りとした形を取って現れてきます。ここでは、ひとつひとつの音節 (拍とも言います)

が、どれもほぼ同じ間隔で規則的に現れてくるという特徴を持っています。これが音

節リズムです。音節リズムにはまた、ある音節がほかの音節より強く言われて、そこ

が際立つなどということがないという大きな特徴を持っています。

これに対して、英語にも英語独自のリズムがあります。この場合は、ひとつひとつ

の音節ではなく、強勢 (stress)の ある音節が規則的に現れてくるという特徴を持っ

ています。これを強勢リズムと言います。そして、英語においても、この強勢リズム

の特徴が、詩歌の形を取ったときにはっきりと現れることになるわけです。

世界中の言語にリズムがあるとすれιよ 人間は、何らかの (規則性のある)「律動」

あるいは「パルス」(pulse)と でも言うべきものを潜在的に持っていると言えるでし

ょう。あるいは、このパルスが言葉を引き出し、言葉に流れを与え、言葉にまとまり

を与えていると言ってよいかもしれません。このパルスの現れ方の違いを、日本語と

英語について簡単に比較し、まとめておきましよう。

日本語の場合

1.ひとつひとつの音節にパルスが顕在する。   i.I‐

2.ひとつひとつの音節が、ある意味では均質的であると言える。強いところと、弱

いところという対立的関係はない。

3.以上のことから言えることは、話をする場合、言葉の流れに目立った強弱がなく、

しかもそのスピードカ寸ヒ較的一定しているということである。視覚的に表示すれ
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ば、颯錮鰊輪鱚熙醸機颯鶉餞瘍とでもなるであろう。

英語の場合

1.ひとつひとつの音節すべてにではなく、ある特定の音節にパルスカ湿頁在する。
2.そのパルスが現れる特定の音節は、ほかよりも強められ、同時に、l長くなったり、
ビッチに変化が生したりして、ほかより目立つものとなる。すなわち、強う夕のあ

る音節が際立つ。

3.強勢のある音節とない音節との組み合わせ力ヽ 使われる単語によって異なるため、
弱の音節の数によって、言葉の流れにいろいろな型の強弱現象が現れる。同時に、

スピードに絵急の差、すなわち、遅くなったり速くなったりする現象が生じる。

日本語のように常に一定であるということはない。視覚的には次のように表示で

きる。タイプはいろいろある。

1:____1____■ ____主__ ,  。  ,

「

百πヌ
=石
丁

(発話の最後は長めになる)

而天
=頂

~「
雨天薮¬

:ヒ__上二i二 ■___9艤   爾

1速い |~~面T~~丁
~~面
T~~~丁可F:ri雨

~可

(発話の最後は長めになる)

0  議  ‐議

速い ゆっくり 速い

(発話の最後は長めになる)

以上のことから明らかなように、日本語を母語とする人が英語を学ぼうとするとき

は、日本語の言語リズムの特徴から生まれる壁を乗り越えなくてはならないわけです。

つまり、均質的で、発話のスピードにあまり変化がないという特徴から離れて、正反

対の性質を持っている英語のリズムを身につけなければなりません。

以下、マザー・グースに現れる、この英語の根源的なリズムを、6つの歌を例に見

ていきます。:歌は266ページと267ページにまとめて挙げてあります。また、ダウンロ

ード音声と以下の解説を照らし合わせて、リズムを確認してください。マザー・グー

スのようなわらべうたは、節をつけて歌ったり、声を出して読んだりするもので、決

して黙読するものではありません。詩歌はどれも、声を出して読んだり歌ったりする

ことによって、そのリズムをはっきりと感じ、味わうことができるのです。

1.G6orgie P6rgie′ ...

強弱 (● 苺)の単純なリズムの中に、 1カ所だけ強弱弱 (0苺 苺)と弱がふたつ続

くところがあります (pidding and)。 同音の繰り返しとして、pie[pai]と Cry[krai]
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の [ai]、 play[plei]と away[owei]の [ei]とがそれぞれ脚韻を踏んでいます。単純な

リズムですが、慣れないと、なかなかネイティブスピーカーのようには言えません。

注意する点は次のとおりです。

a.強のところ (●)から次の強 (●)のところへ、弾むように跳んでいく。
b.強 (●)と強 (●)の間の時間を等しくする。机を手でたたくなどして拍子を取
るとよい。

c.1行 日のG6orgie P6rgieに 続くpidding andを 少し速めに言うようにする。
d.3行日のb6ys cameのところは、b6ysが長くなりすぎないように、しかも強め
に言う。cameは弱めにし、b6ys cameと 速めに進める。

e.全体としては、とにかく山のところと谷のところ (強く際立つところと弱く際立
たないところ)の差をつけるようにすることが大切。山のところ (強のところ)

が発話の流れを支配し、リードしていくようにする。つまり、強の部分が弱の部

分を従えて進んでいくようにするとよい。

2.Char:ey Barley′ ...

これは1.と まったく同じリズムです。 1.で挙げた点を確認して、同じように言っ

てみましょう。

3.To rnarket′ to rnarket′ ...

これは、弱強弱弱 (― ●・ ‐)と強弱弱 (e奮 苺)が交ざったものです。以下の点

に注意しましょう。

(1)1行日と3行日の出だしの部分、To mirketの Toを強にしないこと。弱く短

く出てmirketの mar―で盛り上がるようにする。

(1)1行 日と3行日の終わりの部分、biy aね t pigと biy a fat h6gの fatを強く

しないこと。強くしかも比較的短いbiyの後、a fatと弱く速めに進むようにす

る。

4.One′ tw6′ three′ f6ur′

これは、 1行日と3行日が強 (●)の 4連続によって特徴づけられ (sёvenの強弱

を除いて)、 2行日と4行ロカミ強弱 (●苺)の繰り返しを特徴としています。このこ

とから、1行日と3行日のほうが、2行日と4行日より少しゆったりと進みます。 2、

4行日で大切なことは、強と弱との差をつけることです。

5。

.Twink:e′
twink:e′ :itt:e star!            ‐.・‐   ..‐

これは、すべての行にわたって、強弱 (総驚)が規則
=し
く現れているので、比較

的簡単に言うことができます。強と弱との差をしっか,りつけて、英語に現れるパルス

を感じとるようにしましょう。ぜひ、音楽と一緒に歌ってみてください。

6.Hnmpty Dlmptysaton a wa‖ ′

これは、強弱 (● )と強弱弱 (0・・ )とが交ざっているため、少し言いにくい

“暉瞳】噸嘔”】
”Ｓ。沖す。ヽ
０。。０。ヽ
コヽ
【ゴ。



∩

∩

∩

1. G6orgie P6rgie, pridding and pie,
●   ●    ●  ―  ‐  ●
Ktsed the gfris and m6de them
●     ●     ●

cry:
●

wh6n the b6ys came o`tto p:6y′
●    ●    ● .●

G‐6orgie P6rgie r6n aw6y.
●    ●    ●   ●

2. Ch6r!ey B6rley′ b`tter and 6ggs′
●   ●   ●   _  o
s61d his wffe forthr6e duck 6ggsi
●    ●    ●     ●
VVh`n the(dtiCkS beg`rt tO lヨ y′
●    ●  ― ● `・ ●

Cり ley BなけfP,守・

3. To m5rket to m6rket, to briy a fat pig,,O-:i'a::.::(D.,,*$
H5me again, h5me again, iiggety-iig;

a O $.rrr$
To m5rket to m5rket, to briy a fat h6g,aae,,,,l&
H6me again, h6me again, jiggety-j69.

aa,C,,',O

ジョージー ポージー
プディングにパイ

キスしちゃ女の子を泣かせてた

遊びに出てきた男の子

とたんに逃げてった

ジョージー ポージー

チャーリー バーリー
バターに卵

アヒルの卵 3個で女房を売つた

アヒルが卵を生み始めたら

チャーリー バーリー
すつとんで逃げた

市場へ 市場へ
肥えたブタ買いに

おうちへ おうちヘ
ピョンピョンピョン

市場へ 市場へ
肥えたブタ買いに

おうちへ おうちヘ
ランランラン

かもしれません。 1行日と2行日の Himpty Dimptyの 強弱 (● 。)以外は、強弱

弱 (●ヽ'・ )となっています。ですから、●
機筆のところは、少し速めに言わなけれ

ばなりませ
‐
ん。

また、great、 king's、 putの 3語は弱にすることが大切です。この3語は、普通の

会話では強になるタイプのものですが、わらべうたではリズムカⅥ憂先するため、弱に

なっているのです。

リズム以外にも注意を要する現象があります。

4。 (1)Mary atthe c6ttage d6or

atは弱形の[Эt]ではなく強形の降t]であり、しかも、次にくるthe[ёЭ]との関係

で [詭t]の [t]には目立った破裂がない。

(2)Ё ating ch6rries 6ff a plite

off aが 6■aのようにつながっている。
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∩

∩

m

4.One′ tw6′ thr6ef f6ur′
●  ●  ●   ●
M6ry 6tthe c6ttage d6or′

ひい、ふう、みい、よう

メアリーが戸口で

いつ、むう、なな、やあ

お皿からサクランボ食べている

キラキラ 光つて お星さま
お星さまは どなたなの
あんなに高く 天高く
まるでお空の 金剛石ね
キラキラ 光つて お星さま
お星きま,ま どなたなの

ハンプティーダンプティーが

塀の上

ハンプテイーダンプティーが

おっこちた

国王陛下の馬たちも、

国王陛下の歩兵も

ハンプティーをもとには戻せな

かつた

(ハンプティー :卵形の人形)

● ●   ●
F"e′ s枚′s6ven′
●  ● ●

●

etht′
●

〔ating ch6rries 6ff a p16te.
●   ●   ●   ●

5.Twhkleftwhkle′ ifttle st6r!
●    ●   ●   ●
H6w l w6ndervvh6t yOu 6re!
●   ●    ●  ・  ●
Up
●
ab6ve the w6rid so
・ ●    ●  _

hth′
●

Lke a dhmond h theskユ
●  .●  ‐ 0 - ●
Twhkle′ twhkle′ iftle st6r!
● ‐ ● = 0- 0
H6w:w6nder wh6tyOu 6Ю !

● .●  ‐ 0 ・‐ 0

6.H`mpty D`mpty s6t on a w6‖ ′
●   ●  ・ ● ― ‐ 0
H`rnpty D`nlpty h6d a great f611′
●   ●  .● .・  ●
Å‖the king's h6rses and 6‖ the kingrs m`n
●       ●     0    _
c6uldn′t put H6mpty tOg6ther agln.
●      ●     O    o

●

5。 (1)what you

[(h)WAt∫u,(h)w6t∫u]になる場合と[(h)wA(t)ju,(h)w6(t)ju]に なる場合とがある。

音声は後者で、[t]に破裂がないため、「ワッユ」のような響きになる。

(2) Like a dfalnond in the

単語が滑らかにつながっている連結現象。

6.(1)siむu w61:(2)haむ great
(1)、 (2)と もに単語の連結現象。         ・  =

(3)c6uldn't[k逢 (d)nt]              ‐.|■‐
~      .

[d]の破裂がなく、[n]に飲み込まれるようになるよ
~

〓

０
沖
す
０
ヽ
０

０
０
∽
０

「
，
く
Ｂ

０
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音声を聞いて、強勢の位置を確認し、同じように言ってみましょう。

∩

∩

ノ
中
ヽ

dsIIob

⌒

dsI111b

∩

1. Tinker, t5ilor; s5ldier, s5ilor,

Rich man, p6or man, b6ggarman,
thief.

2. P6ter Piper picked a p6ck of pickled

p6ppers.

A p6ck of pickled p6ppers P6ter Piper
picked.

lf P6ter Piper picked a p5ck of pickled

p6ppers,
Wh6re's the p6ck of pickled p6ppers

P6ter Piper picked?

3. R5in, r5in, 96 aw5y.

C6me ag5in an5ther d5y.

Little .t6hnny wSnts to pl5y.

R5in, r5in, 96 to sp5in.

N6ver sh6w your f5ce agSin

4. Hickory, dickory, d6ck. Tick-t6ck.

The m5use ran 6p the cl6ck. Tick-t6ck.

The cl5ck struck 6ne, the m6use ran

d5wn.
Hickory, dickory, d6ck. Tick-t6ck!

5. P6ter, P6ter, pimpkin 6aten
H5d a wife and c6uldn't k6ep her.

Pfit her in a primpkin sh6ll-
And th6re he k6pt her v6ry w6ll!

6. J6ck ancI」 fl:vvent 6p the hi‖ ′

T10f6tch a p6i!of、 v6ter.

」6ck fell d6vvn and br6ke his cr6vvn―

And」 f‖ camet6mb‖ ng`ften

鋳掛け屋、仕立て屋、兵隊、水夫

金持ち、貧乏人、お乞食、泥棒

(早口言葉なので同音の繰り返しが

大切)

笛吹きピーターがピクルスペパーを

ワンペック摘んだ

ピクルスペパーをワンペツク、笛吹

きピーターが摘んだ

笛吹きピーターがピクルスペパーを

ワンペツク摘んだなら、

どこにあるのか、笛吹きピーターが

摘んだ、そのワンペックのピクルス

ペパー ?

雨なんか、行っちまえ

おとといやって来い

小さなジョニーが遊ぶんだ

雨なんか、スペインヘ、行つちまえ

もう来なくていいんだよ

チックタク、チツクタク、

ネズミが時計に駆け上がり、チック

タク

時計がひとつボンと鳴り、

ネズミが駆け下り、チックタク

チックタク、チツクタク

ピーターはね、ピーターはカボチャ

食らしヽ

女房もらったが 食わせていけない
カボチャの殻に入れました

うまい具合にいきました

ジャックとジルが山行つた

手おけにいつぱい水くみに

ジャックがころんで頭を打つた

ジルも続いてころがつた
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解説

ここでは、強弱 (● =)の繰り返しを中心とした、きわめて単純なリズムのわらべうたば

かりを集めてあります。強弱 (●・ )の変化をつけること、強の規則性 (等時性)を維持す

ることの2点を意識して言うことが大切です。

1.実に単純な強弱 (⑬奮)の繰り返しです。b6ggarmanが強弱弱 (0黎 菫)と なってい
るので、ここは少し速めに通過するように注意しましょう。

2.[p]音が繰り返し現れる早口言葉です。強弱 (●・)が規則正しく最後まで続きますが、

3行日のA p6ck(Ⅲ ●)は弱強になっており、そのタイミングに注意が必要です。ま

た、5行日のI P6terは弱強弱 (苺 ●鶯)と なりますが、Ifを弱め速めという気持ちで

言わないと、文頭の単語はつい強めてしまうため、リズムが崩れることになります。

3.● ●○警0/0'●・ ●モ● /● 鐵●t● =●のリズムです。1行日の3つ続く強の
最初のふたつの強と、それぞれの行の最後の強をゆっくり言うことがポイントです。後

は強弱の調子をつけて言えばよいでしょう。なお、このわらべうたは、●壼●苺笙/●

=簿 ● '■
ヽ /● い |:摯 ● 篠 場の よ う に 、 1行 日は 、 R`inと g6、 2行 日は C6meと

an6ther、 3行日はLfttleと wintsに 強勢を置いて、すなわち、各行ふたつの強勢のリ

ズムで歌うこともあります。gQl,wayと Com望慇aln anotherの連結にも注意しまし

よつo

4,0薔 畿擁●お● のリズムが繰り返されますが、2行日と3行日のThe(篠 )に注意し
て、弱めに、少し速めに言うようにします。Tick― t6ckの Tick、 ran ipの ran、 struck

6neの struck、 ran d6wnの ranをそれぞれ強めず、弱めに言うことが大切です。ranJp

の連結にも注意しましょう (Hickoryと dickoryは●■ にもなります)。
5.これも、● |●・ ●苺●tの単純なリズムの繰り返しです。3行日のinが強 (●)にな
るので、そこを盛り上げるような気持ちで言う必要があります。なお、この歌も、上の

3.と同様に、各行2強勢のリズムで歌うこともあります。

● 'す
.・ ●棗鶯薔 P6terと pinlpkinが ]資 |こなる。

● ' ・:●篠薔
“
 H`dと c6uldn'tが強になる。

●  ‐(0・ ,  Pitと pimpkinが強になる。
●|―‐‐―(D・ = th6reと v6ryが強になる。

6.この歌は、 1行日と3行日が4強勢、 2行日と4行日が3強勢のリズムになっています
が、各行2強勢で歌うこともあります。比べてみると次のようになります。

●菫・Q筆艤獲e     (D)'‐ 競ヽ●=薔  Ickと
`pが
強

●
鷲
0苺 ●

:筆    =‐
●
機 苺 儘

醸
議   fachと witerが 強

●―● ●ヽ‐●   ●鷲苺苺◎蔭絆 Jickと br6keが強
・●‐●.●    ―● 1.:=:=●‐  Jlllと ″terが強
前者のように、4強 3強 4強 3強で歌った場合、2行日と4行日は強がひとつ足りないた

め、w`terと
`fterの

後に1強勢分の時間を取ることになります。つまり、witerの後 1拍

置いてからJ`ckに移るという具合です。

〓
０
一
す
０
ヽ
０
０
０
●
０

コヽ
く
Ｂ
０
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音声を聞いて、強勢の位置を確認し、同じように言つてみましょう。

∩

∩

∩

∩

1. P6as pudding h6t,p6as pudding c61d′

P6as pudding rn the pot nfne days 61d.

s6rne like it h6t′ s6rne like it c61d′

s6me like it rn the pc)t nfne days 61d.

2. 6ne, tw6, thr6e, four; five,

6nce t c5ught a fish alive.

Six, s6ven, 6ight, nine, t6n,

Th6n I l6t him 95 ag5in.

Whi did you l6t him 96?
BecSuse he bit my finger s6.

Which finger did he bite?

The little finger 6n the right.

3. 55lly go round the s0n,

S5lly go round the m6on,

55lly go round the chimney pots

On a S5turday aftern6on.

4. Mix a pancake,

Stfr a pancake,

P6p it in the p5n.

Frf the pancake,

T6ss the pancake,

cStch it if you c5n

豆のプディングほつかほか

豆のプディングひぃえひえ

豆のプディング九日経つてもなべの

中

ほつかほかがいい人や

ひいえひえがいい人や

九日なべがいい人や

ひい、ふう、みい、よう、いつ

あるとき魚を捕まえた

むう、なな、やあ、ここ、とう

魚は放してやつちゃつた

何で放してやったんだい
'

指をぱくりとかんだから

どの指をかんだんだしヽ ?

それが右手の小指なの

サリー 回つて お日さまを
サリー 回つて お月さまを
サリー 回つて えんとつを
ある土曜日の昼下がり

バンケーキをミックスし

パンケーキをかき混ぜて

フライパンに放り込め

バンケーキを焼いて

バンケーキを放り上げ

ひつくり返してみてごらん
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解 説

ここでは、LISTEN&TRY lよ り、リズムが少し複雑になったものを扱っています。単
純な強弱 (●。)の繰り返しではなく、弱 (爾 )の数が 1行の中で、また行によっても異な
るため、発話のスピード (テ ンポ)に変化が生じます。この発話のスピードに変化をつけて

言うことと、その変化に乗って聞くことカミ私たちには大変難しいわけです。しっかりと練

習し身につけましょう。次のLISTEN&TRY 3は、ここの応用であると考えればよいでし
ょう。その意味でもここは大変大切なところです。

1.この歌は、各行4強勢ですが、弱の数が一定ではありません。そのために生ずる発話の
スピードの変化についていけるようにしなければなりません。注意する点は以下のとおりで

す。

(1)1行日と3行日のh6t(●)の後には弱がないため、ここでスピードが落ちる。つまり、
h6tl語を発音する時間が、ほかの強のところより長くなる。

(2)同様に2行日と4行日のnine days(● 。)は、弱がひとつであるため、その前のふた
つのところより遅めになる。

その他、次の点にも注意が必要です。

(3)2行日のpudding fnの in(●)を強めること。fnに続くthe[ёo]は inの [n]の影響で

[no]になる。4行日のin theも 同様。

(4)3行日と4行日のIke itの連結に注意。

2.各行4強勢で、強弱 (●。)を中心としていますが、弱が抜けて強強 (●●)と続いた
り、弱が入って弱強 (爾 ●)と なったりしている点が要注意です。

(1)1行日と3行日のおur(爾 )と nine(。 )を弱くし、thr6eおur(●罐)、 eFght nine
(● 機)と速めにすること。

(2)5行日のWh′ did yOu(●●艤)の Wh′ をゆっくり言い、しかもdfdを強にし、dfd
youと速めに続けること。7行日のWhich ffnger(● ●艤)も上と同様。

(3)単語の滑らかなつながりに注意。

OnCe」 Caught a fiStrliVe・ /Then llet him gOヽ again.

(4)弱形に注意。him[(h)im],he[(h)i:]

3.各行2強勢で弱が 4つ続きます。
(1)go roundは強めがちになるが、抑えて速めに進むようにする。

(2)3行 日と4行日は行の変わり目も● e饉 崚警と弱が4つ続いているので、途中で切らず
に速めにスムーズに進むこと。

4.強勢がひとつだけの行とふたつの行とがあるので注意。
(1)pancakeは 強めないこと。

(2)pinと cin(韻を踏んでいる)を盛り上げるように強 (●)にすること。(3行日と6行

日)
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音声を聞いて、強勢の位置を確認し、同じように言ってみましょう。

∩

∩

1

2

6ranges and l6mons,

Say the b6lls of St. Cl6ment's.

You 5we me five f5rthings,

Say the b6lls of St. MSrtin's.

Wh6n willyou p5y me?

Say the b6lls of Old B5iley.

Wh6n lgrow rich,

Say the b6lls of Shoreditch.

Pr5y, when willthSt be?

Say the sm5ll bells of St6pney.

l'm srire I don't kn6w,

Say the gr6at bells of B6w.

The 6wl and the Prissycat w6nt to s6a

ln a b6autiful p6a-green b5at.

They t5ok some h6ney, and pl6nty of
m5ney,

Wrapped rip in a five-pound n6te.

The 6wl looked rip to the st5rs ab6ve,

And s5ng to a smSll guitSri

'O l6vely Ptissy, O P6ssy my l6ve,

What a b6autiful P6ssy you 5re,

You 5re,

You 5re,

What a b6autiful Pissy you 5re!'

オレンジとレモン

聖クレメントの鐘が言う

そなたに5フアージング貸しがある

聖マーテインの鐘が言う

いつ返してくれるのか

オールド・ベイリーの鐘が言う

それは長者になつたとき

ショーディッチの鐘が言う

いつたいそれはし`つのこと

小さなステプニーの鐘が言う

皆目見当つきもうさん

大きなボーの鐘が言う

フクロウとネコちゃんが海へ出た

きれいな青豆色のボートに乗つて

ハチミツ少しにお金をたんと

5ポンド札にしつかりくるみ

星を見上げてフクロウが

小さなギターで歌う歌

「いとしのネコちゃん、愛するネコ

ちゃん

何てネコちゃんは美しい

ほんとうに

ほんとうに

何てネコちゃんは美しい !」
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解説

わらべうたの総仕上げです。これまでのものに比べて、スピードの変化がやや複雑になり、

同時に強弱のつけ方が少し難しくなります。ここを乗り越えると後は楽になります。日常会

話や、ニュースなどに現れるリズムにも乗っていけるようになるでしょう。そして何よりも、

自分の話す英語が間違いなく英語らしくなります。下の注意点を参考にして、強のところで

机をたたくなどして言ってみましょう。

1.各行2強勢ですが、弱の現れ方がずいぶん違っています。そのために各行のつながりが
難しくなる点に注意しましょう。

(1)Say(艤 )を強 (●)にしないようにする。Sayの前に弱 (鑢 )がひとつある場合 (2、
4、 6、 10行日)と、弱がない場合 (8、 12行日)とがある。ある場合はない場合よりいっ

そう速め、弱めにSay the(蔭 饉)と進まなくてはならない。

(2)b61ls Of st C16ment's(24子 日)と b61ls of St.M`rtin's(4イ テロ)の Stは [seint]と
も[s(o)nt]と もなるが、[seint]の場合でも弱く速く進み、最後の[t]は聞こえない。音声

は [Seint]|こ liヤ 。ヽ

(3)five(鰺 )(3行日)、 01d(畿 )(6行日)、 grow(聾 )(7行日)、 bells(蔭 )(10、 12
行日)は強 (●)にならないようにする。
(4)Orangesヽ and,b611ミ of,b611ミ o■01d B`iley,な どの連結を滑らかに行う。

2.これは、 1行 4強勢と3強勢とが交互に現れる上に、弱の現れ方が各所で異なっている
ため、かなリリズムに乗りにくいものとなっています。

(1)2行 日、 5行日、 7行日、9行日はそれぞれ強 (●)が 3つになっているが、隠れた強
(無音の強勢 ― silent stress)がその後にひと

つ続いているものとして、そこで 1拍置
いてから次の行に移るようにする。

(2)p6a― green(● 。)(2行日)の greenを弱にし、p6aは少しゆっくり言う。b6at(● )
のあと1拍置くこと。

(3)Wrapped ip in a five_pOund n6te(5行 日)の Wrappedを弱 (饉 )に、
`pを
強 (●)

にすることが難しいので注意。また、ffveは少し遅めに言い、pound(蔭 )は弱にして進
む。n6te(●)のあと1拍置く。
(4)And sing to a sm`1l guitir(7行 日)は、sm`11(● )を少し遅めに言うようにする
とよい。guitir(。 ●)の後、 1拍置いて0 16vely(鱗 ●艤)と続けるようにする。
以上のほか、次の点にも注意。

(a)The 6wLリ ュ坐e Pissycat w6nl to s6a(1行日)の 6wl′ndの連結、and[On(d)]
の弱形。the[ёЭ]―→[no]の変イL w6nt[wen(t)]は [(t)]が落ちる。

(b)In a b`autiml(2行 日)の連結。

(C)They t6ok some h6ney,and p16nty Of m6ney(3行 日)の弱形に注意。and[On]、
Of[OV]

(d)Wrappetu旺
1■」 (5行日)の連結にも注意。

瓢
嗣圏
ヨ

０
汁
す
０
ヽ
０

０
０
●
０

ヽ
コ
く
Ｂ

０
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疵

〆

音楽とビー ト音に合わせて、楽しく歌つてみましょう。

thatと andの弱形に注意するとスムーズにいきます。

慣れてきたら、少しずつ歌詞を見ないで言つてみましょう。

THE HOUSE THAT crACK Brrrtr(Dl
丁his is the house that」 ack built.

This is the malt
That lay in the house that Jack built

This is the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built

This is the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built

This is the dog,

That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.
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′

This is the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,

That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the priest all shaven and shorn,
That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,

That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.
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This is the farmer sowing his corn,

That kept the cock that crowed in the morn,

That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,

That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt

That lay in the house that Jack built.

This is the horse and the hound and the horn,

That belonged to the farmer sowing his corn,

That kept the cock that crowed in the morn,

That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,

That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the cock that crowed in the morn,

That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt

That lay in the house that Jack built.

[最後の1節の和訳]

これは馬と猟犬と角笛だ

種まく農夫のものだつた

農夫の飼つてた一番鶏が

目を覚まさせたつるつる頭の牧師

さんが

結婚式を行ったボロ着の男が

キスをした一人さびしい小娘が

乳を搾ったよじれた角の乳牛が

放り上げたイヌが

かみついたネコが

殺したネズミが

食べた麦芽が

置いてあつたジヤツクの建てた家

・
・̈
　
　
　
　
　
　
・，
・
・
　
　
　
　
　
　
・
一
・
　
　
　
　
　
　
・一一
・
　
　
　
　
　
　
．
．
‘
．

[注 ]wornedか みついていじめた /crumpledね じれた /tossed角 で放り上げた /a‖ わrlornと ってもさびしい /
a‖ ねtered and tornす っかりやぶれてばろぼろになった (も のを身につけた)/
a‖ shaven and shorn頭 の毛をさっぱりと刈り込んでそり落とした
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発音クリニック

音寅器官と英語音声記号の名称

日本における英語教育の問題点



紛らわしい音をはつきり区別するために

以下の図は、それぞれ調音の構え(発音の仕方)を示したもの

です。調音の場所 (どこで)と調音の様式 (どのように作られる

か)を示しています。音声器官の概略図と英語の子音表 (ρ .282、

283)を参考にして、音声の作り方を確認してください。

[f]と [0]

[V]と [ё ]
deaf ldCf]/death[deOl
Vei!|ヽ'Cil]/they′ ll[OCill

両唇が閉じる.開くとき、破裂音か出る_

[f],[V]

上の前歯と下唇とが近づき、摩擦音か生じる

舌先が上の前歯に近づき、摩擦音が生じる上の

る

1前歯と下の唇とが近つき、摩擦音が生じ

278

発音クリ主ツク

ban [bren] /van [vanl[b]と [V]

[b]

[V] [0],[ё ]



IS]

[Z]
thiCk 101k1/SiCk iSik]′

dOthe lk10■ 6]/CIoSe lk101lZ]
|] と

[0],[ё ]

[Z]

|~舌先が上の前歯に近づき、摩擦音が生じる。   |1舌の先の部分が、歯茎に近づく。

[S],[Z] [月 ,[5]

1‐糟in｀
¬ ηl

‐‐
絡鍮｀
¬ η l11

′

鯰

発音クリニック

[Sl,[Z]

舌の先の部分が、広く上あごに近づく。

団の有声音。舌の前の部分が、上あごに近

づくが接しない。

[d5]

[明 の有声音。舌の前の部分が、上あごに接

する。

/
｀
レ ~ヽ

ロ
, f l

[5]

分

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

分
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舌
　
　
　
　
レ
ド
　
　
　
　
　
　
　
舌

と歯茎との間に、すき間がある。

/

鍮
1 1ヽ

/

悛
●

■
●
■

●

―

一
‐
．
‐
一
●
一
一
一
●
一
一
一
一
・
●
・
・　
　
・●

藪

Sip ISip1/Ship‖ p]′

bays lbCiZ1/beige lbei51

と歯茎とが付いている。
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舌の先の部分が歯茎に近づき、摩擦音が生

じる。

ISIと調

[Z]と Iろ ]

bees [birz] / beads [birdz][Z]と [dZ] lesion fli:gon] /
legion lli:dgonl

16]と [dろ ]



Itr,dr]

・.:|||・■・

[1]

舌の先の部分を、しっかりと歯茎に付ける。舌の先の部分が、歯茎の裏に付く。狭い接

触。

舌の前の部分が、広く上あごに接する。広い

接触。

[j]

[i]の前で舌を少し持ち上げ、空気の通路を狭

め気味にする。 (「ヤ」ba]の先頭の音)

日本語のイ[i]に 近い。舌を少し緊張させるよ

うにするとよい。

轡洒尚｀
¬ ηl

」, ワ０
．α /

｀
ヽ

書a~¬
ηヽ

ノ

蝙
[r]

舌を軽くカールさせて、歯茎の裏に近づける。

IWI

両唇を狭め、舌の奥を持ち上げ、空気の通

路を狭め気味にする。

唇を丸め、日本語のオlo]と いう気持ちでウ

/

Q
/

弯|
●
一
　
　
‐
●
一
一
●
●
一
●
―

・
‐
　

・

．　

．

・
●
●

●
　
―

/
｀  ヽ・   ・・

轡衝淘｀
¬ ηl

/

颯
を

．

train ltrcinl / chain ItJein]
drain'[dreiri] I .lane fiscirll1

|。 yal 1161011/rOya:[r5i011

yeast lji:stlノ east[ilstl woos lr,vu:zl I ooze futz]
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[=]と [tЛ

と
[

[1]と [:]

[iI] [uI]

[;]と [i:] IW]と [uI]



発音クリニッ

褥

[Э I]

口をあまり開かない。

′

η

1‐轡lm~¬
ηl

[f]

●
●
■
●
―

●

/
｀
ヽ

キ彎,1ヽ｀
¬ η
‐‐‐
1

[f]は上の前歯と下唇の間で作る摩擦音。

きの吐く息。国の中で摩擦舌先をカールさせる。

ヽ |

|.

[アー ]

口をかなり開く。

[フ (ア )]

日本語フ[ou]の 先頭の音。両唇の間で作る

摩擦音。

一国
固団
口

bird[bOldl(英 il)/
bird[bO:rd](米 音)/
バード[ba:dO](日本語音)

fight[fait]ノ

height ihaiti/

フアイト10aitO](日本語:1)
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Ia:r] [h]

と[アー ]

と01] [f]4[珂
と[フ (ア)]



人間は常に呼吸をしていますが、音声はこの呼吸の呼気、すなわち肺から出て

くる空気を利用して作られます。音声器官がいろいろに働いて、この空気の流

れにさまざまな影響を及ぼします。こうして作られるのが音声です。

音声器官 (概略図)Organs of Speech

trfl*(OralCavity)

凶茎 (Alveolar Ridge)

Palate)

唇 歯 (恥eth)

舌尖 (Tip)

E (Tongue) 舌端 (Blade)
前舌面 (Front)
後舌面(3ack)

喉頭(Larynx) 食道 (Oesophagus)

気管 (Trachea)
声帯 (Vocal Fo!ds)

肺は広い意味で音声器官に入りますが、普通は、叫題頁と口・鼻の部分を音声器官と

呼びます。叫麺頁、の内部に声帯があり、その振動の有無により有声音か無声音かが決ま

り、さらに声帯の状態により、ささやき声や、声門破裂音など力V乍られます。

音声器官ではとくに舌が重要な働きをします。母語を英

語でnative tongue、 mother tongueと いうように、舌

(tongue)が言語を表すほどです。

音声産出の機構

人間は音声器官を働かせて「母音」(vowel)。「子音」

(consonant)を作 り、その結びつきによって「音節」

(syHable)力平乍られ、その音節のつながりにアクセント、

イントネーションがかかわり、発話 (文)が行われます。

late)

、ヽ、

調音
口・鼻

発声
喉頭 (声帯)

吸
市
呼

―
吸
市
呼

―

282

音声器官と英語音声記号の名称

鼻腔
(Nasa:Cavity)

■‐ ――一日蓋垂(Uvula)

●‐■――――

■二■_=
咽頭 (Phaッ nx).
畷頭蓋(Ep191ottis)

1



音声器官

英言吾の子音  The English Consonants

上の子音の表で、横軸は調音 (発音)の場所 (place of articulation)を 、縦軸は

調音の様式 (manner of articulation)を示します。表の中で同じ枠内にある記号は、

左が無声音を、右が有声音を表します。

子音は、(1府声か無声か、(2朋音の場所はどこか、(3)調音の様式は何かによって区

別され、通常次のように定義されます。たとえ|よ [p]は無声 。両唇・破裂音、[b]は

有声・両唇・破裂音、[d5]は有声・後部歯茎・破擦音、等々です。なお、[w]は二重

調音 (double articulation)と 言って両唇と軟口蓋のふたつの場所で同時に行われる

ため、正式には有声 。両唇軟口蓋・接近音と呼ばれています。

罰

283

調音様式
両唇音
Bilabial

唇歯音
Labiodental

歯音

Dental
歯茎音
Alveolar

後部歯茎音
Postalveolar

硬口蓋音
Palatal

軟口蓋音
Velar

声門音
Glottal

破裂音

P!osive
p b t d k g

鼻音

Nasal
111 n η

摩擦音

Fricative
fv O ё S Z ∫ 5 h

破擦音

Attricate
t「 d5

接近音

Approximant
W r J (W)

側面接近音

Lateral
approxirnant

l



音声学なき音声教育

日本における英語教育の最大の問題点が、その音声教育にあると指摘されてから久し

いものがあります。多くの教育現場では、LL教室などでテープやCDを聞いたリビデオ

を見たりし、また最近ではCALL(computer― assisted ianguage learning)が 導入さ

れるようにもなってきました。英語のネイテイブスピーカーに授業を手伝ってもらう方

策も取り入れられてきました。しかし、依然として「使えない英語」という学校教育に

対する不名誉な言葉はなくなってはいません。

故ライシヤワー元駐日大使が1977年にその著rHEノ溜 Ⅳ慶Eにおいて述べた、「日

本の英語教育につぎ込まれたたいへんな努力にもかかわらず、その成果はきわめて貧弱

なものである」(Despite the huge amount of effort put into the teaching Of

English in Japan,the results are extremely meagen)と の指摘は、30年以上たっ

たいまもなお生きているといってよいでしよう。これは何が原因なのでしょうか。以下、

主な要因を指摘してその改善のための理念と方策を提起しておきたいと思います。

1 わが国には「沈黙は金、雄弁は銀」という思考様式とでもいえるものがあって、話す行

為を重視せずむしろそれを低く見る傾向があった。

2上の1と も関係 して、インプット(入力)を重視しアウ トプット(出力)を軽視する傾向が
あった。

3これまで外国の学問・文化を主として文字を通じて取り入れてきたという経緯があった。
4言語の研究にあっては、純粋理論言語学や歴史言語学などの研究が主流を占め、実践を
伴う音声学や応用言語学は傍流の地位に置かれる傾向があった。

5外国語の学問・研究は文学の研究が中心となり、実践・応用を伴う言語教育の研究はこ
こでもまた傍流の地位に置かれてきた。

6.大学は研究機関であるという認識の下で、教育の重要性より研究の重要性が優先される

傾向にあった。

7外国語教育との関連においては、外国語の歴史や統語論 (文法)の研究が中心となり、
外国語の音声指導に必要不可欠な「音声学の理論」と「実践技術」は深く顧みられない

傾向にあった。

8これは、言語理論の研究は頭で行われるが、音声の研究は実践的訓練 (耳 と口を鍛える
こと)を必要とすることとも関係 していた。

9英語教育にあっては、音声学を専攻した研究者・教員が少なかったこともあり、多くの
大学では教職の資格を取得できる英文学科などのカリキュラムに、英語音声学、日英対

照音声学等の教科を持つことが少なかった。
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一 本における英語教育の問題点
一―音声教育の欠落



日本に ,おける英語教育の問題点

10その結果、英文学科等で行われる英語教員の養成が、英語の音声研究・音声教育を実質
的にはほとんど考慮されない中で行われ、音声指導の力を必ずしも十分に持たない教員

資格者が多く生み出された。

11英語の音声指導に自信を持って取り組むことのできる教員が少なく、しかも1ク ラスの
生徒・学生数が多く、かつ、学校教育が英語の読解に重点を置く流れの中で、望ましい

教育成果が生み出されなかった。

要するに、「使えない英語」の根本的な要因は、日本の英語音声教育が羅針盤を持たな

い船のように、音声学を持たない英語教育にあったといってよいでしょう。羅針盤がな

いために、日本の英語教育は難破船のように漂い続けてきたといえます。次のようなも

っともらしい説を見聞きすることがあります。「母語である日本語は、その文法も音声も

特別な訓練などをしないで自然に身についたのだから、英語もただCDな どを聞いてい

るうちに、あるとき突然、自然に英語が口を突いて出てくるようになる」「英語放送や英

語のCDなどを一日中聞いていれ|よ いつのまにか英語が聞き取れるようになる」、等 。々

しかし、聞き取れない音はどうしても聞き取れない、一生懸命話したのにどうしても

通じない、という経験を持っている人は多いものです。また、日本の英会話学校ではネ

イテイブスピーカーと何となく話が通じたのに、海外に出たら全然駄目だったといって

悩んでいる人も多くいます。これは、英語のネイテイブスピーカーは日本語母語話者が

話す英語の音声や文法の間違いにはすぐに気づきますが、必ずしもその間違いを指導し

て正すことができるわけではないこととも関係しています。

母語の干渉

母語の干渉とは、学習者が身につけた母語力汐卜国語を学ぶにあたってその習得に及ぼ

す不利な影響のことをいいます。いったん母語を身につけた人が後に外国語を学ぶ場合

は、その外国語は母語の強い影響の下で習得されるということです。その影響がどれほ

ど強いかは、母語と外国語との音の体系の違いがどのようなものであるかによって決ま

ります。単純な音の体系の言語話者が複雑な音の体系の外国語を習得する場合は、母語

の干渉の度合いがその逆の場合よりもはるかに大きくなります。ということは、習得が

ずっと難しくなるということです。

この不公平とも言える現象が日本語と英語との間には存在するのです。それは日本語

と英語の音声の体系、すなわち両言語の音の成り立ち方がまったく異なっているうえに、

英語の音の体系のほうが日本語のそれよりもあらゆる面ではるかに複雑であるからです。

日本語を母語とする私たちは、音声の面では英語を学習するにあたってたいへん大きな

ハンディ (不利な条件)を負っているのです。

聞き取りと発音の両面にわたってその習得が難しい英語の音声現象は数え切れないほ

どありますが、その中でも最も習得が難しいといってよい、英語の強勢現象にかかわる

実例を見てみます。
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ある日本人がアメリカ入国の際、係官におur finger[fう lr fl13gOr]● ● (4本の指)と

言われ、fingerに複数のs[z]力 Y寸いていなかったことから、「アメリカ人も単数・複数

を間違えるのだなと思った」とのことでした。しかし実際は、4本の指と言われたので

はなく、おrefinger ifう Ir fiI〕gor]0爾 (人さし指)と言われたのだということがわかり

ました。4本の指も人さし指も子音と母音の組み合わせは同じですが、強勢型が違いま

す。料理器具のホットプレートはhotplate●・ であってhot plate● ●ではないのと

同様の、強勢現象の問題です。ちなみにhot plate● ●だと温かい (熱い)皿になりま

す。

英語を使うことにとくに不自由のない高いレベルの英語力を持つ人でも、この種の強

勢現象には正しく反応することが難しいのです。これは、母語の日本語が音節リズムの

言語 (syllable― timed language)で あるのに対して、習得対象である英語が強勢リズ

ムの言語 (stress―timed language)で あることによるもので、母語の干渉がきわめて

強いことを示す典型的な例のひとつです。

この例からもわかるように、日本語の母語話者が英語を学ぶにあたって直面する音声

現象習得の難しさは、根本的にはすべて母語である日本語の音の体系から生み出されま

す。それゆえ、その難しさは潜在的なものであって、よほどのことがない限り意識でき

ません。そこで、その克服のためには体系的な指導と学習が必要となるのです。ここに

おいて、体系的な指導と学習を可能にするのが学問としての音声学であり、音声学こそ

が確実で効果的に英語の音声を習得する道を示し、それを達成するための理論と方法を

提供してくれるのです。

音声学― 理論と実践の学

音声学 (phonetics)は、全世界の言語をその研究対象とし、研究のための理論的枠

組みおよび実践的技術を提供して、これに基づいて言語音声の記述・分析・表記を行い

ます。これが一般音声学 (general phonetics)で す。諸言語の音声研究において、い

ろいろな仮説を科学的にテストする目的で、主として機器類を使用してラボ (language

labOratOry)そ の他で実験を行う場合、これを実験音声学 (experimental phonetics)

と呼びます。

音声学の具体的な研究領域としては、言語を話し手と聞き手との間のスピーチチェー

ン (話し言葉の連鎖)と して捉え、その視点から下記の3つの部門に分けるのが一般的

です。

スピーチチェーン (The speech chain)

話し手の脳 (メ ッセージの作成)一→話し手の口 (調音)一→空気の振動 (音波)一→

聞き手の耳 (聴覚)――〉聞き手の脳 (メ ッセージの解釈)



英語教育の

調音音声学 (articulatory phOnetics)

の仕組みの研究

音響音声学 (acoustic phOnetics)

空気の振動 (音波)の物理的研究
3.聞き手 (耳で言葉を聞く)― 聴覚音声学 (auditory phonetics)
耳に届いた音声に対する聴覚的反応の研究

なお、メッセージの作成とメッセージの解釈は言語学の対象分野となります。

英語の音声研究

英語の音声に関しては、とくに海外の英語圏において、いろいろな観点から詳細な研

究が行われてきました。外国語としての英語教育とのかかわりにおいては、調音 (発音)

の仕組みとその具体的な音声の記述・分析と力ヽ 主として英語音声学の名の下に調音音

声学の観点から行われてきました。この従来の英語音声学は英語の音声のさまざまな姿

を知ることができることから、そして多くの場合CDな どでその姿を確認することがで
きることもあって、外国人学習者にとっては音声学の貴重な研究成果として世界中で活

用されてきました。

しかし、調音音声学をベースとしたこの伝統的な英語音声学に問題がなかったわけで

はありません。ひとつには、母音・子音の記述・分析という、分節音素論 (segmental

phonology)の分野がその中心を占め、強勢、リズム、イントネーションなどの超分節

音素論 (suprasegmental phOn010gy)の分野はあまり重要視されてこなかったことで

す。多くの場合後者は強調や話者の心的態度 幅晴)を表すものとして、上級学習者が

学習の最終段階において学ぶ、いわゆる英語らしさを身につけるためのものとして扱わ

れてきました。しかし、強勢やリズム、イントネーションは単に話者の心的態度を示す

だけのものではないこと力ヽ その後の多くの研究で明らかにされてきており、そこに見

られる新情報や旧情報という情報処理の機能、さらに相手との関係性におけるコミュニ

カテイブな機能などは外国人学習者にとってきわめて重要な学習課題となっています。

さらにもうひとつの非常に大きな問題点は、従来の英語音声学は英語の音声の姿をいわ

ば解剖学的に示すことを中心課題としていて、母語によって異なる学習上の問題点に対

しては、一般的な記述にとどまってきたという点です。

本書は、音声学の分野に誕生してきた新しい研究領域である「教育音声学 (educational

phonetics)」 の観点から、日本語母語話者がその母語の干渉 (母語の壁)を乗り越える

ために必要な理論と実践的方法を体系化したものです。音声学が日本の英語教育を新し

い方向に進めていく羅針盤となることを願ってやみません。
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